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巻
冊

３
１
全
全
医
範
提
綱
本
文

土
佐
楮
手
漉
和
紙
・
精

函
脚
暉
函
凹
巧
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
・

糸
糸

峨
峨
岬
吟
酔
》
鋤
畦

医
医
タ
イ
プ
印
刷
濃
＃

布
貼
特
製
帷
入

薗
景
蘭
景

和
内
和
内
限
定
版
三
○
○
部

頒
価
三
八
、
○
○
○
円

蘭
学
覗
始
で
主
役
を
減
ず
る
タ
ー
ヘ
ル
・
ア

ナ
ト
ミ
ア
は
解
体
新
井
翻
訳
の
原
蒋
で
、
ド
イ

ツ
語
の
原
著
輔
二
版
の
剛
訳
本
で
あ
る
。

今
年
は
解
体
新
沸
川
版
二
○
○
年
に
あ
た
る
。

こ
の
歴
史
的
な
機
会
を
一
肘
愈
義
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
の
先
駆
打
か
使
川
し
た

の
と
Ｍ
一
版
の
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ｋ
‐
ミ
ア
を
復

刻
。
別
巻
と
し
て
小
川
◆
絲
方
川
先
生
の
解
拠

と
、
解
体
新
＃
金
川
巻
の
縮
写
版
を
添
付
。

付
・
別
巻

摩
＃
：
；

解
体
新
書
（
縮
写
版
）

》
限
定
派
○
○
部

一
価
一
一
五
、
○
○
○
円

・
・
・
‐
働
承
｝
砥
〉
４
・
ず
．
‐
分
署

解
説

録
珊
本
書
は
、
華
間
青
洲
ン
－
ボ
ル
ト
に
師
事
し
て
出
藍

秘
全
の
誉
れ
高
い
日
本
外
科
学
の
先
覚
蒲
、
棗
軒
本
間
玄
講

科
燃
嚇
職
悩
辮
糊
蝋
繍
蝶
郡
噸

瘍
札
た
め
に
撫
調
は
青
洲
よ
り
磁
門
さ
れ
た
と
伝
え
ら
拠

続
て
ぃ
患
。
内
科
秘
録
は
、
玄
調
六
十
一
才
の
著
で
、
漢
方
内
科
に

非
凡
の
学
識
を
示
し
、
再
度
当
時
の
医
学
界
を
驚
嘆
さ
せ

た
Ｊ
Ｕ
の
で
あ
る
。

録
研
閲
濡
鰹
尋
い
鍜
鰯
鰈
蕊
溌
融
舞
籔
。

柵
全
腓
磯
哨
糀
鱗
灘
職
蠅
郷
餓
職

瘍
識
駕
艤
調
紫
蛾
謬
蕊
鰯
鯉
紬

存
用
と
し
て
、
貴
重
な
文
献
で
あ
る
．
（
矢
数
道
明
氏
蔵
）

獺
諦
繩
鯏
繩
郷
聯
華
蝋
淵
聯
柵
蝋
鰄
紺
蝋
馴

科内調玄間本
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便
師
な
る
工
人
が
周
の
穆
王
に
献
じ
た
偶
人
は
、
本
物
の
人
間
と
見
ま
が
う
ば
か
り
に
振
舞
っ
た
。
驚
い
た
王
が
剖
い
て
桑
る
と
、
内
臓
筋

骨
す
べ
て
仮
り
物
だ
っ
た
が
、
再
び
結
合
す
る
と
元
の
如
く
動
い
た
。
「
王
試
ミ
’
一
其
ノ
心
ヲ
廃
ス
レ
バ
則
チ
ロ
言
う
能
ハ
ズ
、
其
ノ
肝
ヲ
廃

ス
レ
バ
則
チ
目
視
ル
能
ハ
ズ
、
其
ノ
腎
ヲ
廃
ス
レ
バ
則
チ
足
歩
ム
能
ハ
ズ
・
」
こ
れ
は
『
列
子
』
湯
問
篇
の
話
で
あ
る
。
特
定
の
臓
器
の
欠
除

と
感
覚
、
運
動
の
障
磯
の
対
応
に
よ
っ
て
逆
に
双
方
の
密
接
な
関
係
を
暗
示
し
て
い
る
こ
の
条
り
は
、
現
今
の
脳
生
理
学
的
実
験
を
髻
濤
さ
せ

（
１
）

る
・
も
つ
と
も
同
似
の
局
在
論
で
は
あ
る
が
、
右
の
発
想
は
た
と
い
素
朴
解
剖
学
が
基
礎
に
あ
る
と
は
い
え
形
而
上
学
的
思
弁
の
産
物
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
局
在
論
的
思
考
は
漢
代
以
降
完
成
さ
れ
る
中
国
伝
統
医
学
に
集
約
さ
れ
て
く
る
が
、
意
識
、
思
惟
、
記
憶
等
々
広
く
言
っ
て
精
神

と
身
体
と
の
関
係
が
哲
学
的
考
察
の
対
象
と
な
る
の
は
戦
国
時
代
の
『
管
子
』
や
『
筍
子
』
あ
た
り
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。

中
国
で
精
神
と
心
臓
と
の
同
一
視
は
由
来
が
久
し
く
、
淵
源
を
尋
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
脳
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
現
代
で
も
常
識
の
一
隅

に
残
存
す
る
こ
の
慣
習
は
、
古
代
人
の
間
で
必
ず
し
も
共
通
の
観
念
で
は
な
く
、
他
の
諸
民
族
で
、
あ
る
い
は
脾
臓
、
あ
る
い
は
肝
臓
、
あ
る
い

は
血
液
な
ど
が
精
神
と
同
一
視
さ
れ
た
（
永
井
、
一
九
’
三
頁
）
。
ギ
リ
シ
ア
で
は
初
期
自
然
哲
学
者
が
精
神
の
座
位
と
し
て
脳
を
唱
え
た
と
き

（
２
）

で
さ
え
、
横
隔
膜
説
が
い
わ
ば
通
念
だ
っ
た
。
中
国
人
は
精
神
の
身
体
に
お
け
る
所
在
を
言
い
た
い
場
合
、
「
予
其
敷
心
腹
腎
腸
」
（
書
経
、

脳
ｌ
中
国
医
学
思
想
に
お
け
る
精
神
の
座
Ｉ

と

心
一

蹄
癖
纒
垂
檸
評
》
壗
潅
一
一
彗
唾
準
壼
需
昭
和
五
十
四
年
五
月
七
日
受
付

加

納
喜
光
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生
理
学
的
知
識
が
あ
る
程
度
進
む
に
つ
れ
て
、
諸
臓
器
と
精
神
の
関
係
を
合
理
的
に
整
理
分
類
し
よ
う
と
す
る
動
向
が
現
れ
た
。
こ
れ
は
戦

国
末
か
ら
漢
代
に
か
け
て
発
展
し
た
自
然
哲
学
、
特
に
五
行
思
想
と
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
自
然
哲
学
的
興
味
を
医
学
に
も
ち
こ
ん
だ
影
響

も
し
れ
な
い
。

盤
康
下
）
と
か
「
敢
布
腹
心
」
（
左
伝
・
宣
公
十
二
年
）
な
ど
の
よ
う
に
漠
然
と
胸
部
な
い
し
腹
部
を
意
識
し
て
い
た
ら
し
い
。
精
神
と
身
体
器

官
と
の
関
係
を
初
め
て
明
確
に
打
ち
出
し
た
の
は
、
戦
国
時
代
道
家
一
派
の
著
作
と
目
さ
れ
る
（
橘
、
一
九
六
二
）
い
わ
ゆ
る
『
管
子
』
四
篇

（
心
術
上
・
下
、
白
心
、
内
業
）
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
心
臓
と
精
神
が
居
宅
と
そ
の
主
人
と
い
う
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
捉
え
ら
れ
る
。
心
臓
は
八
宮
Ｖ

で
あ
り
知
性
の
八
舎
Ｖ
で
あ
る
。
も
し
そ
の
宿
舎
を
汚
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
な
ら
ば
八
神
Ｖ
は
そ
こ
に
定
着
で
き
な
い
。
「
神
〈
至
貴
ナ

リ
、
故
二
館
辞
除
セ
ザ
レ
》
ハ
貴
人
舎
ラ
ズ
」
（
心
術
上
篇
）
。
こ
れ
は
素
朴
な
二
元
論
の
如
く
見
え
る
が
、
実
は
精
神
は
八
気
Ｖ
に
よ
っ
て
媒
介

さ
れ
る
と
す
る
自
然
哲
学
的
着
想
を
根
底
に
持
つ
。
「
定
心
中
ニ
在
し
《
ハ
耳
目
聡
明
一
一
四
枝
堅
固
一
一
シ
テ
、
以
テ
精
ノ
舎
為
ル
ベ
シ
。
精
ナ
ル

者
〈
気
ノ
精
ナ
ル
者
ナ
リ
。
気
通
（
揺
校
に
よ
る
）
し
ゃ
く
乃
チ
生
ズ
、
生
ズ
レ
ゞ
〈
乃
チ
思
う
、
思
へ
、
〈
乃
チ
知
ル
、
知
し
ゞ
〈
乃
チ
止
マ
ル
」
（
内

業
篇
）
。
宇
宙
Ⅱ
人
間
を
貫
く
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
根
源
で
あ
る
八
気
Ｖ
の
更
に
純
粋
な
る
八
精
Ｖ
が
思
惟
と
与
か
る
の
で
あ
る
。
思
考
作
用
を

八
気
Ｖ
に
よ
っ
て
理
論
化
し
よ
う
と
す
る
発
想
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
の
プ
ネ
ウ
マ
説
（
永
井
、
八
四
頁
）
な
ど
と
の
類
似
を
考
え

て
承
て
も
、
比
較
思
想
史
上
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
『
管
子
』
の
場
合
生
理
学
的
根
拠
を
欠
く
。
同
様
に
筍
子
も
生
理
学
的
基
盤
も
な

セ
ン
タ
ー

く
、
ま
し
て
自
然
哲
学
的
発
想
で
も
な
い
が
、
心
臓
を
身
体
器
官
に
お
け
る
中
枢
と
す
る
説
を
提
出
し
た
。
筍
子
に
よ
れ
ば
感
覚
諸
器
官
を

八
天
官
Ｖ
と
云
い
、
思
惟
器
官
を
八
天
君
Ｖ
と
云
い
、
後
者
は
前
者
の
主
宰
者
で
あ
る
。
「
心
〈
中
虚
二
居
り
以
テ
五
官
ヲ
治
ム
、
夫
し
是
レ

ヲ
天
君
ト
謂
フ
」
（
『
筍
子
』
天
論
篇
）
。
心
臓
は
単
独
に
は
十
分
に
機
能
し
得
な
い
感
官
を
互
い
に
連
絡
し
、
全
体
を
フ
ル
に
活
動
さ
せ
る
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
果
た
す
。
「
心
〈
形
ノ
君
ナ
リ
、
而
シ
テ
神
明
ノ
主
ナ
リ
。
令
ヲ
出
シ
テ
令
ヲ
受
ク
ル
所
無
シ
・
自
ラ
禁
ズ
ル
ナ
リ
、
自
ラ
使

フ
ナ
リ
、
自
ラ
奪
フ
ナ
リ
、
自
ラ
取
ル
ナ
リ
、
自
ラ
行
フ
ナ
リ
、
自
ラ
止
ム
ル
ナ
リ
」
（
同
、
解
蔽
篇
）
の
よ
う
に
身
体
を
支
配
し
命
令
を
発

す
る
只
一
つ
の
中
枢
器
官
が
心
臓
な
の
で
あ
る
。
も
し
心
臓
を
脳
に
置
き
か
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
現
代
の
通
俗
観
念
と
し
て
通
用
す
る
か
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の
第
一
が
臓
脈
の
分
類
と
精
神
の
局
在
論
で
あ
る
。
唐
の
龍
吉
の
『
五
行
大
義
』
は
五
臓
へ
の
精
神
の
割
り
振
り
の
諸
説
を
紹
介
し
て
い
る

（
論
配
蔵
府
）
。
例
え
ば
班
固
の
『
白
虎
通
』
で
は
肺
が
「
情
動
序
ヲ
得
ル
」
機
能
、
心
が
「
思
ヲ
任
ズ
ル
」
機
能
、
腎
が
「
飯
ヲ
以
テ
写
ス

ル
」
機
能
、
脾
が
「
精
ヲ
以
テ
気
ヲ
票
ク
ル
」
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
も
つ
（
肝
に
つ
い
て
は
不
明
）
と
す
る
。
右
は
一
部
生
理
作
用
を
も
含
む
が
、

『
素
問
』
や
『
河
上
公
注
老
子
』
で
は
肝
・
肺
・
心
・
腎
・
脾
に
対
し
て
精
神
作
用
と
し
て
魂
・
塊
・
神
・
精
。
志
を
そ
れ
ぞ
れ
配
当
す
る
。

情
動
の
座
に
関
し
て
は
『
論
衡
』
の
説
を
引
き
、
肝
に
は
喜
、
肺
に
は
怒
、
腎
に
は
哀
、
脾
に
は
楽
と
そ
れ
ぞ
れ
関
係
づ
け
る
が
（
論
惰
性
）
、

（
３
）

現
本
の
『
論
衡
』
を
見
る
と
局
在
論
で
は
な
く
む
し
ろ
全
体
論
的
傾
向
を
示
し
、
『
管
子
』
と
同
様
に
八
気
Ｖ
を
精
神
の
媒
体
と
す
る
。

先
秦
か
ら
漢
代
に
至
る
医
学
説
を
集
大
成
し
た
内
経
（
『
素
問
』
お
よ
び
『
霊
枢
』
）
は
当
然
な
が
ら
精
神
の
局
在
論
を
極
度
に
展
開
さ
せ
て
い

る
。
「
心
〈
五
蔵
六
府
ノ
大
主
ナ
リ
、
精
神
ノ
舎
ル
所
ナ
リ
」
（
『
霊
枢
』
邪
客
篇
）
と
あ
る
よ
う
に
一
方
で
は
筍
子
以
来
の
心
臓
中
枢
説
を
受

け
入
れ
つ
つ
、
内
臓
の
精
神
生
理
学
と
も
い
う
べ
き
一
つ
の
体
系
を
作
り
あ
げ
た
。
体
内
諸
器
官
は
五
臓
と
六
脈
に
二
分
類
さ
れ
、
生
理
・
生

（
４
）

殖
作
用
を
司
ど
る
後
者
に
対
し
て
精
神
作
用
は
専
ら
前
者
の
司
ど
る
所
と
さ
れ
る
。
『
素
問
』
六
節
蔵
象
論
に
よ
る
と
、
心
は
八
神
Ｖ
の
座
、

肺
は
八
塊
Ｖ
の
座
、
腎
は
八
精
Ｖ
（
他
篇
で
は
志
と
も
）
の
座
、
肝
は
八
魂
Ｖ
の
座
、
脾
は
八
営
Ｖ
（
他
篇
で
は
意
と
も
）
の
座
で
あ
り
、
『
霊

枢
』
本
神
篇
は
精
神
現
象
の
生
起
に
つ
い
て
「
天
ノ
我
二
在
ル
者
ハ
徳
ナ
リ
、
地
ノ
我
二
在
ル
者
〈
気
ナ
リ
。
徳
流
し
気
薄
リ
テ
生
ズ
ル
者
ナ

リ
。
故
一
一
生
ノ
来
ル
之
ヲ
精
卜
謂
上
、
両
精
相
榑
シ
之
ヲ
神
ト
謂
フ
・
神
二
随
ヒ
テ
往
来
ス
ル
之
ヲ
魂
ト
謂
上
、
精
ト
並
ビ
テ
出
入
ス
ル
者
之

ヲ
塊
ト
謂
フ
。
物
ヲ
任
ズ
ル
所
以
ノ
者
之
ヲ
心
ト
謂
上
、
心
ノ
憶
う
所
之
ヲ
意
卜
謂
上
、
意
ノ
存
ス
ル
所
之
ヲ
志
ト
謂
上
、
志
二
因
リ
テ
存
変

（
張
介
賓
注
、
復
有
反
覆
計
度
）
ス
ル
之
ヲ
思
ト
謂
上
、
思
一
一
因
リ
テ
遠
慕
ス
ル
之
ヲ
慮
卜
謂
上
、
慮
一
一
因
リ
テ
物
一
一
処
ス
ル
之
ヲ
智
ト
謂
フ
」
と

連
続
的
に
捉
え
、
自
然
か
ら
人
間
そ
し
て
精
神
に
至
る
一
元
論
的
哲
学
を
披
露
す
る
。
心
身
相
関
の
メ
カ
’
一
ズ
ム
の
説
明
に
つ
い
て
は
思
弁
の

域
を
出
な
い
に
し
て
も
、
精
神
と
身
体
の
影
響
を
説
く
医
学
説
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
七
情
と
総
称
さ
れ
る
情
動
は
も
と
よ
り
五
臓
に

起
源
が
あ
り
（
『
素
問
』
陰
陽
応
象
大
論
）
、
特
に
心
臓
に
中
枢
的
役
割
が
帰
せ
ら
れ
る
が
（
『
霊
枢
』
口
問
篇
）
、
『
霊
枢
』
本
神
篇
に
よ
る
と
、
球

楊
思
慮
が
八
神
Ｖ
を
傷
り
、
憂
愁
が
八
意
Ｖ
を
傷
り
、
悲
哀
が
八
魂
Ｖ
を
傷
り
、
過
度
の
喜
楽
が
八
塊
Ｖ
を
傷
り
、
盛
怒
が
八
志
Ｖ
を
傷
る
と
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医
学
に
お
け
る
自
然
哲
学
的
影
響
の
第
二
は
、
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
Ⅱ
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
照
応
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
に
論
及
し
た

こ
と
の
あ
る
別
稿
（
加
納
。
一
九
七
八
①
）
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
身
体
の
分
類
と
係
わ
る
部
分
に
限
り
た
い
。
上
記
の
通
り
中
国
医
学
で
精
神
を
生

ゑ
出
す
器
官
、
あ
る
い
は
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
え
る
器
官
と
し
て
臓
器
が
重
視
さ
れ
た
が
、
一
方
、
漢
代
以
後
頭
部
を
重
視
す
る
考
え
方

が
現
れ
、
こ
れ
が
医
学
に
も
流
入
し
て
い
る
。
『
素
間
』
に
あ
る
「
夫
レ
五
蔵
〈
身
ノ
強
ナ
リ
、
頭
ハ
精
明
ノ
府
ナ
リ
、
頭
傾
キ
視
深
ケ
レ
》
〈

精
神
将
二
奪
ハ
レ
ン
」
（
脈
要
精
微
論
）
と
い
う
一
文
は
あ
た
か
も
頭
部
が
精
神
の
座
で
あ
る
か
を
思
わ
せ
る
が
、
必
ず
し
も
断
定
は
で
き

ず
、
た
だ
視
覚
の
原
因
と
し
て
の
八
精
Ｖ
が
頭
に
宿
っ
て
い
る
こ
と
を
言
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
董
仲
野
の
『
春
秋
繁
露
』
で
マ
ク

ロ
コ
ス
モ
ス
と
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
対
応
を
説
い
た
条
り
に
、
「
頸
以
上
ノ
者
〈
精
神
尊
厳
天
類
ノ
状
ヲ
明
ラ
カ
ニ
ス
ル
ナ
リ
」
（
人
副
天
数
篇
）

と
あ
る
文
章
や
、
『
春
秋
元
命
苞
』
の
「
頭
〈
神
ノ
居
ル
所
、
上
円
〈
天
二
象
ル
、
気
ノ
府
ナ
リ
」
（
古
今
図
書
集
成
、
第
三
八
五
冊
）
、
同
じ
く

「
脳
ノ
言
為
ル
ハ
在
ナ
リ
、
人
ノ
精
脳
一
一
在
ル
ナ
リ
」
（
太
平
御
覧
巻
三
七
五
）
と
い
う
断
片
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
漢
代
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

が
内
経
に
も
色
濃
く
影
を
落
と
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
天
が
円
形
な
る
が
故
に
頭
も
円
形
を
象
り
、
生
命
や
精
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
頭
に
宿
る
と
す
る
『
春
秋
元
命
苞
』
の
説
は
プ
ラ
ト
ン
を
想
起
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
は
霊
魂
と
そ
れ
に
対
応
す
る
身
体
の
座

を
三
つ
に
分
け
、
不
滅
の
魂
は
天
球
の
よ
う
に
円
い
脳
の
中
に
納
ま
っ
て
い
る
と
し
た
（
小
川
政
修
、
二
一
九
頁
）
。
唐
の
孫
思
迩
は
「
人
始
メ

テ
生
マ
レ
、
先
ヅ
其
ノ
精
ヲ
成
ス
、
精
成
リ
テ
脳
髄
生
ズ
。
頭
ノ
円
〈
天
二
象
リ
、
足
ノ
方
〈
地
二
象
ル
。
眼
目
ハ
日
月
二
応
ジ
、
五
蔵
〈
五

い
う
具
合
に
し
て
、
先
ず
五
臓
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
次
い
で
身
体
に
独
自
の
症
状
が
現
れ
る
と
す
る
。
内
臓
と
精
神
の
相
関
関
係
は
現
代
の
心

身
医
学
で
も
認
め
ら
れ
て
お
り
（
ボ
ス
、
三
四
’
四
一
頁
）
、
中
国
医
学
の
場
合
は
脳
と
い
う
神
経
学
的
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
さ
な
い
経
験
論
的
な
心

身
相
関
医
学
と
言
え
る
。
解
剖
学
を
事
と
し
な
い
中
国
医
学
は
体
表
医
学
的
性
格
が
強
い
が
、
却
っ
て
精
神
神
経
学
的
現
象
を
体
表
で
認
識
し

た
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

二
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星
二
法
リ
、
六
府
〈
六
律
二
法
リ
、
心
ヲ
以
テ
中
極
ト
為
ス
」
（
『
千
金
要
方
』
巻
一
・
序
例
）
と
述
べ
、
内
経
医
学
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
承
け
て

い
る
の
は
怪
し
む
に
足
り
な
い
が
、
心
臓
を
八
中
極
Ｖ
と
す
る
意
図
は
上
（
頭
部
）
、
下
（
足
部
、
又
は
下
腹
部
）
に
対
し
て
言
い
、
む
し
ろ
道
教

医
学
の
身
体
区
分
を
下
敷
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
道
教
医
学
は
．
フ
ラ
ト
ン
と
同
じ
く
身
体
を
三
つ
の
部
分
に
分
け
る
（
マ
ス
・
へ
ロ
、

八
二
’
八
三
頁
）
・
上
部
（
頭
と
脳
）
は
感
覚
器
官
の
座
で
、
心
臓
を
例
外
と
し
て
「
生
命
の
知
的
な
面
に
関
す
る
も
の
」
が
所
属
す
る
。
中
部

（
胸
）
と
下
部
（
腹
と
脚
）
は
「
生
命
の
生
理
的
機
能
の
主
な
も
の
」
が
所
属
す
る
。
各
部
分
に
は
ま
た
三
つ
の
生
命
中
枢
で
あ
る
丹
田
が
位

し
、
そ
れ
ぞ
れ
神
々
が
特
定
の
名
を
も
つ
八
宮
Ｖ
に
住
む
。
頭
部
の
丹
田
は
泥
丸
宮
と
呼
ば
れ
、
最
高
神
の
居
所
で
あ
る
。
道
教
医
学
は
内
経

医
学
と
表
裏
一
体
で
あ
る
に
し
て
も
そ
の
秘
教
的
性
格
は
理
解
を
困
難
に
す
る
。
も
し
人
格
化
さ
れ
た
神
が
霊
魂
の
象
徴
的
表
現
だ
と
す
れ

ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
身
体
の
三
区
分
と
の
類
似
は
興
味
深
く
、
コ
ス
モ
ロ
ジ
ヵ
ル
な
共
通
の
動
機
が
思
い
う
か
ぶ
。

心
臓
中
枢
説
が
解
体
し
頭
部
に
移
行
し
た
動
機
と
し
て
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
小
児
医
学
的
な
側
面
で
あ
る
。
『
韓
詩
外
伝
」
で
天

地
の
八
気
Ｖ
を
受
け
て
生
ま
れ
た
人
間
が
次
第
に
身
体
の
諸
機
能
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
た
条
り
に
、
「
三
年
脳
合
シ
テ
後
能
ク
言

う
」
（
巻
一
）
と
あ
る
の
は
、
小
児
の
泉
門
が
閉
鎖
す
る
時
期
と
言
語
の
発
達
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
観
察
に
基
づ
く
。
時
代
は
や
や
下
る

が
、
階
の
巣
元
方
の
『
諸
病
源
候
論
』
に
小
児
の
脳
病
に
対
す
る
症
候
論
の
記
載
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
病
理
学
を
整
理
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
脳
は
小
児
医
学
で
重
視
さ
れ
た
。
明
の
徐
春
甫
は
「
頌
門
〈
精
神
ノ
門
戸
ナ
リ
」
（
『
古
今
医
統
』
顛
順
論
）
と
言
い
、

十
八
世
紀
の
宣
教
師
の
書
簡
に
も
泉
門
を
精
神
、
理
性
の
門
と
す
る
中
国
人
の
考
え
方
を
紹
介
し
て
い
る
が
（
矢
沢
、
一
○
六
頁
）
、
こ
の
観
念

が
い
つ
ご
ろ
定
着
し
た
の
か
、
ま
た
西
洋
医
学
の
影
響
に
よ
る
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

内
経
医
学
の
脳
に
対
す
る
見
方
は
精
神
作
用
を
そ
の
機
能
と
し
な
い
。
脳
は
髄
・
骨
・
豚
・
胆
・
女
子
胞
と
共
に
八
奇
恒
之
府
Ｖ
に
属
し

（
「
素
問
』
五
蔵
別
論
）
、
人
体
の
八
四
海
Ｖ
（
髄
海
・
血
海
・
気
海
・
水
穀
海
）
の
中
の
一
つ
髄
海
に
同
定
さ
れ
る
（
『
霊
枢
』
海
論
）
。
す
な
わ
ち
脳

（
－
０
）

の
内
部
は
た
だ
髄
で
満
た
さ
れ
て
い
る
と
す
る
極
め
て
粗
雑
な
解
剖
学
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
脳
の
形
成
は
先
天
の
八
精
Ｖ
に
よ
る
が
（
『
霊

枢
』
経
脈
篇
）
、
後
天
的
に
は
八
穀
気
Ｖ
（
食
物
か
ら
来
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
化
し
た
八
精
液
Ｖ
が
こ
れ
を
補
給
す
る
（
『
霊
枢
』
五
漉
津
液
別
論
）
。
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ま
た
脳
は
八
真
気
Ｖ
（
宇
宙
的
千
一
ネ
ル
ギ
ー
）
の
聚
ま
る
所
と
も
言
わ
れ
、
そ
れ
の
局
在
部
位
は
頭
部
の
経
穴
の
一
つ
で
あ
る
八
脳
戸
Ｖ
（
『
素
問
』

刺
禁
論
）
と
か
八
百
会
Ｖ
（
『
太
素
』
巻
十
、
楊
上
善
注
）
と
さ
れ
る
。
こ
の
発
想
は
前
記
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
や
小
児
医
学
を
考
え
れ
ば
了
解
し
易

い
。
し
か
し
脳
の
積
極
的
な
機
能
と
な
る
と
さ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。
そ
れ
の
機
能
の
一
つ
と
し
て
、
生
殖
作
用
に
与
か
る
腎
と
の
密
接
な
関

係
か
ら
、
ヴ
ァ
ィ
タ
リ
テ
ィ
を
営
む
作
用
が
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
で
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
．
フ
ラ
ト
ン
が
脳
を
精
液
の
貯
蔵
所

な
い
し
製
造
所
で
あ
る
と
考
え
た
が
（
小
川
政
修
、
九
八
、
二
一
九
頁
）
、
内
経
医
学
で
は
何
も
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
道
教
の
セ
ク
ソ
ロ
ジ

ー
は
下
丹
田
に
蓄
積
さ
れ
た
八
精
Ｖ
を
上
丹
田
に
還
流
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
ヴ
ァ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
増
強
す
る
方
法
を
案
出
し
て
お
り
、
内
経
医

（
６
）

学
の
脳
思
想
を
拠
り
所
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
八
還
精
補
脳
Ｖ
の
方
法
は
遅
く
と
も
三
世
紀
に
は
出
現
し
て
い
た
。

脳
と
い
う
語
は
先
秦
で
は
わ
ず
か
に
『
春
秋
左
氏
伝
』
（
僖
公
二
十
八
年
）
な
ど
に
一
、
二
回
現
れ
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
字
源
説
か
ら
見
る

と
、
脳
（
説
文
は
脳
に
作
る
）
や
恩
な
ど
は
小
児
の
頭
蓋
の
象
形
文
字
で
あ
る
図
を
含
む
。
高
田
忠
周
（
『
漢
字
詳
解
』
一
九
二
五
年
）
は
段
玉
裁
の

シ
ソ

ナ
ウ

説
に
従
い
小
児
の
泉
門
の
あ
る
頭
蓋
を
因
に
作
り
、
頭
蓋
の
充
実
し
た
形
象
を
図
に
作
る
べ
き
だ
と
言
い
、
且
つ
思
に
つ
い
て
「
因
〈
頂
門
ノ

骨
空
ニ
シ
テ
因
ヨ
リ
心
二
至
ル
コ
ト
絲
ノ
相
貫
キ
テ
絶
エ
ザ
ル
ガ
如
シ
」
と
い
う
徐
鐇
の
説
（
『
韻
会
』
所
引
）
を
引
き
、
「
元
来
図
〈
頂
門
ノ

ミ
、
精
神
ト
関
ス
ル
ナ
シ
、
惟
レ
因
ハ
精
神
ノ
主
官
ナ
リ
、
息
字
〈
因
二
従
テ
コ
ソ
会
意
ノ
僧
顕
然
ナ
リ
ー
（
上
巻
、
一
四
九
頁
）
と
述
べ
、
ま

た
細
の
条
で
は
「
神
経
ノ
微
細
〈
脳
ヨ
リ
微
ナ
ル
ハ
ナ
シ
、
故
二
糸
図
二
従
テ
会
意
ス
」
（
下
巻
、
二
二
○
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
思
が
先
秦

に
造
ら
れ
た
文
字
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
以
上
、
医
学
思
想
の
観
点
か
ら
見
て
、
高
田
説
が
近
代
医
学
思
想
に
左
右
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
そ
う
す
る
と
思
の
文
字
論
的
解
釈
が
問
題
に
な
る
。
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
漢
字
の
解
読
原
理
は
組
み
合
わ

（
７
）

せ
た
二
つ
の
シ
ン
ボ
ル
を
隣
接
性
に
よ
っ
て
解
く
か
類
似
性
に
よ
っ
て
解
く
か
の
二
つ
に
帰
着
す
る
。
〃
因
（
頭
）
と
心
（
心
臓
）
で
思
考
す

る
〃
と
い
う
隣
接
性
的
解
釈
が
上
代
の
観
念
に
抵
触
す
る
と
す
れ
ば
、
〃
心
臓
の
榑
動
に
伴
う
思
考
作
用
が
あ
た
か
も
呼
吸
の
た
び
に
動
く
小
児

（
８
）

の
泉
門
の
働
き
と
似
て
い
る
〃
と
い
っ
た
類
似
性
的
解
釈
が
妥
当
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
隣
接
性
的
解
釈
の
一
つ
と
し
て
、
先
の
徐
鐇
は
脳

か
ら
心
へ
糸
の
如
く
貫
い
て
い
る
と
解
し
、
一
方
清
の
朱
駿
声
は
心
神
が
脳
に
通
じ
て
い
る
と
解
し
た
が
（
『
説
文
通
訓
定
声
』
頤
部
第
五
）
、
前

／戸、
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記
の
小
児
医
学
的
発
想
に
由
来
か
あ
る
と
す
れ
ば
か
な
り
新
し
い
説
に
よ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
晋
の
陸
機
の
与
長
沙
顧
母
書
（
『
顔
氏
家

訓
』
巻
九
所
引
）
に
「
従
祖
弟
士
環
ノ
死
ヲ
述
べ
乃
チ
言
う
、
心
ヲ
痛
マ
シ
メ
脳
ヲ
抜
ク
コ
ト
孔
懐
ノ
如
キ
有
り
‐
一
と
見
え
る
文
章
は
、
心
と

脳
の
関
係
に
つ
い
て
何
ら
か
の
関
連
性
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
だ
し
、
梁
の
沈
約
の
内
典
序
に
は
「
宝
刹
雲
二
臨
ム
、
或
〈
鬼
神
ノ
功
ヲ
役
シ
、

或
〈
髄
脳
ノ
カ
ヲ
資
ス
」
（
『
広
弘
明
集
』
巻
一
三
）
と
あ
り
、
脳
と
精
神
と
の
関
係
が
微
か
に
看
取
さ
れ
る
（
三
宅
、
下
巻
三
一
三
頁
）
。
脳
を
思
惟
の

座
と
す
る
観
念
は
近
世
ま
で
見
出
し
難
い
に
し
て
も
、
お
ぼ
ろ
げ
に
知
性
の
座
を
認
め
る
観
念
は
唐
代
あ
た
り
か
ら
あ
っ
た
ら
し
く
、
『
唐
撫

言
』
に
人
を
錯
認
し
た
ぼ
ん
や
り
長
官
を
潮
っ
て
「
主
司
ノ
頭
脳
太
ダ
冬
拱
ナ
リ
」
と
言
っ
た
故
事
を
載
せ
て
い
る
。
宋
代
で
は
『
鶴
林
玉

露
』
（
巻
一
八
、
人
集
）
に
朱
子
を
引
い
て
「
李
白
永
王
瑳
ノ
反
ス
ル
ヲ
見
、
便
チ
之
ヲ
従
奥
ス
、
詩
人
頭
脳
没
キ
コ
ト
此
ノ
如
キ
ー
至
ル
」

（
９
）

と
あ
り
、
没
頭
脳
は
「
訳
の
わ
か
ら
な
い
」
意
と
さ
れ
る
（
諸
橋
大
漢
和
）
・
元
代
で
は
八
爽
脳
Ｖ
と
い
う
語
が
馬
鹿
の
意
味
に
使
用
さ
れ
て
い
る

（
皿
）

例
が
あ
り
（
朱
居
易
『
元
劇
俗
語
方
言
例
釈
』
二
画
頁
）
、
ま
た
あ
る
元
曲
に
お
け
る
「
把
煩
悩
都
也
姜
在
脳
背
後
」
と
い
う
表
現
（
孫
錦
標

『
通
俗
常
言
疏
証
』
）
は
、
情
動
や
記
憶
の
座
が
脳
に
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
以
上
は
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、

な
お
意
味
論
的
検
討
を
要
す
る
。
明
確
に
言
え
る
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
で
脳
を
精
神
の
座
と
す
る
観
念
が
漸
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
く
る
こ
と

（
ｕ
）

を
示
す
証
拠
が
十
四
世
紀
あ
た
り
か
ら
ぽ
つ
ぽ
つ
あ
る
の
に
対
し
、
中
国
の
場
合
西
洋
医
学
思
想
の
定
着
す
る
十
九
世
紀
末
葉
あ
る
い
は
恐
ら

く
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
槻
玄
沢
は
『
重
訂
解
体
新
書
』
（
一
八
二
六
年
刊
行
）
の
中
で
脳
の
解
剖
生
理
学
を
記
述
し
た
あ
と
、
「
鳴
呼
和
漢
悠
悠
ダ
ル
古
今
未
ダ
曽

テ
人
身
斯
ノ
生
機
神
用
ヲ
具
ス
ル
ノ
霊
物
タ
ル
ヲ
論
ジ
及
フ
者
有
ラ
ズ
」
と
初
め
て
脳
の
機
能
を
紹
介
す
る
抱
負
を
吐
露
し
て
い
る
。
中
国
の

近
現
代
の
中
医
学
者
は
こ
れ
と
は
反
対
に
、
脳
や
神
経
の
発
見
は
古
典
医
学
に
既
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ

る
。
例
え
ば
王
吉
民
は
中
国
医
学
が
脳
に
言
及
す
る
こ
と
が
少
な
い
と
言
い
な
が
ら
も
、
内
経
の
脳
に
関
す
る
記
事
を
無
批
判
的
に
挙
げ
て
い

三

I
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西
洋
医
学
を
最
初
に
中
国
に
も
た
ら
し
た
も
の
が
利
璃
賓
（
昌
昌
の
。
固
・
ｇ
）
の
『
西
国
記
法
』
（
一
五
九
五
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
経
学
に

関
す
る
内
容
で
、
記
憶
の
座
が
脳
に
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
爾
後
宣
教
師
に
よ
る
翻
訳
が
相
次
ぎ
、
神
経
生
理
学
を
紹
介
し
た
文
儒
略

（
ど
ｇ
こ
匡
一
。
“
）
の
『
性
学
桷
述
』
（
一
六
一
西
年
）
、
解
剖
学
を
紹
介
し
た
鄙
玉
函
（
』
。
目
；
弓
９
§
Ｎ
）
の
『
人
身
概
説
』
（
一
六
二
五
年
）
、
湯

る
し
全
、
四
頁
）
、
呉
国
定
は
『
素
問
』
霊
藺
秘
典
論
で
十
二
臓
脈
の
機
能
を
列
挙
し
た
あ
と
に
述
べ
た
一
文
「
凡
此
十
二
官
者
不
得
相
失

也
。
故
主
明
者
下
安
、
…
…
主
不
明
則
十
二
官
危
」
の
八
主
Ｖ
に
関
し
て
、
そ
れ
を
心
臓
と
す
る
従
来
の
定
説
を
否
定
し
、
敢
え
て
脳
と
す
る

説
を
立
て
る
（
呉
二
六
一
頁
）
。
そ
の
論
拠
の
一
つ
が
李
時
珍
（
一
五
一
八
’
一
五
九
三
）
の
「
脳
〈
元
神
ノ
府
タ
リ
」
と
い
う
『
本
草
綱
目
』

（
巻
二
一
四
、
木
部
）
の
テ
ー
ゼ
で
あ
り
、
呉
は
八
元
神
Ｖ
を
中
枢
神
経
と
解
釈
す
る
。
一
方
、
日
本
の
漢
方
学
者
多
紀
元
簡
は
考
証
を
尽
く
し

て
、
汪
昂
や
王
恵
源
が
脳
を
記
憶
の
座
と
す
る
の
は
、
道
書
『
黄
帝
内
景
』
が
脳
を
泥
丸
宮
と
称
し
八
元
神
Ｖ
の
居
所
と
し
て
い
る
の
と
共
に

由
来
が
あ
る
に
相
違
な
く
、
脳
を
精
神
の
座
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
医
説
と
も
符
合
し
て
い
る
と
言
う
（
『
医
縢
』
上
巻
）
。
こ
れ
も
中
国
医
学
に
淵

源
を
求
め
よ
う
と
す
る
先
の
議
論
と
同
軌
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
清
の
汪
昂
が
拠
っ
て
い
る
の
は
や
は
り
李
時
珍
の
先
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
し
か

（
皿
）

し
八
元
神
Ｖ
な
る
語
は
李
時
珍
に
お
い
て
生
理
学
的
と
い
う
よ
り
は
神
秘
主
義
的
色
彩
が
強
い
。
実
際
『
本
草
綱
目
』
（
巻
五
二
、
人
部
）
の

天
宝
蓋
（
脳
蓋
骨
）
の
条
で
、
「
人
ノ
頭
円
ク
蓋
ノ
如
シ
、
弩
塵
天
二
象
ル
、
泥
丸
ノ
宮
、
神
霊
ノ
集
マ
ル
所
…
・
聖
胎
円
成
、
乃
チ
顔
頓
ヲ

開
キ
テ
出
入
ス
、
故
二
天
宝
蓋
諸
名
ア
リ
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
一
見
し
て
道
教
医
学
の
影
響
が
読
染
取
れ
る
。
も
っ
と
も
秘
教
的
身
体
観

に
お
い
て
八
元
神
Ｖ
が
先
述
の
通
り
霊
魂
あ
る
い
は
脳
の
霊
妙
さ
を
シ
ン
ポ
リ
カ
ル
に
表
現
し
た
可
能
性
は
、
脳
思
想
が
心
臓
中
心
主
義
と
は

別
の
潮
流
を
な
す
と
い
う
上
記
来
の
考
察
か
ら
し
て
有
り
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
も
か
く
西
洋
医
学
が
伝
来
し
て
い
た
当
時
に
伝
統
医
学

の
中
に
脳
中
枢
思
想
の
由
来
を
求
め
よ
う
と
す
る
汪
昂
は
明
の
金
声
の
説
を
引
い
て
論
を
固
め
て
く
る
。
金
声
は
云
う
、
「
人
ノ
記
性
〈
皆
脳

中
二
在
り
。
小
児
善
ク
忘
ル
ル
者
〈
脳
未
ダ
満
タ
ザ
ル
ナ
リ
、
老
人
健
忘
ス
ル
者
〈
脳
漸
ク
空
シ
キ
ナ
リ
」
（
汪
昂
『
本
草
備
要
』
巻
三
）
と
。

し
か
し
汪
昂
が
李
時
珍
を
無
理
に
金
声
に
結
び
つ
け
よ
う
と
目
論
ん
で
承
て
も
所
詮
連
続
的
に
つ
な
が
る
わ
け
は
な
く
、
後
者
の
拠
り
所
は
実

は
西
洋
医
学
に
あ
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。
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若
望
（
シ
§
日
、
。
冨
屋
ぐ
。
昌
胃
ｇ
の
『
主
制
群
徴
』
（
ニ
ハ
ニ
九
年
）
、
畢
方
済
（
卑
脚
己
ｇ
ぃ
８
ｍ
§
冒
堕
。
）
の
『
霊
言
鑑
勺
』
な
ど
が
出
た
（
薮

内
、
劉
、
罵
昏
ら
認
）
。
こ
れ
ら
の
吉
の
紹
介
す
る
医
学
は
大
体
ギ
リ
シ
ア
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
ロ
ー
マ
の
ガ
レ
ノ
ス
の
医
学
で
あ
る
と
い
う

（
劉
、
下
冊
四
九
八
頁
）
。
近
代
医
学
が
登
場
す
る
の
は
は
る
か
後
世
で
あ
り
、
「
十
六
世
紀
末
頃
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
近
代
的
分
類
で
考
へ
る
や

う
な
自
然
科
学
は
形
成
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
植
物
学
、
動
物
学
、
解
剖
学
、
生
理
学
、
地
理
学
、
乃
至
と
か
く
錬
金
術
と
一
緒
に
な
り
た
が

る
化
学
な
ぞ
、
す
べ
て
は
ア
ラ
ビ
ア
人
が
残
し
た
不
明
瞭
な
状
態
を
ま
る
で
脱
し
て
ゐ
な
か
っ
た
」
（
ベ
ル
ナ
ー
ル
、
二
○
頁
）
と
い
う
の
が
西

洋
の
事
情
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
前
記
の
著
者
た
ち
が
脳
理
論
を
ど
れ
ほ
ど
正
確
に
理
解
し
紹
介
し
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
注
意
す
べ
き
は
精
神

の
脳
局
在
論
は
当
時
多
分
に
形
而
上
学
的
で
あ
り
、
必
ず
し
も
常
識
に
ま
で
固
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
（
川
喜
多
、
上
巻
五
六

四
頁
）
。
た
だ
ガ
レ
ノ
ス
医
学
は
そ
の
脳
理
論
に
関
す
る
限
り
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
承
け
ず
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
プ
ラ
ト
ン
の
系
譜
に
つ
な
が

り
、
そ
の
意
味
で
実
験
医
学
的
方
法
と
相
俟
っ
て
正
し
い
道
を
歩
ん
で
い
た
。
天
主
教
徒
と
な
り
洋
学
に
通
じ
た
と
い
わ
れ
る
如
上
の
金
声
は

幸
い
に
こ
の
医
学
に
接
し
得
た
筈
で
あ
る
が
、
前
引
の
一
文
を
見
る
限
り
脳
に
対
す
る
理
解
は
む
し
ろ
中
国
医
学
的
文
脈
に
解
消
さ
れ
て
お

り
、
汪
昂
に
至
っ
て
は
「
今
人
往
事
ヲ
記
憶
ス
ル
毎
二
必
ズ
目
ヲ
閉
ヂ
テ
上
瞭
シ
テ
之
ヲ
思
索
ス
、
此
し
即
チ
神
ヲ
脳
一
一
凝
ラ
ス
ノ
意
ナ
リ
」

と
言
う
の
を
見
て
も
ガ
レ
ノ
ス
医
学
と
の
接
触
は
感
じ
取
れ
な
い
。

金
声
と
ほ
ぼ
時
代
を
同
じ
く
す
る
方
以
智
は
、
富
士
川
勝
の
言
う
通
り
、
「
頭
脳
ヲ
以
テ
蔵
神
ノ
府
、
魂
塊
ノ
穴
ト
ナ
ス
」
西
洋
の
説
を
早

く
も
導
入
し
た
一
人
で
あ
る
（
富
士
川
、
四
二
頁
）
。
方
以
智
は
『
物
理
小
識
』
（
巻
三
、
人
身
類
）
に
お
い
て
、
記
憶
と
脳
の
関
係
に
つ
い
て

「
生
有
ル
ノ
後
、
脳
髄
二
資
シ
テ
以
テ
蔵
受
ス
ル
ナ
リ
。
髄
清
キ
者
〈
聡
明
、
記
シ
易
ク
忘
レ
易
シ
、
印
版
ノ
字
ヲ
蟇
ス
ル
ガ
若
シ
。
髄
濁
レ

ル
者
〈
愚
鈍
、
記
シ
難
ク
忘
レ
難
シ
、
堅
石
ノ
文
ヲ
鑑
ル
ガ
若
シ
」
と
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
知
性
を
脳
の
清
濁
に
帰
す
る
発
想
は
中
国
医

学
で
八
気
Ｖ
の
清
濁
を
区
別
す
る
の
と
折
衷
さ
せ
た
節
が
な
い
で
も
な
く
、
方
以
智
自
身
「
太
素
ノ
脈
法
二
亦
清
濁
ヲ
以
テ
人
ノ
霊
毒
ヲ
定

メ
、
而
シ
テ
貴
賤
〈
兼
テ
骨
ヲ
以
テ
之
二
応
ズ
」
と
言
う
よ
う
に
中
国
医
学
に
も
根
拠
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
他
な
お
中
国
医
学
的
発
想
が
多

く
残
る
に
し
て
も
、
心
臓
中
心
主
義
か
ら
の
脱
却
は
彼
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
カ
ル
な
興
味
か
ら
し
て
も
当
然
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
方
以
智
に
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よ
れ
ば
体
内
に
は
三
つ
の
中
枢
器
官
（
一
一
賢
）
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
心
臓
と
肝
臓
と
脳
で
あ
り
、
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
で
あ
る
。
肝

臓
で
は
血
液
が
造
ら
れ
、
そ
の
精
な
る
も
の
が
八
体
性
之
気
Ｖ
と
な
る
。
こ
の
微
細
な
八
気
Ｖ
が
百
脈
を
通
り
全
身
に
行
き
渡
る
。
心
臓
に
入

っ
た
八
気
Ｖ
は
そ
の
一
部
が
八
生
養
之
気
Ｖ
に
化
し
、
細
血
を
全
身
に
導
い
て
八
原
熱
Ｖ
（
内
熱
）
を
保
つ
。
そ
の
八
気
Ｖ
六
か
脳
に
上
る
と
更

に
微
細
な
八
動
覚
之
気
Ｖ
に
変
わ
る
。
こ
れ
こ
そ
五
官
四
支
を
感
覚
せ
し
め
る
所
以
の
も
の
で
あ
る
。
以
上
三
種
の
八
気
Ｖ
の
説
明
は
ほ
と
ん

ど
ガ
レ
ノ
ス
医
学
の
影
響
と
考
え
て
よ
い
。
ガ
レ
ノ
ス
は
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
・
フ
ネ
ウ
マ
説
を
発
展
さ
せ
、
生
体
を
統
括
す
る
。
フ
ネ
ウ
マ
を
三
つ

に
分
け
る
。
空
気
に
由
来
す
る
。
フ
ネ
ゥ
マ
は
生
体
内
部
に
お
け
る
座
位
の
違
い
に
従
っ
て
異
な
っ
た
原
動
力
と
な
る
。
肝
臓
に
発
す
る
八
自
然

精
気
Ｖ
は
血
液
の
生
成
、
栄
養
、
生
殖
な
ど
の
機
能
を
営
む
。
心
臓
で
形
成
さ
れ
る
八
生
命
精
気
Ｖ
は
動
脈
血
と
と
も
に
全
身
に
配
分
さ
れ
、

榑
勤
や
温
の
生
成
・
分
布
を
つ
か
さ
ど
る
。
脳
に
達
し
た
八
生
命
精
気
Ｖ
は
八
霊
魂
精
気
Ｖ
に
変
化
し
、
神
経
管
を
通
っ
て
全
身
に
伝
え
ら

れ
、
運
動
、
知
覚
を
発
動
さ
せ
る
（
永
井
、
ニ
ハ
四
ｌ
ニ
ハ
五
頁
、
川
喜
多
、
一
○
六
’
一
○
七
頁
）
。
脳
は
腺
で
は
な
く
骨
髄
の
一
種
と
し
、
脳
室

で
は
な
く
脳
実
質
に
精
神
の
座
を
置
く
の
が
ガ
レ
ノ
ス
の
特
長
で
あ
る
（
マ
ク
ヘ
ン
リ
ー
、
一
七
頁
）
。
脳
を
精
神
の
座
と
す
る
思
想
は
、
ピ
タ
嬢
コ

ラ
ス
や
ア
ル
ク
マ
ィ
オ
ン
を
経
て
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
至
る
流
れ
が
あ
る
が
、
他
方
エ
ン
・
ヘ
ド
ク
レ
ス
の
血
液
中
枢
説
や
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、

エ
ピ
ク
ロ
ス
、
ゼ
ノ
ン
ら
の
心
臓
中
枢
説
も
あ
り
、
必
ず
し
も
ギ
リ
シ
ア
思
想
の
主
潮
流
で
は
な
か
っ
た
。
ガ
レ
ノ
ス
は
上
記
の
通
り
。
フ
ラ
ト

ン
を
承
け
、
。
フ
ネ
ゥ
マ
の
三
分
説
は
．
フ
ラ
ト
ン
の
影
響
下
に
あ
る
。
・
フ
ラ
ト
ン
と
発
想
の
類
似
す
る
道
教
の
身
体
観
か
ら
方
以
智
が
い
か
ほ
ど

の
影
響
を
受
け
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
ガ
レ
ノ
ス
医
学
の
受
容
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

方
以
智
以
後
ど
の
よ
う
に
西
洋
医
学
が
中
国
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
明
瞭
で
な
い
が
、
十
九
世
紀
の
王
清
任
に
至
っ
て
中
国
最
初
の
実
証
的

（
蝿
）

な
解
剖
学
が
出
現
し
た
。
伝
統
的
な
解
剖
学
の
批
判
に
努
め
た
『
医
林
改
錯
』
（
一
八
三
○
年
刊
）
に
脳
髄
説
な
る
一
章
が
あ
る
。
王
清
任
は

霊
機
、
記
性
が
脳
に
在
り
と
断
言
す
る
に
当
た
っ
て
前
記
李
時
珍
や
汪
昂
の
説
を
引
用
す
る
と
共
に
、
脳
の
成
長
と
視
覚
・
聴
覚
や
言
語
の
形

成
の
．
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
て
、
「
小
児
ノ
初
生
ノ
時
ヲ
看
ル
ー
、
脳
未
ダ
全
カ
ラ
ズ
、
図
門
軟
カ
ニ
シ
テ
、
目
霊
動
ナ
ラ
ズ
、
耳
聰
ク
ヲ
知
ラ

ズ
、
鼻
間
ク
ヲ
知
ラ
ズ
、
舌
言
ハ
ズ
。
周
歳
二
至
リ
テ
、
脳
漸
ク
生
ジ
、
図
門
漸
ク
長
ジ
、
耳
梢
聰
ク
ヲ
知
り
、
目
精
霊
動
有
り
、
鼻
徴
カ
ニ
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香
臭
ヲ
知
り
、
舌
能
ク
一
二
字
ヲ
言
う
。
三
四
歳
二
至
リ
テ
、
脳
髄
潮
ク
満
チ
、
図
門
長
ズ
ル
コ
ト
全
シ
、
耳
能
ク
聰
キ
、
目
霊
動
有
り
、
鼻

香
臭
ヲ
知
り
、
語
ヲ
言
上
句
ヲ
成
ス
。
小
児
ノ
記
性
無
キ
所
以
ノ
者
〈
、
脳
髄
未
ダ
満
タ
ザ
ル
ナ
リ
、
高
年
ノ
記
性
無
キ
者
〈
、
脳
髄
漸
ク
空

シ
キ
ナ
リ
」
と
や
や
粗
雑
な
が
ら
脳
と
記
性
と
の
関
係
を
述
べ
る
。
な
か
ん
ず
く
注
目
に
値
す
る
の
は
、
あ
る
種
の
精
神
病
を
脳
の
病
理
と
し

て
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
滴
症
（
癩
適
は
八
元
気
Ｖ
が
一
時
に
脳
髄
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
起
こ
る
病
態
と
す
る
。
こ

れ
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
魔
術
的
病
理
観
に
反
対
し
て
神
聖
病
（
癩
澗
）
を
脳
の
病
理
に
帰
し
た
の
と
軌
を
一
に
す
る
。
こ
の
点
精
神
病
を
五
臓

の
病
理
に
帰
す
る
中
国
の
伝
統
医
学
と
比
べ
て
み
る
と
、
王
清
任
が
西
洋
医
学
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。
し
か
し
翻

っ
て
考
え
る
健
こ
れ
童
で
述
べ
て
き
た
中
国
本
来
の
瞥
臘
ｌ
コ
ス
モ
。
ジ
ヵ
ｆ
身
体
櫻
基
つ
く
脳
豊
祝
や
小
児
医
学
侭
生
理

観
に
よ
る
発
想
ｌ
が
大
き
な
底
流
と
し
て
あ
り
、
そ
こ
晃
童
た
童
西
洋
医
学
？
Ｘ
ク
ト
を
受
け
て
、
王
清
任
（
あ
る
ぃ
砦
掛
も
）

の
よ
う
な
医
学
思
想
が
出
現
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注
（
１
）
特
定
の
臓
器
と
感
覚
器
官
と
の
照
応
説
は
『
黄
帝
内
経
素
問
』
や
『
准
南
子
』
な
ど
に
見
え
る
が
、
『
列
子
』
の
説
は
む
し
ろ
緯
耆
の
説
に
近
い
と

い
う
。
福
永
光
司
訳
注
『
列
子
」
（
『
中
国
古
典
文
学
大
系
』
第
四
巻
所
収
、
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）
参
照
。
な
お
『
列
子
』
害
の
性
格
に
つ
い

て
も
同
著
を
参
照
さ
れ
た
い
。

へ

q
U

曹

（
２
）

（
ん
宝
）

、
／

（
医
Ｊ
）

／
、

、
ノ

〈
戸
、
」

脳
を
精
神
の
座
と
す
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
横
隔
膜
説
や
心
臓
説
に
反
論
し
て
い
る
。
「
神
聖
病
に
つ
い
て
」
第
二
十
節
（
小
川
政
恭
訳
『
古
い
医
術

に
つ
い
て
』
所
収
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
三
年
）
参
照
。

「
夫
人
所
以
生
者
陰
陽
気
也
、
陰
気
生
為
骨
肉
、
陽
気
生
為
精
神
、
人
之
生
也
、
陰
陽
気
具
、
故
骨
肉
堅
、
精
気
盛
精
気
為
知
、
骨
肉
為
強
、
故

精
神
言
談
、
形
体
固
守
、
骨
肉
精
神
、
合
錯
相
持
」
（
『
論
衡
』
訂
鬼
篇
）
「
人
之
所
以
聰
明
智
恵
者
、
以
含
五
常
之
気
也
、
五
常
之
気
所
以
在
人

者
、
以
五
蔵
在
形
中
也
、
五
蔵
不
傷
、
則
人
智
恵
、
五
蔵
有
病
、
則
人
荒
忽
、
荒
忽
則
愚
痴
突
」
（
同
、
諭
死
篇
）

内
経
医
学
の
身
体
区
分
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
加
納
、
一
九
七
八
①
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

道
教
医
学
で
は
ま
だ
し
も
「
脳
室
の
粗
雑
な
図
式
的
な
表
現
」
（
マ
ス
・
へ
ロ
、
八
四
頁
）
が
見
ら
れ
る
。

●
●
●
●

魏
の
曹
植
の
飛
龍
篇
に
「
…
．
：
援
我
仙
薬
、
神
皇
所
造
、
教
我
服
食
、
還
精
補
脳
寿
同
金
石
、
永
世
難
老
」
（
「
陳
思
王
集
』
巻
二
）
と
あ
る
。
な
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参
考
文
献
（
医
経
関
係
は
省
略
）

小
川
政
修
（
一
九
四
七
）
西
洋
医
学
史
、
真
理
社
。

小
川
鼎
三
（
一
九
五
五
）
明
治
前
日
本
解
剖
学
史
．
日
本
学
士
院
日
本
科
学
史
刊
行
会
『
明
治
前
日
本
医
学
史
』
第
一
巻
所
収
、

王
吉
民
（
一
九
七
六
）
中
国
歴
代
医
学
之
発
明
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
台
湾
。

伽
納
喜
光
二
九
七
八
ｇ
医
書
に
見
え
る
気
論
ｌ
中
園
伝
統
医
学
に
お
け
る
病
気
観
、
小
野
沢
精
一
他
編
『
気
の
思
曹
、

加
納
喜
光
（
一
九
七
八
②
）
漢
字
と
医
学
Ｉ
失
語
学
に
よ
る
文
字
論
の
動
向
と
展
望
巾
哲
文
学
会
報
第
三
号
。

川
喜
田
愛
郎
（
一
九
七
七
）
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
（
上
・
下
）
、
岩
波
書
店
。

木
村
雄
吉
（
一
九
七
吾
ギ
リ
シ
ア
の
生
化
学
ｌ
生
命
の
科
学
の
思
想
的
源
流
、
中
央
公
論
社
．

黒
田
亮
（
一
九
四
八
）
支
那
心
理
思
想
史
、
小
山
書
店
。

呉
國
定
（
一
九
六
九
）
内
経
解
剖
生
理
学
、
国
立
中
国
医
薬
研
究
所
、
台
湾
。

へへへ

131211
レー口

お
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
『
神
農
本
草
経
』
で
八
補
脳
Ｖ
を
言
う
箇
所
が
見
え
る
か
ら
、
も
っ
と
年
代
が
遡
る
可
能
性
も
あ
る
．

（
７
）
隣
接
性
と
類
似
性
の
タ
ー
ム
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
加
納
、
一
九
七
八
②
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
意
味
論
的
に
は
、
思
営
⑦
里
は
息
営
⑦
廷
と
同
系
の
語
で
、
／
狭
い
間
隙
を
こ
す
っ
て
出
入
り
す
る
／
と
い
う
基
本
義
を
持
つ
。
藤
堂
明
保
『
漢
字

語
源
辞
典
』
（
一
九
六
五
年
、
学
燈
社
）
、
二
六
’
一
二
○
頁
。

（
９
）
『
英
華
華
林
韻
府
』
Ｑ
，
己
。
。
旨
』
①
）
畠
園
．
国
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
署
）
や
『
増
訂
英
華
字
典
』
（
冬
．
伊
。
宮
呂
①
丘
〕
届
麗
』
、
門
。
嵐
。
）
で
は
〈
昌
邑
〕
ｏ
昌
胃
且

（
』
．
。
．
ｍ
日
で
丘
）
》
あ
る
い
は
《
耳
凹
巨
の
い
い
）
昌
号
Ｏ
胃
匡
目
の
尉
目
昌
品
》
と
す
る
が
、
閃
．
冨
○
目
い
○
ロ
《
屍
貝
昌
○
口
画
ｑ
ｏ
胃
胃
ｏ
宮
口
の
い
①
Ｆ
四
侭
屋
“
ぬ
の
〉
》

（
届
届
》
冒
肖
四
○
）
で
は
飼
冒
い
す
筐
ｓ
８
穿
丘
○
員
ｓ
①
Ｏ
脚
目
①
め
具
凹
冒
画
虫
画
冒
目
○
吋
①
沖
○
日
号
①
巨
口
：
８
日
］
国
亘
①
旨
①
路
島
昏
①
画
車
菖
Ｈ

旨
農
舜
富
国
津
○
日
Ｑ
島
：
ロ
ミ
島
旦
①
昌
旨
号
①
胃
易
。
ロ
８
口
農
の
§
唱
庁
．
．
と
解
し
て
い
る
。

⑯
）
も
っ
と
も
八
來
脳
Ｖ
は
「
爽
図
日
角
」
（
『
礼
記
』
内
則
注
）
に
基
つ
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
馬
鹿
の
意
は
総
角
の
児
童
か
ら
の
意
味
変

参
考
文
献

］
・
Ｐ
国
．
冨
匡
弓
昌
》
ｚ
ｏ
署
園
国
警
島
目
＆
。
ｐ
圏
ご
ｏ
回
国
“
８
号
鱒
昌
卑
冒
の
巨
命
“
・
ぐ
。
岸
皀
》
扇
路
．
○
×
ず
ａ
・

大
槻
玄
沢
は
八
元
神
Ｖ
を
却
っ
て
神
経
生
理
学
的
タ
ー
ム
と
し
て
援
用
し
て
い
る
。
（
「
重
訂
解
体
新
書
』
第
八
）

本
格
的
な
西
洋
解
剖
学
の
紹
介
は
国
国
８
ｍ
。
旨
の
『
全
体
新
論
』
（
一
八
五
一
年
）
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
（
渡
辺
）
。

化
に
な
る
。

東
京
大
学
出
版
会
。

日
本
学
術
振
興
会
。
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上
海
市
中
医
学
会
編
（
一
九
七
四
）
蔵
象
学
説
的
理
論
与
運
用
、
医
薬
出
版
社
、
香
港
。

朱
顔
（
一
九
五
五
）
中
国
古
代
医
学
的
成
就
、
中
華
全
国
科
学
技
術
普
及
協
会
出
版
、
北
京
。

シ
ョ
シ
ャ
ー
ル
・
Ｐ
（
一
九
五
六
）
精
神
身
体
医
学
、
吉
倉
範
光
訳
、
白
水
社
。

ジ
ル
ポ
ー
グ
・
Ｇ
（
一
九
五
八
）
医
学
的
心
理
学
史
、
神
谷
美
恵
子
訳
、
承
す
ず
書
房
。

映
西
省
中
医
研
究
所
編
（
一
九
七
六
）
八
医
林
改
錯
ｖ
評
注
、
人
民
衛
生
出
版
社
。

丹
波
元
簡
（
一
九
七
五
）
素
間
識
、
大
新
書
局
、
台
湾
。

丹
波
元
簡
（
一
八
○
九
）
医
謄
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
。

陳
存
仁
（
一
九
六
八
）
中
国
医
学
史
図
鑑
、
香
港
。

時
実
利
彦
（
一
九
六
二
）
脳
の
話
、
岩
波
書
店
。

中
山
茂
（
一
九
七
七
）
日
本
人
の
科
学
観
、
創
元
社
。

中
村
璋
八
（
一
九
七
三
）
五
行
大
義
、
明
徳
出
版
社
。

永
井
潜
（
一
九
五
○
）
哲
学
よ
り
見
た
る
医
学
発
達
史
、
杏
林
書
院
。

南
京
中
医
学
院
編
（
一
九
七
三
）
中
医
学
概
論
、
医
薬
衛
生
出
版
社
、
香
港
。

ニ
ー
ダ
ム
・
Ｊ
（
一
九
七
四
）
中
国
の
科
学
と
文
明
、
第
二
巻
（
思
想
史
上
）
、
東
畑
・
藪
内
監
修
、
思
索
社
。

平
岡
禎
吉
（
一
九
六
八
）
准
南
子
に
現
わ
れ
た
気
の
研
究
、
理
想
社
。

富
士
川
勝
二
九
四
一
）
日
本
医
学
史
、
日
新
書
院
．

循
友
蘭
（
一
九
六
二
）
中
国
哲
学
史
論
文
二
集
、
上
海
人
民
出
版
社
。

嬬
友
蘭
（
一
九
六
四
）
中
国
哲
学
史
新
編
、
第
一
’
二
冊
、
人
民
出
版
社
。

フ
ォ
ル
ケ
・
Ａ
（
一
九
三
六
）
支
那
文
化
学
概
説
、
原
富
男
訳
、
章
華
社
。

、
、
ヘ
ル
ナ
ー
ル
・
Ｈ
（
一
九
四
四
）
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
支
那
の
科
学
、
小
野
忠
重
編
『
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
支
那
科
学
』
所
収
、
双
林
社
。

。
ヘ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ｗ
（
一
九
七
七
）
脳
と
心
の
正
体
、
塚
田
・
山
河
訳
、
文
化
放
送
。

ボ
ス
・
Ｍ
（
一
九
六
六
）
心
身
医
学
入
門
、
三
好
郁
男
訳
、
象
す
ず
書
房
。

堀
越
清
三
（
一
九
六
三
）
古
典
に
お
け
る
脳
、
漢
方
の
臨
床
第
十
巻
四
号
。

マ
ク
ヘ
ン
リ
ー
．
Ｌ
・
Ｃ
（
一
九
七
七
）
神
経
学
の
歴
史
、
豊
倉
康
夫
監
訳
、
医
学
書
院
。
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鴎
昌
８
岳
⑦
津
吻
買
房
ｇ
』
ぃ
留
○
昌
号
ｏ
昌
昌
①
旦
昌
○
ご
○
陣
昌
且
國
且
宮
島
号
昌
胃
将
同
］
昌
庁
言
国
①
’
９
］
毎
旨
（
洲
）
胃
胃
・
一
＆
旨

い
①
①
日
ｍ
忌
日
吾
①
３
言
ｇ
①
号
。
且
廷
○
ｍ
目
宮
の
巴
い
号
○
ｓ
の
ｏ
ｐ
ｇ
①
号
①
○
曼
島
岳
の
、
⑦
胃
旦
員
昌
己
．
○
口
①
』
、
岳
①
胃
言
昌
旦
尻
匡
閏
〕
言
鉢

国
唖
冒
舜
目
（
醐
珊
）
芝
冨
呂
冒
局
○
号
。
ａ
ｓ
①
登
ｇ
ｑ
具
胃
胃
〔
‐
。
①
昌
邑
冒
胃
ご
画
。
８
冒
畠
岳
①
胃
。
冨
芦
ｏ
昼
①
“
．
曹
計
８
日
巨
昌
畠

マ
ス
・
へ
ロ
・
Ｈ
（
一
九
六
六
）
道
教
ｌ
不
死
の
探
求
、
川
勝
義
雄
訳
、
東
海
大
学
出
版
会
。

三
宅
雪
嶺
（
一
九
五
四
）
学
術
上
の
東
洋
西
洋
（
上
・
下
）
、
実
業
之
世
界
社
。

矢
沢
利
彦
編
訳
（
一
九
七
七
）
中
国
の
医
学
と
技
術
ｌ
イ
エ
ズ
ス
会
士
書
簡
集
、
平
凡
社
。

薮
内
清
（
一
九
七
○
）
明
清
時
代
の
科
学
技
術
史
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
明
清
時
代
の
科
学
技
術
史
』
所
収
。

ユ
ァ
ー
ル
・
Ｐ
、
ウ
ォ
ン
・
Ｍ
（
一
九
七
二
）
中
国
の
医
学
、
高
橋
晄
正
他
訳
、
平
凡
社
。

劉
伯
騏
（
一
九
七
四
）
中
国
医
学
史
（
上
・
下
）
、
台
湾
。

塵
温
仁
（
一
九
三
二
）
支
那
中
世
医
学
史
、
力
’
一
ャ
書
店
。

渡
辺
幸
三
（
一
九
五
六
）
現
存
す
る
中
国
近
世
ま
で
の
五
蔵
六
府
図
の
概
説
、
日
本
医
史
学
雑
誌
第
七
巻
一
’
三
号
。

Ｆ
ｐ
ぐ
の
昌
眉
‐
（
岳
留
）
《
《
ｚ
ｏ
圏
‐
葛
２
§
８
ｐ
ｏ
ｇ
扇
具
冨
胃
昏
昏
目
畠
。
ｐ
ご
怠
言
・
黒
、
函
貫
。
ｑ
Ｑ
員
里
昏
息
ご
曼
辱
ミ
ミ
照
・
員
号

蜀
冒
冒
国
斡
匙
胃
匂
蜀
邑
ヨ
ミ
ご
昌
雪
）
ｐ
亀
ご
具

ぐ
①
罵
盾
．
（
届
囹
）
黒
、
昌
胃
喧
卑
》
鴬
『
。
、
）
匂
Ｑ
画
目
。
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
蔦
》
ご
貝
ぐ
①
扇
辱
ｇ
ｏ
昌
胃
昌
騨
印
⑥
閉
）
犀
鼻
①
匂
ゞ
冒
吻
シ
ロ
魁
③
い
ゞ

Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
目
．

国
時
田
邑
四
ご
Ｑ
国
①
四
目

’
○
画
号
①
の
①
胃
昌
目
昌
旨
ｏ
ｇ
］
①
の
①
目
①
９
８
胃
言
侭
冨

曙
８
巨
日
旨
崖
尿
少
Ｚ
。

び
く、

○
ヶ
］
ロ
伊
芦

（
哺
瓠
）
日

夛
『
岸
彦
計
彦
の
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theoryoffiveelementsbetweentheendoftheWarfareperiodandtheHan(漢)dynasty,itwasreplacedbythetheoryof

localizationtoascribeeachmindtofiveviscera,whichibrmedthebasisofpsychosomaticmedicineinHuangTiNeiChing

(黄帝内経)．

AnOtheristheschoolofWeiShu(緯言)andotherswhichattachedimportancetotheheadaccordingtocosmological

interestandpediatricmotivation.Thisviewisalso、includedinapartofHuangTiNeiChingandsubsequentlyhad

inHuenceintheclassificationofbodyinTaoist'smedicine.Itisprobable,aftermygrammatoIogicalandsemanticconsideration,

thataconceptiontorelatemindwiththebraincandatebacktotheSixdynasties,butthereisverylittleevidence・LiShin

Chen(李時珍)thePentsaologistoftheMingdynastymadefirstmentionoftheproblemaboutmindandbrain,thoughit

seemstobestronglyinHuencedbyTaoistmedicine・Inthesameageaviewtosettheseatofmemoryintothebrainwas

introducedbyMateoRicciwhobroughtEuropeanmedicineintoChina,consequentlythetheoryofthreetreasuresof

body(brain,11eartandliver)wasdescribedbyFanglChih(方以智)whoprobablyfbllowedGalen'smedicine,andlater

intheCh<ingdynastyatreatisconthebrainwaswrittenbyWangChCingJen(王清任)whopublishedthefirstbookof

experimentalanatomyinChina.

Butinmyopiniontheseaccomplishmentsal,ealmostpartlybasedupontheChinesetraditionalthoughtaboutthehead.

（
叩
［
）

ぬ
ぐ
函



医
学
は
、
本
来
、
経
験
の
科
学
で
あ
る
と
思
う
。
然
し
、
現
代
で
は
、
医
学
は
ま
す
ま
す
そ
の
思
想
・
方
法
と
も
に
、
分
析
的
・
実
験
的
科

学
た
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
最
大
の
問
題
点
が
あ
る
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

日
本
最
大
の
思
想
家
の
一
人
で
あ
る
本
居
宣
長
が
、
同
時
に
、
小
児
科
の
開
業
医
で
あ
っ
た
事
実
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
日
な
お
彼
を
一
個
の
良
医
と
し
て
認
め
、
そ
の
業
績
を
医
学
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
は
、
一
般
的
に
消
極
的
で
あ
る
の
は
何
故
で
あ
る

の
か
。
想
う
に
、
宜
長
の
医
学
を
、
所
謂
、
西
洋
近
代
医
学
の
概
念
と
そ
の
視
点
か
ら
の
拳
、
批
判
的
に
眺
め
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ

が
、
そ
の
よ
う
な
見
方
は
、
明
ら
か
に
、
医
学
（
或
は
医
師
、
或
は
医
療
）
と
は
何
か
、
と
言
う
問
題
へ
の
、
根
本
的
な
問
い
掛
け
を
欠
落
さ
せ

て
い
る
こ
と
に
依
っ
て
、
必
然
的
に
、
本
居
医
学
（
又
は
医
師
・
本
居
宣
長
）
へ
の
不
当
な
軽
視
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
居
宣
長
は
、
そ
の
恐
ら
く
彼
の
唯
一
の
医
学
論
文
の
中
で
、
疾
病
は
医
師
や
薬
剤
が
治
す
の
で
は
な
く
て
、
も
と
も
と
、
患
者
（
或
は
人

間
一
般
）
に
、
生
れ
な
が
ら
具
っ
て
い
る
、
そ
の
「
元
気
」
が
治
す
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
元
気
を
養
う
こ
と
八
養
気
ｖ
こ
そ
、
医
の
最
上

の
道
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
往
古
以
来
の
人
間
的
経
験
の
一
大
体
系
と
も
言
う
べ
き
、
東
洋
医
学
の
深
い
知
見
の
上

に
、
更
に
、
宣
長
自
身
の
、
そ
の
生
涯
に
亘
る
臨
床
的
経
験
を
打
ち
重
ね
る
こ
と
に
依
っ
て
到
達
し
た
、
彼
自
身
の
確
信
に
承
ち
た
医
療
哲
学

経
験
の
医
学

Ⅱ
本
居
宣
長
の
医
史
学
的
考
察
Ⅱ
（
そ
の
一
）

’
1

序

溌
霊
繁
謹
摩
誌
窪
病
昭
和
五
十
四
年
一
月
十
三
日
受
付

高
橋
正
夫
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（
１
）

こ
れ
が
「
日
本
医
事
年
表
」
に
看
取
さ
れ
る
、
本
居
宣
長
の
医
史
学
的
位
置
づ
け
で
あ
る
。
日
本
医
学
史
家
が
、
本
居
に
与
え
た
、
こ
の
確

乎
た
る
定
説
に
出
会
う
と
き
、
卒
然
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
若
き
日
の
宣
長
が
、
京
都
修
学
時
代
に
物
し
た
、
そ
の
記
念
す
べ
き
医
学
論
稿

．
（
こ
れ
に
就
て
は
後
で
詳
述
す
る
）
の
、
あ
の
最
後
の
印
象
的
な
一
節
を
想
起
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
宣
長
は
其
処
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い

今
か
ら
約
二
百
数
十
年
以
前
に
、
卓
然
と
し
て
、
「
気
」
の
重
視
を
説
い
て
止
ま
な
か
っ
た
、
本
居
宣
長
の
経
験
医
学
の
真
理
性
は
、
そ
の

意
味
に
於
て
、
現
代
一
層
に
、
注
目
す
べ
き
医
学
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
小
論
は
、
こ
の
問
題
に
就
て
、
主
と
し
て
、
宣
長
が
修
め

た
、
漢
方
医
学
の
近
代
的
達
成
と
し
て
の
「
李
・
朱
医
学
」
の
問
題
点
、
並
び
に
、
特
に
宣
長
の
唯
一
の
本
格
的
な
医
論
と
思
わ
れ
る
、
そ

の
「
詩
文
稿
」
中
の
所
謂
、
「
送
藤
文
輿
還
肥
序
」
を
中
心
と
し
て
、
卿
か
考
察
を
試
朶
た
い
。

う
、
本
来
、

ら
で
あ
る
。

る
◎

に
外
な
ら
な
い
。
少
く
と
も
そ
れ
は
、
決
し
て
、
分
析
的
・
実
験
的
な
医
学
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
結
論
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
「
気
」
と
言

〃

う
、
本
来
、
極
め
て
神
秘
的
（
超
経
験
的
）
な
生
命
力
は
、
到
底
、
そ
れ
自
体
、
分
析
科
学
や
実
験
医
学
の
対
象
と
は
な
り
難
い
も
の
だ
か

藤
君
文
輿
（
藤
文
輿
。
宣
長
在
京
時
代
の
堀
景
山
の
同
門
生
・
肥
前
大
村
侯
侍
医
、
宣
長
は
彼
の
文
行
を
深
く
敬
愛
し
て
自
ら
の
理
想
像
と
し
て
い
た
。
筆

者
注
）
〈
、
深
ク
此
ノ
理
ヲ
察
シ
、
、
攻
補
ノ
間
二
周
旋
シ
テ
偏
セ
ズ
固
セ
ズ
、
善
医
ト
謂
フ
、
ヘ
キ
ノ
ミ
、
（
中
略
）
、
頃
歳
京
師
一
一
折
肱
シ

テ
枢
素
ノ
葱
奥
ヲ
叩
シ
、
長
沙
ノ
髄
脳
一
一
達
ス
、
秀
ラ
儒
雅
ヲ
尚
ビ
、
厚
ク
文
辞
ヲ
好
ム
、
実
二
予
ノ
益
友
ナ
リ
、
今
ャ
錦
衣
ノ
別
二
臨
ミ

（
２
）

テ
、
区
盈
ダ
ル
医
言
ヲ
裁
シ
テ
以
テ
壗
ト
ナ
ス
（
原
漢
文
、
傍
点
筆
者
）
。

ノ
名
声
海
内
二
溢
ル
（
傍
点
筆
者
）
。

享
和
元
年
、
辛
酉
（
一
八
○
一
）
、
本
居
宣
長
残
ス
、
唖
科
ヲ
武
川
幸
順
二
学
ビ
、
其
ノ
業
行
ハ
ル
、
傍
ラ
国
学
ヲ
以
テ
自
カ
ラ
任
ジ
、
其

一
医
・
文
両
全
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元
来
、
こ
の
二
つ
の
文
章
は
、
そ
の
成
立
に
係
わ
る
論
者
、
主
題
、
年
代
の
ど
の
一
つ
を
取
り
上
げ
て
見
て
も
、
す
べ
て
最
初
か
ら
全
く
別

途
、
無
関
係
に
草
せ
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
、
実
に
一
世
紀
有
半
の
歳
月
を
隔
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
全
く
別
個

独
立
の
動
機
と
目
的
と
を
以
て
叙
述
せ
ら
れ
た
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
章
が
、
い
づ
れ
も
正
に
、
本
居
宣
長
（
或
は
そ
の
分
身
と
も
謂
う
べ
き
理
想

的
人
間
像
）
を
緯
る
、
「
医
学
」
（
唖
科
）
と
「
国
学
」
、
又
は
、
「
善
医
」
と
「
儒
雅
」
（
文
辞
）
と
の
、
密
接
不
離
・
一
心
同
体
の
関
聯
性

を
、
も
の
の
見
事
に
示
し
得
て
い
て
、
い
ま
極
め
て
注
目
す
べ
き
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
「
共
ノ
業
（
唖
科
）
行
ハ
ル
、
傍
ラ

国
学
ヲ
以
テ
自
カ
ラ
任
ジ
、
共
ノ
名
声
海
内
二
溢
ル
」
と
言
う
、
本
居
宣
長
に
対
す
る
医
学
史
家
の
定
説
と
、
「
枢
素
ノ
蕊
奥
ヲ
叩
シ
、
長
沙

ノ
髄
脳
一
一
達
ス
、
労
う
儒
雅
ヲ
尚
ビ
、
厚
ク
文
辞
ヲ
好
ム
」
と
言
う
、
本
居
宣
長
が
、
そ
の
自
ら
の
分
身
（
藤
文
輿
）
に
捧
げ
た
評
言
と
が

（
そ
の
元
来
、
全
く
別
箇
無
関
係
の
う
ち
に
、
時
代
を
隔
て
て
草
せ
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
）
、
結
果
的
に
は
、
実
に
判
然
た
る
、
文
体
的
・

内
容
的
契
合
を
示
さ
ず
に
は
い
な
い
と
言
う
、
そ
の
事
実
の
意
義
に
就
て
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
医
学
と
国
学
、
善
医
と
儒
雅
が
、
そ
れ
ぞ

れ
、
本
居
宣
長
と
言
う
一
個
の
人
格
を
軸
と
し
て
、
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
、
「
傍
ラ
」
（
「
労
う
」
）
と
言
う
副
詞
を
媒
介
と
し
て
、
固
く

結
び
合
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
事
実
の
意
味
は
何
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
其
の
点
に
就
て
、
こ
れ
か
ら
暫
く
考
え
て
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。（

３
）

既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
居
宣
長
（
上
京
前
は
、
小
津
禰
四
郎
栄
貞
、
在
京
中
に
本
居
宣
長
、
春
庵
と
改
名
、
並
び
に
改
号
を
し
た
）

は
、
元
来
、
伊
勢
・
松
阪
の
木
綿
問
屋
の
跡
取
り
で
あ
っ
た
。
が
、
父
の
死
と
家
業
の
倒
産
に
遭
い
、
母
親
の
助
言
に
も
励
ま
さ
れ
て
、
一
大

決
心
と
共
に
、
医
業
に
依
る
家
運
の
再
建
を
目
指
し
て
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
、
二
十
三
歳
の
春
に
、
単
身
上
京
し
、
ま
ず
、
当
代
の
名

儒
・
堀
景
山
（
元
禄
－
１
宝
暦
七
、
一
六
八
八
’
一
七
五
七
、
藤
原
怪
窩
の
高
弟
・
堀
杏
庵
の
四
世
の
商
、
安
芸
侯
に
出
仕
、
京
都
に
在
住
、
江
戸
讓
園
の
荻

生
担
棟
と
も
懇
切
な
書
簡
の
往
復
が
あ
る
ほ
ど
の
名
家
）
に
入
門
・
師
事
し
て
医
学
の
一
般
教
養
（
当
時
、
漢
方
医
学
に
と
っ
て
、
儒
学
は
必
須
の
基
礎

学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
）
を
修
め
た
。
次
い
で
、
堀
元
厚
（
後
述
）
や
、
武
川
幸
順
（
後
述
）
に
も
夫
を
入
門
・
師
事
し
て
、
基
礎
医
論
と

小
児
科
医
方
を
学
び
究
め
て
、
遂
に
、
在
京
五
年
七
ヶ
月
に
及
ぶ
遊
学
の
成
果
と
共
に
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
、
二
十
八
歳
の
秋
に
、
帰

阪
、
開
業
す
る
に
至
っ
た
。
爾
来
、
宣
長
は
、
そ
の
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
、
七
十
二
歳
の
仲
秋
に
卒
す
る
ま
で
、
世
医
・
本
居
春
庵
（
蒜
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（
４
）

庵
、
舜
庵
と
も
書
く
）
と
し
て
、
世
の
病
者
（
弱
者
）
の
救
済
に
尽
く
し
、
晩
年
に
は
、
遂
に
、
領
主
・
紀
州
侯
表
御
医
師
（
十
人
扶
持
）
と
し
て

も
招
聰
さ
れ
、
文
字
通
り
、
国
君
の
脈
を
も
看
る
に
至
っ
た
。
一
方
ま
た
、
思
想
家
（
国
学
者
）
と
し
て
の
本
居
宣
長
は
、
在
京
時
代
の
処
女

（
６
）

作
で
あ
り
、
且
、
そ
の
思
想
的
（
文
学
的
）
独
立
宣
言
の
書
と
も
言
う
べ
き
、
「
排
蘆
小
船
」
以
来
の
、
独
自
の
詩
心
と
文
業
を
着
為
発
展
さ

せ
つ
つ
、
即
ち
、
「
直
日
霊
」
か
ら
「
玉
匝
」
、
「
秘
本
玉
厘
」
、
「
玉
勝
間
」
、
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
、
「
古
事
記
伝
」
、
「
初
山
踏
」
等

に
至
る
、
謂
は
ぱ
、
本
居
学
の
主
峰
を
相
次
い
で
確
立
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
近
世
日
本
に
於
け
る
冠
絶
的
な
思
想
家
・
国
学
者
と
し
て
、
そ

（
６
）

の
不
動
の
巨
歩
を
印
し
了
せ
た
の
で
あ
る
。
其
の
正
に
、
医
・
文
両
業
を
二
つ
な
が
ら
全
う
し
た
、
前
人
未
踏
の
業
績
は
、
真
に
「
国
手
」

（
「
す
ぐ
れ
た
医
者
」
で
あ
る
こ
と
が
同
時
に
、
「
国
を
医
す
る
名
手
」
で
も
あ
る
）
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
、
壮
大
な
達
成
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

斯
か
る
、
医
・
文
両
全
の
春
庵
・
本
居
宣
長
に
対
し
て
、
日
本
医
学
史
家
が
、
敢
て
、
そ
の
「
日
本
医
事
年
表
」
（
享
和
元
年
辛
酉
の
項
目
）

に
、
冒
頭
既
述
の
如
き
行
文
と
共
に
、
そ
の
存
在
と
業
績
を
高
く
評
価
し
て
、
書
き
誌
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
こ
と
に
至
当
の
成
り

（
７
）

「
我
邦
医
学
一
一
関
ス
ル
歴
史
的
事
実
ヲ
網
羅
」
す
る
目
的
を
以
て
修
せ
ら
れ
た
「
日
本
医
事
年
表
」
に
、
わ
が
春
庵
・
本
居
宣
長
の
名
前
が

判
然
と
記
載
さ
れ
て
い
る
事
実
の
意
義
は
、
想
う
に
、
い
ま
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
極
め
て
重
大
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
思
想
家
（
国
学

者
）
、
本
居
宣
長
が
、
改
め
て
一
個
独
立
の
医
家
と
し
て
、
日
本
医
史
学
的
に
も
確
実
に
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
て
い
る
、
と
言
う
点
で
あ
る
。

江
戸
中
期
に
於
て
既
に
、
主
と
し
て
後
藤
艮
山
（
万
治
二
ｌ
享
保
一
八
（
一
六
五
九
’
一
七
三
三
）
）
に
依
っ
て
顕
在
化
し
た
、
所
謂
、
「
儒
医
」

（
儒
者
に
し
て
同
時
に
医
者
を
兼
ね
る
）
の
風
湖
は
、
そ
の
高
弟
・
香
川
修
庵
（
天
和
三
ｌ
宝
暦
五
（
一
六
八
三
’
一
七
五
五
）
）
の
所
謂
、
儒
医
一
本

（
８
）

論
雪
聖
道
医
術
一
其
本
而
無
三
）
に
於
て
、
そ
の
盛
行
ぶ
り
の
頂
点
を
示
す
に
至
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
当
時
、
江
戸
中
期
に
在
っ
て
は
、
医
・

文
両
業
は
、
そ
の
限
り
決
し
て
、
何
ら
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
の
承
か
、
逆
に
、
そ
れ
は
時
代
の
趨
勢
で
す
ら
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
然
し
、
そ
れ
ら
儒
医
の
す
べ
て
が
、
い
ま
右
の
「
日
本
医
事
年
表
」
に
、
そ
の
名
を
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
事
も
勿
論

で
あ
る
。
例
え
ば
、
春
庵
・
本
居
宣
長
と
同
時
代
の
、
鐸
点
た
る
思
想
家
・
文
業
家
の
中
に
も
、
医
・
文
両
業
を
事
と
し
た
場
合
は
決
し
て
紗

に
、
冒
頭
既
述
の
如
き
行
一

行
き
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
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く
は
な
い
。
い
ま
、
其
等
の
中
の
最
も
有
名
な
二
家
を
挙
げ
て
見
る
な
ら
ば
、
ま
ず
其
の
一
名
は
、
出
羽
国
久
保
田
（
現
在
の
秋
田
市
）
の
、

確
竜
堂
良
中
こ
と
安
藤
昌
益
（
元
禄
一
四
Ｉ
？
（
一
七
○
一
Ｉ
？
）
）
そ
の
人
で
あ
る
。
彼
は
、
周
知
の
如
く
、
宝
暦
四
年
（
春
庵
・
宣
長
が
武
川
幸

（
９
）

順
の
下
で
、
小
児
科
の
医
術
を
専
心
修
め
て
い
た
頃
）
に
、
「
自
然
真
営
道
」
三
冊
を
公
刊
し
て
、
所
謂
、
「
自
然
の
事
物
は
互
性
活
真
な
り
」

（
加
）

（
．
切
万
物
事
、
悉
ク
尽
ス
ニ
、
一
活
真
、
自
感
、
進
退
、
一
互
性
ニ
シ
テ
備
道
ヲ
極
尽
ス
ル
ナ
リ
」
）
を
説
き
、
特
に
、
そ
の
所
謂
、
「
直
耕
」
衣
食
論

（
君
主
と
錐
も
帰
農
労
作
し
て
食
ふ
く
き
で
あ
っ
て
、
天
下
一
人
の
「
不
耕
盗
食
」
の
徒
を
も
認
め
な
し
に
於
て
は
、
宣
長
の
名
高
い
、
「
秘
本
玉
厘
」

（
ｕ
）

中
の
武
士
帰
農
論
と
、
不
思
議
に
冥
合
一
致
す
る
点
を
も
示
し
て
、
頗
る
注
目
に
値
す
る
思
想
家
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
彼
が
同
時
に
又
、

（
池
）

「
本
草
に
通
じ
た
る
医
者
で
あ
っ
た
」
事
実
も
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
次
に
又
、
本
居
宣
長
を
評
し
て
、
例
え
ば
、

マ
マ

（
蝿
）

「
古
事
記
伝
兵
へ
」
と
か
、
「
小
児
い
し
や
の
片
店
商
ひ
」
、
な
ど
と
決
め
つ
け
（
宣
長
を
相
手
取
っ
て
）
、
実
に
前
後
二
十
一
回
に
亘
る
書
簡
論

争
を
執
勧
に
挑
ん
で
、
遂
に
、
宣
長
を
し
て
後
年
、
有
名
な
「
呵
刈
葭
」
一
篇
を
刊
行
せ
し
め
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
程
の
、
近
世
日
本
思
想

史
上
の
最
も
著
明
な
本
居
論
難
者
（
雨
月
物
語
」
の
作
者
で
も
あ
る
）
上
田
秋
成
（
享
保
一
九
Ｉ
文
化
六
（
一
七
三
四
’
一
八
○
九
）
）
そ
の
人
で
あ

（
皿
）

る
。
彼
自
身
も
ま
た
（
宣
長
を
「
市
井
の
庸
医
」
呼
ば
り
し
な
が
ら
）
、
自
ら
が
大
阪
の
町
医
者
に
違
い
な
か
っ
た
事
実
は
隠
れ
も
な
い
所
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

遮
莫
、
い
ま
最
も
注
目
す
べ
き
事
柄
は
、
こ
れ
ら
近
世
日
本
に
於
け
る
精
神
史
上
の
、
孤
高
、
特
異
の
思
想
家
・
文
業
家
の
場
合
と
雌
も
、

単
に
そ
の
日
常
的
な
医
・
文
両
業
の
故
だ
け
を
以
て
し
て
は
、
他
易
く
、
「
日
本
医
事
年
表
」
へ
の
登
場
者
と
は
な
り
難
い
と
言
う
点
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
春
庵
・
本
居
宣
長
の
、
「
日
本
医
学
史
」
へ
の
堂
々
た
る
登
場
は
、
い
ま
一
際
注
目
に
値
す
る
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
と
は
言
え
、
目
下
の
小
論
に
と
っ
て
、
最
も
重
大
な
関
心
事
は
、
単
に
、
思
想
家
（
国
学
者
）
・
本
居
宣
長
の
名
前
が
、
同

時
に
、
一
個
の
小
児
科
医
と
し
て
も
（
「
其
ノ
業
行
ハ
ル
」
と
し
て
）
、
日
本
医
事
年
表
に
歴
然
と
誌
さ
れ
て
い
る
と
言
う
、
そ
の
事
実
認
識
に
あ

る
の
承
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
真
の
問
題
は
、
そ
の
場
合
に
日
本
医
学
史
家
が
、
如
何
な
る
視
点
に
拠
っ
て
本
居
宣
長
の
医
家
と
し
て
の
存
在

、
、
、
、
、
、

を
認
め
る
に
至
っ
た
の
か
と
言
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
言
す
れ
ば
、
「
我
ガ
国
医
学
一
一
関
ス
ル
歴
史
的
事
実
ヲ
網
羅
ス
ル
」
た

、
、
、
、
、
、
、

め
の
「
日
本
医
事
年
表
」
の
修
纂
に
当
っ
て
、
医
学
史
家
が
何
故
に
敢
て
、
「
傍
ラ
国
学
ヲ
以
テ
自
カ
ラ
任
ジ
、
其
ノ
名
声
海
内
二
溢
ル
」
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（
い
づ
れ
も
傍
点
筆
者
）
と
、
謂
わ
ぱ
、
医
学
以
外
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
以
て
（
逆
に
、
医
家
・
本
居
宣
長
の
存
在
評
価
の
重
要
視
点
と
）
、
し
て
い
る
の
か

と
言
う
其
の
事
実
に
就
て
な
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
の
、
「
其
ノ
業
行
ハ
ル
」
と
「
傍
ラ
国
学
ヲ
以
テ
自
カ
ラ
任
ジ
」
と
が
、

本
居
宣
長
を
医
家
と
し
て
認
め
る
場
合
の
必
須
の
視
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
、
医
学
史
家
の
判
断
は
、
如
何
に
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る

（
蝿
）
わ
き

大
槻
文
彦
の
「
大
言
海
」
に
依
れ
ば
、
「
傍
ら
」
と
は
「
脇
」
、
「
脇
腹
」
の
義
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
躯
幹
の
前
面
・
腹
部
に
対
す
る
体

側
・
腋
腹
の
こ
と
で
あ
り
、
両
者
は
正
に
、
一
心
同
体
・
密
接
相
補
の
関
係
に
あ
る
と
言
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
「
脇
」
は
当
然
に
腹
に
連

ら
な
り
、
腹
は
「
脇
」
と
相
補
う
こ
と
に
依
っ
て
躯
幹
を
構
成
す
る
。
従
っ
て
い
ま
、
日
本
医
学
史
家
が
、
春
庵
・
本
居
宣
長
に
対
し
て
、

「
其
ノ
業
（
唖
科
）
行
ハ
ル
、
傍
ラ
国
学
ヲ
以
テ
自
カ
ラ
任
ジ
、
其
ノ
名
声
海
内
一
一
溢
ル
」
と
評
す
る
と
き
、
宣
長
に
於
け
る
医
学
（
「
唖
科
」
）

と
文
業
（
「
国
学
」
）
と
の
、
元
来
の
同
体
的
・
相
補
的
関
聯
性
を
判
然
と
認
識
し
、
且
、
そ
の
成
果
の
盛
大
さ
を
も
併
せ
て
指
摘
し
た
も
の
と

言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
別
言
す
れ
ば
、
世
医
・
本
居
春
庵
の
医
業
は
、
思
想
家
（
国
学
者
）
・
本
居
宣
長
の
文
業
達
成
に
密
接
に
関
わ
り
、
思
想

家
（
国
学
者
）
・
本
居
宣
長
の
文
業
は
、
世
医
・
本
居
春
庵
の
医
業
的
隆
盛
を
活
発
に
補
い
、
両
を
相
俟
っ
て
、
「
す
ぐ
れ
た
医
者
で
あ
る
こ
と

（
妬
）

が
、
同
時
に
一
芸
に
精
に
し
て
全
国
第
一
の
人
」
八
国
手
ｖ
に
外
な
ら
な
い
と
言
う
事
実
を
招
来
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
、

「
日
本
医
事
年
表
」
・
享
和
元
年
辛
酉
の
項
目
の
、
「
本
居
宣
長
」
に
関
す
る
記
述
は
、
真
に
、
本
居
宣
長
・
春
庵
こ
そ
、
近
世
日
本
史
上
、

ま
さ
に
「
国
手
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
、
医
・
文
両
業
に
亘
る
一
国
の
冠
絶
者
た
る
こ
と
を
、
公
的
に
指
摘
し
た
、
恐
ら
く
最
初
の
場
合
で
あ

、
○

う
力日

本
医
学
史
家
が
、
〃
国
手
・
本
居
宣
長
″
の
存
在
を
判
然
と
認
め
る
場
合
の
、
そ
の
判
断
根
拠
は
、
何
よ
り
も
、
「
其
ノ
業
行
ハ
ル
、
傍

ラ
国
学
ヲ
以
テ
自
ラ
任
ジ
」
、
云
炎
の
行
文
が
示
す
が
如
く
、
宣
長
に
於
け
る
、
そ
の
間
然
す
る
と
こ
ろ
な
き
医
・
文
両
全
の
業
績
か
ら
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
、
宣
長
に
於
け
る
、
医
・
文
両
全
の
思
想
の
可
能
性
は
、
既
に
（
日
本
医
学
史
家
が
客
観
的
に
指
摘
し
、
評
価
す
る
迄
も

な
く
、
実
に
、
そ
れ
に
先
立
つ
略
々
一
世
紀
半
以
前
に
於
て
）
、
誰
よ
り
も
、
当
の
宣
長
自
身
が
主
観
的
に
（
然
も
恰
か
も
、
日
本
医
学
史
家
が
後
年
用
う

ま
さ
に
「
国
手
」
と
呼
ぶ
に
鞄

っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
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る
で
あ
ろ
う
と
同
様
の
文
体
と
内
容
に
於
て
）
、
そ
れ
を
確
信
し
て
疑
は
な
か
っ
た
と
言
う
事
実
を
、
わ
れ
わ
れ
は
勘
か
ら
ざ
る
驚
き
と
共
に
認
め

ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
貴
重
な
文
獄
こ
そ
、
小
論
が
冒
頭
で
示
し
た
、
若
き
日
の
宣
長
の
在
京
医
学
論
稿
の
最
後
の
行
文

八
益
友
・
藤
文
輿
送
別
の
辞
ｖ
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
宣
長
が
書
き
示
し
た
、
「
叩
枢
素
蒋
奥
、
達
長
沙
髄
脳
、
秀
尚
儒
雅
、
厚
好
文
辞

」
の
一
節
は
、
日
本
医
事
年
表
・
享
和
元
年
辛
酉
の
本
居
宣
長
に
関
す
る
記
録
と
、
如
何
に
そ
の
文
体
、
内
容
と
も
に
酷
似
的
で
あ
る
か
に
就

て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
そ
こ
で
も
又
謂
わ
ぱ
、
医
学
の
蕊
奥
を
極
め
る
こ
と
（
「
叩
枢
素
蕊
奥
、
達
長
沙
髄

脳
」
）
と
、
文
雅
尚
文
の
詩
心
（
「
尚
儒
雅
、
厚
好
文
辞
」
）
と
の
間
然
す
る
こ
と
な
き
聯
関
の
思
想
の
見
事
な
露
頭
と
、
そ
の
事
実
の
確
た
る

存
在
証
明
と
言
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

若
き
日
の
本
居
宣
長
が
、
医
学
と
文
雅
と
の
一
体
性
の
思
想
に
逢
着
し
て
、
そ
の
深
い
思
念
を
、
医
論
の
形
で
書
き
現
わ
し
た
と
き
、
そ
の

直
接
的
な
動
機
は
、
む
し
ろ
、
益
友
・
藤
文
輿
と
の
別
離
の
感
懐
に
於
て
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
「
養
気
医
之
至
道
也
、
不
可
不
慎
、
而
古

方
家
乃
失
諸
攻
、
近
方
家
乃
失
諸
補
、
並
不
得
其
適
焉
、
悲
夫
、
藤
君
文
輿
、
深
察
此
理
、
周
旋
乎
攻
補
之
間
、
而
不
偏
不
固
、
可
謂
善
医

巳
、
文
輿
者
、
西
海
肥
前
州
人
也
、
世
持
青
雲
事
大
村
侯
、
頃
歳
折
肱
京
師
、
叩
枢
素
穂
奥
、
達
長
沙
髄
脳
、
芳
尚
儒
雅
、
厚
好
文
辞
、
実
予

（
Ⅳ
）

之
益
友
也
、
今
也
臨
錦
衣
之
別
、
裁
区
々
医
言
、
以
為
壗
焉
‐
｜
、
と
言
う
一
聯
の
思
想
的
脈
絡
の
根
底
に
は
、
そ
れ
が
単
に
、
自
ら
の
最
も
信

頼
し
敬
愛
す
る
、
医
学
の
善
友
に
対
す
る
、
一
場
の
送
別
の
偶
感
と
呼
ぶ
に
は
、
余
り
に
も
重
切
な
、
作
者
（
春
庵
・
宣
長
）
自
ら
の
経
験

（
蛆
）

と
、
そ
れ
に
根
ざ
す
思
想
が
、
深
切
に
篭
め
ら
れ
て
い
る
と
看
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
（
所
謂
、
「
経
験
と
思
想
」
の
問
題
へ
の
落
想
を
筆
者
は
、

森
有
正
氏
の
「
ゞ
ハ
ピ
ロ
ン
の
流
れ
の
ほ
と
り
に
て
」
以
来
の
諸
著
作
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
蚊
に
一
言
附
記
し
て
感
謝
の
誌
し
と
し
た
い
）
。
別
言
す

れ
ば
、
青
年
・
本
居
宣
長
は
、
自
ら
も
又
、
「
頃
歳
折
肱
京
師
、
叩
枢
素
蕊
奥
、
達
長
沙
髄
脳
」
し
て
、
遂
に
、
「
養
気
医
之
至
道
也
」
に
開

眼
し
た
と
ぎ
、
却
っ
て
、
当
時
（
近
世
日
本
）
医
学
界
の
「
古
方
家
乃
失
諸
攻
、
近
方
家
乃
失
諸
補
、
並
不
得
其
適
焉
」
の
趨
勢
を
、
大
い
に

「
悲
シ
キ
ヵ
ナ
」
と
観
望
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
逆
に
唯
一
人
、
そ
の
よ
う
な
時
代
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
「
深
察
此
理
、
周
旋

乎
攻
補
之
間
、
而
不
偏
不
固
」
底
の
、
卓
然
た
る
医
学
的
識
見
と
自
主
的
立
場
を
堅
持
し
得
た
、
謂
わ
ぱ
、
当
代
「
善
医
」
の
範
型
と
も
目
さ
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る
べ
き
、
「
西
海
肥
州
人
」
（
「
世
持
青
嚢
事
大
村
侯
」
の
）
藤
文
輿
と
相
知
る
に
及
ん
で
（
春
庵
・
宣
長
は
）
、
殆
ん
ど
、
医
家
た
る
の
理
想
的
人

間
像
を
、
彼
自
身
の
中
に
、
深
切
な
る
同
感
と
共
に
見
出
し
、
心
か
ら
の
敬
意
と
私
淑
を
捧
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
青

年
・
宣
長
が
、
藤
文
輿
の
中
に
、
当
代
に
於
け
る
医
人
の
理
想
像
霊
屋
）
を
発
見
し
て
、
共
感
と
敬
意
の
情
を
深
く
し
た
の
は
、
必
ず
し

も
、
彼
（
藤
文
與
）
に
於
け
る
、
そ
の
所
謂
、
「
周
旋
乎
攻
補
間
、
而
不
偏
不
固
」
底
の
、
純
医
学
的
識
見
と
手
腕
の
卓
抜
さ
に
対
す
る
脱
帽
か

ら
の
み
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
以
上
に
、
敢
て
言
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
藤
文
與
に
み
ら
れ
る
、
卓
れ
た
医
人
で
あ
り
乍
ら
も
、
同
時
に
そ

の
日
常
的
文
行
忠
信
の
見
事
さ
、
つ
ま
り
、
「
頃
歳
京
師
二
折
肱
シ
、
枢
素
ノ
穂
奥
ヲ
叩
シ
、
長
沙
ノ
髄
脳
二
達
ス
、
労
う
儒
雅
ヲ
尚
ビ
、
厚

ク
文
辞
ヲ
好
ム
」
（
原
漢
文
）
と
言
う
、
ま
さ
に
間
然
す
る
所
な
き
医
・
文
両
全
の
姿
に
、
改
め
て
善
医
た
る
の
根
本
条
件
を
確
か
と
看
て
取
っ

た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
従
っ
て
い
ま
舷
に
、
敢
て
誤
解
を
怖
れ
ず
に
言
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
わ
が
春
庵
・
本
居
宣
長
に
と
っ
て
は
、
右
の
藤

（
四
）

文
輿
の
意
味
に
於
け
る
典
型
的
な
善
医
（
或
は
「
す
ぐ
れ
た
医
者
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
芸
能
冠
絶
一
国
者
」
で
も
あ
る
、
語
の
最
も
正
鵠
な
意
味
で

の
「
国
手
」
）
、
た
る
べ
き
思
念
と
情
熱
と
は
、
春
庵
・
本
居
宣
長
に
取
っ
て
、
そ
の
向
学
の
青
春
か
ら
晩
年
の
大
成
に
及
ぶ
、
実
に
七
十
余
年
の

生
涯
を
貫
く
、
一
貫
的
な
志
尚
そ
の
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
実
こ
そ
、
正
に
、
小
論
当

面
の
課
題
に
と
っ
て
も
又
、
最
も
注
目
す
べ
き
一
点
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
居
宣
長
に
と
っ
て
、
だ
と
す
れ
ば
、
医
学
の
修
業
と
は
、
実
際
如
何
な
る
医
学
の
修
業
で
あ
っ
た
の
か
。
又
、
在
京
数
度
の
螢
雪
を
重
ね

て
、
遂
に
彼
自
身
の
内
部
に
、
自
ず
か
ら
形
成
さ
れ
た
と
見
ら
る
べ
き
そ
の
よ
う
な
医
学
の
理
論
と
処
方
へ
の
確
信
と
が
、
何
故
に
そ
れ
自

体
、
爾
後
の
春
庵
・
宣
長
に
と
っ
て
の
、
所
謂
、
善
医
八
国
手
ｖ
へ
の
、
可
能
的
根
拠
た
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
占
慥
就
て
、
今
後
次

第
に
考
察
を
及
ぼ
す
こ
と
と
し
よ
う
。
然
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
先
ず
、
宣
長
の
医
学
修
業
当
時
の
、
わ
が
国
医
学
界
一
般
の
状
勢
分
析
と
、

そ
の
中
に
在
っ
て
の
、
宣
長
自
身
の
態
度
決
定
に
就
て
見
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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春
庵
・
本
居
宣
長
は
、
徳
川
中
期
（
宝
暦
）
の
数
星
霜
に
一
日
一
る
在
京
生
活
を
通
じ
て
、
謂
わ
ぱ
、
転
形
期
の
医
学
の
修
得
に
日
夜
精
励
し

（
別
）

た
。
宣
長
が
医
学
修
業
の
た
め
に
京
都
に
在
留
し
た
宝
暦
年
間
（
実
際
に
彼
が
滞
京
し
た
の
は
、
そ
の
初
期
数
年
間
で
し
か
な
か
っ
た
が
）
は
、
絶
対

的
専
制
を
誇
る
徳
川
幕
藩
体
制
に
対
す
る
、
最
初
の
反
体
制
的
一
撃
（
宝
暦
事
件
）
を
、
遂
に
、
江
戸
幕
府
は
許
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
占
慥

於
て
も
、
以
後
の
徳
川
専
制
支
配
の
分
解
と
動
揺
へ
の
、
深
刻
な
幕
明
け
を
暗
示
す
る
極
め
て
象
徴
的
な
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
口
に
言

っ
て
、
徳
川
幕
藩
体
制
そ
の
も
の
が
、
自
ら
の
政
治
・
経
済
・
社
会
の
各
分
野
に
一
日
一
っ
て
、
重
大
な
危
機
的
要
因
を
孕
み
つ
つ
、
解
体
と
崩
壊

へ
の
自
転
を
漸
く
加
速
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
な
、
一
大
転
換
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
斯
く
の
如
き
一
大
変
貌
と
遷
移
の
時
代
に

あ
っ
て
、
わ
が
国
医
学
も
ま
た
、
曽
っ
て
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
重
大
の
分
裂
と
模
索
の
岐
路
に
直
面
し
て
い
た
。
即
ち
、
わ
が
国
伝
統
医

学
八
漢
方
ｖ
の
近
世
的
達
成
と
し
て
の
、
所
謂
、
李
・
朱
医
学
（
後
世
家
、
或
い
は
近
方
家
）
に
対
す
る
、
古
医
方
（
古
方
家
）
の
断
然
た
る
撞
頭

と
抗
立
が
そ
れ
で
あ
り
、
更
に
は
、
近
代
西
洋
医
学
と
し
て
の
蘭
方
（
西
洋
医
方
）
の
紹
介
と
摂
取
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
わ
が
国

医
学
理
論
と
処
方
に
於
け
る
、
経
験
的
・
自
然
哲
学
的
方
法
（
李
朱
医
方
）
か
ら
、
所
謂
、
親
試
実
験
（
古
医
方
）
、
究
理
実
測
（
西
洋
医
方
）
の

方
法
へ
の
転
換
と
選
択
の
到
来
に
外
な
ら
な
い
。
別
言
す
れ
ば
、
小
児
科
医
春
庵
・
本
居
宣
長
の
医
学
の
修
業
か
ら
そ
の
開
業
の
晩
年
に
及
ぶ

（
ま
さ
に
宝
暦
か
ら
享
和
に
至
る
）
半
世
紀
は
、
日
本
医
学
史
に
於
て
も
又
、
最
も
新
旧
両
医
方
の
隆
替
相
克
を
極
め
た
激
動
の
時
代
で
あ
っ

た
。
端
的
に
言
っ
て
、
春
庵
・
宣
長
は
、
所
謂
、
「
古
方
の
四
大
家
」
（
後
藤
艮
山
、
香
川
修
庵
吉
益
東
洞
（
元
禄
一
五
ｌ
安
永
二
（
一
七
○
一
丁

（
鯉
）

一
七
七
三
）
）
、
山
脇
東
洋
（
宝
永
二
ｌ
宝
暦
一
二
（
一
七
○
五
’
一
七
六
二
）
）
と
、
「
西
洋
実
験
医
学
派
」
の
両
雄
（
杉
田
玄
白
（
享
保
一
八
ｌ
文
化
一
四
（
一

七
一
三
一
’
一
八
一
七
）
）
、
前
野
良
沢
（
享
保
一
ｌ
享
和
二
一
（
一
七
一
三
’
一
八
○
二
一
）
）
と
、
正
に
同
時
代
で
あ
っ
た
。
否
、
単
に
同
時
代
で
あ
っ
た
と

言
う
よ
り
も
、
彼
等
か
ら
の
劇
し
い
挾
撃
に
曝
さ
れ
て
い
た
と
言
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
例
え
ば
、
古
方
家
の
泰
斗
・
山
脇
東
洋
が
、

我
国
最
初
の
実
験
解
剖
学
の
成
果
た
る
、
そ
の
「
蔵
志
」
を
著
わ
す
事
に
依
っ
て
、
伝
統
医
学
の
根
本
経
典
た
る
「
素
問
・
霊
枢
」
等
の
所
説

二
古
・
今
・
菌
・
三
方
の
鼎
立
の
中
で
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漸
く
四
書
・
五
経
の
講
義
を
受
け
つ
つ
、
一
方
で
は
、
堀
元
厚
か
ら
は
「
素
問
・
霊
枢
」
、
「
局
方
発
揮
」
、
「
運
気
論
」
、
「
恢
洞
集
」
等
の
、

（
躯
）

義
を
も
併
せ
て
受
け
ん
と
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
の
こ
と
（
正
確
に
は
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
）
に
外
な
ら
な
い
。
又
、
日
本
近
代
医
学
の
濫
膓

謂
わ
ぱ
伝
統
的
内
景
説
の
講
釈
を
受
け
る
と
共
に
、
や
が
て
又
、
武
川
幸
順
に
就
て
、
「
嬰
童
百
間
」
、
「
本
草
綱
目
」
、
「
千
金
方
」
等
の
講

（
内
景
説
）
の
妄
を
弁
駁
す
る
た
め
に
、
刑
屍
解
剖
を
為
し
遂
げ
た
の
は
、
実
に
、
当
時
在
京
留
学
中
の
春
庵
・
宣
長
が
、
逆
に
、
堀
景
山
か
ら

で
あ
り
、
明
治
以
後
の
日
本
医
学
の
大
発
展
の
素
地
培
養
で
も
あ
っ
た
、
杉
田
玄
白
・
前
野
良
沢
等
の
、
所
調
、
「
蘭
学
事
始
」
（
江
戸
小
塚

原
の
死
罪
囚
の
解
剖
参
観
と
、
そ
の
折
に
携
行
参
照
し
た
蘭
書
内
景
図
譜
の
翻
訳
着
手
）
は
、
春
庵
・
宣
長
が
帰
阪
・
開
業
か
ら
既
に
十
四
年
目
を
迎

え
て
、
そ
の
医
家
と
し
て
の
充
分
に
定
着
し
た
行
業
と
併
せ
て
（
漸
く
思
想
家
・
国
学
者
と
し
て
の
名
声
と
実
力
を
も
天
下
に
示
す
契
機
と
も
な
っ
た
）
、

そ
の
古
道
論
の
冠
菟
・
「
直
日
霊
」
の
発
表
の
時
期
明
和
八
年
（
一
七
七
こ
に
全
く
照
応
す
る
。
別
言
す
れ
ば
、
春
庵
・
宣
長
は
、
そ
の
医
学

修
業
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
自
ら
が
こ
れ
か
ら
学
び
取
ら
ん
と
し
つ
つ
、
あ
る
伝
統
医
学
（
特
に
李
・
朱
医
方
）
に
対
す
る
、
最
も
激
烈
な
否
定

勢
力
と
し
て
の
古
医
方
（
古
方
家
）
の
勃
然
た
る
撞
頭
の
嵐
に
迎
え
ら
れ
、
一
方
又
、
そ
の
業
成
っ
て
故
山
に
刀
圭
を
開
業
す
る
に
至
る
や
、

更
に
、
伝
統
医
学
（
後
世
家
）
は
勿
論
、
そ
の
批
判
勢
力
と
し
て
の
古
医
方
（
古
方
家
）
を
も
共
に
併
せ
て
凌
駕
、
克
服
せ
ん
と
す
る
（
文
字
通

り
、
当
時
最
新
医
学
と
し
て
の
）
、
西
洋
医
学
（
蘭
医
方
）
の
迫
撃
に
も
、
二
重
に
曝
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

伝
統
医
学
を
取
り
囲
む
、
そ
の
よ
う
な
、
古
医
方
と
西
洋
医
方
の
激
し
い
挾
撃
的
状
況
の
中
で
、
実
際
に
春
庵
・
宣
長
が
、
実
地
に
即
し
た

医
方
と
医
論
を
修
得
す
べ
く
入
門
・
師
事
し
た
医
家
は
（
既
述
の
如
く
）
、
当
時
、
後
世
家
と
し
て
高
名
な
堀
元
厚
と
、
小
児
科
医
と
し
て
名
の

（
型
）

有
る
法
橋
・
武
川
幸
順
の
二
家
で
あ
っ
た
。
宣
長
の
「
在
京
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
彼
が
す
で
に
入
門
・
師
事
し
て
経
書
一
般
の
講
義
を
受
け
て

い
た
堀
景
山
の
許
か
ら
、
更
に
専
門
医
学
の
修
得
を
目
指
し
て
、
内
科
医
。
堀
元
厚
に
入
門
し
た
の
は
、
早
く
と
も
上
京
後
一
年
四
ヶ
月
後

（
妬
）

の
、
宝
暦
三
年
七
月
二
十
三
日
（
「
宝
暦
三
年
七
月
二
十
三
日
、
入
門
堀
元
厚
氏
、
而
聞
医
事
講
説
」
）
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
然
も
、
当
の
堀
元
厚
は

翌
宝
暦
四
年
一
月
に
は
残
し
て
い
る
か
ら
、
宣
長
は
正
に
、
元
厚
の
最
晩
年
の
極
め
て
短
期
間
に
限
り
、
そ
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
と
な
る
。

ま
た
小
児
科
医
・
武
川
幸
順
に
入
門
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
更
に
一
年
以
上
遅
れ
た
宝
暦
四
年
五
月
一
日
（
「
宝
暦
四
年
五
月
朔
日
、
入
武
川
幸
順
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（
坊
）

法
橋
之
門
、
而
修
行
医
術
実
」
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
春
庵
・
宣
長
は
、
武
川
幸
順
と
は
堀
景
山
同
門
の
間
柄
で
あ
っ
た
か
ら
実
質
的

交
際
は
、
当
然
そ
れ
よ
り
も
早
く
か
ら
有
り
、
従
っ
て
、
春
庵
・
宣
長
が
医
家
と
し
て
の
自
分
の
専
攻
分
野
を
小
児
科
屈
科
）
に
決
め
た
の

も
、
或
は
、
幸
順
の
影
響
が
紗
か
ら
ず
あ
っ
た
か
と
も
見
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
今
は
そ
の
点
に
は
こ
れ
以
上
は
深
入
り
し
な
い
で
、
特
に
、

堀
元
厚
と
の
関
係
に
就
て
だ
け
見
る
こ
と
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
春
庵
・
宣
長
が
、
主
と
し
て
そ
の
一
般
医
術
と
医
論
に
就
て
の
綜
合
的
指
導

を
、
如
何
な
る
師
匠
か
ら
受
け
た
か
と
言
う
こ
と
は
、
逆
に
、
宣
長
自
身
の
医
学
上
の
識
見
と
そ
の
立
場
を
知
る
た
め
の
、
重
要
な
手
掛
り
と

な
ら
ず
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

富
士
川
勝
の
「
日
本
医
学
史
」
（
形
成
社
・
昭
和
四
十
七
年
版
）
に
よ
れ
ば
、
堀
元
厚
は
、
所
謂
、
「
劉
医
方
・
後
世
家
別
派
」
の
一
人
で
あ

り
、
「
名
〈
貞
忠
、
北
渚
ト
号
ス
、
貞
享
三
年
、
山
城
ノ
山
科
郡
二
生
マ
ル
、
医
ヲ
小
川
朔
庵
二
学
ビ
時
二
名
ア
リ
、
宝
暦
四
年
京
都
二
残

ス
、
年
六
十
九
。
著
ス
ル
ト
コ
ロ
、
医
学
須
知
、
医
学
啓
蒙
、
医
門
丘
蛭
集
ア
リ
」
と
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
堀
元
厚
の
日
本
医
学
史
上
の
位

置
づ
け
と
し
て
の
所
謂
、
「
劉
医
方
」
も
し
く
は
「
後
世
家
」
と
は
何
か
。
特
に
そ
れ
が
、
わ
が
国
漢
方
医
家
の
中
で
如
何
な
る
位
置
を
占
め

る
も
の
で
あ
る
の
か
。
次
に
其
の
点
に
就
て
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。

わ
が
国
の
医
学
は
、
元
来
、
日
本
文
化
史
全
般
の
発
展
が
一
般
的
に
そ
う
で
あ
っ
た
如
く
に
、
常
に
中
国
大
陸
の
強
い
影
響
下
に
育
成
さ
れ

な
が
ら
も
、
次
第
に
そ
れ
ら
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
為
し
つ
つ
、
独
自
の
医
論
と
医
学
の
体
系
八
漢
方
ｖ
を
形
成
し
、
発
展
せ
し
め
た
。
所

謂
、
漢
方
（
東
洋
医
学
）
に
は
、
物
理
療
法
と
し
て
の
針
灸
医
学
と
、
薬
物
療
法
と
し
て
の
湯
液
（
狭
義
漢
方
）
の
二
分
野
が
有
り
、
そ
れ
ぞ
れ

（
訂
）

の
原
典
と
し
て
、
前
者
に
は
「
黄
帝
内
経
」
（
「
素
問
・
霊
枢
」
）
が
有
り
、
又
後
者
に
対
し
て
は
後
漢
・
張
仲
景
の
「
傷
寒
論
」
が
有
る
、
と

見
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
東
洋
医
学
の
原
典
は
、
中
国
階
・
唐
時
代
に
、
巣
元
方
の
「
諸
病
源
候
論
」
、
孫
思
迩
の
「
千
金
方
」
と
し

て
、
漢
方
（
随
・
唐
医
学
）
を
代
表
す
る
二
大
医
書
と
し
て
、
当
時
天
下
に
盛
行
し
た
。
の
承
な
ら
ず
、
其
等
の
二
大
医
書
は
、
や
が
て
わ
が

国
に
も
輸
入
（
推
古
朝
の
十
六
年
（
六
○
八
）
に
発
せ
ら
れ
た
医
恵
日
、
倭
漢
直
福
因
、
等
の
遣
階
使
が
後
年
帰
国
に
際
し
て
そ
れ
ぞ
れ
伝
来
）
さ
れ
、
爾

来
、
わ
が
国
医
学
界
に
決
定
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
事
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
わ
が
国
そ
の
後
の
医
学
（
な
ら
び
に
医
家
）
は
、
こ
れ
ら
「
諸

（26） 254



●

（
詔
）

病
源
候
論
」
、
「
千
金
方
」
に
多
か
れ
少
か
れ
依
拠
・
参
酌
し
な
が
ら
、
加
う
る
に
「
自
家
経
験
の
説
」
を
以
て
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
が

実
状
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
平
城
帝
時
代
（
八
○
六
頃
）
に
至
っ
て
先
づ
、
出
雲
広
貞
（
？
ｌ
貞
観
十
二
（
？
’
八
七
○
）
）
、
安
部
真
直

（
平
安
中
期
）
等
が
勅
を
奉
じ
て
、
わ
が
国
最
初
の
医
方
書
・
「
大
同
類
聚
方
」
一
百
巻
を
撰
述
し
、
次
い
で
、
貞
観
年
間
（
八
七
○
頃
）
清
和

天
皇
の
詔
を
奉
じ
て
菅
原
峯
嗣
（
延
暦
十
二
ｌ
貞
観
士
一
（
七
九
三
’
八
七
○
）
）
、
物
部
広
泉
（
延
暦
四
ｌ
貞
観
二
（
七
八
五
’
八
六
○
）
）
等
か
「
金
關

方
」
を
撰
述
し
て
上
進
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
、
階
・
唐
医
学
の
着
食
た
る
摂
取
受
容
の
伝
統
と
成
果
を
継
承
し
な
が
ら
、
遂
に
円
融
天
皇
の

天
元
五
年
（
九
八
三
、
丹
波
康
頼
（
延
喜
十
二
ｌ
長
徳
一
（
九
一
二
’
九
九
五
）
）
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
「
医
心
方
」
三
十
巻
は
、
そ
れ
ま
で
の
漢

方
内
外
の
百
余
家
の
医
論
を
す
べ
て
参
看
、
渉
猟
し
て
、
「
主
療
諸
方
よ
り
本
草
、
薬
性
、
鍼
灸
、
養
生
、
服
石
、
房
内
、
食
餌
等
に
至
る
ま

（
羽
）

で
、
こ
と
ご
と
く
載
せ
ざ
る
は
な
し
‐
一
と
言
い
得
る
程
の
、
正
に
現
存
日
本
最
古
、
最
高
の
医
方
書
と
し
て
現
成
し
、
以
来
永
く
わ
が
国
治
方

の
亀
鑑
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
に
於
て
は
、
宋
の
時
代
に
入
る
や
宋
学
の
勃
興
と
共
に
、
医
学
も
又
そ
の
甚
大
の
影
響
を
蒙
る
こ

と
と
な
る
。
宋
学
・
性
理
の
説
に
よ
れ
ば
、
「
万
物
は
第
一
原
理
（
或
は
究
極
的
実
在
）
の
聚
散
・
展
開
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
の

（
釦
）

聚
散
の
正
偏
、
展
開
の
過
不
及
に
よ
っ
て
、
生
成
さ
れ
た
万
物
に
千
差
万
別
を
生
ず
る
」
。
別
言
す
れ
ば
、
人
間
存
在
（
性
命
）
と
宇
宙
（
理

気
）
と
の
、
壮
大
な
聯
関
的
構
造
論
で
あ
り
、
究
極
的
実
在
の
聚
散
と
は
、
畢
寛
、
五
運
・
六
気
（
木
・
火
・
土
・
金
・
水
五
行
の
運
行
、
天
地
間

パ
ト
ロ
ギ
ー

の
陰
・
陽
・
風
・
雨
・
晦
・
明
の
壮
大
な
巻
毎
昇
降
）
の
謂
に
外
な
ら
な
い
。
斯
く
て
、
宋
医
学
の
理
論
は
、
「
天
地
ノ
気
和
シ
、
節
令
時
二
気

運
調
フ
テ
、
寒
熱
順
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
則
チ
疾
苦
ナ
シ
、
之
レ
ニ
反
シ
テ
、
天
地
ノ
気
二
若
シ
太
過
不
及
ア
リ
テ
、
運
大
過
ナ
ル
ト
キ
〈
、
則
チ

勝
タ
ザ
ル
モ
ノ
邪
ヲ
受
ケ
、
運
不
及
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
則
チ
勝
ツ
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
来
尅
ス
（
中
略
）
、
故
二
之
ヲ
治
ス
ル
ニ
方
リ
テ
ハ
、
ソ
ノ
歳
令

（
瓢
）

（
五
運
・
六
気
）
ヲ
詳
ニ
シ
、
ソ
ノ
形
証
（
疾
病
）
ヲ
察
シ
（
中
略
）
、
五
運
・
六
気
ノ
補
潟
ヲ
求
ム
ル
ニ
在
り
」
、
と
言
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
こ
の
様
な
宋
医
学
・
五
運
六
気
の
医
説
は
、
そ
の
ま
ま
、
後
代
金
・
元
の
四
大
医
家
（
劉
守
真
張
子
和
、
李
東
垣
、
朱
丹
渓
）
に
そ

れ
ぞ
れ
引
き
継
が
れ
、
特
に
、
李
東
垣
の
学
統
の
朱
丹
渓
が
、
先
人
の
処
方
、
医
説
を
綜
合
し
て
、
「
局
方
発
揮
」
を
著
わ
し
て
、
金
・
元
医

（
蛇
）

学
の
指
標
と
な
る
や
、
そ
の
所
調
、
〃
李
・
朱
の
医
学
″
は
、
在
来
の
医
学
を
、
「
ま
っ
た
く
一
変
」
せ
し
め
て
、
「
ア
マ
ネ
ク
天
下
二
行
〈
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ご
せ
い
か

「
後
世
家
」
と
は
、
元
来
、
医
学
史
家
が
後
か
ら
つ
け
た
相
対
的
名
目
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
単
に
こ
の
場
合
の
「
後
世
家
」
と

言
う
名
称
の
由
来
に
の
ぷ
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
歴
史
と
は
、
も
と
も
と
、
生
起
し
た
事
柄
（
客
観
的
事
実
）
と
、
そ
れ
に
対
す
る
紋

ゲ
シ
ヒ
テ

ヒ
ス

ト
リ
ア

述
（
主
観
的
事
実
）
と
言
う
二
面
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
限
り
、
謂
わ
ば
、
す
べ
て
の
歴
史
的
名
目
は
、
相
対
的
．
比
較
的
観
点
か
ら
の
も
の

た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
わ
が
国
近
世
医
学
は
、
既
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
所
調
、
元
和
値
式
（
元
和
元
年
、
一
六
一
五
、
徳
川
氏
は
豊
臣
氏
に
代
っ

て
覇
権
を
確
立
し
、
国
内
に
兵
乱
は
終
焔
し
た
）
以
来
、
内
に
於
て
は
、
徳
川
幕
府
が
、
自
ら
の
幕
藩
体
制
の
擁
護
・
発
展
の
た
め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

（
詔
）

レ
テ
、
一
時
ノ
医
人
皆
ソ
ノ
説
二
屈
従
シ
テ
、
『
局
方
発
揮
』
（
中
略
）
ノ
他
二
医
書
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ホ
ド
」
の
隆
勢
を
示
し
た
。
斯

く
て
、
こ
の
宋
儒
・
性
理
の
学
を
宗
と
す
る
金
・
元
の
医
学
、
即
ち
李
・
朱
の
医
学
は
、
室
町
末
期
か
ら
統
一
時
代
に
か
け
て
、
わ
が
国
に
も

紹
介
さ
れ
、
田
代
三
喜
（
寛
正
六
Ｉ
天
文
六
（
一
四
六
五
’
一
五
三
七
）
）
か
ら
曲
直
瀬
道
三
（
永
正
四
ｌ
文
禄
四
（
一
五
○
七
’
一
五
九
五
）
）
に
至
っ
て

（
鈍
）

「
天
下
を
風
摩
」
し
、
や
が
て
豊
臣
氏
に
代
っ
て
、
天
下
の
政
柄
を
掌
握
し
た
徳
川
氏
の
宋
学
八
朱
子
学
ｖ
の
一
方
的
奨
励
（
そ
の
所
調
、
有

徳
者
為
君
の
思
想
は
、
徳
川
幕
府
支
配
の
正
当
性
理
論
と
し
て
最
適
の
も
の
で
あ
っ
た
）
、
の
機
運
と
大
い
に
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
「
（
李
・
朱
医

（
鍋
）

学
〈
）
更
二
大
イ
ニ
発
達
シ
、
遂
二
、
別
二
劉
・
張
学
派
ト
名
ヅ
ク
ベ
キ
ー
流
派
ヲ
生
」
ず
る
迄
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
が
春

庵
・
宣
長
が
、
漢
方
医
学
の
専
門
的
処
方
と
医
論
を
修
得
す
べ
く
入
門
・
師
事
し
た
堀
元
厚
そ
の
人
は
、
正
に
こ
の
（
江
戸
初
中
期
に
於
て
天
下

を
風
廃
し
た
李
・
朱
医
学
の
大
成
と
目
さ
れ
て
い
る
）
「
劉
・
張
医
方
。
後
世
家
別
派
」
と
し
て
、
大
い
に
「
時
二
名
ア
リ
」
た
る
、
当
代
名
医
の

一
人
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
右
の
如
き
堀
元
厚
か
ら
専
門
医
学
を
学
ん
だ
、
わ
が
春
庵
・
宣
長
も
又
（
わ
が
国
近
代
医
学
史

の
観
点
か
ら
す
れ
ば
）
、
「
李
・
朱
医
方
・
後
世
家
」
に
属
す
べ
き
医
家
の
一
人
た
る
こ
と
は
舷
に
極
め
て
明
瞭
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
果
し
て
、
春
庵
。
官
長
の
医
家
的
現
実
は
、
所
謂
、
「
李
朱
医
方
・
後
世
家
」
と
し
て
の
存
在
に
尽
き
る
の
桑
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
其
の
点
の
検
討
こ
そ
医
家
。
春
庵
考
の
最
も
肝
要
の
一
点
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
先
ず
、
一
‐
後
世
家
」
と
は
何
か
、
そ
し

て
又
、
「
後
世
家
」
は
当
時
の
そ
の
他
の
主
要
な
医
派
（
例
え
ば
、
「
古
方
家
」
或
い
は
「
蘭
方
家
」
な
ど
）
と
は
、
如
何
な
る
医
史
学
的
関
係
に

立
つ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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１
と
し
て
、
宋
儒
学
（
朱
子
学
）
を
積
極
的
に
奨
励
、
利
用
す
る
の
時
代
に
際
会
し
、
外
に
於
て
は
、
宋
朝
医
学
の
金
科
玉
条
と
し
て
の
「
和

（
記
）

剤
局
方
」
に
対
す
る
、
近
世
革
新
医
方
の
大
典
「
局
方
発
揮
」
に
依
拠
す
る
新
医
学
（
劉
守
真
、
張
子
和
、
李
東
垣
、
朱
丹
渓
の
四
大
家
の
医
学
）

の
勃
興
の
機
運
と
相
俟
っ
て
（
宋
儒
・
性
理
の
哲
学
を
宗
と
す
る
、
こ
れ
ら
金
・
元
の
四
大
家
に
指
導
さ
れ
る
）
、
所
謂
、
〃
李
・
朱
医
学
″
は
、
忽
ち

に
し
て
天
下
を
席
捲
し
て
、
コ
時
の
医
人
皆
ソ
ノ
説
一
一
屈
従
シ
テ
、
『
局
方
発
揮
』
、
『
医
学
正
伝
』
、
『
医
学
入
門
』
（
い
づ
れ
も
当
時
の

（
釘
）

李
・
朱
医
学
・
後
世
家
に
と
っ
て
最
高
教
則
本
、
筆
者
注
）
ノ
他
二
医
書
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ホ
ド
ナ
リ
シ
」
、
と
言
う
盛
行
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

徳
川
中
期
の
加
賀
藩
の
儒
官
・
太
田
錦
城
（
名
は
元
貞
、
字
は
公
幹
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）
Ｉ
文
政
八
（
一
八
二
五
）
）
が
、
そ
の
代
表
作
「
九
経

談
」
（
全
十
巻
）
の
中
で
、
所
謂
、
「
経
学
三
大
変
」
の
説
を
唱
え
て
、
中
国
の
経
学
が
漢
学
、
宋
学
、
清
学
と
三
度
の
大
変
化
を
遂
げ
た

が
、
そ
の
概
要
は
、
「
漢
学
長
子
訓
話
、
宋
学
長
子
義
理
、
情
学
長
子
考
証
」
と
も
見
ら
れ
る
と
し
て
、
見
事
に
（
「
経
学
三
大
変
」
の
特
徴
を
そ

れ
ぞ
れ
）
指
摘
し
た
こ
と
は
甚
だ
有
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
漢
学
（
訓
話
の
学
）
は
宋
学
（
義
理
の
学
）
に
依
っ
て
克
服
さ
れ
た
が
、
宋
学
も
ま

た
、
清
学
（
考
証
の
学
）
に
依
っ
て
、
や
が
て
克
服
・
止
揚
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
所
詮
、
そ
の
こ
と
（
経
学
の
三
大
変
化
）

自
体
が
、
中
国
経
学
そ
の
も
の
の
内
包
す
る
強
靱
な
活
動
性
、
或
は
発
展
性
の
明
証
に
外
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
盛
大
を

極
め
た
宋
儒
・
程
朱
学
は
、
や
が
て
明
の
中
期
に
至
っ
て
、
王
守
仁
（
陽
明
）
の
独
創
的
な
「
理
気
合
一
論
」
（
或
は
「
知
行
合
こ
論
）
に
依

っ
て
、
重
大
な
批
判
に
曝
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
だ
が
同
時
に
ま
た
、
良
知
・
実
行
を
主
眼
と
す
る
陽
明
学
は
、
結
果
的
に
は
、

（
㈹
）

（
「
六
経
な
ど
は
寧
ろ
聖
人
の
糟
粕
」
に
す
ぎ
な
い
と
軽
視
す
る
の
傾
向
を
生
む
事
に
依
っ
て
）
、
却
っ
て
経
学
そ
の
も
の
の
衰
弱
を
招
来
せ
し
め
ず
に
は

い
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
改
め
て
宋
儒
以
来
の
一
聯
の
、
孔
・
孟
の
疎
外
（
或
は
歪
曲
）
化
の
傾

向
を
最
も
遺
憾
事
と
し
、
特
に
、
程
・
朱
の
新
法
に
依
ら
ず
し
て
、
孔
孟
の
真
意
を
直
ち
に
、
六
経
の
古
言
、
古
語
そ
の
も
の
に
就
て
読
翠
取

り
、
孔
孟
の
教
義
を
直
下
に
知
る
べ
き
で
あ
る
と
の
清
儒
の
経
学
研
究
の
主
張
（
そ
れ
は
、
「
程
朱
の
新
注
に
反
対
す
る
所
よ
り
す
れ
ば
古
学
派
、
ま

（
似
）

た
宋
儒
の
経
典
に
対
す
る
解
釈
を
取
ら
ず
し
て
漢
儒
の
説
を
尊
重
す
る
所
よ
り
す
れ
ば
、
漢
学
派
と
も
言
う
こ
と
が
出
来
る
」
・
清
儒
考
証
学
）
の
撞
頭
は
、

ま
さ
に
思
想
界
の
新
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
に
於
て
も
、
寛
文
初
期
、
京
都
堀
河
に
伊
藤
仁
斎
（
寛
永
四
Ｉ
宝
永
二
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（
一
六
二
七
’
一
七
○
五
）
）
が
出
て
、
古
聖
人
の
教
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
近
世
宋
儒
（
朱
子
学
）
の
演
絲
に
依
ら
ず
し
て
、
直
接
、
古
の
経

書
（
論
語
・
孟
子
）
に
就
く
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
、
大
い
に
所
謂
、
〃
古
学
″
を
提
唱
す
る
。
そ
し
て
こ
の
事
に
よ
っ
て
、
実
に
、
「
十
二

（
⑫
）

世
紀
宋
の
朱
烹
以
来
、
中
国
（
従
っ
て
日
本
に
於
け
る
）
権
威
と
な
っ
た
宋
儒
に
よ
る
孔
子
演
緯
、
即
ち
所
謂
、
朱
子
学
、
或
は
宋
学
」
が
始
め

て
、
本
格
的
な
批
判
を
浴
び
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
と
追
い
や
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
伊
藤
仁
斎
の
「
仏
教
と
宋
学
か
ら
脱
出
し
て
、

『
古
義
』
に
到
達
し
た
」
こ
と
を
示
す
、
そ
の
独
創
的
且
記
念
碑
的
大
著
・
「
語
孟
字
義
」
は
、
「
中
国
で
彼
と
同
じ
方
向
の
努
力
を
し
た
清

朝
『
漢
学
』
派
」
の
代
表
者
で
あ
り
（
創
始
者
で
も
あ
る
）
、
戴
震
（
一
七
三
一
丁
一
七
七
七
）
の
主
著
「
孟
子
字
義
疏
証
」
に
先
行
す
る
こ
と
、

（
粥
）

実
に
「
百
年
も
早
く
書
か
れ
た
」
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
極
め
て
注
目
す
べ
き
事
柄
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
（
然
し
、
こ
の
事
柄
は
直
接
近

世
日
本
医
学
に
関
わ
る
事
柄
で
は
な
い
の
で
、
舷
で
は
こ
れ
以
上
の
深
入
り
は
避
け
た
い
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
斯
か
る
仁
斎
の
「
古
学
」
（
「
論
語
・
孟

（
“
）

子
」
の
古
典
に
直
接
し
て
孔
孟
の
原
義
を
演
繰
す
る
）
の
提
唱
は
、
其
の
後
更
に
、
「
海
内
第
一
流
の
人
た
る
物
茂
卿
」
の
古
文
辞
学
に
よ
っ
て
壮

（
妬
）

大
に
発
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
依
り
、
遂
に
、
「
朱
子
学
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
大
成
」
を
見
る
に
至
っ
た
事
実
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
斯
く
し
て
、
わ
が
国
内
外
に
於
け
る
、
こ
の
圧
倒
的
な
宋
儒
批
判
・
古
学
派
の
撞
頭
は
、
必
然
的
に
、
そ
の
（
当
時
日
中
両
国
に
於
て
天
下

を
風
膝
し
つ
つ
あ
っ
た
）
宋
儒
・
性
理
の
哲
学
を
背
景
と
す
る
宋
医
学
（
李
・
朱
医
学
と
そ
の
医
家
・
後
世
家
）
へ
の
、
鴬
を
た
る
攻
撃
と
論
斥
と

な
ら
ず
に
は
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
甚
だ
見
易
い
道
理
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
「
伊
藤
仁
斎
が
起
ち
て
古
学
を
唱
道
せ
る
頃
に
至
り
て
、

李
・
朱
医
学
は
そ
の
勢
力
を
減
じ
、
所
謂
、
古
方
医
学
と
称
す
る
も
の
こ
れ
に
代
わ
り
、
李
・
朱
医
学
は
そ
れ
に
対
し
て
、
漸
く
後
世
家
の
名

（
媚
）

目
を
得
る
に
至
っ
た
」
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
「
後
世
家
」
の
名
称
は
、
宋
儒
批
判
の
時
勢
と
共
に
新
に
登
場
し
た
「
古
方
家
」
に
対
し
て
必

然
的
に
対
置
さ
れ
た
、
相
対
的
名
称
に
外
な
ら
な
か
っ
た
事
情
は
、
弦
に
於
て
ま
す
ま
す
瞭
然
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
別
言
す
れ
ば
、
当
時

の
世
医
一
般
が
、
全
く
劉
完
素
、
張
従
正
、
李
東
垣
、
朱
丹
渓
等
の
宋
・
金
・
元
以
後
の
後
世
医
家
の
説
に
拠
る
の
み
に
て
、
漢
方
正
統
の
原

典
は
あ
く
ま
で
も
遠
く
、
張
仲
景
（
「
傷
寒
論
」
）
、
巣
元
方
（
「
諸
病
源
候
論
」
）
の
古
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
事
実
に
気
づ
か
ず
（
従
っ
て
又
、

時
運
の
急
速
な
変
遷
を
察
知
し
得
ず
し
て
）
、
徒
ら
に
李
・
朱
医
学
を
墨
守
す
る
の
象
な
る
一
般
世
医
の
大
勢
を
批
判
し
て
止
ま
な
い
「
古
方
家
」
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の
勃
興
が
、
逆
に
依
然
と
し
て
、
後
世
・
宋
・
金
・
元
の
四
大
医
家
（
劉
・
張
・
李
・
朱
）
の
医
方
に
の
み
立
脚
す
る
伝
統
医
家
一
般
に
対
し

て
、
改
め
て
「
後
世
家
」
（
或
は
「
近
方
家
」
）
と
言
う
批
判
的
な
名
目
を
与
え
し
め
ず
に
は
い
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
或
は
、
わ
が
国
近
世
医
学
史
上
の
最
大
の
出
来
事
た
る
李
朱
（
後
世
）
・
古
方
両
派
の
対
立
関
係
に
必
要
以
上
に
係
わ
り
す
ぎ

た
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、
勿
論
、
い
ま
並
で
俄
か
に
「
古
方
家
」
、
「
近
方
家
」
（
「
後
世
家
」
）
の
優
劣
得
失
に
論
及
せ
ん
が
為
に
そ
う
し

た
の
で
は
な
い
。
又
そ
の
任
で
も
な
い
。
た
だ
最
も
大
切
な
点
は
、
「
古
方
家
」
、
「
近
方
家
」
の
以
上
の
如
き
劇
し
い
緊
張
的
拮
抗
関
係
の

中
で
、
わ
が
春
庵
・
宣
長
の
医
学
の
修
業
と
開
業
が
終
始
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
言
う
事
実
の
認
識
は
、
決
し
て
軽
視
さ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま

い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
想
う
に
、
そ
の
点
（
医
家
春
庵
・
宣
長
は
、
医
学
史
的
に
は
、
ま
さ
に
「
古
方
家
」
と
「
近
方
家
」
の
劇
烈
な
拮

抗
、
隆
替
の
時
期
に
在
っ
て
、
終
始
そ
の
渦
中
に
身
を
曝
し
な
が
ら
、
一
貫
し
て
不
偏
不
党
を
心
掛
け
、
絶
へ
ず
最
も
正
し
い
医
学
の
道
を
探
し
求
め
た
と
言

う
事
実
）
へ
の
認
識
な
し
に
は
、
遂
に
、
〃
国
手
・
本
居
宣
長
″
へ
の
真
の
理
解
は
成
り
立
ち
難
い
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
点
へ
の
考
察
は
、

な
お
暫
く
後
に
廻
そ
う
。

以
上
が
、
主
と
し
て
春
庵
・
宣
長
が
入
門
・
師
事
し
た
堀
元
厚
（
「
劉
医
方
・
後
世
家
別
派
」
の
一
人
と
し
て
当
時
名
声
債
を
た
る
）
を
通
し
て
見

た
、
わ
が
国
近
世
に
於
け
る
、
激
動
期
の
医
学
の
概
観
に
外
な
ら
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
斯
か
る
時
代
の
背
景
に
於
て
、
そ
の
堀
元
厚
ま
た
は

武
川
幸
順
か
ら
実
際
に
、
春
庵
・
宣
長
が
、
親
し
く
学
び
得
た
医
学
の
具
体
的
内
容
と
は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
し
て

又
そ
れ
は
、
爾
後
の
宣
長
学
に
如
何
な
る
影
響
力
を
持
ち
得
た
で
あ
ろ
う
か
。

（
次
号
つ
づ
く
）
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（
１
ユ
。
、
郡
）

光
丘
文
庫
の
小
関
家
系
図
に
よ
れ
ば
、
三
英
の
先
祖
は
出
羽
八
沼
城
主
岐
師
美
作
守
敬
義
の
子
小
関
兵
部
敬
忠
で
、
五
代
三
郎
兵
衛
信
勝
は

く
承
は
ず
れ

寛
文
二
年
（
二
〈
六
二
）
荘
内
酒
井
侯
に
仕
え
て
よ
り
代
を
足
軽
組
の
組
外
と
な
り
、
郡
代
支
配
に
属
し
て
会
計
事
務
に
当
っ
て
い
た
。
三
英
は

九
代
知
義
（
一
七
四
六
’
一
八
○
一
、
字
は
子
懐
、
通
称
は
恵
介
の
ち
弥
五
兵
衛
）
の
二
男
と
し
て
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
六
月
十
一
日
鶴
岡
高
畑

と
せ
き
（
利
几
・
り
山
）

私
が
小
関
三
英
に
関
心
を
い
だ
い
た
の
は
昭
和
十
二
年
春
鶴
岡
で
小
関
三
英
書
翰
六
十
四
通
が
発
見
さ
れ
、
山
川
章
太
郎
教
授
よ
り
そ
の
解

読
と
考
証
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
機
縁
で
あ
る
。

小
関
三
英
の
伝
記
が
余
り
正
鵠
を
得
て
い
な
い
こ
と
は
、
天
保
十
年
五
月
の
蛮
社
遭
厄
の
際
に
書
類
を
焼
い
て
自
殺
し
、
彼
の
著
書
の
多
く
が

（
３
）
お
ぜ
き

刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
小
石
元
俊
の
庶
子
小
関
亮
造
（
元
瑞
塾
、
究
理
堂
の
都
講
で
、
岸
和
田
藩
医
と
な
る
）
と
混
同
さ
れ
て
シ
ー

（
４
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）
（
８
）

ボ
ル
ト
門
人
と
さ
れ
、
富
士
川
勝
、
呉
秀
三
、
大
槻
如
電
、
関
場
不
二
彦
、
高
於
兎
三
の
諸
書
悉
く
誤
記
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
９
）

杉
本
つ
と
む
編
著
の
小
関
三
英
伝
に
お
い
て
も
、
庄
内
の
郷
土
史
家
阿
部
正
巳
、
佐
藤
古
夢
は
同
様
の
誤
謬
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。

（
１
．
２
）

私
は
山
川
教
授
の
共
同
研
究
者
と
し
て
、
す
で
に
こ
れ
ら
の
点
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
機
会
に
三
英
の
経
歴
を
再
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
。

三
英
の
家
系
と
略
歴

小
関
三
英
覚
耆

溌
霊
蕊
醗
雪
罐
籠
昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
八
日
受
付

山
形
敞
一
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町
で
生
れ
た
。
名
は
好
義
、
字
は
仁
里
、
篤
斉
、
学
斉
、
鶴
斉
ま
た
鶴
州
と
号
し
た
。
幼
名
は
辨
介
（
辨
助
）
、
通
称
は
貞
橘
（
貞
吉
）
、
三
栄
、

の
ち
三
英
と
改
め
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
五
月
十
七
日
自
殺
し
た
、
年
五
十
二
。
三
英
の
兄
順
義
（
一
七
八
三
’
一
八
六
四
、
字
は
仁
威
、
通

称
は
友
之
輔
の
ち
仁
一
郎
）
は
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
三
月
九
日
父
知
義
の
死
亡
に
よ
り
二
十
七
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
天
保
七
年
櫛
引
本
郷

組
大
庄
屋
、
弘
化
四
年
中
川
通
荒
川
組
大
庄
屋
に
転
じ
、
嘉
永
二
年
組
外
と
な
っ
て
鶴
岡
に
移
り
、
元
治
元
年
七
月
八
日
残
す
、
年
八
十
二
。

長
男
は
民
之
輔
で
、
二
男
高
彦
は
三
英
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。

吉
田
長
淑
（
一
七
七
八
’
一
八
二
四
）
は
名
は
成
徳
、
字
は
直
心
、
駒
谷
ま
た
藺
馨
と
号
す
。
本
姓
は
馬
場
氏
、
叔
父
吉
田
長
粛
の
養
嗣
子
と

な
る
。
幕
府
医
官
土
岐
長
元
よ
り
漢
方
、
桂
川
甫
周
よ
り
蘭
学
を
学
び
、
文
化
七
年
金
沢
藩
医
官
と
な
り
、
次
い
で
文
化
九
年
關
方
内
科
で
開

業
し
た
が
、
文
政
七
年
八
月
十
日
金
沢
で
急
逝
す
、
年
四
十
六
。
文
化
十
一
年
泰
西
熱
病
論
、
文
政
三
年
藺
薬
鏡
原
を
刊
行
し
た
。

馬
場
穀
里
（
一
七
八
六
’
一
八
一
三
）
は
名
は
貞
由
、
字
は
職
夫
、
通
称
は
佐
十
郎
。
本
姓
は
三
栖
谷
氏
、
伯
父
馬
場
為
八
郎
の
養
嗣
子
と
な

る
。
志
筑
忠
次
郎
（
中
野
柳
圃
）
よ
り
蘭
学
を
学
び
、
文
化
五
年
幕
府
天
文
方
に
召
さ
れ
、
江
戸
に
出
て
藺
書
練
訳
に
当
っ
た
が
、
こ
と
に
文

化
八
年
よ
り
シ
ョ
メ
イ
ル
訳
述
の
台
命
を
受
け
、
厚
生
新
編
の
錬
訳
を
始
め
た
が
、
文
政
五
年
七
月
二
十
七
日
江
戸
で
残
す
、
年
三
十
六
。

（
９
）

池
田
玄
斉
（
一
七
七
四
’
一
八
五
二
）
の
弘
釆
録
に
、
五
月
三
日
付
高
橋
玄
甫
宛
小
関
辨
助
書
翰
が
あ
り
、
「
此
間
木
下
一
斉
と
申
儒
生
の
会

に
出
候
一
斉
が
著
述
論
語
一
貫
と
申
も
の
一
見
仕
候
（
中
略
）
馬
場
喜
十
郎
か
事
共
尋
候
処
被
仰
下
候
通
豪
傑
に
御
座
候
申
承
候
」
と
記

三
英
は
幼
少
の
と
き
遊
ん
で
い
て
炉
中
に
落
ち
、
火
傷
を
負
っ
た
た
め
終
生
破
足
と
な
っ
た
が
、
長
じ
て
藩
学
致
道
館
に
学
ん
だ
。
そ
の
後

江
戸
に
出
て
吉
田
長
淑
と
馬
場
穀
里
に
従
学
し
た
こ
と
は
岸
和
田
藩
儒
員
井
部
香
山
の
撰
し
た
小
関
三
英
先
生
之
碑
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

好
義
呼
三
英
羽
之
荘
内
人
也
自
幼
刻
意
読
書
渉
猟
経
史
諸
子
殊
善
西
洋
窮
理
之
言
学
吉
田
長
淑
馬
場
穀
里
早
有
青
藍
之
声

（
後
略
）

江
戸
遊
学
時
代
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（
蝿
）

真
図
腋
を
著
わ
し
、
次
い
で
壬
午
一

八
年
増
訳
八
刺
精
要
を
刊
行
し
た
。

渡
部
道
可
（
一
七
七
二
’
一
八
二
四
、
名
は
弘
光
、
字
は
黄
美
、
確
斉
と
号
す
）
は
文
化
十
二
年
八
月
医
学
校
講
師
（
通
称
学
頭
）
に
任
命
さ
れ
た

と
き
か
ら
關
方
外
科
設
置
を
決
意
し
、
文
政
四
年
五
月
桂
川
甫
賢
と
大
槻
玄
沢
に
人
選
を
依
頼
し
、
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）
三
月
仙
台
藩
医

（
翅
）

学
校
の
外
科
教
授
と
し
て
着
任
し
た
の
が
佐
倉
木
中
沢
（
一
七
九
○
’
一
八
四
六
）
で
あ
る
。
中
沢
は
着
任
後
間
も
な
く
女
囚
解
剖
を
行
っ
て
存

（
蝿
）

真
図
腋
を
著
わ
し
、
次
い
で
壬
午
天
行
病
説
を
刊
行
し
、
玄
沢
の
八
刺
精
要
を
増
訳
す
る
た
め
江
戸
の
玄
沢
よ
り
厚
生
新
編
を
借
覧
し
、
文
政

（
９
）

さ
れ
て
い
る
。
木
下
一
斉
は
幕
府
儒
官
松
下
一
斉
（
一
七
四
七
’
一
八
一
三
一
、
名
は
尋
、
字
は
子
福
、
清
太
郎
と
称
す
）
の
誤
記
で
、
論
語
一
貫
は

文
化
十
一
年
刊
行
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
辨
助
書
翰
は
文
化
十
二
年
五
月
三
日
付
で
、
三
英
二
十
八
歳
で
あ
る
。

（
イ
ユ
●
の
色
）
（
ｎ
ぴ
）

三
英
の
仙
台
着
任
は
文
政
六
年
十
月
で
、
文
政
五
年
暮
か
ら
就
任
交
渉
を
受
け
た
が
、
弘
釆
録
に
よ
れ
ば
、
そ
の
直
前
三
年
間
位
は
痛
の
気

味
で
静
養
し
て
い
た
か
ら
、
江
戸
か
ら
鶴
岡
へ
帰
っ
て
開
業
し
た
の
は
文
化
末
年
か
文
政
初
年
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
英
の
江
戸

遊
学
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
か
ら
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
位
の
数
年
間
で
、
文
化
七
年
の
父
の
逝
去
と
兄
の
家
督
相
続
が
契
機
と
な

っ
て
江
戸
遊
学
を
決
意
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三
英
は
江
戸
遊
学
時
代
に
吉
田
長
淑
塾
で
同
門
の
湊
長
安
、
長
淑
の
師
家
の
桂
川
甫
謙
、
甫
賢
父
子
、
ま
た
馬
場
穀
里
塾
で
同
門
の
佐
々
木

中
沢
、
中
沢
の
師
家
の
大
槻
玄
沢
・
玄
幹
父
子
と
相
識
の
間
柄
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
ル

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
脚
）

大
槻
平
泉
は
文
政
元
年
十
月
か
ら
四
年
七
月
ま
で
医
学
校
内
科
教
授
を
勤
め
て
い
た
仙
台
藩
医
員
庄
子
玄
琢
（
一
七
八
三
’
一
八
五
一
、
名
は

仙
台
藩
の
医
学
校
が
藩
学
養
賢
堂
か
ら
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
分
離
造
営
さ
れ
た
の
は
初
代
学
頭
渡
部
道
可
の
建
議
に
よ
っ
た
も
の

（
曲
）
（
、
）

あ
る
が
、
こ
れ
は
文
化
七
年
に
提
出
さ
れ
た
養
賢
堂
学
頭
大
槻
平
泉
の
学
制
改
革
案
並
に
仙
台
藩
医
員
大
槻
玄
沢
の
医
師
育
才
案
が
原
動
力

仙
台
藩
医
学
校
時
代
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行
孝
、
湖
山
と
号
す
。
本
姓
は
平
井
氏
、
庄
子
玄
昌
の
養
嗣
子
と
な
る
）
を
起
用
し
て
文
政
五
年
十
一
月
養
賢
堂
蘭
学
和
解
方
に
任
命
し
た
。
渡
部
道

可
と
佐
倉
木
中
沢
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
医
学
校
蘭
科
を
拡
充
す
る
こ
と
に
な
り
、
文
政
五
年
暮
か
ら
鶴
岡
の
小
関
三
英
に
交
渉
を
始
め
、
文

（
１
．
ｍ
）

政
六
年
十
月
十
六
日
三
英
は
医
学
校
藺
方
内
科
教
授
と
し
て
仙
台
に
着
任
し
た
。
道
可
五
十
一
歳
、
三
英
三
十
七
歳
、
中
沢
三
十
四
歳
、
玄
琢

（
１
・
加
）

三
英
は
仙
台
着
任
早
食
蘭
書
の
統
訳
に
取
り
か
か
る
と
と
も
に
、
道
可
、
中
沢
と
と
も
に
医
学
校
に
天
文
台
を
設
置
し
、
蘭
学
を
興
す
計
画

を
た
て
て
い
た
が
、
こ
れ
は
三
英
の
師
馬
場
穀
里
と
中
沢
の
師
大
槻
玄
沢
が
文
化
八
年
五
月
幕
府
天
文
台
訳
員
に
任
命
さ
れ
て
シ
ョ
メ
ィ
ル
訳

述
に
当
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
医
学
校
内
天
文
台
設
置
計
画
は
文
政
七
年
八
月
渡
部
道
可
の
急
逝
の
た

め
実
現
す
る
こ
と
な
く
、
養
賢
堂
蘭
学
局
の
方
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
政
八
年
三
月
中
沢
と
三
英
は
相
次
い
で
医
学
校
を
辞
職
し

（
１
・
勉
）
（
４
）

文
政
七
年
二
月
二
十
三
日
付
友
之
助
宛
三
栄
書
翰
で
、
年
内
出
版
の
つ
も
り
で
緬
訳
し
て
い
た
著
書
に
つ
い
て
は
、
富
士
川
瀞
の
江
戸
時
代

（
勉
）

医
書
目
録
に
は
「
西
洋
内
科
集
成
三
巻
、
文
政
七
年
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
本
書
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
文
政
七
年
三
月
十
三
日
付
中
沢
宛
玄

沢
書
翰
に
よ
れ
ば
、
三
英
は
玄
沢
の
依
頼
で
産
科
学
（
フ
ル
ー
ド
コ
ン
ス
ト
）
の
訳
述
に
あ
た
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
９
）

こ
の
と
き
の
訳
書
は
三
英
著
書
目
録
に
よ
れ
ば
、
和
蘭
産
科
捷
径
竝
図
五
巻
ま
た
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
泰
西
産
科
捷
径
四
巻
（
旧
大
槻
文

庫
本
）
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
田
原
藩
儒
員
松
岡
台
川
の
出
版
し
た
那
波
列
翁
勃
納
把
爾
的
伝
の
附
言

に
、
「
三
英
故
郷
に
在
し
時
よ
り
藺
害
の
那
波
列
翁
伝
を
持
帰
り
し
を
夜
昼
と
な
く
読
返
し
考
へ
か
へ
し
杯
痛
く
心
を
砕
て
居
た
り
し
と
そ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
那
波
列
翁
勃
納
把
爾
的
伝
執
筆
の
可
能
性
も
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

（
加
）

医
学
校
に
は
二
八
八
五
部
、
九
九
三
七
本
の
青
柳
館
文
庫
が
付
属
し
て
い
た
が
、
藺
害
と
そ
の
訳
書
は
承
ら
れ
な
い
。
し
か
る
に
、
医
学
校

蔵
書
五
○
画
、
一
九
三
部
の
な
か
に
は
洋
本
と
唱
え
ら
れ
る
藺
書
十
二
本
が
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ヵ
ル
ッ
解
剖
害
、
ゴ
ル
テ
ル
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
、
ハ

ル
マ
の
ほ
か
に
イ
ギ
リ
ス
ヲ
ー
ル
デ
ン
ポ
ッ
ク
が
三
英
着
任
後
に
購
入
さ
れ
、
訳
書
と
し
て
は
渡
部
学
頭
時
代
に
は
泰
西
熱
病
論
、
内
科
撰
要
、

三
十
九
歳
で
あ
る
。

た
○
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要
術
知
新
、
重
訂
内
科
撰
要
、
医
範
提
綱
、
遠
西
医
方
名
物
考
、
人
舎
利
品
、
蘭
学
偕
梯
、
篶
録
、
厚
生
新
編
な
ど
が
購
入
さ
れ
て
い
た
。

医
学
校
の
蘭
雪
は
渡
部
学
頭
逝
去
後
は
購
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
養
賢
堂
に
は
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
以
来
附
属
書
庫
が
あ
り
、
文
政
二
年

（
一
八
一
九
）
以
来
蘭
書
の
購
入
が
行
わ
れ
、
天
保
年
間
に
は
一
二
七
部
、
一
七
一
八
三
冊
の
書
籍
を
蔵
し
て
い
た
。
養
賢
堂
附
属
書
庫
の
洋

書
八
十
五
部
、
二
六
八
冊
の
う
ち
辞
書
の
二
十
一
部
、
八
十
一
冊
が
最
も
多
く
、
理
学
書
の
十
部
、
七
十
二
冊
、
医
学
書
の
二
十
六
部
、
六
十

六
冊
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。
医
学
書
の
な
か
に
は
、
フ
ル
ハ
ー
フ
ェ
五
巻
（
一
七
六
三
’
一
七
九
一
）
、
コ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
ニ
巻
（
一
八
二
四
’

一
八
二
七
）
等
の
内
科
書
、
プ
ラ
ッ
ト
ネ
ル
ニ
巻
（
一
七
六
四
’
一
七
六
五
）
、
プ
レ
ン
ク
（
一
七
七
二
）
、
。
ハ
ル
タ
ザ
ー
ル
（
一
七
八
四
）
、
ゲ
ッ
セ
ル
三

巻
（
一
七
八
一
丁
一
七
八
六
）
等
の
外
科
害
、
ヤ
コ
ゞ
ブ
ス
（
一
七
八
四
）
、
ポ
ー
デ
ロ
ッ
ク
四
巻
（
一
七
九
○
’
一
七
九
一
）
等
の
産
科
書
な
ど
の
諸

（
１
）

分
科
を
網
羅
し
、
こ
と
に
各
種
の
辞
典
類
を
完
備
し
て
い
る
こ
と
は
、
文
政
十
年
八
月
二
十
五
日
付
書
翰
の
よ
う
に
、
庄
子
玄
琢
と
小
関
三
英
の

親
密
な
関
係
か
ら
拳
て
重
要
な
こ
と
で
、
仙
台
時
代
に
三
英
が
こ
れ
ら
の
關
書
の
一
部
や
辞
典
類
を
利
用
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
は
な
い
。

渡
部
学
頭
急
逝
後
、
奉
薬
（
侍
医
頭
）
を
勤
め
た
の
ち
城
番
の
閑
職
に
い
た
五
十
九
歳
の
長
老
奥
村
玄
安
が
文
政
七
年
十
二
月
、
二
代
学
頭

に
任
命
さ
れ
、
文
政
八
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
三
英
と
中
沢
が
相
次
い
で
辞
職
し
た
。

（
１
）
（
⑫
）

文
政
八
年
一
月
五
日
付
三
栄
書
翰
で
は
、
医
学
校
を
辞
任
し
て
江
戸
へ
出
立
す
る
こ
と
を
鶴
岡
の
兄
に
知
ら
し
て
い
る
が
、
文
政
七
年
三
月

十
三
日
付
中
沢
宛
玄
沢
書
翰
で
、
文
政
六
年
長
崎
出
島
に
着
任
し
た
シ
ー
ポ
ル
ト
の
名
声
と
湊
長
安
従
学
の
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
こ
と
も
鶴
岡

へ
帰
ら
ず
、
江
戸
へ
向
っ
た
原
因
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
１
Ｌ
ｅ
ｎ
ヨ
）
（
１
１
）

し
か
し
、
小
関
家
系
図
に
よ
れ
ば
三
英
の
母
於
弥
南
は
文
政
十
年
六
月
九
日
七
十
一
歳
で
鶴
岡
で
残
し
て
い
る
が
、
三
英
は
文
政
七
年
一
月

（
１
）

二
十
七
日
付
書
翰
で
老
母
の
病
状
を
案
じ
て
い
た
か
ら
、
老
母
の
葬
儀
の
前
後
に
は
鶴
岡
に
戻
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
政
十
年
八
月
二

十
五
日
付
三
栄
書
翰
は
山
形
か
ら
鶴
岡
の
兄
に
宛
て
た
も
の
で
、
仙
台
の
医
学
修
行
の
許
可
を
得
て
鶴
岡
を
出
な
が
ら
、
山
形
の
開
業
見
込
み

が
な
い
の
で
最
初
の
計
画
通
り
仙
台
を
通
っ
て
江
戸
の
湊
長
安
の
許
に
寓
居
し
よ
う
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
仙
台
で
は
中
沢
初
め
医
学
校
の
教

官
に
は
会
わ
ず
、
養
賢
堂
蘭
学
方
の
庄
子
玄
琢
だ
け
に
会
っ
て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
英
は
仙
台
離
任
後
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一
応
江
戸
に
出
た
が
、
長
崎
の
シ
ー
ポ
ル
ト
に
従
学
し
た
湊
長
安
は
ま
だ
江
戸
に
帰
ら
ず
、
老
母
の
病
弱
も
あ
っ
て
鶴
岡
に
戻
り
、
老
母
の
葬

儀
終
了
後
江
戸
に
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
九
月
江
戸
に
出
た
三
英
は
本
石
町
弐
丁
目
の
湊
長
安
の
許
に
寓
居
し
、
文
政
十
一
年
七
月
築
地
の
桂
川
甫
賢
邸
に

（
１
）

移
る
ま
で
長
安
の
世
話
に
な
っ
た
こ
と
は
友
之
助
宛
三
栄
書
翰
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
蝿
）

湊
長
安
（
一
七
八
六
’
一
八
三
八
、
名
は
義
胤
の
ち
重
胤
、
丹
靖
堂
主
人
と
号
す
）
は
奥
州
牡
鹿
郡
湊
（
現
石
巻
市
）
の
出
身
で
、
江
戸
に
出
て
吉

田
長
淑
よ
り
關
方
内
科
、
大
槻
玄
沢
よ
り
蘭
学
を
学
び
、
開
業
し
て
名
声
を
得
、
文
政
初
年
笹
山
藩
主
青
山
忠
裕
の
侍
医
と
な
り
、
文
政
五
年

京
都
よ
り
長
崎
に
行
き
、
楢
林
栄
建
、
吉
雄
幸
載
に
従
学
し
た
。
文
政
六
年
七
月
九
日
シ
ー
ポ
ル
ト
が
出
島
に
着
任
し
た
と
き
商
館
長
ブ
ロ
ム

ホ
フ
の
紹
介
で
美
馬
順
三
ら
と
と
も
に
従
学
し
、
文
政
八
年
十
月
長
崎
を
去
る
と
き
ド
ク
ト
ル
号
を
許
さ
れ
た
。
長
安
は
三
英
よ
り
や
や
遅
れ

て
天
保
七
年
頃
天
文
台
訳
員
に
任
ぜ
ら
れ
、
厚
生
新
編
の
訳
述
に
当
っ
た
が
、
天
保
九
年
六
月
七
日
残
し
た
、
年
五
十
三
。
三
英
と
長
安
は
吉

田
長
淑
塾
の
同
門
で
あ
り
、
同
年
輩
で
奥
羽
出
身
と
い
う
親
し
ぷ
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
英
は
そ
の
後
蘭
学
者
と
し
て
の
名
声
が
あ
が

（
１
）

る
と
と
も
に
、
桂
川
甫
賢
と
交
渉
が
生
じ
、
本
所
横
網
の
桂
川
邸
に
移
っ
た
の
は
文
政
十
一
年
七
月
で
あ
る
。

く
脛
や
す

ぐ
に
と
単

桂
川
甫
賢
（
一
七
九
七
’
一
八
四
四
、
名
は
国
寧
字
は
清
遠
、
梅
街
、
翠
藍
、
錫
蘭
、
桂
喚
と
号
す
）
は
文
政
十
年
父
甫
謙
国
富
残
後
、
三
十
一
歳

で
家
督
を
相
続
し
、
天
保
二
年
法
眼
と
な
り
、
天
保
十
五
年
十
二
月
六
日
残
し
た
、
年
四
十
八
。

（
１
）

文
政
十
一
年
六
月
十
日
付
友
之
輔
宛
三
栄
書
翰
で
は
去
年
以
来
学
文
も
大
い
に
上
達
し
、
藺
文
を
認
め
て
吉
雄
権
之
介
に
監
定
し
て
貰
っ
た

処
、
大
い
に
称
美
さ
れ
、
門
人
中
最
も
抜
群
な
岡
研
介
と
対
比
さ
れ
た
こ
と
、
桂
川
甫
賢
邸
へ
の
移
転
を
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
甫
賢
は

学
文
の
助
け
に
は
大
い
に
成
る
人
だ
か
ら
怠
り
な
く
仕
め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
ら
せ
て
い
る
。

吉
雄
権
之
助
（
一
七
八
五
’
一
八
一
三
、
吉
雄
耕
牛
の
庶
子
、
名
は
永
保
ま
た
尚
貞
、
字
は
伯
元
、
如
淵
と
号
す
）
は
中
野
柳
圃
に
蘭
学
を
学
び
、
馬
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（
妬
）

桂
川
甫
賢
の
覚
書
に
、
「
儒
頼
久
太
郎
、
画
高
嶋
千
春
、
書
巻
左
内
、
蘭
小
関
三
栄
」
と
記
し
、
儒
者
の
頼
山
陽
、
画
家
の
高
嶋

（
９
）

鼎
湖
、
書
家
の
巻
菱
湖
と
並
ん
で
蘭
学
者
と
し
て
の
三
英
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
三
英
の
郷
里
鶴
岡
で
も
、
池
田
玄
斉
の
弘
釆
録
に
、
「
蘭

学
に
長
じ
て
翻
訳
を
専
務
と
せ
し
が
、
去
煮
年
東
都
に
出
で
桂
川
家
の
世
話
に
な
り
、
藺
書
翻
訳
を
し
て
糊
口
も
相
応
に
出
来
ぬ
よ
し
を
間
け

り
」
と
記
し
て
い
る
程
名
声
が
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
９
）

三
英
が
後
年
尚
歯
会
で
親
交
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
渡
辺
垂
山
と
は
天
保
二
年
頃
か
ら
知
り
合
っ
た
ら
し
く
、
華
山
の
全
楽
堂
日
録
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
天
保
二
年
四
月
十
六
日
小
関
三
栄
来
。
三
栄
出
羽
庄
内
人
。
善
読
洋
書
業
医
、
不
好
治
療
読
書
飲
酒
之
外

無
官
嗜
、
上
無
君
下
無
妻
學
。
終
日
孤
然
読
書
而
不
能
自
立
。
衣
食
住
待
人
而
生
活
。
桂
川
医
院
愛
其
嗜
学
養
之
建
其
所
好
云
。
三
栄
云
、
西

洋
学
有
数
十
家
。
就
其
医
学
一
途
言
之
。
不
唯
有
内
外
二
科
而
已
。
内
科
日
ケ
ネ
ー
ス
キ
ン
デ
。
外
科
日
ヘ
ー
ル
キ
ン
デ
（
中
略
）
。
同
二
十
三

日
晴
。
三
栄
小
関
、
携
洋
書
録
譜
ロ
ー
セ
ル
云
。
桂
川
医
院
欲
一
見
検
夫
児
日
本
志
以
此
耆
交
貸
ロ
ー
セ
ル
凡
四
冊
。
同
二
十
四
日
、
三
栄
送

貸
ロ
ー
セ
ル
三
冊
、
借
ケ
ン
フ
ル
。
五
月
十
七
日
、
出
訪
小
関
三
栄
。
居
本
所
横
綱
、
接
大
槻
（
後
略
）
」

場
穀
里
、
末
次
独
笑
、
西
正
典
と
柳
圃
門
の
四
俊
と
称
さ
れ
た
。
文
化
六
年
幕
府
の
蛮
学
世
話
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
文
政
十
一
年
大
通
詞
見
習
と

な
り
、
天
保
二
年
五
月
二
十
一
日
残
し
た
、
年
四
十
七
。
岡
研
介
は
シ
ー
ポ
ル
ト
門
下
で
は
高
野
長
英
と
双
壁
と
称
さ
れ
、
同
門
の
伊
藤
圭
介

に
よ
る
と
、
読
書
力
は
長
英
が
ま
さ
り
、
文
章
会
話
は
研
介
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
評
さ
れ
た
。
文
政
十
一
年
に
は
権
之
助
四
十
四
歳
、
三
英
四

十
一
歳
、
研
介
三
十
歳
で
あ
る
。
三
英
が
岡
研
介
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
三
英
が
長
崎
の
シ
ー
ポ
ル
ト
に
学
ば
な
か
っ
た
こ
と
の
傍
証
に
な

る
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
書
翰
で
、
三
英
の
藺
文
が
長
崎
大
通
詞
吉
雄
権
之
助
に
称
美
さ
れ
た
こ
と
を
友
之
輔
に
知
ら
せ
て
い
る
が
、

杉
田
梅
里
（
一
八
一
七
’
一
八
五
九
、
名
は
信
字
は
成
卿
、
天
保
二
年
父
立
卿
喪
後
家
督
を
相
続
し
て
若
狭
侯
侍
医
と
な
る
）
が
小
関
三
英
の
藺
文
を
称

（
９
）

賛
し
た
こ
と
は
神
田
孝
平
の
二
十
七
回
忌
祭
文
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
亡
友
に
は
小
関
三
英
、
箕
作
玉
海
の
両
先
輩
を
最
も
景

慕
し
給
へ
り
。
小
関
氏
は
、
梢
老
輩
に
て
教
へ
を
受
給
ひ
し
こ
と
有
り
し
に
や
、
殊
に
其
藺
文
を
称
し
、
我
企
て
及
ぶ
所
に
非
す
と
の
た
ま

ひ
け
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
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渡
辺
畢
山
（
一
七
九
三
’
一
八
四
一
、
名
は
定
勝
、
通
称
は
登
、
文
政
七
年
家
督
相
続
、
天
保
二
軍
藩
老
、
天
保
十
年
蛮
社
の
獄
に
連
坐
し
て
田
原
に
避
屑

天
保
十
二
年
十
月
十
一
日
自
殺
、
年
四
十
九
）
は
三
英
の
蘭
学
の
知
識
を
高
く
評
価
し
、
三
宅
友
信
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
岸
和
田
藩
主
岡
部

（
１
）
（
Ⅳ
）

長
和
侯
に
推
挙
し
、
三
英
は
漸
く
天
保
三
年
一
月
十
五
日
岸
和
田
藩
医
員
と
な
っ
た
（
長
田
偶
得
高
野
長
英
先
生
伝
）
。

す
な
わ
ち
、
三
英
は
文
政
十
年
九
月
鶴
岡
よ
り
江
戸
に
出
て
湊
長
安
の
許
に
寓
居
し
、
文
政
十
一
年
七
月
桂
川
甫
賢
邸
に
移
っ
て
学
究
生
活

に
一
入
り
、
渡
辺
聿
山
と
相
識
と
な
り
、
天
保
三
年
一
月
十
五
日
岡
部
美
濃
守
長
和
の
侍
医
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）天

保
三
年
（
一
八
二
三
）
二
月
二
日
付
三
栄
書
翰
に
よ
れ
ば
、
天
保
二
年
冬
よ
り
三
英
を
岸
和
田
藩
主
岡
部
美
濃
守
長
和
の
侍
医
に
招
聰
す

る
話
が
あ
り
、
荘
内
酒
井
侯
の
許
可
を
得
て
、
天
保
三
年
一
月
十
五
日
七
人
扶
持
五
両
の
給
人
格
で
岡
部
侯
侍
医
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
、
赤

阪
溜
池
山
王
隣
に
あ
る
岸
和
田
藩
邸
内
の
長
屋
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
１
）

三
英
は
文
政
十
二
年
三
月
一
日
付
仁
一
郎
宛
書
翰
で
、
「
泰
西
近
年
之
軍
記
も
押
付
和
解
出
来
仕
候
間
当
月
末
頃
迄
ニ
ハ
差
下
入
御
覧
可
申

（
１
）

存
候
」
と
述
べ
、
天
保
三
年
七
月
二
十
四
日
付
書
翰
で
は
、
「
ホ
ナ
ハ
ル
ト
伝
之
緬
訳
二
茂
段
々
相
始
可
申
ト
奉
存
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
は
田
原
藩
儒
員
で
藩
老
の
松
岡
次
郎
（
一
八
一
三
’
一
八
五
八
、
名
は
与
権
字
は
子
常
台
川
と
号
す
）
が
安
政
四
年
二
月
出
版
し
た
那
波
列
翁

勃
納
把
爾
拘
伝
と
考
え
ら
れ
る
が
、
静
嘉
堂
文
庫
の
那
波
列
翁
署
訳
稿
（
旧
大
槻
文
庫
本
）
は
簡
略
な
写
本
で
、
三
英
書
翰
の
泰
西
近
年
之
軍

勃
納
把
爾
的
伝
と
考
え
ら
れ
る
が
、

記
に
相
応
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
６
）新

撰
洋
学
年
表
に
よ
れ
ば
、
「
天
保
三
年
三
月
泰
西
内
科
集
成
小
関
三
英
訳
家
蔵
は
神
崎
屋
源
蔵
自
宅
本
な
り
源
蔵
名
周
号
浴
蘭
堂

江
戸
堀
留
町
薬
種
商
小
関
高
野
諸
氏
皆
其
家
の
援
助
を
受
け
た
り
」
と
記
し
て
い
る
。

（
蝿
）

高
野
長
英
伝
に
よ
れ
ば
、
高
野
長
英
が
文
政
三
年
六
月
江
戸
遊
学
に
出
た
と
き
、
ま
づ
旅
装
を
解
い
た
の
は
同
郷
水
沢
出
身
の
神
崎
屋
源
蔵

で
あ
り
、
ま
た
長
英
が
長
崎
遊
学
を
終
え
て
、
天
保
元
年
十
月
二
十
六
日
江
戸
に
帰
り
麹
町
貝
坂
に
開
業
し
た
の
も
源
蔵
の
援
助
に
よ
る
も
の

岡
部
侯
侍
医
時
代
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（
刺
且
）

三
英
も
天
保
三
年
に
入
る
と
、
神
崎
屋
源
蔵
と
親
交
を
結
ん
だ
こ
と
は
、
同
年
十
月
二
日
付
仁
一
郎
宛
書
翰
に
、
「
本
町
大
伝
馬
丁
裏
丁
堀

（
１
）

留
二
丁
目
薬
種
屋
神
崎
屋
源
蔵
右
之
所
迄
御
状
相
届
候
得
ハ
私
方
へ
早
速
相
届
申
候
」
、
十
月
二
十
六
日
付
圭
冒
翰
で
も
同
様
の
旨
を
記
し
て
お

（
イ
土
）

り
、
ま
た
天
保
四
年
一
月
十
九
日
付
五
十
嵐
其
徳
宛
三
栄
書
翰
に
、
「
今
度
此
医
原
枢
要
と
申
新
著
高
野
瑞
皐
相
著
申
候
（
中
略
）
。
此
度
蘭
社

中
一
統
相
配
申
候
。
御
尊
兄
江
も
一
本
相
贈
呉
候
様
に
被
申
候
間
即
為
持
上
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
高
野
長
英
を
介
し
て
神
崎
屋
源

蔵
と
親
交
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
る
に
高
野
長
英
（
一
八
○
四
’
一
八
五
○
、
名
は
譲
、
瑞
皐
と
号
す
。
本
姓
は
後
藤
氏
、
伯
父
高
野
玄
斉
の
養
嗣
子
と
な
る
。
文
政
三
年
江
戸
に
出

て
吉
田
長
淑
に
学
び
、
文
政
八
年
長
崎
に
行
き
シ
ー
ボ
ル
ト
に
従
学
、
天
保
元
年
十
月
江
戸
に
帰
り
開
業
。
天
保
十
年
五
月
十
九
日
投
獄
、
弘
化
二
年
獄
舎
焼

（
９
）

失
の
際
に
逃
亡
、
嘉
永
二
一
年
十
月
晦
日
自
殺
、
年
四
十
七
）
と
三
英
と
の
親
交
に
つ
い
て
は
、
三
宅
友
信
の
華
山
伝
に
「
先
生
三
十
二
歳
頃
よ
り
心

を
深
く
洋
学
に
傾
く
。
然
れ
ど
も
自
ら
原
著
を
読
ま
ず
（
中
略
）
。
先
生
常
に
小
関
、
高
野
の
二
氏
を
招
き
、
地
理
歴
史
の
類
を
読
ま
し
め
、
訳

言
を
間
に
随
て
筆
記
し
編
冊
を
成
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
三
英
と
長
英
の
親
交
は
華
山
を
介
し
て
天
保
二
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
三
英
四
十
四
歳
、
峯
山
三
十
九
歳
、
長
英
三
十
四
歳
で
あ
る
。

三
英
は
天
保
三
年
十
月
西
医
原
病
略
を
刊
行
し
た
が
、
題
一
二
口
に
、
「
余
曽
テ
西
哲
工
私
蒲
略
掘
氏
著
ス
所
ノ
内
科
害
ヲ
銃
訳
シ
テ
西
洋
内
科

大
成
ト
云
う
。
蓋
シ
其
書
ダ
ル
議
論
確
実
理
致
高
妙
、
誠
二
医
学
ノ
規
範
治
療
ノ
枢
機
ナ
リ
。
然
し
ド
モ
論
ヲ
設
ル
、
專
ラ
原
病
ノ
学
二
本
ヅ

ク
故
二
、
読
ム
者
原
病
ノ
学
二
通
ゼ
ザ
レ
簿
〈
望
洋
ノ
感
ヲ
免
レ
ズ
。
余
因
テ
原
病
ノ
略
説
ヲ
作
テ
之
ガ
附
録
ト
ナ
シ
、
将
二
丼
セ
テ
家
塾
二
刻

（
４
）

セ
ン
ト
ス
」
と
述
べ
て
お
り
、
天
保
三
年
に
は
西
洋
内
科
大
成
の
跳
訳
を
終
え
て
い
た
。
こ
れ
が
富
士
川
溝
の
江
戸
時
代
医
聿
日
目
録
に
あ
る
文

（
６
）

政
七
年
訳
了
の
西
洋
内
科
集
成
一
二
巻
か
、
新
撰
洋
学
年
表
に
あ
る
神
崎
屋
源
蔵
の
天
保
三
年
三
月
自
写
し
た
泰
西
内
科
集
成
十
六
巻
か
、
或
い

は
後
年
米
沢
の
右
松
庵
か
ら
出
版
さ
れ
た
泰
西
内
科
集
成
三
十
一
巻
か
は
未
詳
で
あ
る
。

（
１
）

し
か
し
、
文
政
七
年
二
月
二
十
三
日
付
書
翰
で
兄
友
之
助
に
知
ら
せ
た
著
述
は
西
洋
内
科
集
成
三
巻
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
江
戸
に
出
て
か

で
あ
る
。
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ら
さ
ら
に
補
訳
し
て
天
保
三
年
十
月
以
後
に
泰
西
内
科
集
成
三
十
一
巻
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）

新
撰
洋
学
年
表
に
、
「
文
化
八
年
五
月
幕
府
新
一
一
天
文
方
に
蛮
書
和
解
御
用
の
一
局
を
設
け
、
外
国
文
言
の
翻
訳
に
備
ふ
。
馬
場
佐
十
郎
、

大
槻
玄
沢
を
訳
員
と
す
（
中
略
）
。
百
科
全
書
の
反
訳
に
て
厚
生
新
編
と
題
す
、
原
書
〈
仏
関
西
人
ヌ
ー
ル
シ
ョ
メ
ィ
ル
所
撰
、
西
暦
一
七
四
三

年
和
蘭
重
訳
の
も
の
、
此
訳
書
の
業
を
シ
ョ
メ
ー
ル
御
用
と
称
し
た
り
。
是
を
幕
府
に
於
け
る
洋
学
読
訳
の
始
と
す
」
と
記
し
て
い
る
。

厚
生
新
編
は
仏
国
リ
ヨ
ン
の
ｚ
ｏ
の
］
ｏ
ｇ
ｇ
⑦
罠
の
著
書
を
言
国
営
：
弓
涛
砕
冒
９
が
蘭
訳
し
た
家
政
字
書
国
匡
昏
。
且
の
蔦
葛
。
ｏ
胃
号
。
鼻

（
岨
）

二
冊
（
一
七
四
三
）
を
銃
訳
し
た
も
の
で
本
書
の
訳
者
は
、
馬
場
佐
十
郎
、
大
槻
玄
沢
、
宇
田
川
玄
真
、
大
槻
玄
幹
、
宇
田
川
椿
庵
、
小
関
三

英
、
湊
長
安
の
七
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
八
年
（
一
八
二
）
三
月
徳
川
家
斉
の
命
に
よ
り
馬
場
佐
十
郎
が
是
に
当
り
、
同
年
六
月
大

槻
玄
沢
、
文
化
十
年
宇
田
川
玄
真
が
訳
員
と
な
っ
た
が
、
文
政
七
年
大
槻
玄
幹
、
文
政
九
年
宇
田
川
椿
庵
が
訳
員
に
任
ぜ
ら
れ
、
大
槻
、
宇
田

川
両
家
の
協
力
で
訳
述
が
進
め
ら
れ
た
。
天
保
五
年
十
月
宇
田
川
玄
真
が
死
ん
だ
後
任
に
小
関
三
英
が
天
保
六
年
四
月
一
日
訳
員
に
任
命
さ

れ
、
次
い
で
天
保
七
年
頃
湊
長
安
も
訳
員
に
任
命
さ
れ
た
。

（
１
）

三
英
の
訳
員
就
任
は
天
保
三
年
致
仕
し
、
天
保
五
年
十
二
月
四
日
六
十
六
歳
で
死
亡
し
た
宇
田
川
玄
真
の
後
任
人
事
だ
っ
た
ら
し
く
、
三
栄

書
翰
で
は
天
保
四
年
三
月
頃
か
ら
内
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
一
時
中
断
し
た
が
、
天
保
五
年
二
月
の
再
交
渉
で
は
待
遇
の
折
り
合
い
が
付
か
ず
、

（
１
入
。
《
ｕ
》
）

天
文
方
訳
員
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
岡
部
家
控
書
に
よ
れ
ば
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
四
月
一
日
で
、
一
ヶ
年
銀
拾
枚
の
手
当
が
支
給
さ
れ
る

（
１
）三

栄
書
翰
に
よ
れ
ば
、
天
文
方
訳
員
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
天
保
六
年
三
月
と
同
年
六
月
の
間
に
三
英
と
改
称
し
て
い
る
が
、
池
田
玄

（
９
）

斉
の
弘
釆
録
で
は
、
「
程
な
く
南
遊
し
て
岡
部
美
濃
守
殿
に
抱
へ
ら
れ
、
七
十
石
を
賜
は
り
、
天
文
台
御
雇
仰
せ
付
け
ら
れ
、
公
儀
よ
り
も
二

十
両
つ
つ
年
々
賜
は
り
、
忽
ち
時
を
得
て
三
英
と
名
を
改
め
」
と
記
さ
れ
、
改
称
の
時
期
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

こ
と
に
な
っ
た
。

幕
府
天
文
方
訳
員
時
代
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（
９
）

池
田
玄
斉
の
弘
釆
録
に
は
、

子
は
近
々
実
家
に
下
り
、
嬬
堅

小
関
高
彦
（
一
八
二
○
’
一

英
の
養
嗣
子
と
な
り
、
古
賀

月
九
日
病
残
す
、
年
四
十
三
。

（
１
，
一
）

と
は
三
英
書
翰
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）

厚
生
新
編
七
十
巻
の
う
ち
小
関
三
英
が
訳
校
に
当
っ
て
い
る
の
は
第
六
十
巻
か
ら
第
七
十
巻
ま
で
の
十
巻
で
、
多
く
は
大
槻
玄
幹
、
宇
田
川

椿
庵
と
の
共
訳
で
、
湊
長
安
が
共
著
に
加
っ
て
い
る
の
は
第
六
十
六
’
七
十
巻
の
五
巻
で
あ
る
。

天
保
七
年
五
月
荘
内
藩
の
和
算
家
石
塚
六
郎
兵
衛
が
三
英
を
頼
っ
て
天
文
方
の
算
勘
手
伝
に
傭
わ
れ
た
い
と
希
望
し
た
が
、
採
用
さ
れ
ず
に

（
１
）

帰
国
し
た
こ
と
は
、
天
保
七
年
五
月
二
十
四
日
付
、
同
年
六
月
二
十
日
付
、
同
年
七
月
晦
日
付
三
英
書
翰
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１
４
●
（
ｕ
〉
）

石
塚
六
郎
兵
衛
日
記
に
は
、
天
保
七
年
三
月
六
日
荘
内
を
出
発
し
、
五
月
晦
日
よ
り
数
回
三
英
に
会
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
五
月

晦
日
夜
、
小
関
三
英
訪
来
、
蘭
学
の
理
論
数
刻
に
及
び
近
日
再
訪
の
約
を
成
し
て
帰
る
。
三
英
は
庄
内
の
産
に
し
て
当
時
岡
部
侯
の
御
医
師

也
。
此
節
天
文
台
の
蘭
学
者
に
し
て
公
義
よ
り
御
給
金
を
給
は
る
。
六
月
十
八
日
小
関
三
英
老
を
尋
に
行
、
岡
部
内
膳
正
様
か
屋
敷
は
溜
池
に

あ
り
、
小
関
は
向
長
屋
に
て
随
分
宜
敷
長
屋
也
。
三
英
老
在
宅
に
て
門
弟
数
人
居
た
り
、
三
八
の
日
に
て
医
者
群
集
す
る
也
。
此
所
に
て
色
々

究
理
の
論
議
し
、
蘭
書
杯
見
せ
ら
れ
た
り
、
図
解
あ
る
書
甚
面
白
し
、
究
理
の
論
問
答
尽
き
ず
し
て
昼
に
成
り
帰
る
。
同
二
十
九
日
小
関
老
来

り
て
色
々
究
理
の
論
あ
り
、
来
月
八
日
に
天
文
台
へ
行
事
を
約
す
。
」
す
な
わ
ち
、
天
保
七
年
頃
に
な
る
と
三
英
に
も
門
人
が
数
名
居
る
よ
う
に

な
り
、
毎
月
三
日
と
八
日
に
は
医
師
連
中
に
蘭
書
の
講
釈
を
行
っ
て
い
た
。

次
い
で
天
保
八
年
五
月
に
は
兄
仁
一
郎
の
二
男
厳
彦
が
江
戸
に
来
て
三
英
と
同
居
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
十
月
に
は
三
英
も
妻
帯
し
た
こ

釆
録
に
は
、
「
小
関
友
之
助
が
二
男
を
養
子
と
し
、
他
藩
よ
り
妻
を
迎
へ
（
中
略
）
、
乱
心
者
と
な
り
、
断
絶
せ
し
ゆ
え
、
養

（
１
）

下
り
、
蠕
は
里
元
へ
帰
る
筈
の
よ
し
」
と
記
さ
れ
、
三
英
書
翰
と
一
致
し
て
い
る
。

八
二
○
’
一
八
六
二
）
は
名
は
徽
猷
、
字
は
厳
君
、
通
称
は
初
め
厳
彦
、
の
ち
高
彦
、
天
保
八
年
、
十
八
歳
で
江
戸
に
出
て
三

り
、
古
賀
佃
庵
、
安
積
良
斉
に
漢
学
、
杉
田
成
卿
に
洋
学
を
学
び
、
安
政
二
年
天
文
方
訳
員
と
な
っ
た
が
、
文
久
二
年
八
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（
釦
・
瓢
）

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
五
月
に
起
っ
た
蛮
社
遭
厄
は
目
付
鳥
居
耀
蔵
が
代
官
江
川
英
竜
一
派
に
痛
撃
を
加
え
る
た
め
、
花
井
虎
一
に
密
告

さ
せ
た
無
人
島
渡
航
計
画
が
引
金
と
な
り
、
こ
の
た
め
垂
山
と
長
英
が
入
獄
し
、
三
英
は
そ
の
巻
添
え
を
く
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
９
．
鋤
）

天
保
十
年
七
月
二
十
四
日
の
渡
辺
垂
山
口
書
に
、
一
‐
私
儀
蘭
学
を
以
て
世
に
被
知
候
幡
崎
鼎
、
高
野
長
英
、
小
関
三
英
等
へ
深
く
交
り
、
藺

科
医
師
を
始
、
其
徒
を
集
め
、
蛮
国
の
事
情
を
穿
鑿
致
し
（
中
略
）
、
長
英
井
に
三
英
、
鼎
等
を
招
き
翻
訳
等
相
頼
み
、
又
は
理
義
等
承
り
合
候

（
虹
）

儀
に
て
」
と
記
し
、
蛮
社
遭
厄
の
中
心
的
存
在
は
渡
辺
華
山
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
野
長
英
の
蛮
社
遭
厄
小
記
に
、
「
瑞
皐
高

野
長
英
、
学
斉
小
関
三
英
ノ
如
キ
、
医
事
ヨ
リ
シ
テ
蛮
学
二
入
り
、
遂
二
各
々
名
家
ニ
ナ
ル
者
、
山
ノ
手
二
居
住
シ
、
諸
生
ヲ
教
導
シ
、
諸
書

ヲ
訳
シ
博
ク
諸
方
二
交
リ
タ
ル
故
、
其
勢
一
層
ヲ
倍
加
シ
（
中
略
）
。
瑞
皐
、
学
斉
ノ
社
中
二
畢
山
渡
辺
登
ト
云
モ
ノ
有
り
、
常
二
瑞
皐
、
学
斉

等
ト
交
リ
テ
蛮
学
ヲ
シ
ケ
ル
ニ
、
華
山
ノ
交
友
住
々
蛮
学
ヲ
尊
奉
ス
ル
者
多
ク
、
依
テ
瑞
皐
、
学
斉
等
ト
交
ル
者
モ
又
少
ナ
ヵ
ラ
ス
。
其
中
二

就
テ
紀
州
ノ
儒
官
二
白
鶴
義
斉
遠
藤
勝
ト
云
者
ア
リ
（
中
略
）
。
癸
巳
（
天
保
四
年
）
以
来
凶
荒
頻
リ
ニ
行
ハ
レ
（
中
略
）
、
救
荒
ノ
諸
耆
ヲ
著
述
シ

専
ラ
経
済
ノ
実
学
ヲ
研
究
セ
シ
カ
ハ
諸
侯
往
々
策
ヲ
設
テ
政
事
ヲ
質
問
セ
ラ
レ
ヶ
リ
。
但
シ
、
就
中
頗
ル
錯
雑
ニ
シ
テ
急
二
答
へ
難
キ
モ
ノ
有

ル
ト
キ
ハ
、
尚
歯
会
ヲ
設
ケ
、
老
人
会
合
ヲ
名
ト
シ
、
大
小
都
下
有
名
ノ
士
ヲ
招
キ
、
就
テ
衆
人
ノ
議
論
ヲ
湊
合
シ
、
常
二
間
答
サ
レ
シ
ヵ

零
ハ
、
説
ル
、
者
其
厚
ク
深
キ
ヲ
信
シ
、
政
務
ヲ
間
者
随
テ
多
シ
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
華
山
と
並
ん
で
長
英
と
三
英
が
蛮
学
社
中
の
指
導

的
洋
学
者
で
あ
っ
た
。

（
蛆
）

ま
た
天
保
四
年
の
凶
荒
以
来
尚
歯
会
と
称
し
、
蘭
学
講
習
だ
け
で
な
く
、
経
済
対
策
の
討
論
も
行
っ
た
が
、
長
英
の
二
物
考
、
痕
疫
考
、
避

（
９
）

疫
要
法
、
牛
痘
接
法
ま
た
三
英
の
牛
痘
種
法
は
尚
歯
会
の
討
論
の
と
き
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

（
釦
）

尚
歯
会
の
定
会
日
に
つ
い
て
、
田
村
栄
太
郎
は
数
ヶ
月
に
一
回
、
五
・
十
日
の
日
の
う
ち
を
選
び
、
紀
州
藩
儒
員
遠
藤
勝
宅
、
田
原
藩
の
巣

（
釦
）

鴨
下
屋
敷
ま
た
は
畢
山
宅
と
考
え
て
い
る
が
、
清
水
礫
州
の
有
耶
無
耶
の
記
に
よ
れ
ば
、
毎
月
三
日
に
長
英
宅
で
集
会
を
開
い
て
い
た
よ
う
て

蛮
社
遭
厄
と
三
英
の
死
因
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じ
て
五
月
十
七
日
朝
自
殺
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

洋
学
年
表
で
は
、
「
三
英
の
自
殺
は
主
人
の
名

伝
ふ
」
と
追
記
し
て
い
る
。

（
９
）

池
田
玄
斉
の
病
間
雑
抄
に
、
天
保
九
年
加
茂
組
大
庄
屋
富
塚
斧
右
衛
門
が
三
英
に
面
談
し
た
こ
と
を
記
し
、
「
読
書
の
人
々
不
睡
の
病
多

（
皿
）

し
。
こ
れ
は
夜
読
の
た
め
に
、
自
然
と
癖
と
な
り
、
ね
ら
れ
ぬ
も
の
也
。
三
英
も
此
症
に
て
数
年
困
れ
る
よ
し
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
長
英

の
和
寿
礼
加
多
美
の
記
載
に
一
致
し
、
晩
年
の
三
英
は
不
眠
症
に
悩
承
、
阿
片
酒
を
常
習
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

（
９
）

ま
た
、
蛮
社
遭
厄
の
際
の
三
英
の
立
場
に
つ
い
て
、
三
宅
友
信
の
華
山
伝
に
よ
れ
ば
、
「
吉
利
支
略
伝
の
小
冊
子
を
獲
て
、
霜
か
に
小
関
三

英
に
就
て
之
を
読
ま
し
め
、
且
つ
自
ら
訳
記
す
。
一
篇
読
訳
終
は
ら
ん
と
す
る
時
に
、
二
一
英
忽
ち
先
生
の
拘
囚
に
逢
ふ
報
を
聞
き
大
に
驚
權
し

且
つ
疑
ふ
（
中
略
）
。
吾
国
禁
を
犯
し
主
家
を
累
し
、
寧
ろ
礫
殺
の
辱
を
受
る
よ
り
は
自
裁
す
る
に
し
か
ず
と
、
即
夜
刃
に
伏
す
」
と
記
さ
れ
、

（
証
）

ま
た
、
長
英
の
和
寿
礼
加
多
美
（
烏
の
鳴
音
）
に
は
、
「
常
さ
へ
不
朧
の
病
に
悩
承
、
夜
毎
に
阿
片
酒
な
ど
用
ひ
、
漸
々
に
安
眠
す
る
身
な
れ

ば
、
獄
内
に
在
て
は
、
独
も
存
活
し
難
し
と
察
し
け
ん
、
元
来
余
り
に
実
直
小
胆
な
る
生
れ
成
し
故
、
偏
へ
に
世
評
を
信
用
し
、
は
や
ま
り
て

（
別
）

遂
に
自
殺
し
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
。
椿
椿
山
の
麹
町
一
件
目
録
に
よ
れ
ば
、
「
五
月
十
五
日
。
昨
十
四
日
八
シ
頃
、
俄
に
御
役
所
へ
御
呼
出
し

こ
れ
あ
り
、
揚
屋
入
り
仰
渡
さ
れ
（
中
略
）
。
五
月
十
九
日
の
夕
。
小
関
三
英
は
一
昨
朝
自
殺
し
、
岡
部
家
の
門
へ
は
他
人
の
出
入
を
禁
じ
た

り
」
と
記
さ
れ
、
三
英
は
天
保
十
年
五
月
十
四
日
午
後
二
時
華
山
の
揚
屋
入
り
を
知
り
、
蘭
学
者
残
ら
ず
召
し
捕
え
ら
れ
る
と
い
う
世
評
を
信

（
６
）
（
６
）

じ
て
五
月
十
七
日
朝
自
殺
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
岸
和
田
藩
届
聿
冒
で
は
、
乱
心
し
て
二
十
三
日
夜
自
殺
と
届
け
ら
れ
て
お
り
、
新
撰

洋
学
年
表
で
は
、
「
三
英
の
自
殺
は
主
人
の
名
を
汚
さ
ん
事
を
恐
れ
決
心
せ
し
と
ぞ
、
正
坐
尭
柱
ラ
ン
セ
ッ
タ
を
以
て
動
脈
を
刺
破
り
し
と

（
９
）

あ
る
。
な
お
、
前
述
の
石
塚
六
郎
兵
衛
日
記
に
、
「
三
八
の
会
日
に
て
医
者
群
集
す
る
也
」
と
記
さ
れ
、
三
英
宅
の
集
会
日
は
毎
月
三
日
と
八

（
釦
）

日
で
あ
る
が
、
田
村
栄
太
郎
は
尚
歯
会
と
違
う
三
英
の
闘
学
講
習
会
と
考
え
て
い
る
。

（
６
）

蛮
社
遭
厄
の
発
端
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
登
察
書
に
よ
れ
ば
、
慎
機
論
、
鳩
舌
小
記
、
鶏
舌
或
問
な
ど
の
草
稿
を
花
井
虎
一
に
見
せ
た
こ
と
を

（
虹
）

挙
げ
、
長
英
の
蛮
社
遭
厄
小
記
に
よ
れ
ば
、
讓
者
は
花
井
虎
一
で
、
鳥
居
耀
蔵
が
江
川
英
竜
を
陥
れ
る
罠
に
か
か
っ
た
の
が
渡
辺
垂
山
と
高
野

長
英
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
追
記
し
て
い
る
。
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ラ
ウ
ダ
ニ
ウ
ム
リ
タ
イ
ジ
ュ
ム

宇
田
川
玄
随
の
西
説
内
科
撰
要
巻
之
六
（
文
化
七
年
）
の
不
寝
篇
に
、
製
造
簡
易
で
効
験
あ
る
治
方
と
し
て
牢
達
把
謨
律
規
需
謨
の
製
方
を
挙

げ
、
「
阿
芙
蓉
一
味
ヲ
坂
テ
、
本
薬
八
倍
ノ
焼
酒
ヲ
用
テ
、
『
一
レ
ヲ
炸
解
」
と
記
し
て
お
り
、
宇
田
川
玄
真
の
遠
西
医
方
名
物
考
（
文
政
五
年
）

で
は
阿
芙
蓉
液
と
名
付
け
て
い
る
が
、
こ
れ
が
阿
片
酒
で
あ
ろ
う
。
阿
芙
蓉
（
オ
ッ
ピ
ゥ
ム
）
の
主
治
の
第
一
に
催
睡
が
挙
げ
ら
れ
、
姪
痛
或

は
痙
蘂
運
動
に
よ
る
不
採
に
用
い
ら
れ
る
か
ら
、
酒
好
き
の
三
英
の
愛
用
し
そ
う
な
処
方
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
三
英
は
華
山
の
依
嘱
に
よ
る
耶
蘇
教
実
伝
の
訳
述
が
国
禁
に
触
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
阿
片
酒
常
用
の
原
因
と
な
っ
た
不
眠

症
の
こ
と
も
あ
り
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
五
月
十
七
日
朝
、
岸
和
田
藩
邸
で
自
殺
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
英
は
殆
ん
ど
独
学
で
蘭
学
の
泰
斗
と
な
り
、
岸
和
田
藩
医
員
兼
幕
府
天
文
方
訳
員
に
任
命
さ
れ
、
尚
歯
会
の
指
導
者
の
一
人
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
が
、
天
保
十
年
五
月
十
七
日
蛮
社
遭
厄
の
た
め
五
十
三
歳
で
自
殺
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
鱒
）

小
関
三
英
の
著
書
と
し
て
は
、
厚
生
新
編
の
ほ
か
に
、
西
医
原
病
略
、
泰
西
内
科
集
成
、
那
波
列
翁
勃
納
把
爾
的
伝
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
小

（
９
）

関
重
孝
（
民
之
輔
三
男
）
に
よ
れ
ば
輿
地
誌
、
西
洋
通
史
、
訳
法
弁
正
、
和
蘭
文
法
解
、
和
蘭
害
束
式
、
和
蘭
通
弁
語
集
解
、
光
耀
弁
、
海
外

事
情
論
、
諸
厄
利
亜
語
釈
、
邪
蘇
教
実
伝
、
国
際
要
諦
、
国
防
評
論
、
和
蘭
解
剖
範
、
泰
西
瘍
科
精
選
、
斯
墨
児
利
産
科
集
成
、
和
蘭
産
科
捷

径
竝
図
、
和
蘭
製
薬
通
論
の
著
書
（
写
本
）
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
京
都
大
学
図
書
館
の
富
士
川
本
の
な
か
に
牛
痘
種
法
、
泰
西
医

範
、
静
嘉
堂
文
庫
の
旧
大
槻
文
庫
本
の
な
か
に
泰
西
産
科
捷
径
の
あ
る
こ
と
か
ら
承
る
と
、
天
保
三
年
以
降
三
英
は
和
蘭
ま
た
は
西
洋
の
代
り

に
泰
西
の
語
を
好
ん
で
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

小
関
三
英
は
天
明
七
年
（
一
七
八
三
）
六
月
十
一
日
鶴
岡
で
生
れ
、
名
は
好
義
、
字
は
仁
里
、
幼
名
弁
介
（
辨
助
）
、
通
称
は
初
め
貞
吉
（
貞

橘
）
、
の
ち
三
栄
、
天
保
六
年
四
月
頃
三
英
と
改
め
た
。
幼
時
火
傷
の
た
め
破
足
と
な
っ
た
が
、
藩
学
致
道
館
に
学
ん
だ
の
ち
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
頃
江
戸
に
出
て
吉
田
長
淑
よ
り
蘭
方
内
科
、
馬
場
佐
十
郎
よ
り
蘭
学
を
学
び
鶴
岡
で
開
業
し
た
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
十
月
仙

む
す
び
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天
保
八
年
五
月
兄
仁
一
郎
の
二
男
高
彦
の
江
戸
出
府
を
期
と
し
て
養
嗣
子
に
迎
え
、
妻
帯
し
た
が
、
天
保
十
年
五
月
十
四
日
蛮
社
避
厄
に
よ

り
華
山
の
揚
屋
入
り
を
知
り
、
五
月
十
七
日
朝
自
殺
し
た
。
五
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
三
英
の
多
く
の
著
書
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
生
前
の

出
版
は
西
医
原
病
略
（
天
保
三
年
）
だ
け
で
、
那
波
列
翁
勃
納
把
爾
的
伝
（
安
政
四
年
）
と
泰
西
内
科
集
成
は
三
英
死
後
に
漸
く
出
版
さ
れ
た
。

も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

台
藩
医
学
校
閲
方
内
科
教
授
と
な
っ
た
が
、
文
政
八
年
三
月
離
任
、
文
政
十
年
八
月
湊
長
安
を
頼
っ
て
江
戸
に
出
て
猟
居
、
文
政
十
一
年
七
月

桂
川
甫
賢
邸
に
移
り
学
究
生
活
に
入
っ
た
。
天
保
二
年
（
一
八
三
己
頃
、
渡
辺
畢
山
、
高
野
長
英
と
知
り
合
い
、
姫
山
の
推
挙
で
天
保
三
年

一
月
十
五
日
岸
和
田
藩
医
員
と
な
り
、
次
い
で
天
保
六
年
四
月
一
日
幕
府
天
文
方
訳
員
に
任
命
さ
れ
、
厚
生
新
編
の
訳
述
に
当
っ
た
。
し
か
る

に
、
準
山
、
長
英
、
三
英
ら
の
蛮
学
社
中
の
集
会
は
天
保
四
年
の
凶
荒
以
来
尚
歯
会
と
名
付
け
て
、
蘭
学
講
習
丈
で
な
く
経
済
対
策
の
討
論
を

（
１
）
山
川
章
太
郎

（
２
）
大
久
保
湛
一

（
３
）
山
本
四
郎

（
４
）
富
士
川
渉

（
５
）
呉
秀
三

（
６
）
大
槻
如
電

（
７
）
関
場
不
二
彦

（
８
）
高
於
兎
三

（
９
）
杉
本
つ
と
む

引
用
書
目

小
関
三
英
と
そ
の
書
翰
文
化
昭
十
二
。
中
外
医
事
新
報
昭
十
三
、
十
四

山
形
敞
一
書
翰
を
通
じ
て
観
た
る
小
関
三
英
中
外
医
事
新
報
昭
十
三

小
石
元
俊
昭
四
十
二

日
本
医
学
史
明
三
十
七

シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
大
十
五

新
撰
洋
学
年
表
昭
二

西
医
学
東
漸
史
話
昭
八

高
良
斉
昭
十
四

小
関
三
英
伝
昭
四
十
五
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（
皿
）

（
ｕ
）

（
岨
）

（
超
）

（
皿
）

（
巧
）

（
唾
）

（
ｒ
）

（
肥
）

（
四
）

（
別
）

（
型
）

、
四
目
凰
〆
○
ｍ
①
底
乏
９
ヶ
○
目
冒
○
国
曽
冒
⑪
匡
一
曽
局
認
冒
吾
の
（
其
く
具
弓
２
国
５
戸
画
．
国
①
胃
試
壱
①
口
ず
ｇ
瞥
届
①
烏
ず
巨
吋
扇
岸
５
２
顕
胃
且
旨
三
ｍ

山
形
敞
一

山
形
敞
一

山
形
敞
一

山
形
敞
一

山
形
敞
一

山
形
敞
一

今
泉
源
吉

長
田
偶
得

高
野
長
運

貞
松
修
蔵

田
村
栄
太
郎

佐
藤
昌
介

仙
台
藩
に
於
け
る
医
学
及
蘭
学
の
発
達
仙
台
市
史
四
巻
、
別
篇
二
昭
二
十
六

大
槻
玄
沢
と
仙
台
藩
医
学
校
仙
台
郷
土
研
究
昭
十
八

佐
々
木
中
沢
と
大
槻
玄
沢
日
本
医
史
学
雑
誌
昭
五
十
二

佐
点
木
中
沢
と
佐
々
城
朴
安
同
右
昭
五
十

佐
々
木
中
沢
と
刺
絡
同
右
昭
五
十
三

湊
長
安
の
医
学
同
右
昭
十
八
、
十
九

蘭
学
の
家
桂
川
の
人
☆
（
続
編
）
昭
四
十
三

高
野
長
英
先
生
伝
明
三
十
二

高
野
長
英
伝
昭
三

厚
生
新
編
昭
十
二

渡
辺
華
山
の
人
と
思
想
昭
十
八

渡
辺
華
山
・
高
野
長
英
日
本
思
想
大
系
五
十
五
昭
四
十
六

ｚ
ｇ
閉
白
〕
の
閏
〕
四
【
易
①
画

の
画
○
片
匡
母
少
之
［
ン
の
シ
弓
諺

ご
く、
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childhood.TrainedatChid5kan,aschoolsponsoredbyhislandlord,around1815,hemovedtoEdowherehestudied

DutchmedicinefromCh6shukuYoshidawhowasamedicalstafrmemberoftheKanazawaclan,andlcarnedDutchfrom

Sajnr6Babawhowasano伍cialtranslatorofthesh6gunalastrologydepartment.HercturncdtoTsuruokaandopeneda

privatepractice.HewasinvitedtoSendaiandworkedasaprofbssorofmedicineattheSendaiclan'sschoolduringthe

periodofl823to1825.HewenttoEdoinAugustl827andstayedwithCh6anMinatowhowasamedicalstaiTmember

oftheSasayamaclan.InJulyl829,hestartedtolearnDutchscienceatthehomeofHokenKatsuragawawhowason

thesurgicalstafrofsh6gunalgovernment.Inl831,hebecameacquaintedwithKazanWatanabeandbyl,isrccommendation

hewasemployedasamedicalstafrmemberoftheKishiwadaclanonJanuaryl5thl832.

Hewasnominatedasthetranslatorofthesh6gunalastrologydepartmentonAprillstl835andstartedtowrite

K6seiShimpen.HeassociatedhimselfwithKazanWatanabeandCh6eiTakanoandestablishedSh6shikai，asocietvfbrthe
′

studyofDutchscienceinl833,andinthatsociety,activelyengagedindiscoursesoneconomicalpoliciesaswell.InMay

1837,henominatedhisnephewTakahikoKosekiashisheirandtookawifb.However,hecommittedsuicidebyopening

hisneckarterywithalancetafterKazanWatanabeandCh6eiTakanoweresenttoprisononafalsechargeinl7May

1839.Althoughhewrotenumerouspapers,onlyfburofthemwerepublishedwhichincludedSeiigenby5raku,thelifbof

NapoleonBonaparte,TaiseiNaikaShnseiandK6seiShimpen.Thereasonofhissuicidewaspreviouslythoughttobehis

fbarofsh6gunalpunishmentibrhistranslationofYasokydjitsuden,achristianwork,bytherequestofKazanWatanabeSuch

workonafbreignreligionwasfbrbiddenatthattime.However,hewasknowntobesuflbringfrominsomniafbrwhich

hehadbeentakingopiumcontainingliquor.Thisfactmaybeanothercauseofhis,probably,unnecessarysuicide.

①
ト
函

（
ぬ
罰
）



一
『
黄
帝
内
経
太
素
』
な
ど
の
経
脈
篇
と
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』

（
１
）

宋
代
の
医
書
校
勘
に
際
し
て
数
種
の
書
が
互
い
に
参
照
さ
れ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
素
問
』
、
『
脈
経
』
、
『
甲
乙
経
』
、
『
黄

帝
内
経
太
素
』
（
以
下
『
太
素
』
と
す
る
）
、
『
霊
枢
』
な
ど
の
諸
書
に
共
通
部
分
の
あ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
気
付
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
理

由
と
意
味
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
き
め
手
と
な
る
材
料
を
欠
く
こ
と
も
あ
っ
て
、
深
く
追
及
さ
れ
ず
に
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
手
足
の
太
陽
、

（
２
）

少
陽
、
陽
明
、
太
陰
、
少
陰
、
厭
陰
の
十
二
脈
に
関
す
る
記
載
（
以
下
こ
れ
を
経
脈
篇
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
後
に
一
例

（
３
）

を
示
す
が
、
各
書
の
該
当
部
分
は
細
部
ま
で
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
前
記
の
諸
害
の
う
ち
で
太
素
は
成
立
年
代
も
新
ら
し
く
、
そ
の
う
え
欠
落

部
分
や
誤
字
も
数
多
く
見
ら
れ
、
決
し
て
最
善
本
と
は
い
い
が
た
い
が
、
『
素
問
』
と
『
霊
枢
』
を
合
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の

ほ
か
に
、
宋
代
の
校
勘
を
経
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
た
め
、
宋
以
前
の
姿
を
知
る
た
め
に
は
特
に
重
要
で
、
今
回
の
漢
代
の
書
と
の
比

較
検
討
に
は
こ
の
書
を
中
心
、
ま
た
は
参
照
す
る
こ
と
と
し
た
。

長
沙
の
馬
王
堆
三
号
墓
の
多
数
の
副
葬
品
の
な
か
に
は
数
種
の
医
帛
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
『
五
十
二
病
方
』
、
『
脈
法
』
、
『
陰
陽
脈
死

（
４
）

候
』
の
ほ
か
に
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
（
以
下
『
陰
陽
脈
経
』
）
と
『
足
臂
十
一
脈
灸
経
』
（
『
足
臂
脈
経
』
）
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で

『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
と
『
素
問
』

Ｉ
『
素
問
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察

纈
喪
権
灘
罐
一
誌
畦
籠
昭
和
五
十
三
年
十
月
三
十
一
日
受
付

赤
堀
昭
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『
陰
陽
脈
経
』
「
是
動
則
病
。
上
口
走
心
。
使
夏
張
。
善
臆
。
食
欲
欧
。
得
後
與
気
則
快
然
衰
。
是
巨
陰
脈
主
治
。
其
所
〔
産
病
〕
。
□
□
・

心
煩
死
。
心
痛
與
夏
張
死
。
不
能
食
。
不
能
臥
。
強
吹
。
三
者
同
則
死
。
唐
泄
死
。
〔
水
與
〕
閉
同
則
死
。
為
十
病
・
」

（
９
）
ｌ
‐
ｌ

『
太
素
』
「
是
動
則
病
。
舌
強
。
食
則
欧
。
胃
院
痛
。
腹
脹
。
善
嗜
。
得
後
出
餘
気
則
快
然
如
衰
。
身
禮
皆
重
。
是
主
脾
。
所
生
病
者
。
舌
本

痛
。
篭
不
能
動
揺
。
食
不
下
。
煩
心
。
心
下
急
痛
。
膳
瘤
洩
。
水
閉
。
黄
痩
。
不
能
臥
。
強
欠
。
股
膝
内
腫
廠
。
大
指
不
用
。
為
此
諸
病
。
盛

則
篇
之
。
虚
則
補
之
。
熱
則
疾
之
。
寒
則
留
之
。
陥
下
則
灸
之
。
不
盛
不
虚
。
以
經
取
之
。
盛
者
則
寸
口
大
三
倍
於
人
迎
。
虚
者
則
寸
口
反
小

於
人
迎
・
」

（
医
Ｊ
争
侭
Ｕ
）

後
世
の
書
と
の
関
係
が
わ
か
っ
た
の
は
『
陰
陽
脈
死
候
』
と
『
陰
陽
脈
経
』
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
に
つ
い
て
の
み
考
察
を
加
え
る
。

『
陰
陽
脈
経
』
に
は
甲
本
と
乙
本
が
あ
り
、
両
者
は
細
部
を
除
い
て
よ
く
一
致
す
る
。
従
っ
て
こ
の
二
言
は
同
一
書
、
ま
た
は
同
一
書
に
由
来

す
る
二
書
を
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ど
ち
ら
に
も
か
な
り
の
欠
損
部
分
が
あ
る
が
、
両
者
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
大
部
分
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
こ
の
書
は
写
真
が
発
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
釈
文
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
細
部
と
な
る
と
全
く
疑
問
が

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
二
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
経
脈
の
数
は
足
の
太
陽
、
少
陽
、
陽
明
、
肩
、
耳
、
歯
、
足
の
太
陰
、
少
陰
、

（
７
）

廠
陰
、
手
の
太
陰
、
少
陰
の
十
一
で
あ
る
。
後
世
の
書
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
『
陰
陽
脈
経
』
の
肩
、
耳
、
歯
の
三
脈
は
手
の
太
陽
、
少
陽
、

（
８
）

陽
明
に
相
当
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
『
脈
経
』
と
同
じ
よ
う
に
手
の
厭
陰
の
脈
は
欠
け
て
い
る
。
各
脈
の
条
文
は
最
初
に
経
脈
の
走
行
路
を
示

し
、
次
に
「
是
動
則
病
」
と
し
て
、
そ
の
乱
れ
に
よ
っ
て
起
る
病
状
を
記
載
し
、
最
後
に
「
其
所
産
病
」
と
し
て
そ
の
脈
が
起
す
病
気
を
列
記

す
る
と
い
う
一
定
の
型
式
に
従
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
方
式
は
『
脈
経
』
以
下
の
後
世
の
害
で
も
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
書

に
あ
る
も
の
で
は
、
経
脈
の
走
行
路
に
は
基
本
的
に
は
違
い
は
な
い
も
の
の
、
非
常
に
詳
し
く
な
り
、
起
点
と
終
点
が
逆
に
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
っ
て
、
文
章
の
上
で
は
ほ
と
ん
ど
共
通
点
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
部
分
を
除
い
た
「
是
動
則
病
」
以
後
の
部
分
を
、
足
の
太
陰
の
脈
の
条

と
な
っ
て
い
て
、
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
特
に
「
是
動
則
病
」
の
部
分
で
は
、
両
者
は
よ
く
一
致
す
る
。
こ
こ
で
は
『
陰
陽
脈
経
』
は
甲
本

文
を
例
と
し
て
比
較
し
て
承
る
と
、
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を
底
本
と
し
、
〔
〕
は
同
本
に
欠
け
て
い
る
部
分
を
乙
本
そ
の
ほ
か
の
関
係
か
ら
補
っ
た
部
分
で
、
□
は
両
本
と
も
に
欠
け
て
い
る
た
め
に
不

明
の
文
字
で
あ
る
。
ま
た
夏
は
腹
の
、
唐
は
膳
の
略
で
、
馬
王
堆
そ
の
ほ
か
の
漢
代
の
書
に
よ
く
み
ら
れ
る
使
い
か
た
で
あ
り
、
吹
は
逆
に
欠

を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
「
食
欲
欧
」
は
乙
本
で
は
「
食
則
欲
欧
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
い
で
に
『
太
素
』
の
こ
の
部
分
を
他
言
と
く

ら
べ
て
み
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

人盛為内強不黄塘心所如出胃I歌舌
迎則此腫欠能潭痩下生衰餘院強
嶌諸厭臥 洩 急 病 気 ＝,
之病大痛太

素
取 と
之

『
脈
経
』

舌
本
強

嘔胃
管

與
気

而
衰

所
生
病

心
下
急
痛
寒
擢

悟
瘤
泄

黄
疸

好
臥
不
能
食
肉
唇
青

強
立

内
痛
厭
足
大

（
欠
）

（
欠
）（

超
）

人
迎
也

『
甲
乙
経
』

舌
本
強

嘔
（
加
）

胃
院

與
気

而
衰（

ｕ
）

所
病

心
下
急
寒
耀

膳
痕
泄

黄
疸

不
能
食
唇
青

強
立

（
翅
）

内
腫
痛
厭
足
大

為
此
諸
病

（
欠
）

人
迎
也

人＝ロ為内強不黄膳心所如與胃嘔舌
迎太此腫立能疸瘤下生衰気院本
也素諸厭臥泄急病強弓
上 病足痛霊
と大
同 枢

L＝
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（
蛆
）

「
其
妄
言
罵
冒
。
不
避
親
疎
而
歌
者
。
何
也
。
」

（
鋤
）

こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
、
例
え
ば
第
一
の
問
に
対
し
て
は
「
陽
明
者
胃
脈
也
。
胃
者
土
也
。
故
間
木
音
而
驚
者
。
士
悪
木
也
。
」
と
、
五
行

（
瓢
）

相
勝
説
に
よ
る
解
釈
が
行
な
わ
れ
、
第
四
の
問
に
対
し
て
は
「
四
支
者
諸
陽
之
本
也
。
陽
盛
則
四
支
實
。
實
則
能
登
高
也
。
」
と
い
う
陰
陽
説

に
よ
る
説
明
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
前
記
の
黄
帝
の
問
い
か
け
の
う
ち
、
傍
線
を
引
い
た
部
分
は
『
陰
陽
脈
経
』
の
足
の
陽
明
脈
の
条
文
に
あ

二
『
素
問
』
の
陽
明
脈
解
篇

こ
の
篇
と
同
じ
文
は
、
細
部
に
違
い
は
あ
る
が
、
陽
明
脈
解
と
し
て
『
太
素
』
巻
八
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
篇
は
黄
帝
と
岐
伯
の
問

答
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
黄
帝
の
質
問
は
左
記
の
各
項
で
あ
る
。

こ
の
表
の
う
ち
、
最
後
の
部
分
の
「
為
此
諸
病
：
…
・
取
之
」
は
『
太
素
』
と
『
霊
枢
』
で
各
脈
ご
と
に
出
て
来
る
同
一
の
繰
り
返
し
語
句
で

あ
り
、
そ
れ
を
各
項
ご
と
に
書
く
か
、
一
条
だ
け
で
代
表
さ
せ
る
か
は
撰
者
の
見
解
に
基
づ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
今
回
の
検
討
の
対
象
外

で
あ
る
。
そ
れ
を
除
く
と
残
り
は
書
写
時
の
過
誤
に
よ
っ
て
起
っ
た
よ
う
な
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
『
甲
乙
経
』
が
『
脈
経
』
の
文
を
引

用
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
後
世
の
書
が
前
代
の
い
ず
れ
か
か
ら
引
用
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
後
快
し
て
し
ま
っ
た
が
当
時
は
な
お
存
在
し

て
い
た
脈
書
を
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
引
用
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
害
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
は
、

『
陰
陽
脈
経
』
を
更
に
発
展
さ
せ
た
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
病
甚
則
棄
衣
而
走
。
登
高

（
蝿
）

「
其
棄
衣
而
走
者
。
何
也
。
」

「
足
陽
明
之
脈
病
。

「
其
悪
火
。
何
也
。
」

（
閲

「
或
喘
而
死
者
。
或

（
閲
）

或
喘
而
生
者
。

悪
人
與
火
。
聞
木
音
則
腸
然
而
驚
。
鐘
鼓
不
為
動
。
聞
木
音
而
驚
。

’
登
高
而
歌
。

何
也
・
」

（
蝿
）
（
刀
）

。
或
至
不
食
数
日
。
蹄
垣
上
屋
。
所
上
之
処
。
皆
非
其
素
所
能
也
。
病
反
能
者
。
何
也
。
」

（
型
）

何
也
。
願
間
其
故
。
」
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と
い
う
よ
う
に
『
陰
陽
脈
経
』
中
に
あ
る
語
句
が
み
ら
れ
、
し
か
も
二
重
の
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
前
半
部
に
も
、
『
素
問
』
の
陽
明
脈
解

篇
に
も
脱
落
し
て
い
る
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
傍
線
を
引
い
た
部
分
は
恐
ら
く
『
陰
陽
脈
経
』
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
一
旦
脱
落
し
た
も
の
が
偶
然
に
再
び
出
現
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
非
常
に
考
え
に
く
い
か
ら
、
『
甲
乙
経
』
に
引
か
れ
た
文
も
完
全

な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
『
素
問
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
は
よ
り
古
い
形
を
残
し
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
で

あ
ろ
う
。
陽
明
脈
解
篇
が
他
の
篇
に
く
ら
べ
て
非
常
に
短
い
の
も
そ
の
よ
う
な
欠
落
が
起
っ
た
と
考
え
る
と
説
明
が
つ
く
が
、
そ
れ
が
『
素

（
犯
）

問
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
前
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
後
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
『
太

素
』
な
ど
の
経
脈
篇
と
は
別
の
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
の
質
問
に
対
す
る
答
の
な
か
に
あ
る
よ
う
に
、
経
脈
篇
で
は
脾
に
あ
て
て
い
る

（
郡
）

足
の
陽
明
の
脈
に
、
『
陰
陽
脈
経
』
に
も
な
い
胄
脈
説
を
と
っ
て
い
る
の
も
別
の
学
派
に
属
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
実
で
あ
る
。
こ
の

系
統
の
も
の
は
現
在
は
こ
の
陽
明
脈
解
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
欠
落
が
起
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
も
と
は
他
の
脈
に
つ
い
て
も
同

る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
線
を
引
か
な
か
っ
た
部
分
は
『
太
素
』
以
下
の
経
脈
篇
に
も
桑
え
な
い
。
こ
れ
と
起
源
を
同
じ
く
す
る
と
翠
ら
れ

る
文
は
『
甲
乙
経
』
巻
七
の
足
陽
明
脈
病
発
熱
狂
走
第
二
の
篇
に
も
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
問
答
形
式
は
前
半
だ
け
で
、
後
半
に
は
そ

の
治
療
に
有
効
な
五
個
の
命
穴
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
半
部
で
も
第
一
の
問
が

「
足
陽
明
之
脈
病
。
悪
人
與
火
。
聞
木
音
則
揚
然
而
驚
。
欲
独
閉
戸
隔
而
処
。
願
聞
其
故
・
」

と
「
鐘
鼓
不
為
動
」
の
か
わ
り
に
「
欲
独
閉
戸
煽
而
処
」
と
い
う
『
陰
陽
脈
経
」
の
文
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
後

半
部
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
承
る
と
、
五
個
の
前
穴
の
適
応
症
の
う
ち
に

「
熱
病
汗
不
出
。
歎
卿
。
眩
時
什
而
浮
腫
。
足
脛
寒
。
不
得
臥
。
振
寒
。
悪
人
與
木
音
。
喉
痒
。
齪
歯
。
悪
風
。
鼻
不
利
。
多
善
驚
、
属
党

「
脛
痛
。
腹
脹
。
皮
痛
。
善

喋
僻
。
不
嗜
食
。
内
庭
主
之
・
」

と
い
う
よ
う
に
『
陰
陽
脈
経
』

主
之
。
」

善｜
伸’

○

數
欠
。

悪
人
與
木
音
。
振
寒
。
暁
中
引
外
痛
。
熱
病
汗
不
出
。
下
歯
痛
。
悪
寒
目
急
。
喘
満
寒
懐
。
断
口
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〔
厭
陰
〕
癩
油
婦
人
少
腹
腫
。
腰
脊
痛
不
可
以
挽
仰
。
癩
纒
油
膚
脹
。
甚
則
啼
乾
熱
中
。

こ
こ
で
Ｉ
は
『
陰
陽
脈
経
』
と
『
太
素
』
以
下
の
経
脈
篇
に
あ
る
も
の
、
Ｉ
は
『
陰
陽
脈
経
』
に
あ
る
が
『
太
素
』
以
下
に
な
い
も

の
、
！
‐
‐
Ｉ
は
逆
に
『
陰
陽
脈
経
』
に
は
な
い
が
『
太
素
』
以
下
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
事
実
は
『
陰
陽
脈
経
』
、
『
太

素
』
以
下
の
経
脈
篇
、
陽
明
脈
解
篇
の
い
ず
れ
に
も
収
載
さ
れ
て
い
な
い
語
句
（
傍
線
の
な
い
部
分
）
が
か
な
り
存
在
す
る
こ
と
と
、
経
脈
篇
に

欠
落
し
て
い
る
『
陰
陽
脈
経
』
の
語
句
が
僅
か
で
は
あ
る
が
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
脈
解
篇
の
文
は
『
陰
陽
脈
経
』
を

更
に
発
展
さ
せ
、
多
く
の
病
状
を
補
足
し
て
作
ら
れ
た
書
の
注
釈
書
か
ら
注
釈
部
分
だ
け
を
抄
出
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

場
合
、
経
脈
篇
に
承
え
な
い
『
陰
陽
脈
経
」
の
語
句
は
、
前
述
の
陽
明
脈
解
篇
の
場
合
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ
の
文
は
経

腰
痛
。
嘔
欺
上
気
喘
。
色
色
不
能
久
立
久
坐
起
則
目
肺
航
無
所
見
。
少
気
善
怒
。
恐
如
人
將
捕
之
。
悪
聞
食
臭
。
面
黒
如
地
色
。
歎
則
有
血
。

（
⑬
）
（
“
）
Ｉ
（
媚
）

躍
。
〔
陽
明
〕
泗
酒
振
寒
。
脛
腫
而
股
不
収
。
上
喘
而
為
水
。

（
犯
）
（
粥
）

「
太
陽
所
謂
腫
腰
惟
痛
者
。
正
月
太
陽
寅
。
寅
太
陽
也
。
正
月
陽
気
出
在
上
。
而
陰
気
盛
。
陽
未
得
自
次
也
、
故
腫
腰
惟
痛
也
・
」

と
い
う
よ
う
に
、
多
く
の
注
釈
書
と
同
様
に
、
脈
経
の
語
句
に
対
す
る
注
釈
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
注
釈
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
語
句
は

各
経
脈
に
亘
り
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

１
１
（
別
）
（
踊
）
（
妬
）
ｌ
（
”
）
（
詔
）

〔
太
陽
〕
腫
腰
惟
痛
。
病
偏
虚
為
肢
。
強
上
引
背
。
耳
鳴
。
甚
則
狂
顛
疾
。
浮
為
聾
。
入
中
為
瘤
。
〔
少
陽
〕
心
脇
痛
。
不
可
反
側
。
甚
則

（
羽
）
へ
畑
）
へ
Ⅱ
）

至
則
欲
乗
高
而
歌
棄
衣
而
走
。

『
素
問
』
脈
解
篇
に
相
当
す
る
文
は

黄
帝
と
岐
伯
の
問
答
形
式
は
と
ら
ず
。

様
の
注
解
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

三
『
素
問
』
の
脈
解
篇

弼
）
．
‐
‐
１
１
‐
（
師
）
（
弼
）
（
調
）
（
棚
）
（
虹
）
（
蛇
）

琴
脛
腫
而
股
不
収
。
上
喘
而
為
水
。
胸
痛
少
気
。
甚
則
厭
悪
人
與
火
聞
木
音
則
暢
然
而
驚
。

（
銘
）
（
鈍
）

脛
腫
而
股
不
収
。

（
調
）

客
孫
脈
則
頭
痛
鼻
勒
腹
腫
。
〔
太
陰
〕
病
脹
。
上
走
心
為
億
。
食
則
嘔
。
得
後
與
気
則
快
然
如
衰
。
〔
少
陰
〕

「
太
素
』
巻
八
に
も
経
脈
病
解
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
篇
は
陽
明
脈
解
篇
と
は
違
っ
て
、

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
６
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｆ
ｑ
ｈ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ

〔
少
陽
〕

（
鈍
）

｜心
脇

罰痛
営○

欲
独
閉
戸
偏
而
処
。
病

（
調
）
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脈
篇
に
引
か
れ
て
い
る
も
の
よ
り
古
い
文
に
由
来
す
る
と
推
定
で
き
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
も
経
脈
篇
が
脈
解
篇
の
原
本
の
本
文
か
ら
抄
出
し

た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
両
者
の
共
通
の
原
典
が
あ
っ
て
、
そ
の
一
方
に
傍
線
の
な
い
部
分
な
ど
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
脈
解
篇
の
原
本
と

な
り
、
他
方
で
ば
Ｉ
の
部
分
が
欠
嬉
し
て
経
脈
篇
に
な
っ
た
の
か
ば
不
明
で
あ
る
．
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
二
篇
の
原
本
憾
回
の
害
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
注
が
主
と
し
て
陰
陽
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
陽
明
脈
解
篇
の
も
の
と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
る
か
ら
、

そ
の
原
本
と
も
別
種
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
そ
の
他
の
遺
文

『
素
問
』
に
つ
い
て
は
ま
だ
全
篇
を
仔
細
に
検
討
し
た
の
で
は
な
い
が
、
玉
機
真
蔵
論
に
「
其
（
冬
脈
）
不
及
則
令
人
心
懸
如
病
飢
云
々
」

と
い
う
文
が
あ
り
、
そ
の
「
心
懸
如
病
飢
」
は
足
の
少
陰
の
脈
の
条
に
あ
る
も
の
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
素
問
』
の
こ
の
篇
で
冬
脈

と
は
腎
脈
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
経
脈
篇
で
足
少
陰
脈
を
腎
に
あ
て
る
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
蔵
気
法
時
論
篇
に

は
「
肝
病
者
両
脇
下
痛
引
少
腹
。
令
人
善
怒
。
虚
則
目
硫
肺
無
所
見
。
無
所
聞
。
善
恐
。
如
人
將
捕
之
・
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
『
陰
陽
脈
経
』

に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
直
接
に
は
経
脈
篇
の
原
本
に
基
づ
く
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
肝
病
と
の
関
係
は
こ
れ
ら
の
諸
害

で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

五
結
論

『
陰
陽
脈
経
』
中
に
は
甚
だ
特
異
な
語
句
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
太
素
」
な
ど
の
経
脈
篇
や
『
素
問
』
の
脈
解
篇
、
陽
明
脈
解
篇
な
ど

が
そ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
比
較
に
よ
っ
て
、
遅
く
と
も
漢
初
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
経
脈
の
考
え

は
、
そ
の
後
、
更
に
発
展
し
て
、
『
陰
陽
脈
経
』
に
も
脈
の
走
行
路
や
そ
の
乱
れ
に
よ
っ
て
起
る
病
気
に
つ
い
て
の
新
知
見
が
多
く
追
加
さ
れ

た
。
そ
れ
に
続
い
て
一
方
で
は
そ
こ
に
並
べ
ら
れ
た
病
気
の
生
因
に
つ
い
て
理
論
づ
け
を
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
よ
り
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『
素
問
』
は
中
国
医
薬
研
究
所
影
印
の
顧
従
徳
本
を
底
本
と
し
て
、
医
統
正
脈
全
書
本
、
四
部
叢
刊
本
を
参
照
し
、
『
太
素
』
は
仁
和
寺
本

の
写
真
を
使
用
し
た
。
ま
た
『
脈
経
』
は
一
九
六
一
年
刊
の
香
港
商
務
印
害
館
本
を
底
本
と
し
て
、
光
緒
十
九
年
の
楊
氏
鄭
蘇
園
校
刊
本
八
万

暦
二
十
九
年
刊
医
統
正
脈
全
書
本
、
慶
安
三
年
村
上
平
楽
寺
刊
本
、
四
部
叢
刊
本
を
、
『
甲
乙
経
』
は
人
民
衛
生
出
版
社
影
印
の
『
鍼
灸
甲
乙

経
』
評
点
本
を
底
本
と
し
て
医
統
正
脈
全
書
本
と
槐
盧
叢
書
本
を
、
星
一
垂
枢
』
は
四
部
備
要
本
を
底
本
と
し
て
、
四
部
叢
刊
本
、
医
統
正
脈
全

陰
陽
論
に
傾
い
た
立
場
で
書
か
れ
た
注
釈
害
が
脈
解
篇
の
、
よ
り
五
行
論
を
取
り
入
れ
た
立
場
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
陽
明
脈
解
篇
の
原
本

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
こ
れ
と
は
別
に
、
恐
ら
く
は
こ
れ
ら
の
書
が
で
き
た
時
よ
り
後
に
、
よ
り
経
脈
の
走
行
に
重
点
を
置
く
一
派

が
あ
り
、
そ
こ
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
経
脈
篇
乃
至
は
そ
の
原
本
で
あ
ろ
う
。
京
都
大
学
の
山
田
慶
児
教
授
は
『
素
問
』
の
な
か
に
黄
帝
が

尋
ね
て
岐
伯
が
答
え
る
と
か
、
雷
公
が
尋
ね
て
黄
帝
が
答
え
る
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
問
答
形
式
が
あ
る
の
に
注
目
し
て
、
こ
れ
が
『
詩
経
』

（
妬
）

の
場
合
の
毛
詩
と
か
韓
詩
な
ど
と
同
じ
よ
う
な
、
学
派
の
違
い
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
た
。
今
回
の
関
連
部
分
に
つ
い
て
も
経

脈
篇
は
雷
公
の
問
に
対
す
る
黄
帝
の
答
で
あ
り
、
陽
明
脈
解
篇
は
黄
帝
の
問
に
対
す
る
岐
伯
の
答
で
あ
り
、
脈
解
篇
は
問
答
形
式
で
な
い
純
然

た
る
注
釈
形
式
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
説
は
恐
ら
く
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
『
素
問
』
は
こ
れ
ら
の
諸
学
派
の
説
を
蒐
集
し
た
言
と
い
う
こ
と
が
で

き
、
多
分
に
未
整
理
の
点
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
学
派
が
発
生
し
た
の
は
『
陰
陽
脈
経
』
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
原
本
が
で
き
た

時
よ
り
か
な
り
後
の
こ
と
で
あ
り
、
『
素
問
』
の
成
立
は
そ
れ
よ
り
更
に
後
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
知
識
で
は
『
陰
陽
脈
経
』
の
成
立
は
漢
の
文

帝
の
十
二
年
（
前
一
六
八
）
よ
り
後
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
け
で
、
確
実
な
年
代
は
不
明
で
あ
り
、
戦
国
時
代
中
期
頃
ま
で
は
湖

れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
『
素
問
』
は
馬
王
堆
三
号
墓
が
築
か
れ
た
時
代
に
、
中
国
の
ど
こ
か
に
既
に
存
在
し
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
諸
学
者
が
推
定
し
て
い
た
よ
う
に
、
前
漢
の
中
期
以
後
の
成
立
と
考
え
て
お
く
の
が
無
難
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
論
文
の
内
容
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
科
学
史
研
究
室
の
山
田
慶
児
教
授
主
催
に
よ
る
「
新
出
土
科
学
史
資
料
の
研
究
」
研
究
会

の
席
上
で
、
馬
王
堆
医
帛
を
取
り
挙
げ
た
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
教
授
を
始
め
多
く
の
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
班
員
諸
氏
に
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
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書
本
を
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
の
一
部
は
杏
雨
書
屋
の
蔵
本
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
、
い
た
。
そ
の
閲
覧
の
便
を
は
か
ら
れ
た
宮
下
三
郎
博
士
に
深

謝
す
る
。注

と
文
献

（
１
）
例
え
ば
高
保
衡
ら
の
『
脈
経
』
の
序
文
中
に
「
今
則
考
以
素
間
。
九
城
。
霊
枢
。
太
素
。
難
経
。
甲
乙
。
仲
景
之
書
。
井
千
金
方
。
及
翼
説
脈
之
篇

以
校
之
〕
除
去
重
複
・
補
其
脱
漏
」
と
あ
る
。

（
２
）
『
脈
経
』
巻
六
。
『
甲
乙
経
』
巻
二
、
十
二
経
脈
絡
脈
支
別
。
『
太
素
』
巻
八
（
巻
首
欠
落
し
篇
名
は
不
明
で
あ
ろ
う
が
、
恐
ら
く
経
脈
で
あ
ろ

う
）
。
『
霊
枢
」
巻
三
、
経
脈
。

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

赤
堀
昭
、
星

『
陰
陽
脈
経
』

陽
明
が
あ
る
。

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
、
「
馬
王
堆
漢
墓
出
土
医
書
釈
文
」
㈲
『
文
物
』
一
九
七
五
年
六
期
、
Ｑ
同
年
九
期
。

中
医
研
究
院
医
史
文
献
研
究
室
、
「
馬
王
堆
帛
害
四
種
古
医
学
供
書
簡
介
」
、
『
文
物
』
、
一
九
七
五
年
六
期
．

赤
堀
昭
、
「
新
出
土
資
料
に
よ
る
中
国
医
薬
古
典
の
見
直
し
」
、
『
漢
方
の
臨
躰
』
、
二
五
巻
二
・
一
二
号
（
一
九
七
八
）
。

『
陰
陽
脈
径
』
の
順
序
に
よ
る
。
『
足
臂
脈
経
」
で
は
配
列
の
順
序
も
違
っ
て
い
て
、
肩
耳
、
歯
の
三
脈
は
な
く
、
か
わ
り
に
臂
太
陽
、

う
）
。
『
霊
枢
」

晴
、
楊
上
善
撰
。

王
叔
和
の
『
脈
経
』
巻
六
は
肝
足
厭
陰
病
証
以
下
十
一
篇
か
ら
な
り
、
手
賦
陰
経
病
証
は
欠
け
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
心
手
少
陰
経
病
証
第
三
に
収

め
ら
れ
て
い
る
経
脈
の
記
載
は
「
手
心
主
之
脈
」
に
始
ま
り
、
『
太
素
』
そ
の
ほ
か
に
あ
る
手
の
厭
陰
の
脈
と
同
じ
で
あ
る
。
『
脈
経
』
の
こ
の
部

分
に
は
そ
の
前
後
に
も
手
の
欧
陰
の
脈
に
関
係
す
る
も
の
が
混
入
し
て
い
る
が
、
現
存
の
各
版
本
と
も
に
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
宋
代
か
ら
そ
う
な
っ

て
い
た
と
考
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
宋
以
前
に
『
脈
経
』
の
こ
の
部
分
に
欠
落
が
生
じ
、
そ
れ
を
後
人
が
誤
っ
て
心
と
心
主
を
取
り
違
え
て
職
陰
の

脈
を
補
入
し
た
か
、
も
と
は
手
の
少
陰
の
次
に
賦
陰
の
脈
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
中
央
部
が
欠
落
し
た
た
め
に
一
篇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
い

ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
な
お
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
太
素
』
に
限
ら
ず
、
脈
経
そ
の
ほ
か
の
評
点
本
は
す
べ
て
「
是
主
脾
所
生
病
者
」
と
読
ま
せ
て
い
る
が
、
こ
の
脈
経
と
比
載
す
れ
ば
、
脾
で
切
る

『
太
素
』
に
限
ら
ず
、
脈
経
》

べ
き
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

医
統
正
脈
全
書
本
、
槐
瞳
叢
一

槐
瞳
叢
書
本
は
い
ず
れ
も
腕
と
す
る
。

少
陽
、
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『
太
素
』
は
「
而
走
者
」
の
三
字
を
欠
く
。

顧
従
徳
本
以
外
は
疎
、
『
太
素
』
は
琉
と
す
る
。

『
太
素
』
は
「
冑
之
脈
」
と
す
る
．

『
太
素
」
、
『
甲
乙
経
』
は
と
も
に
陽
を
邪
と
す
る
。

『
素
問
」
新
校
正
本
の
王
泳
の
序
文
に
つ
け
ら
れ
た
林
億
ら
の
注
に
あ
る
よ
う
に
、
全
元
起
本
で
も
巻
七
が
欠
け
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
『
素
問
』

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
欠
け
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『
陰
陽
脈
経
』
で
は
「
（
足
）
大
陰
脈
。
是
胄
脈
殴
・
」
と
あ
っ
て
、
胄
脈
は
足
の
陽
明
で
は
な
い
。
殴
は
也
と
同
じ
。

医
統
正
脈
全
書
本
、
槐
盾
叢
書
本
は
所
病
間
に
生
の
字
が
あ
る
。

医
統
正
脈
全
書
本
は
肉
と
す
る
。

医
統
正
脈
全
書
本
、
四
部
叢
書
刊
本
は
い
ず
れ
も
也
の
字
を
欠
く
。

『
太
素
』
は
「
何
也
」
を
「
者
。
願
間
其
故
・
」
と
す
る
。

『
太
素
』
は
「
或
喘
生
者
・
其
故
何
也
・
」
と
す
る
。

『
太
素
」
、
『
甲
乙
経
』
は
「
之
処
皆
」
の
三
字
を
欠
く
。
ま
た
『
太
素
』
で
は
素
の
下
に
時
が
あ
る
。

『
太
素
』
と
各
書
の
経
脈
』

『
陰
陽
脈
経
』
は
病
寒
と
、

『
太
素
』
の
経
脈
病
解
篇

『
太
素
』
で
は
欲
の
上
嵯

『
太
素
』
は
重
至
と
す
る
。

『
陰
陽
脈
経
』
は
顔
痛
と
』

『
陰
陽
脈
経
』
は
耳
彊
と
す
｝

『
太
素
』
は
入
を
人
と
す
る
。

『
太
素
』
は
引
背
の
二
字
を
欠
く
。

『
陰
陽
脈
経
』
は
耳
彊
と
す
る
。

『
陰
陽
脈
経
』
で
は
「
（
足
）

『
太
素
』
は
病
の
字
を
欠
く
。

『
太
素
』
は
者
を
欠
く
。

の
経
脈
病
解
篇
は
則
の
字
を
欠
く
が
経
脈
篇
に
は
則
が
あ
る
。

で
は
欲
の
上
に
志
の
字
が
あ
る
。

と
各
書
の
経
脈
篇
も
同
じ
で
あ
る
が
、

は
顔
痛
と
す
る
。

は
病
寒
と
す
る
。

ま
た
経
脈
篇
で
は
『
太
書
』
は
「
腹
外
腫
」
と
し
、
そ
の
ほ
か
の
諸
書
は
「
大
腹
水
腫
」
と
す
る
。

『
陰
陽
脈
経
』
は
「
不
可
以
反
側
」
と
す
る
。
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『
太
素
』
は
久
の
字
を
欠
く
。
ま
た
各
書
の
経
脈
篇
は
「
坐
欲
起
」
と
す
る
。
『
陰
陽
脈
経
』
甲
本
は
「
膜
如
母
見
」
、
乙
本
は
「
芒
然
玉
見
」
と

し
、
『
太
素
』
は
経
脈
篇
と
も
航
琉
を
雁
慥
と
し
、
四
部
叢
刊
本
の
『
脈
経
」
と
『
霊
枢
』
は
と
も
に
硫
琉
と
す
る
。

「
陰
陽
脈
経
』
は
「
気
不
足
」
と
す
る
。
『
太
素
』
は
善
の
字
を
欠
き
、
ま
た
そ
の
経
脈
篇
と
『
脈
経
』
、
『
霊
枢
』
は
と
も
に
「
気
不
足
善
怒
」

と
す
る
。
『
甲
乙
経
』
は
こ
の
部
分
を
欠
く
。

経
脈
篇
は
各
書
と
も
「
恐
心
揚
揚
如
人
将
捕
之
」
と
す
る
。
『
甲
乙
経
』
は
こ
の
部
分
を
欠
く
。

『
陰
陽
脈
径
』
は
「
面
器
若
地
色
」
と
し
、
『
太
素
』
は
如
を
欠
く
。
『
甲
乙
経
』
、
『
脈
経
』
は
「
面
黒
如
炭
色
」
と
し
、
『
霊
枢
』
は
「
面
如

『
陰
陽
脈
経
』
皿

漆
柴
」
と
す
る
。

『
太
素
』
以
下
の
経
脈
篇
唾

『
太
素
』
は
而
と
す
る
。
《

『
太
素
』
は
「
上
気
歎
上
』

『
太
素
』
は
邑
邑
と
す
る
。

『
太
素
』
は
久
の
字
を
欠
‐

し
、
『
太
素
』
は
経
脈
篇
、

「
陰
陽
脈
経
』
は
「
気
不
［

と
す
る
。
『
甲
乙
経
』
は

経
脈
篇
は
い
ず
れ
も
「
歎
唾
則
有
血
」
と
す
る
。

『
陰
陽
脈
経
』
は
「
丈
夫
噴
痂
婦
人
則
少
腹
腫
」
と
す
る
。
癩
の
字
は
頽
（
『
太
素
』
）
、
癌
（
『
霊
枢
』
）
と
も
さ
れ
て
い
る
．

『
太
素
』
も
同
じ
で
あ
る
が
、
『
陰
陽
脈
経
』
、
各
書
の
経
脈
は
い
ず
れ
も
脊
の
字
を
欠
く
。

『
太
素
』
は
「
釘
窪
膚
脹
」
と
す
る
。

尻
の
曾
曙
四
目
画
旦
画
〕
シ
の
冒
少
堕
旨
痔
一
。
Ｐ
函
宴
③
「
（
こ
ぢ
）
．

以
下
の
経
脈
篇
は
腹
脹
。

は
而
と
す
る
。
経
脈
篇
に
つ
い
て
は
本
文
参
照
。

は
「
上
気
歎
上
気
喘
」
と
す
る
。
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幕
末
、
内
外
の
状
勢
が
あ
わ
た
だ
し
く
変
化
し
、
そ
れ
ま
で
の
行
政
組
織
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
徳
川
幕
府
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）
七
月
外
交
交
渉
を
つ
か
さ
ど
る
外
国
奉
行
を
新
設
し
た
の
を
は
じ
め
、
兵
制
の
上
に
も
大
改
革
を
く
わ
え
た
。

「
当
今
の
時
勢
、
古
来
の
御
備
立
ち
に
て
は
不
都
合
の
儀
も
こ
れ
あ
る
べ
く
、
御
坂
捨
て
の
上
、
御
改
正
こ
れ
あ
り
然
る
べ
き
旨
思
召
さ

（
１
）

れ
」
て
徳
川
斉
昭
に
軍
制
改
正
の
方
案
を
調
う
た
の
は
、
安
政
元
年
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
時
に
筒
井
肥
前
守
政
唐
、
川
路
左
衛
門
尉
聖

謨
な
ど
も
、
改
正
の
御
用
を
つ
と
め
る
よ
う
発
令
さ
れ
た
が
、
別
に
何
ら
の
調
査
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
な
く
空
し
く
日
を
重
ね
て
い
た
。
軍

制
の
改
正
と
は
幕
藩
体
制
を
さ
さ
え
て
い
る
慶
安
軍
役
令
を
改
革
す
る
こ
と
な
の
で
、
幕
府
存
立
の
根
幹
に
も
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

歩
承
の
遅
を
と
し
て
い
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
外
に
列
強
の
重
圧
を
う
け
、
内
に
諸
藩
の
軍
事
力
の
増
大
に
と
も
な
っ
て
、
幕
府
も
つ
い
に
現
実
の
問
題
と
し
て
対
処
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
く
な
っ
た
。
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
小
栗
豊
後
守
忠
順
、
勝
麟
太
郎
な
ど
二
二
名
が
軍
制
取
調
べ
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
か

ら
一
年
後
、
文
久
二
年
六
月
に
上
申
書
が
提
出
さ
れ
た
。
同
年
一
二
月
、
歩
兵
、
騎
兵
、
砲
兵
の
三
兵
を
統
轄
す
る
陸
軍
奉
行
が
新
設
さ
れ
、

講
武
所
奉
行
大
関
肥
後
守
忠
裕
が
初
代
の
陸
軍
奉
行
に
就
任
し
、
歩
兵
奉
行
に
は
勘
定
奉
行
小
栗
豊
後
守
が
兼
任
の
ま
ま
就
任
し
て
、
こ
こ
に

歩
兵
組
と
歩
兵
屯
所
附
医
師

歩
兵
屯
所
医
師
取
締
手
塚
良
斎
と
手
塚
良
仙

蹄
碑
纒
垂
癖
誹
錘
罐
一
垂
罐
鐸
癩
昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
二
日
受
付

深
瀬
泰
旦
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図1歩兵屯所の位置

1：西丸下屯所，2：大手前屯所，3：小川町屯所，4：三番町屯所
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軍
と
行
動
を
と
も
に
し
て
、
そ
の
傷
病
兵
の
治
療
を
担
当
す
る
軍
医
の
起
源
は
、
西
洋
に
お
い
て
は
遠
く
ロ
ー
マ
時
代
に
そ
の
源
を
た
づ
ね

（
５
．
６
）
（
７
）

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
わ
が
国
で
は
戦
傷
者
を
治
療
す
る
金
創
医
が
室
町
時
代
に
存
在
し
た
こ
と
は
し
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
軍
と
行
動
を
と

（
８
）

も
に
し
た
り
、
病
兵
の
治
療
を
担
当
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
歩
兵
屯
所
附
医
師
の
任
務
は
「
歩
兵
屯
所
規
則
書
」
に
よ
れ
ば

歩
兵
屯
所
附
医
師
は
、
一
屯
所
歩
兵
組
の
療
治
を
司
り
候
上
は
、
自
身
見
廻
、
診
察
念
入
れ
、
日
々
当
番
差
図
役
へ
病
人
容
体
申
し
述
ぶ

べ
く
、
総
て
治
療
方
粗
略
こ
れ
な
き
よ
う
致
す
べ
く
候
事

三
月
一
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。

を
か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

岩
見
ノ
０

（
２
）

近
代
的
陸
軍
制
度
が
は
じ
め
て
体
系
づ
け
ら
れ
た
。

親
衛
常
備
軍
の
う
ち
、
歩
兵
は
重
歩
兵
と
軽
歩
兵
に
わ
か
れ
る
。
重
歩
兵
は
旗
本
の
知
行
高
五
百
名
に
一
人
、
千
石
に
三
人
、
三
千
石
に
一

○
人
の
割
合
で
知
行
地
に
在
住
す
る
一
七
歳
か
ら
四
五
歳
ま
で
の
農
民
を
供
出
さ
せ
て
こ
れ
に
あ
て
た
。
こ
こ
に
江
川
英
竜
、
英
敏
父
子
の
建

議
に
も
と
づ
く
、
徳
川
三
百
年
の
歴
史
は
じ
ま
っ
て
い
ら
い
の
農
民
兵
の
出
現
を
承
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
農
民
兵
は
、
幕
府
の

親
衛
隊
と
し
て
の
意
識
に
と
ぼ
し
く
、
か
な
り
質
が
わ
る
か
っ
た
よ
う
で
、
江
戸
の
治
安
を
悪
化
さ
せ
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
歩
兵
組
の
存
在

（
３
）

を
指
摘
し
て
い
る
も
の
も
い
る
。
本
由
の
名
で
し
ら
れ
る
須
藤
由
蔵
の
『
藤
岡
屋
日
記
』
に
も
そ
の
一
端
が
ゑ
ら
れ
る
。

歩
兵
屯
所
は
当
初
西
丸
下
と
大
手
前
の
二
ヶ
所
に
お
か
れ
（
文
久
三
年
二
月
）
、
五
月
に
は
小
川
町
に
、
七
月
に
は
三
番
町
に
設
置
さ
れ
て
都

合
四
ヶ
所
と
な
っ
た
。
江
戸
切
絵
図
に
屯
所
の
位
置
を
も
と
め
る
と
、
江
戸
城
を
中
心
と
し
て
そ
れ
を
抱
く
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）
。

こ
れ
ら
歩
兵
組
が
近
衛
兵
と
し
て
の
地
位
と
任
務
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
い
し
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
本
来
親
衛
隊
と

し
て
の
機
能
を
有
す
べ
き
旗
本
が
、
ま
っ
た
く
た
の
む
に
た
り
な
い
存
在
に
脱
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
る

こ
の
歩
兵
屯
所
附
医
師
と
し
て
、
医
学
所
医
師
手
塚
良
斎
ら
九
名
が
出
役
を
命
ぜ
ら
れ
て
屯
所
詰
と
な
っ
た
の
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

（
４
）

月
一
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
以
後
数
次
に
わ
た
る
増
員
が
お
こ
な
わ
れ
、
手
塚
良
斎
の
『
医
学
所
御
用
留
』
に
よ
る
と
合
計
八
九
名
の
医
師

（64） 292



と
あ
る
。
歩
兵
組
の
大
隊
、
あ
る
い
は
中
隊
附
と
し
て
、
そ
の
軍
事
行
動
に
と
も
な
っ
て
出
動
し
て
受
傷
兵
の
手
当
ば
か
り
で
な
く
、
病
兵
の

治
療
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。
将
軍
上
洛
に
厘
従
す
る
歩
兵
組
に
す
ら
、
附
添
出
動
し
て
い
る
屯
所
附
医
師
こ
そ
、
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
軍
医

の
濫
膓
で
あ
り
、
こ
の
組
織
こ
そ
軍
医
制
度
の
基
礎
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
に
『
医
学
所
御
用
留
』
な
る
和
綴
本
が
あ
る
（
図
２
）
。
一
○
六
丁
、
半
紙
本
の
写
本
で
題
篭
に
は
、
「
文
久
三
ｌ
明
治

八
年
手
塚
良
斎
医
学
所
御
用
留
」
と
あ
る
。
筆
蹟
か
ら
桑
て
山
崎
佐
の
筆
に
な
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
表
紙
に
は
題
叢
の
ほ
か
に
．
ヘ
ン
で

「
江
戸
幕
府
瓦
解
二
付
キ
奥
医
師
解
雇
マ
デ
ノ
顛
末
記
」
と
の
記
入
が
染
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
山
崎
が
か
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

扉
に
は
「
文
久
三
亥
年
三
月
十
三
日
ヨ
リ
医
学
所
御
用
留
」
と
あ
っ
て
、
筆
を
お
こ
し
た
日
は
明
記
し
て
あ
る
が
、
題
篭
の
よ
う
に
最
後
の

『
医
学
所
御
用
留
』

っ
て
、
筆
を
お
こ
し
た
日
は
明
記
し
て
あ
る
が
、
題
篭
の
よ
う
に
最
後
の

日
付
の
記
載
は
な
い
。

医
学
所
医
師
で
あ
っ
た
手
塚
良
斎
が
、
歩
兵
屯
所
出
役
を

お
お
せ
つ
け
ら
れ
た
文
久
三
年
三
月
一
三
日
か
ら
筆
を
お
こ

留

し
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
ま
で
の
満
五
年
に
わ
た

用
ｊ

痢
癖
る
歩
兵
屯
所
に
お
け
る
活
動
記
録
で
あ
る
。
題
篭
に
は
末
尾

学
文

医
崎
の
日
付
は
明
治
八
年
と
あ
る
が
、
実
際
に
本
文
に
あ
た
っ
て

山

２
く
桑
る
と
幕
府
瓦
解
の
慶
応
四
年
四
月
で
終
っ
て
い
る
の
で
、

図

題
篭
の
年
号
は
あ
や
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
し
る
。
題
篭
、
扉

と
も
「
医
学
所
御
用
留
」
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
内
容
は
専

ら
歩
兵
屯
所
附
医
師
と
し
て
の
日
誌
で
あ
る
の
で
、
「
歩
兵

293
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第
三
丁
は
手
塚
良
斎
自
身
の
記
述
に
よ
る
本
人
の
経
歴
で
あ
っ
て
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
は
じ
ま
り
、
慶
応
四
年
四
月
歩
兵
屯
所
医

師
取
締
を
最
後
に
お
役
ご
免
に
な
っ
て
、
日
本
橋
元
大
工
町
で
開
業
医
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
こ
と
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
「
午
歳
四
十

七
」
と
の
年
齢
の
記
述
か
ら
、
こ
れ
は
明
治
三
年
に
し
る
し
た
こ
と
を
知
り
う
る
。

第
二
丁
は
医
学
所
よ
り
発
行
さ
れ
た
辞
令
の
写
し
で
、
良
斎
の
署
名
と
花
押
と
を
ゑ
る
。

さ
て
第
一
丁
は
注
目
す
べ
き
文
字
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
こ
れ
も
良
斎
の
略
歴
で
あ
る
が
、
出
生
か
ら
は
じ
ま
り
、
第
三
丁
に
記
載
さ
れ
た
部

分
と
重
複
す
る
こ
と
な
く
死
亡
の
年
（
明
治
八
年
九
月
六
日
没
、
五
二
歳
）
ま
で
を
し
る
し
て
い
る
。

こ
の
第
一
丁
か
ら
は
じ
ま
っ
て
本
文
の
末
尾
に
い
た
る
ま
で
、
使
用
さ
れ
て
い
る
料
紙
は
す
べ
て
同
一
で
あ
り
、
同
一
人
の
手
蹟
に
な
る
も

の
と
お
も
わ
れ
る
。
第
一
丁
が
死
亡
の
年
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
良
斎
の
自
害
で
な
い
こ
と
は
あ
き
ら
か
な
の
で
、
こ
の
御
用
留
は
良
斎

自
筆
に
な
る
御
用
留
の
真
本
で
は
な
く
、
そ
の
真
本
を
筆
写
し
た
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
転
写
本
が
い
つ
、
誰
に
よ

っ
て
か
か
れ
た
か
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
が
、
あ
え
て
想
像
が
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
ば
、
良
斎
の
子
孫
か
、
あ
る
い
は

弟
子
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
え
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
第
一
丁
に
み
ら
れ
る
「
日
本
橋
区
」
の
文
字
か
ら
、
郡
区
町
村
編
成
法

の
公
布
さ
れ
た
明
治
二
年
以
降
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
の
年
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
明
治
の
中
期
頃
で
は
な
か
ろ
う
か

屯
所
御
用
留
」
と
よ
ん
だ
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
。

本
文
の
前
に
ふ
せ
ら
れ
た
三
丁
は
、
本
書
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
い
ろ
い
ろ
な
手
掛
り
を
あ
た
え
て
く
れ
る
の
で
、
す
こ
し
く
わ
し
く
の

、
、
、

、
、
、

良
斎
出
生
の
月
日
を
不
明
で
あ
る
と
し
た
り
、
良
仙
の
居
宅
の
あ
る
小
石
川
三
百
坂
を
小
石
川
三
反
坂
と
し
た
り
、
今
里
村
「
豪
家
」
と
い

う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
良
斎
に
つ
い
て
は
直
接
し
ら
な
い
、
一
世
代
後
の
人
が
筆
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
一
丁
に
「
当
符
簔
に
て
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
第
三
丁
の
良
斎
自
害
の
経
歴
害
は
符
菱
の
形
で
第
四
丁
以
下
の
本
文
に
添
え
ら
れ
て
い
た

く
る
。

の
公
布
さ
れ
た
明
治
一
三

と
い
い
う
る
だ
け
で
あ
る
。
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と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
づ
こ
に
か
こ
の
真
本
が
あ
る
に
相
違
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
所
在
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ

手
塚
良
斎
政
富
の
経
歴
に
つ
い
て
は
『
医
学
所
御
用
留
』
に
よ
る
と
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
信
州
更
級
郡
川
中
島
今
里
村
に
内
村
総

兵
衛
政
弘
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
名
を
千
吾
と
い
っ
た
。
内
村
家
は
今
里
村
の
豪
家
で
、
代
官
を
つ
と
め
た
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
天
保

一
二
年
（
一
八
四
一
）
、
一
八
歳
の
と
き
に
医
を
志
し
て
江
戸
に
出
て
、
小
石
川
二
一
百
坂
の
手
塚
良
仙
光
照
に
入
門
し
た
。
弘
化
元
年
（
一
八
四

る
0

本
書
の
書
誌
学
的
考
察
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。

手
塚
良
斎
政
富

図3手塚良斎居宅下谷絵図（嘉永4年，
文久4年改）による。

四
）
に
は
良
仙
光
照
の
次
女
と
結
婚
し
て
養
子
と
な
っ
て
手

塚
姓
を
な
の
り
、
さ
ら
に
坪
井
信
道
の
日
習
堂
に
は
い
っ
て

修
業
を
つ
づ
け
た
。
つ
い
で
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
は

江
戸
を
た
っ
て
長
崎
に
お
も
む
き
、
二
年
に
わ
た
っ
て
蘭
学

と
医
学
を
修
め
て
い
る
。
こ
の
年
二
月
に
師
の
坪
井
信
道

が
五
四
歳
で
没
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
良
斎
を
し
て
長
崎
遊

学
を
お
も
い
た
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
長
崎
滞

留
中
の
嘉
永
二
年
に
、
良
斎
は
脚
気
を
わ
ず
ら
い
モ
ー
’
一
シ

（
９
）

ケ
の
治
療
を
う
け
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
。
長
崎

遊
学
を
お
え
て
江
戸
に
か
え
っ
て
か
ら
は
、
下
谷
松
永
町
に

す
ん
で
私
塾
を
ひ
ら
き
、
医
を
業
と
し
た
（
図
３
）
。

（67）295



此
節
病
客
多
、
日
を
奔
走
罷
在
候
（
六
月
一
四
日
附
）

此
節
実
二
多
忙
、
何
分
御
訳
も
拝
見
相
成
兼
を
り
申
候
、
何
れ
二
も
盆
後
と
御
待
可
被
下
候
（
七
月
一
○
日
附
）

折
角
忠
廸
か
ら
借
り
う
け
た
翻
訳
原
稿
も
よ
む
ひ
ま
が
な
い
ほ
ど
の
忙
し
さ
で
、
盛
業
の
一
端
を
う
か
が
い
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
は
伊
予
吉
田
の
城
主
、
伊
達
若
狭
守
宗
翰
の
侍
医
と
な
っ
た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
お
玉
ケ
池
種
痘
所
の
創

設
に
さ
い
し
て
は
、
そ
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る
大
槻
俊
斎
の
義
弟
と
し
て
、
設
立
資
金
の
拠
出
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
名
簿
か
ら

き
た
ら
、
ぜ
ひ
見
弧

さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
手
を
た
づ
さ
え
て
蘭
学
の
研
鎖
に
精
進
し
て
お
り
、

（
マ
マ
）

過
日
坪
井
氏
入
来
二
而
、
例
会
之
相
談
有
之
、
：
…
弥
明
廿
八
方
相
催
し
申
度
、
何
卒
午
後
方
拙
宅
江
御
入
来
被
成
下
度
奉
待
上
候

と
あ
る
し
、
ィ
・
ヘ
ー
の
薬
性
論
や
ワ
ー
ト
ル
の
書
、
内
外
方
叢
も
所
有
し
て
い
る
の
で
入
用
の
節
は
お
か
し
し
ま
し
ょ
う
と
も
の
べ
て
い
る
。

事
実
ィ
・
ヘ
ー
の
書
は
五
月
二
七
日
に
貸
し
て
、
七
月
一
○
日
に
返
却
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
い
ま
忠
廸
が
翻
訳
し
て
い
る
原
稿
の
清
書
が
で

き
た
ら
、
ぜ
ひ
見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
あ
る
。
忠
廸
に
は
、
『
扶
歌
蘭
度
氏
小
児
病
内
科
篇
』
な
る
訳
書
が
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
を

と
つ
た
え
て
い
る
。

開
業
医
と
し
て
の
毎
日
も
多
忙
で
あ
る
。

〃御
閑
暇
も
御
座
候
少、

ノ、 一

参二検～
、

夕 ‘
刻

胤図4手塚良斎
涼署名

を（堀内文書による）
が

らい草んが
近しあで堀良
日てたお内斎
之もりり文の
中を、書開
御ぶ友に業
尊ら情あ医
来つにる、生
可きゑ園､‐'活
被、ち4を
下一た◎し

候杯交そる
ひ際こう
つのでえ

か様忠に
け‘子廸好
てをや個
ほし坪の

ろる井文
よこ信献
いと友と
機がをし
嫌で堀て
でき内、
帰る君堀
宅。、内
しと信忠
たき友廸
りに君宛
、 は と の
忠信親害
廸友し簡
にとく六
た浅よ通
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し
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
後
種
痘
所
医
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
文
久
三
年
三
月
、
歩
兵
屯
所
附
医
師
と
し
て
出
役
を
お
お
せ
つ
け
ら

れ
、
同
年
二
月
高
島
祐
啓
ら
と
と
も
に
同
所
医
師
取
締
に
抜
擢
さ
れ
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
五
月
、
御
番
医
師
並
と
な
り
、
二
十
人

扶
持
を
賜
っ
て
い
る
。
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
と
し
て
、
幕
末
の
世
情
お
だ
や
か
な
ら
ざ
る
時
期
に
、
せ
わ
し
い
日
々
を
す
ご
し
て
い
る
こ
と
は

『
医
学
所
御
用
留
』
か
ら
も
は
っ
き
り
よ
ゑ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

慶
応
四
年
四
月
、
幕
府
の
瓦
解
と
と
も
に
医
学
所
を
退
き
、
日
本
橋
元
大
工
町
に
私
塾
を
ひ
ら
い
て
、
医
を
い
と
な
ん
で
い
た
が
、
明
治
八

年
九
月
六
日
、
五
二
歳
で
病
死
し
た
。

手
塚
良
仙
の
名
は
い
ろ
い
ろ
な
記
録
や
論
文
に
散
見
す
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
か
え
っ
て
混
乱
の
承
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
え

た
範
囲
で
も
手
塚
良
仙
を
な
の
る
医
師
は
三
名
を
か
ぞ
え
る
。

（
、
）

一
は
『
江
戸
今
世
医
家
人
名
録
』
に
の
る
良
仙
光
行
で
あ
る
（
こ
れ
を
か
り
に
初
代
と
す
る
）
。
武
蔵
国
大
里
郡
代
村
冨
田
与
八
郎
の
四
男
で
、

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
生
れ
で
あ
る
。
手
塚
良
意
の
娘
婿
と
な
り
、
常
陸
府
中
二
万
石
、
松
平
播
磨
守
の
侍
医
と
な
っ
た
の
ち
、
文
化
八
年

（
吃
）

（
一
八
二
）
四
三
歳
で
原
南
陽
の
門
に
入
っ
た
こ
と
が
南
陽
の
門
人
録
に
み
え
る
。
小
石
川
三
百
坂
下
に
内
科
を
標
傍
し
て
開
業
し
て
い

た
（
図
５
）
。
文
政
十
二
年
に
死
亡
し
て
い
る
。

大
槻
俊
斎
は
文
政
四
年
（
一
八
一
二
）
に
江
戸
へ
出
て
、
高
橋
尚
斎
の
紹
介
で
良
仙
光
照
に
入
門
し
た
。
俊
斎
の
将
来
に
属
目
し
た
良
仙
光

照
は
、
自
ら
学
資
を
だ
し
て
俊
斎
を
長
崎
に
遊
学
さ
せ
て
い
る
。
天
保
二
年
（
一
八
四
○
）
江
戸
に
か
え
っ
た
俊
斎
は
、
師
の
長
女
海
香
を
め

と
し
て
い
た
。

二
は
初
代
の
嗣
子
の
良
仙
光
照
で
あ
る
。
や
は
り
松
平
播
磨
守
の
家
来
で
、
小
児
科
、
産
科
を
も
っ
て
小
石
川
三
百
坂
下
に
お
い
て
医
を
業

手
塚
良
仙
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光
照
院
月
洞
良
仙
居
士
で
あ
る
が
、

三
は
良
仙
光
照
の
長
男
、
良
庵
が
襲
名
し
た
三
代
良
仙
で
あ
る
。

『
適
々
斎
塾
門
人
姓
名
録
』
に
よ
る
と
そ
の
第
三
五
九
番
目
の
弟
子
と
し
て
、
「
常
州
府
中
手
塚
良
仙
悴
良
庵
」
の
名
が
み
え
、
安
政
二

萱繍i
手
塚
家
の

菩
堤

寺図5手塚良仙居宅小石川絵図（嘉永7年，安政4年改）
にによる。
シつ

、、

医 りてのら前しいといの第と
は良太六守て長と、良う、。伝一つ
現仙田人の結女な良仙こ俊長記歩て
在光平兄侍婚海つ仙光 と 斎 崎 に を 下
ま照右弟医、香てを 照 が の 遊 記 ふ 谷
では衛の、こはい襲にで師学さ象練
の文門母伊れ大る名はきとのれ出塀
と久美f親東が槻・し二るし出てし小
こ二啓：、玄さ俊た男･て資いた翁路
ろ年のす晁き斎。四第者る。､~'に
不 五娘なににの次女一でが俊医
明月で わ 嫁 の も 男がにあ、斎師
で二、ちしべと良 あ あ り 良 の と
あ一道 良 た た に 節つげ、仙師し
る日一仙。手嫁はたら又光とて
。にの光四塚し鮭。れ岳照しは
六妹照女良たる父にてじ

豊富べとつ、め二、のに斎。

歳東室つ政次にはきない足て
で海はい冨女は の 人 っ て 立 開
死の、てではいち物たふ長業
没叔武はあ内つには事れ祷し
し母蔵不る村ての良情てにて
たに国明・政松べ仙ないつ、
。あ橘で三富平る光どるい栄
そた樹あ女を加良照をのて光
のる郡るは婿で勘ははの

幕庵戒薗溝。永養 あ案すお座
名、§，口こ井子のでるすくおへ
は。村れ肥と侍あ と る な く の
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年
二
月
一
五
日
の
入
門
で
あ
る
こ
と
を
し
る
。
の
ち
に
父
の
名
を
襲
い
良
仙
を
襲
名
す
る
。

（
皿
）

緒
方
洪
庵
の
『
勤
仕
向
日
記
』
に
よ
る
と
、
文
久
二
年
閨
八
月
一
五
日
医
学
所
に
お
い
て
四
人
の
こ
ど
も
に
種
痘
を
施
し
て
い
る
が
、
こ
の

と
き
良
仙
は
師
の
洪
庵
と
と
も
に
立
会
っ
て
お
り
、
又
こ
の
日
、
医
学
所
に
入
門
を
希
望
し
た
石
川
元
貞
の
門
人
某
の
入
門
試
験
官
の
一
人
と

し
て
、
こ
れ
を
許
可
し
て
い
る
。
適
塾
に
お
け
る
師
弟
関
係
が
、
江
戸
の
医
学
所
に
お
い
て
も
継
続
し
て
、
洪
庵
の
よ
き
弟
子
と
し
て
師
を
助

け
て
活
躍
し
て
い
る
様
子
を
う
か
が
い
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
久
三
年
義
弟
良
斎
と
と
も
に
歩
兵
屯
所
医
師
と
な
り
、
慶
応
二
年
に
は
同
取
締
介
に
、
翌
二
一
年
に
は
取
締
に
栄
進
し
た
。
幕
府
瓦
解
後
に

（
通
）

は
新
政
府
に
登
用
さ
れ
て
医
学
校
試
補
に
な
り
、
明
治
二
年
種
痘
所
が
江
戸
市
中
六
ヶ
所
に
も
う
け
ら
れ
た
と
き
、
小
石
川
三
百
坂
の
種
痘
所

（
妬
）

で
種
痘
に
従
事
し
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
明
治
三
年
に
は
軍
医
寮
二
等
軍
医
副
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
経
歴
に
つ
い
て
は
詳
か
に
し
え
な

い
。

｜
ｌ
道
一
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
東
海

す

川
本
幸
民
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
一
月
江
戸
小
舟
町
に

め

手
塚
良
意
Ⅱ
良
仙
光
行
Ｉ

太
田
美
啓
Ｉ

’
１

｜
Ⅱ
良
斎
政
富

良
仙
光
照
－
１
女●

●
●
●

伊
東
玄
晁

－
女

－
１
女

~女
’
’
１
良
節

ｌ
良
庵
（
良
仙
）

●
●
①
■

大
槻
俊
斎－

１

１
海
香

玄・
俊・

傍点はお玉ケ池種痘所資金拠出者をしめす

図6手塚家及び太田家系図

川
本
幸
民
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
一
月
江
戸
小
舟
町
に

お
い
て
火
災
に
み
ま
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
火
事
見
舞
の
記
録

が
現
在
川
本
家
に
つ
た
わ
る
『
火
事
見
舞
到
来
物
覚
』
で
あ

（
Ⅳ
）る

。
こ
れ
に
よ
る
と
そ
の
交
際
が
い
か
に
ひ
ろ
か
つ
た
を
し
る

こ
と
が
で
き
、
又
火
災
見
舞
の
品
物
に
つ
い
て
興
味
あ
る
事
実

を
し
り
う
る
が
、
今
は
そ
れ
に
は
ふ
れ
な
い
。
こ
の
『
到
来
物

覚
』
に
は
小
石
川
の
手
塚
良
仙
が
酒
二
升
を
見
舞
の
品
と
し
て

と
ど
け
て
お
り
、
良
仙
の
養
子
良
斎
も
蒸
菓
子
と
茶
飲
茶
椀
十

ケ
を
も
っ
て
見
舞
っ
て
い
る
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
み
る
良
仙
は
あ
き
ら
か
に
良
仙
光
照
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
附
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な
ど
が
あ
る
。

安
政
四
年

文
久
三
年
三
月
一
三
日
良
仙
は
歩
兵
屯
所
医
師
と
な
る

と
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
火
事
見
舞
に
き
た
良
仙
光
照
が
、
の
ち
に
歩
兵
屯
所
医
師
に
な
っ
た
よ
う
に
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
良
仙
光
照
が
文
久

二
年
に
没
し
て
い
る
事
実
か
ら
、
こ
の
注
は
あ
き
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
注
に
い
う
良
仙
は
三
代
良
仙
（
良
庵
）
で
あ
っ
て
、
火

事
見
舞
に
来
訪
し
た
良
仙
と
は
別
の
人
物
な
の
で
あ
る
。
こ
の
注
は
お
そ
ら
く
『
勤
仕
向
日
記
』
に
よ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
が
、
『
勤
仕

向
日
記
」
や
『
医
学
所
御
用
留
』
に
あ
る
手
塚
良
仙
は
す
べ
て
三
代
良
仙
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
れ
た
川
本
裕
司
の
注
に
は

お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
設
立
準
備
か
ら
は
じ
ま
り
、
こ
れ
が
東
大
医
学
部
に
成
長
す
る
過
程
を
し
る
し
た
論
文
に
は

（
帥
）

箕
作
院
甫

Ｂ
グ
ル
ー
・
フ

Ａ
グ
ル
ー
・
フ

（
班
）

伊
東
玄
朴
伝
（
伊
東
栄
大
正
五
年
）

（
配
）

お
玉
ヶ
池
種
痘
所
（
山
崎
佐
昭
和
一
九
年
）

（
羽
）

東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
（
昭
和
四
二
年
）

（
昭
）

江
戸
種
痘
所
始
末
（
中
外
医
事
新
報
明
治
二
九
年
）

（
泊
）

西
洋
医
学
所
来
歴
（
刀
圭
新
報
大
正
元
年
）

（
帥
）

箕
作
院
甫
（
呉
秀
三
大
正
三
年
）

良
斎
・
良
仙
と
お
玉
ヶ
池
種
痘
所

（
一
八
五
七
）
八
月
、
江
戸
在
住
の
蘭
方
医
の
有
力
者
、
大
槻
俊
斎
、
伊
東
玄
朴
、
戸
塚
静
海
な
ど
が
協
議
し
、
勘
定
奉
行
川
路
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種
症
館
設
立
に
つ
き
鵬
金
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人
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剖
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方
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残
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連
名
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作
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司
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到
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銅
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到
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井
方
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元
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市
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訓
劉
司

潤
叫
割
蝿
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到
斜
側
刷
叫
調
剥
弦
唾
丑
秤
鋤
遊
二
吐
一
録
美
濃
部
浩
庵
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詞
制
弦
硴
永
秤
酬

礁
鐘
罎
釧
對
謝
淵
別
‐
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謝
荊
矧
剰
羽
酬
荊
荊
笥
矧
剥
胴
竺
恥
詑
孵
袈
控
鐸
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山
倒

卿
垂
岼
室
酔
川
蛾
遊
二
吐
垂
剰
刈
封
州
耐
矧
剥
制
剛
利
剥
封
測
叫
割
州
垂
墾
一
毒
Ⅱ
勘
啼
壷
奔

判
飼
刺
創
製
呵
銅
劉
川
劉
季
避
一
寒
川
Ⅱ
謹
蝿
極
奔
同
胸
間
噌
回
弦
裡
十
一
四
寺
Ⅱ
Ⅱ
到
謹
一
遼
一
奔
蒸
噸
斌
悪
郷
鯏

刷
『
型
剖
勾
矧
剰
河
制
制
姻
倒
却
叫
銅
．
廻
詞
司
姻
剖
幽
到
畑
細
知
細
莉
和
訓
幽
河
割
醐
剴
河
封
幽
荊
司
淘
割
幽
討
型
訓
州
刷
制
仙
垂
檸
ダ
ニ
群

Ⅱ
翻
廼
一
歳
四
寺
刷
刷
封
圃
認
雌
嘩
酔
葡
鯏
制
画
州
謝
謝
削
剥
剥
迦
利
司
副
召
鬮
對
副
刺

調
の
八
十
三
人
て
あ
る
。

図7種痘所建設資金拠出人名簿

（呉秀三：箕作院甫による）

聖
謨
の
名
に
お
い
て
種
痘
所
の
開
設

願
い
を
幕
府
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
、

翌
五
年
正
月
、
老
中
堀
田
備
中
守
か

ら
許
可
が
お
り
た
の
で
、
早
速
そ
の

建
設
資
金
を
募
集
し
て
五
月
七
日
の

開
所
に
そ
な
え
た
。
そ
の
際
の
拠
金

人
名
簿
が
今
に
の
こ
っ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た

い
。

さ
き
に
あ
げ
た
文
献
の
後
三
者

（
こ
れ
を
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
す
る
）
に
の
せ

ら
れ
た
人
名
簿
は
、
お
そ
ら
く
誤
植

と
お
も
わ
れ
る
わ
ず
か
の
相
違
を
の

ぞ
い
て
人
名
、
人
数
と
も
同
じ
で
あ

る
。
発
表
の
年
代
か
ら
考
え
て
、
さ

き
に
あ
げ
た
順
序
で
引
用
さ
れ
た
も

の
と
お
も
わ
れ
る
。

一
方
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
よ
り
先
に
発

表
さ
れ
な
が
ら
、
大
き
な
相
違
を
象
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し
わ
と
う
し
主
け
Ａ
せ
つ
ひ
上
う
令
異
し
ゆ
つ
ど
ん
な
い

せ
て
い
る
の
が
、
「
江
戸
種
痘
所
始
末
」

種
痘
所
建
設
の
餐
用
を
薩
出
せ
る
人
名

み
づ
く
，
げ
ん
画
た
げ
の
う
ら
け
Ａ
と
う
た
か
す
し
ょ
少
て
ぃ
と
『
箕
作
玩
甫
』
に
の
る
人
名
簿
で
あ

蕊
作
院
甫
竹
内
玄
同
高
巍
松
亭
・

蛎
鍛
織
曙
麗
幟
蹴
崎
窒
塗
瞬
鮭
鮮
繩

な
〆
先
む
う
り
ん
に
つ
し
ど
う
か
い

永
田
宗
見
林
祁
海

み
や
り
こ
ん
さ
い

⑳
ゞ
峰
，
や
，
《
、
息
。
‐
〈
“
⑳
》
‐
１
－
》
》
蹄
呵
蝿
巷
の
名
簿
も
と
も
に
し
る
さ
れ
て
ぃ

三
宅
艮
齋

三
澤
良
盆

と
つ
か
管
い
か
い

戸
塚
靜
海

ｈ
た
な
べ
し
わ
八
Ｔ
い

渡
遼
春
汀
手
塚
良
獺
●
伊
東
玄
晁
蔬
露
栄

斎
、
良
仙
の
名
を
も
と
め
る
と
、
手
塚

ぃ
と
う
広
八
つ
ぅ
絢
腫
の
し
よ
う
弓
ぃ
Ｆ
，
東

雌
巍
惑
舞
大
野
松
齋
に
８
伊
良
斎
は
み
と
め
ら
れ
る
が
、
手
塚
良
仙

伊
東
南
洋

島
八
ど
う
げ
ん
し
了
ｎ
Ｆ
ｂ
ｈ
う
ぅ
３
ぃ
み
だ
ら
暗
え
ぃ
印
図
く

安
瀧
玄
昌
盆
木
良
齋
足
立
梅
榮
●
は
な
く
、
そ
れ
に
類
似
し
た
名
と
し
て

こ
上
士
ｆ
わ
ん
て
い
つ
摺
亀
や
分
し
ゆ
八
い
し
が
腿
あ
う
Ｌ
上

小
胤
俊
貞
減
田
長
春
石
川
櫻
所

伊
東
玄
朴
の
次
に
千
塚
良
庵
な
る
人
物

が
あ
る
（
図
８
）
。
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
二
著
に

つ
い
て
伊
東
玄
朴
の
次
を
ゑ
る
と
そ
こ
に
は
あ
き
ら
か
に
手
塚
良
庵
と
し
る
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
さ
ぎ
の
「
手
塚
良
仙
」
の
項
で
の
べ
た

三
の
良
庵
が
襲
名
し
た
三
代
良
仙
で
あ
り
、
安
政
五
年
に
は
い
ま
だ
良
仙
を
襲
名
し
て
い
な
い
。
三
代
良
仙
も
義
弟
良
斎
と
同
じ
く
、
江
戸
で

活
躍
す
る
藺
方
医
の
一
人
と
し
て
、
種
痘
所
の
設
立
に
一
臂
を
か
し
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
７
）
。

第
二
の
相
違
点
は
、
戸
塚
静
甫
の
名
が
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
は
象
え
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
（
図
８
）
。
戸
塚
静
甫
は
戸
塚
隆
伯
（
戸
塚
静
海
の
長

（
型
・
妬
）

兄
）
の
次
男
で
、
叔
父
静
海
の
養
子
と
な
っ
て
医
を
学
ん
だ
。
種
痘
所
建
設
の
年
は
三
五
歳
に
あ
た
り
、
年
齢
か
ら
も
、
門
閥
か
ら
も
拠
金
に

参
加
し
う
る
資
格
は
充
分
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
静
甫
の
名
が
人
名
簿
に
の
っ
て
い
な
い
こ
と
の
方
が
む
し
ろ
不
思
議
で
あ
る
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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「
始
末
」
に
は
川
本
幸
民
の
次
と
、
手
塚
良
斎
の
次
の
二
箇
所
に
戸
塚
靜
海
の
名
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
戸
塚
静
甫
の
誤
植
で
あ
ろ
う

と
推
測
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
『
箕
作
晩
甫
』
に
よ
っ
て
手
塚
良
斎
に
つ
。
つ
く
戸
塚
静
海
が
、
戸
塚
静
甫
の
誤
植
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
（
図
７
）
。
在
来
い
わ
れ
て
い
た
拠
金
者
の
総
計
八
二
名
は
、
戸
塚
靜
甫
の
追
加
に
よ
っ
て
正
し
く
は
八
三
名
と
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
「
始
末
」
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
が
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
文
献
に
お
い
て
、
戸
塚
静
甫
の
名
を
逸
し
、
総
計
に
お
い
て
一
名
す
ぐ
な
い
八
二
名

と
な
っ
た
原
因
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
で
つ
か
め
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
資
金
拠
出
人
名
簿
に
の
る
人
左
は
、
師
弟
関
係
、
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
糾
合
さ
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
手
塚
良
仙
光
照
を
中
心
と

し
て
つ
な
が
る
大
槻
俊
斎
（
女
婿
）
、
大
槻
玄
俊
（
外
孫
）
、
手
塚
良
斎
（
養
子
）
、
良
庵
改
め
手
塚
良
仙
（
実
子
）
、
伊
東
玄
晁
（
女
婿
）
、
太
田
東
海

（
婚
族
の
甥
）
に
一
つ
の
典
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
６
）
。

幕
末
に
歩
兵
屯
所
附
医
師
と
し
て
、
近
代
軍
医
に
も
比
す
べ
き
医
療
活
動
に
従
事
し
た
手
塚
良
斎
と
良
庵
改
め
手
塚
良
仙
に
つ
い
て
の
べ

た
。
医
学
の
修
業
を
志
し
て
江
戸
に
で
た
大
槻
俊
斎
を
弟
子
と
し
、
学
資
を
給
し
て
長
崎
へ
の
遊
学
を
実
現
さ
せ
、
後
年
の
医
学
所
頭
取
へ
の

道
を
ひ
ら
い
た
の
は
良
庵
の
父
、
手
塚
良
仙
光
照
な
の
で
あ
る
。
こ
の
良
仙
光
照
を
中
心
と
し
て
血
縁
を
も
っ
て
む
す
ば
れ
た
、
大
槻
俊
斎
、

大
槻
玄
俊
、
手
塚
良
斎
、
手
塚
良
仙
（
も
と
良
庵
）
、
伊
東
玄
晁
、
太
田
東
海
の
六
名
が
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
設
立
に
あ
た
っ
て
、
資
金
を
提
供

し
た
八
三
名
の
名
簿
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。

な
お
従
来
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
の
人
名
簿
に
、
戸
塚
静
甫
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
、
総
勢
は
八
三
名
に
訂
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

こ
と
も
あ
わ
せ
て
の
べ
た
。

稿
を
終
る
に
あ
た
り
ご
指
導
、
ご
校
閲
い
た
だ
い
た
小
川
鼎
二
一
教
授
、
酒
井
シ
ヅ
講
師
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
種
点
ご
教
示
い
た
だ
い
た

お
わ
ハ
ソ
に
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津
田
進
三
先
生
、
戸
塚
武
比
古
先
生
、
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
金
井
圓
教
授
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

本
稿
の
要
旨
は
第
八
○
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
昭
五
四
・
四
・
六
）
に
お
い
て
発
表
し
た
。

（
３
）
吉
原
健
一
郎
江
戸
の
情
報
屋
日
本
放
送
出
版
協
会
東
京
昭
五
三
一
九
七
頁

（
４
）
手
塚
良
斎
医
学
所
御
用
留
山
崎
文
庫
蔵

（
５
）
小
川
政
修
西
洋
医
学
史
日
新
書
院
東
京
昭
一
九
二
五
七
頁

（
６
）
陸
畠
の
『
）
ｇ
昌
の
唖
四
目
国
・
少
．
ご
目
の
呵
乏
。
。
Ｑ
“
シ
理
。
貝
閏
い
§
民
。
崗
昌
①
島
。
旨
の
い
且
ａ
．
Ｓ
９
．
．
も
．
房
』
．

（
７
）
富
士
川
勝
日
本
医
学
史
形
成
社
東
京
昭
四
七
一
五
九
頁

（
８
）
勝
海
舟
前
掲
書
四
二
三
頁

（
９
）
宮
地
正
人
編
幕
末
維
新
風
雲
通
信
東
京
大
学
出
版
会
東
京
昭
五
三
二
九
頁

、
）
片
桐
一
男
堀
内
文
書
の
研
究
日
本
医
史
学
雑
誌
一
七
巻
三
一
三
頁
昭
四
六

、
）
武
井
櫟
涯
稲
葉
得
斎
江
戸
今
世
医
家
人
名
録
初
編
文
政
二
山
崎
文
庫
蔵

Ｇ
）
青
木
大
輔
大
槻
俊
斎
大
槻
俊
斎
先
生
顕
彰
会
仙
台
昭
三
九
五
頁

⑮
）
佐
々
木
侑
大
槻
俊
斎
先
生
小
伝
昭
一
八
五
頁

、
）
緒
方
洪
庵
勤
仕
向
日
記
緒
方
富
雄
緒
方
洪
庵
伝
二
版
岩
波
書
店
東
京
昭
二
一
八
二
一
九
二
頁

届
）
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
上
冊
昭
七
三
五
六
頁

届
）
山
崎
佐
日
本
疫
史
及
防
疫
史
克
誠
堂
書
店
東
京
昭
六
二
九
八
頁

（
Ⅳ
）
川
本
裕
司
蘭
学
者
川
本
幸
民
伝
記
論
考
（
続
）
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
一
七
七
号
一
頁
昭
四
一

遍
）
欠
名
江
戸
種
痘
所
始
末
中
外
医
事
新
報
三
八
八
号
三
八
頁
明
治
二
九

⑮
）
欠
名
西
洋
医
学
所
来
歴
刀
圭
新
報
四
巻
一
五
頁
及
び
四
三
頁
大
正
元

罰
）
呉
秀
二
一
箕
作
院
甫
思
文
閣
京
都
大
正
二
一
（
昭
四
六
複
刻
）
一
五
七
頁

参
考
文
献

（
１
）
勝
海
舟
陸
軍
歴
史

（
２
）
同
書
三
四
一
頁

勝
海
舟
全
集
勁
草
書
房
東
京
昭
五
二
一
七
巻
三
頁
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一

弓
声
⑦
ロ
①
ミ
ヨ
匿
国
曼
里
稗
①
日
》
８
冒
届
日
嗣
昌
号
⑦
甘
毎
貝
曼
〉
ｅ
画
く
巴
ご
閂
丘
脚
鼻
筐
①
暑
》
乏
偶
さ
巨
口
号
旦
画
津
９
吋
⑦
守
禺
邑
旨
函
岳
①
○
丘
①
局
暑
駕
①
日

〆

昌
届
紹
（
曾
丘
滞
胃
具
国
匡
冒
炭
琶
匡
）
〕
胃
丘
弓
の
凶
烏
脚
閃
苫
堕
臼
画
目
旦
弓
の
Ｎ
ｐ
暦
”
苫
開
ご
芝
胃
①
四
℃
も
日
日
＆
胃
目
曼
Ｑ
Ｏ
ｇ
ｏ
扇
具
昼
①
旨
毎
日
曼

馬
唱
目
①
昌
尉
目
の
曽
胃
目
．
閃
く
○
間
樗
恩
目
①
津
○
目
昌
の
、
匡
口
目
］
○
口
首
吋
旨
庁
日
己
辱
貰
》
胃
①
８
茸
＆
冒
巳
月
旦
耳
四
目
目
顔
沖
○
日
目
⑦
Ｎ
巨
冨
閃
苫
開
口
‐
〆
○
号
○

（
”
旨
い
①
旨
〉
い
ず
号
９
）
四
目
Ｑ
弓
堕
こ
ず
日
切
臣
目
８
．
国
の
８
鼻
庁
協
○
易
甘
口
員
呂
庁
胃
画
旨
侭
四
目
Ｑ
目
ａ
ａ
ｐ
①
旨
ｚ
画
鴨
闇
匡
騨
目
Ｑ
ｓ
の
ロ
日
脚
目
＆
岳
①

、
の
８
国
・
旦
画
ロ
函
冑
日
具
閃
苫
吻
①
旨
‐
尻
○
号
○
旨
固
旦
○
・
国
の
葛
ｇ
い
も
も
日
日
８
日
』
胃
日
望
Ｑ
ｏ
ｏ
８
局
具
昼
①
冒
貯
日
暑
吋
①
四
日
①
昌
閏
己
置
尉
吋
乏
麗

◆

胃
○
日
○
厨
Ｑ
８
Ｑ
ｏ
ｏ
８
予
言
’
ｏ
匡
農
閃
く
○
の
⑦
ロ
）
の
℃
⑦
易
○
口
巳
冨
曽
○
曼
芝
陪
命
×
豆
凰
目
且
萱
Ｑ
２
凰
声
旨
・
《
狩
鼻
屋
号
○
①
身
Ｏ
Ｑ
ｏ
Ｂ
の
（
冒
の
日
○
国
ロ
口
匡
ｇ
ｏ
昌

彦
畠
①
島
の
巴
ｍ
ｏ
毒
○
巳
○
『
因
ｇ
ｏ
）
》
》
ず
ぐ
ぽ
Ｈ
ご
い
⑦
罠

奄

へへ

2221
レゼ

へへへ

252423
当曹曹

伊
東
栄
伊
東
玄
朴
伝
玄
文
社
東
京
大
正
五
九
一
頁

山
崎
佐
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
日
本
医
史
学
雑
誌
一
三
二
九
号
一
五
九
頁
、
二
二
三
○
号
一
八
六
頁
、
一
三
三
一
号
二
○
三
頁
、
一

三
三
二
号
二
三
四
頁
、
一
三
三
三
号
二
五
六
頁
昭
一
九

東
京
大
学
医
学
部
創
立
百
年
記
念
会
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
昭
四
二
四
九
頁

土
屋
重
朗
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
戸
田
書
店
清
水
昭
四
八
一
七
四
頁

戸
塚
芳
男
戸
塚
家
の
家
系
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
二
一
三
号
一
頁
一
九
六
八

（
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
）

弓
９
口
丙
四
”
く
吊
巴
四
口
・
目
閏
巨
穴
四
両
昌
吊
①
員
崖
嵐
ご
く
ｐ
Ｏ
ｇ
ｏ
愚
‐

旨
‐
の
冨
呉
○
喘
庁
面
①
胃
ご
苛
冒
耳
目
罰
①
唱
員
昂
国
誘

照
賠
匡
回
顧
句
ご
尻
少
の
国

す
ー
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詞
苫
堕
①
旨
〕
岳
①
穿
算
い
○
昌
具
両
く
○
ｍ
の
口
‐
侭
○
吾
○
》
芝
陽
岳
の
①
匡
角
耳
○
９
２
‐
旨
‐
旨
乏
具
詞
く
○
ぬ
巴
．
国
①
唾
冒
島
ａ
己
員
呂
庁
肖
昌
口
、
昌
○
噌
国

〆
○
四
口
・
亜
冒
豊
冒
蔚
（
目
鼻
曇
巨
宍
巨
）
画
ご
Ｑ
乏
酪
い
む
も
日
日
＆
関
口
毫
旦
Ｏ
ｏ
８
Ｈ
ｇ
岳
①
旨
註
貝
曼
制
四
日
①
貝
．
胃
昌
号
の
旨
の
筈
の
３
．
毒
①
８
○
穴
四
℃
○
晩
旨
○
口

閉
四
国
陽
圏
の
日
ロ
骨
冒
号
①
戸
自
①
ｇ
ｏ
匙
の
。
ぽ
○
○
］
負
目
○
戸
冠
○
．

冒
の
日
冨
晟
具
詞
蛋
○
い
①
口
‐
〆
○
号
○
・
ｍ
亘
Ｏ
Ｏ
Ｑ
Ｈ
①
］
閏
旨
易
い
○
国
》
匡
鴎
旨
昌
ｍ
巴
》
○
国
量
の
①
口
答
区
ロ
》
胃
○
○
①
旨
呂
。
〕
○
国
目
鼻
且
詞
苫
吻
留
日
ａ

閃
く
○
ｍ
①
ロ
８
‐
Ｏ
ｐ
ｑ
２
ａ
畠
昏
昏
①
８
目
壱
四
侭
口
さ
吋
昏
口
烏
さ
門
８
自
切
言
匡
ｇ
５
ｐ
ｇ
岳
①
く
い
ｇ
日
日
５
口
旨
穿
●
日
画
暑
旨
国
ｇ
ｏ
・

堅

卜 〆
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杉
田
玄
白
の
「
蘭
東
事
始
」
は
わ
が
国
の
医
学
や
蘭
学
の
歴
史
を
知
る
上
で
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
に
異
論
を
挾
む
余
地
は
な

く
、
近
世
の
医
学
や
蘭
学
研
究
の
キ
イ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情
な
た
め
「
蘭
東
事
始
」
の
内
容
に
関
し
て
は
、
実
に
極
め
て
多
数
の
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
依

然
と
し
て
未
解
決
の
問
題
も
多
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

「
解
体
新
聿
巨
」
の
訳
述
に
明
か
に
関
係
し
た
人
物
に
つ
い
て
も
そ
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
烏
山
松
園
に
つ
い
て
は
皆
目
そ
の
事

（
１
．
２
）

蹟
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
弘
前
藩
の
桐
山
正
哲
も
「
解
体
新
書
」
の
訳
述
に
参
画
し
な
が
ら
そ
の
事
蹟
が
不
詳
で
あ
っ
た
が
、
著
者
の
研
究

に
よ
り
、
最
近
漸
く
そ
の
学
統
な
ど
が
明
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
未
だ
生
年
さ
え
も
不
詳
で
あ
り
、
ま
た
一
冊
の
著
書
さ
え
も
知
ら
れ
て
い
な

、

二
「
学
本
草
随
筆
」
に
つ
い
て

本
書
は
現
在
東
京
都
町
田
市
の
無
窮
会
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
無
窮
会
図
聿
昌
館
は
神
道
国
学
の
大
家
井
上
頼
圀
博
士
の
遣
聿
弓
が
中

○

一
昨
年
、
著
者
は
桐
山
正
哲
の
縁
者
と
推
定
さ
れ
る
桐
山
正
怡
の
編
纂
に
な
る
「
学
本
草
随
筆
」
を
発
見
し
た
の
で
報
告
す
る
。

一
は
じ
め
に

桐
山
正
怡
と
一
‐
学
本
草
随
筆
」

縣
張
織
鱈
肇
謹
詰
濡
昭
和
五
十
四
年
四
月
四
日
受
付

松
木
明
知
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図1「学本草随筆」表紙

鍛
灘
溌
溌
識
認
識
識
恥
睡
錨
毯
蕊
召
灘

図2「学本草随筆」第1枚目
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図3「学本草随筆」第89枚目

心
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
耆
も
ま
た
井
上
博
士
の
旧
蔵
本
で
「
井

上
氏
」
と
い
う
蔵
書
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。

図
１
に
示
す
如
く
、
縦
一
○
・
五
セ
ン
チ
、
横
十
六
・
七
セ
ン

チ
の
大
き
さ
で
、
表
紙
の
左
に
「
学
本
草
随
筆
」
と
い
う
題
菱
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
桐
山
の
名
は
な
い
。
見
返
に
「
井
上
氏
」
の

蔵
書
印
が
見
え
る
。

紙
数
は
八
十
九
枚
で
、
一
頁
に
二
十
五
行
わ
か
り
や
す
く
墨
書

さ
れ
て
い
る
。

第
一
枚
目
の
表
に
は
図
２
に
示
す
如
く
「
学
本
草
随
筆
江
東

桐
山
寛
正
怡
墓
」
と
あ
る
。

第
八
十
九
枚
目
の
裏
に
は
「
文
政
第
四
年
歳
次
辛
已
晩
春
起
草

千
峰
陽
館
之
南
楼
同
年
仲
冬
洋
書
畢
」
と
あ
り
図
３
、
こ
れ
に
よ

っ
て
正
怡
が
そ
の
居
を
「
峰
陽
館
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
判

る
。
因
桑
に
「
峰
陽
」
は
中
国
の
山
東
省
峰
山
の
陽
（
み
な
承
）

の
こ
と
で
、
「
嘩
陽
之
桐
」
と
し
て
古
来
か
ら
桐
の
名
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
正
怡
は
自
分
の
居
を
「
峰
陽
館
」

と
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
図
２
に
示
し
た
如

く
、
主
と
し
て
植
物
の
名
称
と
産
地
な
ど
に
つ
い
て
正
怡
と
そ
の
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し
た
が
っ
て
学
問
的
に
言
え
ば
、
本
書
は
内
容
の
高
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。

目
次
を
抄
出
す
る
と
、
草
類
三
十
一
種
、
芳
草
類
五
十
六
種
、
湿
草
類
百
二
十
六
種
、
毒
草
類
四
十
七
種
、
蔓
草
類
七
十
三

種
、
水
草
類
二
十
三
種
、
石
草
類
十
九
種
、
苔
類
一
六
種
、
雑
草
四
十
種
、
穀
類
十
二
種
、
櫻
類
十
八
種
、
寂
類
十
四
種
、

造
醸
類
三
十
九
種
、
桑
滑
類
四
十
一
種
、
萠
類
十
一
種
、
水
菜
類
六
種
、
芝
柿
類
一
五
種
、
果
類
十
二
種
、
山
果
三
十
四

種
、
夷
果
三
十
一
種
、
水
果
六
種
、
香
木
三
十
五
種
、
喬
木
五
十
二
種
、
灌
木
五
十
種
、
寓
木
十
二
種
、
苞
木
四
種
、
雑
木

七
種
、
附
録
雑
木
十
九
種
、
そ
の
他
拾
遺
と
な
っ
て
お
り
、
詳
細
に
見
る
と
目
次
に
示
さ
れ
た
数
と
実
際
に
記
載
さ
れ
た
数
と
は
必
ず
し
も

桐
山
正
怡
は
「
解
体
新
書
」
の
桐
山
正
哲
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

文
化
・
文
政
年
度
に
本
草
学
を
研
究
し
、
か
つ
桐
山
姓
を
称
す
る
人
物
は
現
在
の
と
こ
ろ
弘
前
藩
関
係
以
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

本
書
第
一
枚
目
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
桐
山
正
怡
は
江
戸
の
「
江
東
」
に
在
住
し
て
い
た
。
当
時
弘
前
藩
の
江
戸
屋
敷
は
本
所
に
あ

（
３
）

り
、
し
た
が
っ
て
定
府
医
官
の
住
居
も
次
に
示
す
よ
う
に
本
所
に
集
中
し
て
い
た
。

本
所
緑
町
二
丁
目
山
上
俊
長
本
所
御
台
所
町
矢
嶋
秀
碩

本
所
緑
町
二
丁
目
山
上
俊
泰
本
所
御
台
所
町
矢
嶋
玄
碩

本
所
緑
町
一
丁
目
湯
浅
養
仙
神
田
元
柳
原
六
丁
目
弁
慶
橋
際
渋
江
道
陸

仲
間
が
集
っ
て
論
じ
た
こ
と
を
記
し
、
さ
ら
に
他
書
を
参
考
に
し
な
が
ら
簡
略
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
中
に
方
言
が
散
見

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
わ
れ
る
。

一
致
し
な
い
所
が
あ
る
。

第
七
十
九
枚
か
ら
最
後
の
第
八
十
九
枚
目
ま
で
が
拾
遺
で
あ
る
が
と
く
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

三
桐
山
正
怡
に
つ
い
て
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本
所
御
舟
蔵
前
大
日
横
丁
嶋
弘
安
本
所
緑
町
三
丁
目
平
沼
養
敬

本
所
亀
沢
町
須
賀
隆
伯
須
賀
東
白

し
か
し
何
故
か
こ
の
名
簿
の
中
に
桐
山
の
名
が
披
見
さ
れ
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
な
お
右
の
「
人
名
録
」
の
中
で
も
「
鴫
弘
安
」
は

「
鴫
広
安
」
が
、
「
須
賀
隆
伯
」
「
須
賀
東
白
」
は
い
ず
れ
も
「
須
河
」
が
正
し
い
。

右
に
述
べ
た
住
所
と
名
前
に
「
正
」
の
字
が
付
く
こ
と
か
ら
、
桐
山
正
怡
が
弘
前
藩
関
係
の
桐
山
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
決
定
的
な
も
の
に
す
る
証
佐
が
あ
る
。

前
述
し
た
如
く
、
本
書
の
内
容
は
主
と
し
て
各
種
植
物
の
名
称
と
産
地
な
ど
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
「
津
軽
土
人

日
ク
ー
」
と
い
う
風
に
し
ば
し
ば
方
言
が
出
現
す
る
。
こ
の
方
言
の
地
方
別
出
現
頻
度
を
調
べ
て
見
る
と
左
の
如
く
に
な
る
。

津
軽
十
五
、
京
師
六
、
日
光
五
、
上
総
三
、
肥
後
、
那
須
、
熱
州
各
二
、
平
戸
、
箱
館
、
石
巻
、
上
田
、
南
部
、
石
州
、
信

州
、
紀
州
、
能
登
、
濃
州
、
筑
前
、
会
津
各
一
で
あ
る
。

圧
倒
的
に
津
軽
方
言
が
多
い
。
因
み
に
津
軽
方
言
の
部
を
抄
出
す
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

丹
参
（
ア
ニ
ク
サ
）
ム
マ
ナ
コ
山
丹
（
ヒ
メ
ュ
リ
）
ク
ル
マ
ュ
リ

独
活
（
ツ
チ
タ
ラ
ウ
ト
）
シ
ャ
ク
紫
菜
（
ア
マ
ノ
リ
）
ク
ロ
ノ
リ
、
シ
ミ
ノ
リ

鬼
督
郵
（
コ
ト
コ
ト
シ
）
チ
ニ
ッ
。
〈
梨
（
ナ
シ
）
イ
ヌ
コ
ロ
シ

蒐
葵
（
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
）
ヒ
カ
ヶ
ノ
ホ
タ
ン
彌
猴
桃
（
ヤ
マ
ナ
シ
、
サ
ル
ナ
シ
）
マ
タ
タ
ヒ

鬼
臼
（
ヤ
ク
ル
マ
ソ
ウ
）
オ
ニ
ッ
パ
辛
夷
（
．
、
フ
シ
）
タ
ゥ
チ
サ
ク
ラ
、
ヤ
マ

天
門
冬
（
ス
キ
カ
ス
ラ
）
ホ
タ
ル
ク
サ
（
二
回
）
ア
ラ
ラ
キ

昆
布
ノ
リ
、
シ
ミ
ノ
リ
｜
ヤ
ス
ノ
キ
（
？
筆
者
）

石
長
生
（
ヨ
メ
カ
ハ
ハ
キ
）
ヨ
ノ
メ
ハ
シ
｜
マ
テ
ノ
キ
（
？
筆
者
）
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号
を
有
す
る
か
ら
小
児
で
は
な
い
。

初
代
桐
山
正
哲
永
孚
一

二
代
桐
山
正
倫
永
実
一

三
代
桐
山
正
哲
忠
英
而

四
代
桐
山
正
哲
永
世
一

五
代
桐
山
正
哲
喜
宣
一

六
代
桐
山
正
倫
永
久
面

七
代
桐
山
正
哲
常
良
、

本
書
の
正
怡
は
文
政
四
年

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
隣
松
十

五
名
は
続
柄
が
推
定
出
来
る
。

本
書
の
編
纂
者
桐
山
正
恰
が
弘
前
藩
関
係
者
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
本
書
の
中
に
多
く
の
津
軽
方
言
を
記
載
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
る

の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
右
の
方
言
の
中
に
は
、
現
在
で
は
廃
語
と
な
っ
て
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
桐
山
正
怡
は
弘
前
藩
関
係
の
桐
山
と
見
倣
し
て
ま
ず
誤
り
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
弘
前
藩
関
係
で
桐
山
と
言
え
ば
、
「
解

体
新
書
」
に
関
係
し
た
桐
山
家
一
家
だ
け
で
あ
る
。

著
者
が
桐
山
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
弘
前
市
茂
森
町
隣
松
寺
の
過
去
帳
で
調
査
し
た
桐
山
家
の
代
々
の
残
年
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

初
代
桐
山
正
哲
永
孚
正
徳
六
年
五
月
二
十
四
日

二
代
桐
山
正
倫
永
実
元
文
五
年
二
月
十
五
日

三
代
桐
山
正
哲
忠
英
明
和
七
年
五
月
六
日

四
代
桐
山
正
哲
永
世
文
化
十
二
年
七
月
十
日

五
代
桐
山
正
哲
喜
宣
文
政
七
年
閏
八
月
十
日

六
代
桐
山
正
倫
永
久
明
治
十
二
年
四
月
三
十
日

七
代
桐
山
正
哲
常
良
明
治
三
年
八
月
十
四
日

本
書
の
正
怡
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
四
代
か
ら
五
代
の
正
哲
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
物
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
隣
松
寺
の
過
去
帳
に
は
右
に
記
し
た
桐
山
家
の
初
代
か
ら
七
代
ま
で
の
他
に
十
三
名
の
法
諒
が
披
見
さ
れ
、
そ
の
中
で

一
般
に
方
言
は
、
日
常
語
に
』

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

名
前
と
続
柄
が
不
明
な
残
り
八
名
の
中
で
、
最
も
新
し
い
残
年
「
文
政
七
年
十
一
月
九
日
」
を
有
す
る
「
幽
渓
赤
水
居
士
」
が
あ
る
。
居
士

日
常
語
に
お
い
て
も
そ
の
地
方
の
人
で
な
け
れ
ば
理
解
出
来
な
い
。
ま
し
て
や
植
物
名
な
ど
は
他
国
の
人
で
は
全
く
記
述
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こ
の
「
幽
渓
赤
水
居
士
」
が
「
解
体
新
書
」
の
四
代
正
哲
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
が
、
法
読
中

の
「
赤
水
」
が
「
赤
水
桐
山
寛
正
怡
」
の
「
赤
水
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

正
怡
は
前
述
し
た
如
く
、
文
政
四
年
ま
で
は
生
存
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
文
政
七
年
十
一
月
に
死
亡
し
て
も
何
も
矛
盾
し
な
い
。

五
代
正
哲
は
「
幽
渓
赤
水
居
士
」
と
同
年
に
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
正
怡
は
、
四
代
正
哲
の
弟
か
息
子
（
次
子
以
下
）
の
可
能
性

が
最
も
高
い
。
し
か
し
そ
れ
を
断
定
す
る
に
は
さ
ら
に
新
し
い
資
料
の
出
現
を
挨
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

筆
者
が
一
昨
年
に
発
見
し
た
桐
山
正
怡
の
編
蟇
に
な
る
「
学
本
草
随
筆
」
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し
た
。
本
書
は
主
と
し
て
草
木
を
中
心
と

し
た
植
物
の
名
称
や
産
地
の
異
同
を
論
じ
た
も
の
で
、
内
容
的
に
は
大
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。

名
に
「
正
」
の
字
を
有
す
る
こ
と
、
本
書
の
中
に
津
軽
方
言
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
、
住
居
が
弘
前
藩
江
戸
屋
敷
の
近
所
に
あ
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
、
編
者
の
正
怡
は
、
「
解
体
新
書
」
に
関
係
し
た
弘
前
藩
医
桐
山
正
哲
の
縁
者
と
考
え
ら
れ
る
。

桐
山
家
の
菩
提
寺
の
「
隣
松
寺
」
の
過
去
帳
に
あ
る
「
幽
渓
赤
水
居
士
」
と
同
一
人
物
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
文
政
七
年
十
一
月

九
日
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

へへへ

33､L文 四
お
わ
り
に

大松松献
滝木木

紀明明
雄知知

藩
医
桐
山
正
哲
の
事
蹟
津
軽
の
医
史
所
収
津
軽
書
房
昭
和
四
十
六
年

津
軽
と
解
体
新
書
続
津
軽
の
医
史
所
収
津
軽
書
房
昭
和
五
十
年

今
世
医
家
人
名
録
（
東
）
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
巻
四
号
昭
和
五
十
三
年
十
月
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蘭
医
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
○
の
、
冒
鈎
目
い
く
⑦
］
計
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
ポ
ー
ド
イ
ン
の
後
任
と
し
て
長
崎
精
得
館
教
師
と
し
て
来
日
し
、

そ
の
後
も
熊
本
、
京
都
、
大
阪
の
医
学
校
の
教
師
に
次
々
と
転
職
し
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
ま
で
日
本
に
滞
留
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経

歴
の
マ
ソ
ス
フ
ェ
ル
ト
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ど
こ
で
、
い
つ
生
れ
、
ど
こ
で
医
学
の
勉
強
を
し
た
の
か
等
の
こ
と
は
十
分
判
明
し
て
い
る

も
の
と
思
っ
た
が
、
意
外
に
も
、
こ
れ
等
の
こ
と
は
こ
ち
ら
に
は
あ
ま
り
わ
か
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
私
は
懇
意
の
ビ
ン
ス
ロ
嶌
国
口
吻
氏
を
煩
わ
し
て
こ
の
問
題
の
解
決
を
計
ろ
う
と
し
た
。
ロ
．
国
昌
吻
氏
は
、
先
年
、
在
日
オ
ラ
ン
ダ

大
使
館
の
聿
自
記
官
に
在
任
さ
れ
、
現
在
は
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
外
務
省
に
奉
職
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
劇
務
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
速

手
配
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
経
緯
の
あ
ら
ま
し
を
ビ
ン
ス
氏
か
ら
の
書
簡
を
通
し
て
考
え
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
同
氏
は
私
か
ら
の
問
題

を
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
の
ア
ジ
ア
、
大
洋
洲
部
門
担
当
の
国
・
○
・
尋
騨
唖
曾
氏
に
托
さ
れ
た
。
甸
国
吻
曾
．
氏
は
こ
の
件
の
調
査
方
を
系
統
（
図
）
学

や
央
研
究
所
（
。
旬
日
３
画
一
宮
『
ｇ
こ
ぐ
。
。
『
ぬ
の
ロ
§
・
骨
）
に
依
頼
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
所
長
○
三
．
己
の
］
胃
弄
の
国
①
氏
の
名
儀
で
こ
の
一
件
に
関

中
央
研
究
所
６
２
鴬

す
る
返
事
が
あ
っ
た
。

そ
の
本
文
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

○
○
国
、
日
日
。
ｇ
品
⑦
ぐ
胃
】
言
鼬
儲
ぐ
①
岸
弓
の
ａ
、
①
ず
○
局
目
厨
月
）
庁
目
９
日
①
日
○
で
い
、
瀞
ず
昌
胃
』
岳
“
画
巴
ぃ
Ｎ
Ｏ
Ｃ
目
ぐ
胃
］
○
○
旨
の
国
易
く
四
目

冨
閏
〕
い
く
の
］
奇
の
自
国
房
号
ｇ
一
戸
〆
○
○
宮
昌
騨
易
．
喘
皇
、
冒
号
①
ａ
⑦
日
①
ａ
＆
口
⑦
昌
閲
色
目
号
詞
彗
寄
巨
昌
ぐ
ｇ
●
閏
の
爲
息
旨
ご
弓
ｇ
宮
》
冬
凹
め
○
頭
ａ
芦
①
常

車

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ー
ｒ

伝
補
遺

（
‐
）
●
（
」
〕
●

郡
辨
纒
甦
》
謹
曙
潅
一
垂
轄
幸
需
昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
六
日
受
付

大
鳥
關
三
郎
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こ
れ
を
日
本
語
に
翻
訳
す
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

○
○
口
吻
冒
昌
。
①
ｏ
侭
⑦
ぐ
煙
口
巨
秒
ご
い
く
農
は
目
①
日
日
日
の
９
で
一
八
三
二
年
二
月
二
十
八
日
に
○
○
口
吻
国
目
い
く
画
邑
昌
圏
届
く
の
冑
と
国
曽
胃
忌

〆
Ｃ
Ｏ
も
日
騨
昌
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
彼
は
医
学
を
口
再
印
・
胃
の
国
立
大
学
で
学
び
、
海
軍
々
医
と
な
り
、
そ
の
後
日
本
で
の
医
学
教

師
と
な
り
、
最
後
に
の
国
ぐ
ｇ
冨
鴨
で
医
師
を
し
て
い
た
。
彼
は
Ｆ
①
２
言
幽
ａ
ｇ
で
一
八
七
九
年
十
二
月
二
十
四
日
に
同
地
で
一
八
四
九
年

七
月
十
日
に
生
ま
れ
た
己
の
ご
ｏ
箇
国
の
口
昌
の
茸
の
国
冨
す
。
号
、
乏
旨
、
国
と
結
婚
し
た
。
そ
の
彼
女
は
。
①
厨
ａ
星
：
己
昌
８
厨
固
唾
の
目
目
的
の
周

と
少
巨
脚
団
騨
巨
昌
旨
脚
瞬
Ｃ
Ｏ
も
日
騨
昌
吻
と
の
間
の
娘
で
、
彼
は
一
九
一
二
年
十
月
十
七
日
に
《
唖
‐
９
秒
ぐ
ｇ
冨
顕
の
で
死
ん
で
い
る
。

右
の
文
に
一
、
二
の
註
を
加
え
れ
ば
、
貝
の
ｇ
①
国
昌
の
閂
は
現
在
い
わ
れ
て
い
る
地
名
で
は
な
く
、
も
と
隊
易
§
§
日
の
近
郊
に
あ
っ
た
地

名
で
、
序
の
巨
乏
脚
ａ
ｇ
は
オ
ラ
ン
ダ
北
部
に
あ
る
都
市
名
で
あ
る
。

ぐ
ｐ
旨
い
①
園
○
目
旦
彦
凰
旦
ウ
彗
堅
①
シ
自
画
凰
昌
①
》
一
口
《
①
局
］
の
門
凹
囚
目
骨
巨
包
①

国
ご
賃
○
巨
乏
Ｑ
①
月
Ｆ
⑦
の
巨
乏
融
汽
Ｑ
①
目
○
も
画
娼
Ｑ
⑦
Ｃ
Ｑ
ロ
ヶ
の
獄
］
、
可
や

ｇ
ｏ
ｏ
冨
曾
ぐ
ぃ
目
①
⑦
国
ａ
自
首
ｍ
ａ
ｚ
旨
○
旨
閉
聾
昌
ご
岨
画
崗
印
昌

○
宍
舜
○
ず
①
Ｈ
－
ｃ
－
湾
‐

〕
④
偉
い

的
の
屋
①
①
吻
盲
日
旦
①
旨
當
四
も
脚
ご
Ｑ
〕
計
３
ｍ
一
○
言
の
頭
①
邑
の
①
島
の
９
吋
《
い
‐
の
国
ぐ
国
忌
働
鴨
．

ロ
号
○
国
畠
①
国
営
⑦
茸
①
国
一
闇
胃
号
、
匡
昌
侭
肖
廼
函
８
．
画
匡
画
胃
己
旨
｝
』
勗
乞
》

シ
』
匙
田
園
画
●
ロ
島
国
⑧
〆
○
○
℃
目
ｐ
ｐ
ｍ
①
口
○
く
ｑ
］
の
①
旦
蔚
吟
陸
‐
の
国
ぐ
曾
曽
凹
的
①
Ｏ
で
弓
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SupplementaryBiographyofDr.C.G.Mansvelt

by

RanzaburoOTORI

Thebiographyofthedutchdoctor,C.G.Mansvelt,isnotyetcomplete.C.G.MansveltcametoJapaninl865・He

stayedinJapanuntill879asamedicalteacheratNagasaki,Kumamoto,Kyoto,andOsaka.AsDr.Mansvelthadsucha

careeri,,Japan,itcamctomeasasurpriscthatlcouldfindnoinfbrmationastohisdateandplaceofbirthinthe

Netherlands,wherehestudiedmcdicine,etc.

Withthegratefi,laidofMr・DirkBins･andoftheCentralBureauofgenealogy,Icouldsolvetheseproblemsasfbllows.

ConstantGeorgeMansveltwasbomatDiermermeeron28Feburuaryl832,asasonofConstansMansveltand

ElisavethKoopmans・HestudiedmedicineattheRijksuniversiteitvanUtrecht,thenwasanavymedicalo伍cer.Laterhe

hadbecnamedicalteacherinJapanandlastlypracticedmedicineat's-Gravenhage.Hediedl70ctoberl912.
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大
滝
紀
雄

江
戸
南
部
を
中
心
と
し
た
医
家
三
九
三
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
芝
口
、

外
桜
田
、
数
寄
屋
河
岸
、
築
地
、
呉
服
町
、
茅
場
町
、
京
橋
、
日
本
橋
、
麻

布
、
三
田
、
日
比
谷
、
白
金
、
高
輪
、
二
本
榎
、
目
黒
等
で
あ
る
。
江
戸
以

外
で
は
神
奈
川
青
木
、
北
総
相
馬
郡
、
信
州
諏
訪
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
山
崎
文
庫
本
に
よ
っ
た
。

イ

舜
芝
口
二
町
目
裏
通
伊
東
隆
山

僻
外
桜
田
御
堀
通
上
邸
羽
州
米
澤
飯
田
忠
林

本
数
寄
屋
河
岸
作
州
勝
山
石
橋
雲
長

本
南
八
丁
堀
上
邸
江
州
膳
所
井
上
菜
亭

本
愛
宕
下
藪
小
路
豊
後
岡
飯
田
休
甫

朧
芝
金
杉
裏
二
町
目
片
町
飯
沼
玄
順

本
出
雲
町
礒
間
良
甫

本
木
挽
町
三
丁
目
上
邸
越
後
石
瀬
茨
木
長
順

本
二
本
榎
今
村
恕
庵

本
木
挽
町
築
地
上
邸
上
総
一
宮
飯
野
宗
端

針
霊
岸
嶋
長
崎
町
稲
垣
玄
貞

資
料
一

今
世
医
家
人
名
録

南
部
文
政
三
年
版

癖
芝
口
二
町
目
裏
通

針
南
八
丁
堀
下
邸

本
芝
松
本
町
一
丁
目

本
木
挽
町
三
丁
目
上
邸

本
芝
桜
田
兼
房
町

癖
桜
田
上
邸

本
外
桜
田
上
邸

本
外
桜
田
上
邸

本
愛
宕
下
上
邸

本
愛
宕
下
佐
久
間
小
路
上
邸

本
麻
布
田
島
町

本
霊
岸
嶋
川
口
町

外
外
桜
田
上
邸

本
木
挽
町
上
邸

諦
方
八
丁
堀

草
外
桜
田
上
邸

本
外
桜
田
中
邸

刺
芝
口
二
一
町
目
裏
町

本
芝
桜
田
和
泉
町

〈

本
外
桜
田
上
邸

児
芝
口
三
町
目
日
陰
町

本
愛
宕
下
上
邸

本
芝
三
田
一
丁
目
中
邸

播
州
小
野

豫
州
松
山

濃
州
八
幡

備
中
松
山

長
州
萩

奥
州
泉

芸
州
広
島

奥
州
森
岡

信
州
高
嶋

上
総
佐
貫

河
州
狭
山

日
向
妖
肥

肥
後
人
吉

豊
後
佐
伯

越
後
石
瀬

豊
後
岡

林羽
佐
間

塙服
部

伊
東
商
山

石
川
良
碩

伊
藤
後
安

茨
木
宣
貞

岩
井
玄
智

岩
井
元
民

伊
東
養
軒

壹
岐
宗
伴

岩
本
三
省

池
永
玄
徳

井
関
養
玄

生
食
春
庵

飯
冨
了
哲

井
手
宗
順

衣
関
順
庵

伊
藤
宇
左
衛
門

飯
田
玄
沖

石
川
良
哲

井
関
玄
東

良宗宗 俊

折貞順庵
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本
外
桜
田
上
邸

児
芝
田
町
六
丁
目

鉢
方
外
桜
田
上
邸

本
八
丁
堀
古
著
棚

本
築
地
門
跡
後

本
木
挽
町
中
邸

痔
呉
服
町

体
芝
三
田
五
町
目

ク本
目
黒
行
人
坂
上
邸

体
芝
三
田
三
町
目
中
邸

タ

ー
一

癖
芝
口
一
町
目
上
邸

本
愛
宕
下
上
邸

体
三
十
間
堀
五
町
目
横
丁

〃本
神
奈
川
青
木

本
茅
場
町
向
邸

謂
京
橋
鈴
木
町
新
道

体
京
橋
稲
葉
町

〃針
品
川
北
番
場

外
芝
新
銭
坐
・

本
愛
宕
下
藪
小
路
上
邸

本
木
挽
町
五
丁
目

ホ

本
南
八
丁
堀
上
邸

濃
州
八
幡

上
総
五
井

信
州
川
中
島

越
後
新
発
田

摂
州
麻
田

播
州
三
ヶ
月

遠
州
浜
松

豊
後
岡

豫
州
松
山

丹
波
綾
部

肥
前
嶋
原

肥
後
人
吉

石
州
浜
田

豫
州
吉
田
本 林春原林橋橋服伴原林二西西西西西西西西西二

本本部名田袋川山田崎宮川｛
呂間

良良泰傳元八栄栄寿玄

琢弼融庵碩郎甫順仙哲

齢宗良春良東玄宗良杏玄勝
清 甫元久山泰玄周達庵庵晏

針
木
挽
町
築
地
上
邸

本
芝
三
田
三
町
目
中
邸

へ

本
愛
宕
下
二
葉
町
上
邸

卜

本
幸
橋
内
上
邸

体
数
寄
屋
町
三
丁
目

夕本
日
本
橋
十
九
文
横
町

眼
芝
金
杉
毘
沙
門
町

癖
芝
松
本
町

本
芝
三
田
三
町
目
中
邸

輝
北
八
丁
堀
北
島
町

本
芝
新
納
町

本
日
本
橋
佐
内
町

チ

本
数
寄
屋
河
岸

ヲ

外
八
官
町
新
道
醍
横
町

本
芝
金
杉
二
町
目

本
柴
井
町

本
木
挽
町
三
丁
目
上
邸

本
愛
宕
下
上
邸

本
白
金
台
下
邸

本
芝
七
曲

上
総
一
宮

遠
州
浜
松

和
州
郡
山
冨
永

烏
井

下
総
古
河
東
川

富
田

長
崎
戸
澤

遠
州
浜
松
東
城

利
根
山

薩
州
鹿
児
島
冨
永

殿
木

江
川
大
津

越
後
石
瀬

奥
州
三
春

肥
後
熊
本

肥
前
嶋
原

堀
内
玄
機

堀
玄
篤

別
近
木
準
清

岡小大岡岡太大

所
養
寿

部山 関田本田木

玄
淳

玄
昌

英
仙

立
玄

寛
二

雲
盛

良
達

玄
安

竜
鶏

大元大大 甚 昌 会

民東中 道 情 意 庵
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I

本
外
桜
田
上
邸

本
愛
宕
下
中
邸

本
木
挽
町
三
丁
目
上
邸

針
日
比
谷
御
門
外
上
邸

本
鉄
砲
洲
船
松
町

本
三
田
小
山
上
邸

外
愛
宕
下
上
邸

本
芝
宇
田
川
町
上
邸

本
愛
宕
下
上
邸

外
日
比
谷
御
門
外
上
邸

本
山
下
御
門
外
山
城
河
岸

本
三
田
小
山
上
邸

本
愛
宕
下
上
邸

琳
芝
口
汐
留
新
町

ワ

癖
鉄
砲
洲
中
邸

本
煽
本
挽
町
七
丁
目

本
芝
神
明
町

本
虎
御
門
内
上
邸

本
西
浦
賀

本
愛
宕
下
上
邸

本
南
傳
馬
二
丁
目
東
横
丁

力

本
白
金
台
町
四
丁
目

薩
州
鹿
児
島

豫
州
松
山

羽
州
山
形

作
州
勝
山

豊
前
中
津

駿
州
田
中

越
前
西
鯖
江

豫
州
松
山

相
州
小
田
原

越
前
西
鯖
江

和
州
小
泉

越
前
丸
岡

肥
後
人
吉

長
州
萩

日
向
妖
肥

信
州
松
本

越
後
石
瀬

長
州
萩

若渡鰐若渡和渡川
合
谷
琴

大
久
保
宗

岡
田
玄

岡
田
宗

岡
部
玄

生
形
導

大
音
宗

小
野
良

大
寺
三

大
中
益

大
野
玄

生
形
昌

岡
田
順

小
篠
玄

村
正
安

尾辺部林辺田辺

宗春昌松玄雲三

充良伯亭堂長立 貞迪軒維甫栄才範程潭伯知郁正

本
久
保
町
上
邸

本
鉄
砲
洲
上
邸

外
日
比
谷
御
門
外
上
邸

本
日
本
橋
箔
屋
町

本
芝
元
札
辻
上
邸

本
芝
通
新
町

辞
方
南
鍋
町
一
丁
目

針
築
地
下
邸

本
京
橋
柳
町

辮
蘂
芝
口
一
町
目
釜
屋
横
丁

本
鉄
砲
洲
上
邸

本
幸
橋
内
上
邸

本
芝
口
二
町
目
横
丁
裏
通

本
外
桜
田
上
邸

本
木
挽
町
四
丁
目

本
裏
茅
場
町

本
芝
口
三
町
目
海
手
上
邸

趣
愛
宕
下
上
邸

本
愛
宕
下
上
邸

外
外
桜
田
上
邸

本
愛
宕
下
中
邸

本
増
上
寺
前
海
手
上
邸

眼
愛
宕
下
上
邸

本
目
黒
行
人
坂
上
上
邸

羽
州
山
形

奥
州
仙
台

奥
州
一
関

奥
州
一
関

日
向
妖
肥

豊
後
岡

備
中
新
見

豊
後
日
出

播
州
三
ケ
月

摂
州
尼
崎

肥
前
小
城

豊
後
岡

羽
州
米
沢

奥
州
白
川

豊
後
森

豊
後
臼
杵

摂
州
尼
崎

長
州
萩

金
田
由
章

河
野
道
琳

烏
田
智
明

葛
城
嚢
輔

川
崎
仲
菊

甲
斐
忠
篤

川
嶋
玄
庵

川
瀬
三
省

甲
斐
静
庵

栢
木
松
慶

河
野
長
庵

川
久
保
俊
台

河
野
玄
智

柏
村
三
省

川
村
通
仙

川
上
三
省

菅
玄
水

笠
原
東
庵

貝
沼
良
節

門
川
杏
林

唐
橋
良
俊

椛
嶋
玄
庵

勝
田
啓
庵

川
副
敬
斉
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産本本本本本本本針本外本本外本本本本本本本本眼外本

日
比
谷
御
門
外
上
邸

芝
口
二
町
目
横
町

幸
橋
内
上
邸

愛
宕
下
上
邸

南
傳
馬
町
二
丁
目
西
横
丁

京
橋
常
盤
町
一
丁
目

ヨ

霊
岸
島
中
邸

外
桜
田
上
邸

品
川
北
番
場

南
鍛
治
町
二
丁
目

鉄
砲
洲
上
邸

愛
宕
下
上
邸

築
地
下
邸

鉄
砲
洲
船
松
町

タ

新
橋
南
佐
柄
木
町

信
州
諏
訪

品
川
北
番
場

日
本
橋
中
通
呉
服
町
新
道

芝
赤
羽
上
邸

木
挽
町
三
丁
目

品
川
本
宿
竹
横
町

芝
金
杉
中
邸

筑
後
久
留
米

越
前
福
井

上
総
佐
貫

越
前
西
鯖
江

羽
州
高
畠

肥
後
新
田

肥
後
人
吉

備
前
岡
山

豊
前
小
倉
新
田

長
州
萩

肥
前
小
城

和
州
小
泉

肥
前
佐
嘉

因
州
鳥
取

片片河川河賀
久

山柳野保野屋

横横吉横吉横吉吉田田立 田 谷 高 竹高

田井田田井田見田中中野中 口 木 内木

樹昌雲俊張恭宗元宗宗玄龍通一宗東 雲 純 一 宗 新尚
八

伯 修貞夫雲也郎賢 徳貞清策景庵悦碗純甫章元以貞

骨
日
本
橋
通
四
町
目

本
白
金
六
軒
茶
屋
町

本
芝
三
田
三
町
目
聖
坂
下

本
芝
新
馬
場
上
邸

針
芝
新
馬
場
上
邸

本
鉄
砲
洲
十
軒
町
上
邸

本
愛
宕
下

本
日
本
橋
音
羽
町

本
三
拾
間
堀
六
町
目

本
三
田
一
丁
目
中
邸

本
三
田
四
國
町

鐸
芝
赤
羽
上
邸

本
芝
金
杉
上
邸

本
木
挽
町
三
丁
目
中
邸

睡
本
芝
一
町
目

針
山
下
御
門
内
上
邸

本
日
本
橋
檜
物
町
中
通

本
愛
宕
下
上
邸

本
日
本
橋
稲
荷
新
道

本
京
橋
柳
町

本
品
川
北
番
場

本
白
金
六
軒
茶
屋
町

秘
芝
口
一
町
目
上
邸

輸
芝
口
一
町
目
上
邸

薩
州
鹿
児
島

薩
州
鹿
児
島

因
州
新
田

豫
州
松
山

筑
後
久
留
米

因
州
鳥
取

丹
後
峯
山

奥
州
三
春

肥
前
佐
嘉

豊
後
岡

豊
後
岡

高
安
玄
貞

高
木
湛
玄

田
村
宗
甫

宅
間
瑞
庵

竹
下
喜
圓

田
中
景
龍

田
中
良
順

田
宮
昌
栄

竹
内
春
沢

瀧
松
園

高
木
文
禮

田
中
元
泰

田
中
祐
碩

玉
村
良
純

武
内
張
景

高
木
元
沢

高
橋
正
見

武
田
玄
伯

巽
彦
輔

田
中
仁
内

田
村
松
軒

高
木
玄
貞

高
井
玄
亭

田
能
村
宗
朔
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本
新
橋
筑
波
町

癖
南
傳
馬
町
一
丁
目

本
木
挽
町
中
邸

児
木
挽
町
五
丁
目
横
丁

外
中
橋
冨
槇
町

ソ

毒
京
橋
畳
町

ツ

本
日
本
橋
数
寄
屋
町
中
通

本
築
地
中
邸

本
呉
服
町
一
丁
目

琳
芝
源
助
町
海
手
中
邸

本
山
下
御
門
内
上
邸

本
白
金
台
三
町
目

本
霊
岸
島
中
邸

本
芝
口
一
町
目
汐
留

ナ

本
芝
西
應
寺
門
前

本
芝
神
明
海
手
上
邸

本
京
橋
白
魚
屋
敷

本
芝
宇
田
川
町
裏
通

本
三
田
新
納
中
邸

本
芝
西
應
寺
門
前

本
中
橋
上
槇
町

土
州
高
知

播
州
赤
穂

摂
州
尼
崎

越
前
福
井

下
総
佐
倉

播
州
龍
野

上
州
安
中

奥
州
会
津

肥
前
佐
嘉

石
州
津
和
野
高吉

向

越
後
新
発
田
謄橘

奥
州
棚
倉
率
武中中中中中長中 津辻都津角津塚月 反

川 世根田村瀬世 田岡築田田金本井 井町 野田田

良良玄宗宗玄昌 松玄玄松雪長良東 玄
庵

周泰察寿玄

永伯英 庵悦亀 伯宅順斎園 庵元三庵 朔順元泉良

稗
児
品
川
本
宿
三
町
目

外
山
下
御
門
内
上
邸

本
中
橋
南
塗
町

外
八
丁
堀
同
心
町

本
日
比
谷
御
門
外
上
邸

針
外
桜
田
中
邸

本
京
橋
白
魚
屋
敷

外
桜
田
兼
房
町
新
道

本
愛
宕
下

針
品
川
下
邸

本
高
輪
下
邸

本
新
橋
森
山
町

ム

本
西
久
保
町
天
徳
寺
前

本
日
比
谷
御
門
外
上
邸

本
日
本
橋
榑
正
町

秘
北
八
丁
堀
地
蔵
橋
矢
場

外
芝
口
通
一
町
目

ウ

本
芝
中
門
前
二
町
目
横
丁

罹
日
本
橋
檜
物
町
二
丁
目

唯
外
桜
田
御
堀
通
上
邸

本
京
橋
畳
町

本
日
本
橋
三
町
目
新
道

羽
州
米
沢

肥
前
唐
津

信
州
須
坂

播
州
姫
路

薩
州
鹿
児
島

薩
州
鹿
児
島

日
向
延
岡

長
州
萩

肥
前
佐
嘉

常
州
土
浦

越
前
福
井

長
州
萩

長
州
萩

摂
州
尼
崎

宇内内浦上
田

川山村部田

村
田

馬
屋
原

村
岡

向
井

村
上

墜成永中長 中 永 長 長 中 楢 中

木田井山尾村久野尾山林田

元春玄潤祐 道常甫玄忠 元休玄元玄宗瑞玄順玄栄右

蕊禎覚堂永 伯益庵龍正 珊庵良徳民 雲 伯 琢 庵 庵 哲 門
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本
日
本
橋
岩
蔵
町

本
外
桜
田
御
堀
通
上
邸

本
葬
三
田
同
朋
町

ノ

本
八
丁
堀
地
蔵
橋

本
木
挽
町
築
地
上
邸

本
木
挽
町
築
地
上
邸

癖
霊
岸
島
白
銀
町

釦
日
比
谷
御
門
外
上
邸

本
日
比
谷
御
門
外
上
邸

ク

本
芝
将
監
橋
中
邸

本
日
本
橋
新
右
衛
門
町

本
芝
口
新
町

本
芝
金
杉
下
邸

本
山
下
御
門
内
上
邸

外
愛
宕
下
上
邸

癖
産
八
丁
堀
塗
師
町
代
地

ヤ

本
日
本
橋
箔
屋
町

本
茅
場
町

本
日
比
谷
御
門
外
上
邸

本
芝
赤
羽
上
邸

体
品
川
大
崎
下
邸

夕

信
州
高
鴫

常
州
笠
間

上
州
舘
林

上
総
一
宮

房
州
舘
山

羽
州
米
沢

長
州
萩

長
州
萩

奥
州
白
川

備
後
福
山

長
州
萩

筑
後
久
留
米

備
前
岡
山

因
州
鳥
取

肥
前
佐
嘉

豊
後
日
出

奥
州
白
川

内 内 上熊久久黒桑久草 能野野野野野山安安山山

和 村 田見尻田口呂村井米保見原野間田元川田上

宿玄永玄道順玄玄関宗 玄玄了道安寿

順理仙林常庵

養素 祐玄養

直知宅碩栄伯昌意台侭徳元伯随運

本本児本本本本本外本医儒児本本本本本 本本本針本本針本

芝
通
新
町

愛
宕
下
上
邸

愛
宕
下
上
邸

日
本
橋
新
右
衛
門
町

木
挽
町
上
邸

日
比
谷
御
門
外
上
邸

外
桜
田
上
邸

三
田
小
山
上
邸

京
橋
丸
太
新
道

愛
宕
下
上
邸

愛
宕
下
上
邸

中
橋
下
槇
町

木
挽
町
築
地
中
邸

南
新
堀
二
町
目

マ

山
下
御
門
外
山
城
河
岸

銀
坐
三
町
目
横
丁

芝
口
一
町
目
西
横
丁

木
挽
町
五
丁
目

日
比
谷
御
門
外
上
邸

山
下
御
門
内
上
邸

桜
田
備
前
町

南
八
丁
堀
上
邸

芝
田
町
九
丁
目

和
州
小
泉

和
州
小
泉

豊
後
岡

信
州
飯
山

三
州
吉
田

越
後
石
瀬

長
州
萩

豊
後
杵
筑

越
前
西
鯖
江

和
州
小
泉

和
州
小
泉

筑
前
福
岡

長
州
萩

肥
前
佐
嘉

武
州
忍

豫
州
吉
田

筑
後
久
留
米

山山山柳矢山山山 安 山 山 柳 矢 山松松松牧松丸松松松

本本田田追田口田川崎ロ田追本永井本 尾山崎山岡

桃雲龍玄寿周玄文玄有昌太善玄敬貞元春宗岱道快道

陽 庵 庵 仙 閑 甫 庵泰養敬貞亮庵養順庵伸台順庵寿應林
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本
新
橋
竹
川
町
新
道

本
愛
宕
下
上
邸

外
武
州
神
奈
川
青
木

本
京
橋
南
鍛
治
町

本
品
川
北
番
場

本
茅
場
町

本
木
挽
町
五
丁
目

外
中
橋
上
槇
町

本
木
挽
町
五
丁
目

フ

本
茅
場
町

稗
愛
宕
下
廣
小
路
下
邸

錨
鰄
山
下
御
門
外
山
城
河
岸

本
築
地
下
邸

本
霊
岸
嶋
湊
町
二
丁
目

外
芝
赤
羽
上
邸

児
木
挽
町
中
邸

本
木
挽
町
中
邸

本
芝
神
明
海
手
上
邸

癖
芝
新
堀
端

．

本
愛
宕
下
中
邸

嘩
高
輪
十
町
目

本
柴
井
町
裏
通

越
後
長
岡

播
州
明
石

筑
後
久
留
米

備
中
松
山

備
中
松
山

播
州
赤
穂

摂
州
麻
田

藝
州
広
島

阿
州
徳
島

備
前
岡
山

羽
州
庄
内

備
前
新
田

小
山
良

高
範

郷
谷
文

藤舟福福古福深藤福藤 丸丸丸前牧松松丸松

川曳井井川原井崎原本 山山山田 野井山嶋

春常玄玄元昌玄東全立 岱玄 岱
順

長良道元周良

仲國岱 水庵泉雄適信掎陽庵策 淵益 伯策 庵達越三

本
南
傳
馬
町
三
丁
目
新
道

本
愛
宕
下
二
葉
町
上
邸

本
柴
井
町
裏
通

本
品
川
本
宿
養
岸
寺
門
前

淋
南
八
丁
堀
松
村
町

体
日
本
橋
万
町
中
通

夕本
木
挽
町
上
邸

本
芝
赤
羽
上
邸

本
中
橋
下
槇
町

針
木
挽
町
五
丁
目
上
邸

本
北
八
丁
堀
上
邸

本
日
本
橋
数
寄
屋
町

報
木
挽
町
二
丁
目

外
中
橋
大
鋸
町

エ

本
三
田
台
町
一
丁
目

針
芝
口
三
町
目
海
手
上
邸

本
芝
新
堀
上
邸

本
芝
新
堀
上
邸

ア

本
芝
露
月
町

本
宇
田
川
町
横
丁

本
山
下
御
門
内
上
邸

本
木
挽
町
采
女
原

播
州
龍
野

越
前
丸
岡

肥
前
佐
嘉

遠
州
横
須
賀

肥
後
熊
本

奥
州
仙
台

筑
前
秋
月

筑
前
秋
月

信
州
高
鳩

筑
後
久
留
米

下
総
佐
倉

和
州
柳
生

丹
波
綾
部

山
城
淀

肥
前
島
原

江
州
大
溝

天朝青秋 江江遠遠 小近小公古近古小甲後甲郷小児

野日木山 藤藤藤藤 堀藤林庄藤藤賀寺良藤陽谷菅嶋

道元松外 養良玄快 祐 大 玄 寿 城 玄玄春道玄道文良純

周淳 秀貞 泰順碩現 益道昌遷國庵良昌策庵順節策蔵

（96） 324



本
品
川
台
町

本
武
州
川
崎

職
譲
南
八
丁
堀
五
丁
目
新
道

卜唯
芝
烏
森

本
茅
場
町
河
岸

本
外
桜
田
上
邸

准
品
川
南
天
王
門
前

本
鉄
砲
州
中
邸

本
宇
田
川
町
横
丁

針
外
桜
田
上
邸

本
煽
二
本
榎
下
邸

本
二
本
榎

サ

本
木
挽
町
中
邸

癖
南
八
丁
堀
一
丁
目
久
富
町

本
西
久
保
神
谷
町

眼
南
傳
馬
町
三
丁
目

本
芝
口
一
町
目

本
芝
口
一
町
目
西
横
丁

本
霊
岸
島
中
邸

本
愛
宕
下
上
邸

本
二
本
榎

癖
南
八
丁
堀
一
町
目
久
富
町

本
芝
通
新
町
横
丁

豫
州
吉
田

越
前
福
井

奥
州
一
関

越
後
新
発
田

豫
州
吉
田

豊
前
新
田

越
前
丸
岡

奥
州
盛
岡

武
州
川
越

丹
波
福
知
山

駿
州
田
中

天
津
龍

青
山
宗

浅
井
仙

安
違
松

青
山
周

荒
木
隆

赤
松
龍

青
木
雄

青
木
松

阿
部
友

荒
川
瑞

有
冨
元

佐
文
利

坂
崎

佐
藤

坂
田

沢沢佐
藤

桜
田

佐
藤

坂
崎

斉
藤

侭長文玄昌周周元良又忠

庵哲昌察甫伯倫龍貞玄庵 説貞伯垣岱 淵泉郁顕庵碩庵

本本外本本外本 本本産 眼産本本本本本眼外 本眼本本本

京
橋
鞘
町

二
本
榎

本
八
丁
堀
二
町
横
丁

南
傳
馬
町
三
丁
目

本
材
木
町
三
丁
目

キ
外
桜
田
上
邸

京
橋
南
水
谷
町

木
挽
町
采
女
原

三
拾
間
堀
二
丁
目

茅
場
町
寓
居

木
挽
町
上
邸

本
材
木
町
四
丁
目

ユ

日
本
橋
檜
物
町
邸

日
本
橋
檜
物
町
邸

外
桜
田
上
邸

寺
、

芝
新
橋

日
本
橋
通
一
丁
目

芝
金
杉
中
邸

二
本
榎
下
邸

外
桜
田
上
邸

筑
後
久
留
米

濃
州
岩
村

因
州
鳥
取

豊
前
中
津

上
総
五
井

河
州
丹
南

阿
州
徳
島

阿
州
徳
島

日
向
妖
肥

上
総
一
宮

下
総
佐
倉

日
向
妖
肥

行木橘北清木木三宮三溝宮 由湯湯 佐坂坂酒沢

浦沢原部原 地浅浅 徳村原村川村脇 藤田倉寄

泰通祐有立 良堯文 元立性伯玄良道 忠瀧中元玄

庵石川謙庵 察民生 格仙済春策伯隆 甫尾甫篤英
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本
日
本
橋
檜
物
町
二
丁
目

外
外
桜
田
中
邸

本
愛
宕
下
田
村
小
路
中
邸

本
芝
田
町
七
丁
目

本
日
本
橋
稲
荷
新
道

本
中
橋
槇
町

針
外
桜
田
中
邸

本
木
挽
町
中
邸

シ

児
三
拾
間
堀
三
町
目

繩
三
拾
間
堀
一
町
目

本
鉄
砲
洲
十
軒
町
上
邸

外
柴
井
町

艤
芝
片
門
前
二
町
目

本
木
挽
町
上
邸

本
芝
口
三
町
目
海
手
上
邸

本
柴
井
町
裏
通

本
二
本
榎

本
北
八
丁
堀
地
蔵
橋

輝
外
瀧
山
町

児
木
挽
町
采
女
原

上

嘩
日
本
橋
檜
物
町

本
木
挽
町
潮
留
橋
上
邸

平
野

豊
前
中
津
久
恒

因
州
烏
取

越
後
長
岡

遠
州
浜
松

信
州
高
島

奥
州
仙
台

遠
州
浜
松

芸
州
広
島

長
州
萩

越
後
新
発
田

長
州
萩

奥
州
一
関

上
州
沼
田

因
州
新
田

柴進嶋柴塩渋清清清嶋柴lllg 宮三岑三宮三三溝

田藤 田谷谷水水水村田 崎浦庚坂倉上浦口

恭長 常来松 玄松遠隆良玄貞 玄順午克良周道周泰
庵

一
元
音
心庵安亭 仲 生 安 閑 順 雄 庵 克安郎宋哲伯安庵以立

本
愛
宕
下
藪
小
路
上
邸

本
茅
場
町
坂
本
町

本
品
川

本
外
桜
田
御
堀
通
上
邸

本
芝
口
三
町
目
海
手
上
邸

本
白
金
台
下
邸

癖
本
材
木
町
三
丁
目

モ

淋
本
材
木
町
三
丁
横
丁

本
本
芝
三
町
目

本
二
本
榎
下
邸

本
鉄
砲
洲
中
邸

セ

本
数
寄
屋
町

外
外
桜
田
上
邸

淋
芝
神
明
町
東
横
丁

ス

児
北
八
丁
堀
亀
島
町
代
官
屋
舗

癖
産
外
桜
田
上
邸

窪
医
南
八
丁
堀
五
町
目
新
道

外
芝
田
町
八
丁
目

本
木
挽
町
二
丁
目

幹
築
地
中
邸

本
茅
場
町

摂
州
高
槻

日
向
妖
肥

越
前
勝
山

武
州
川
越

遠
州
横
須
賀

摂
州
高
槻

羽
州
米
沢

奥
州
仙
台

肥
後
熊
本

肥
後
人
吉

日
向
延
岡

日
向
妖
肥

鈴 杉菅鈴菅鈴鈴 関関瀬 森望百守 日樋陽平広平東

木浦沼木原木 木 山谷川 月田山 置口目田瀬田

完立陶 道三養伯良 玄龍良順長宗 周元純道宗玄玄

碩周碩永沢意庵祐貞庵活 元生以 庵貞安泉琢寿與
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本 本 本 本 本 本 外外本

中
橋
松
川
町

品
川
北
番
場

築
地
中
邸

芝
三
田
小
山

芝
金
杉
中
邸

裏
茅
場
町

本
銀
町
三
丁
目

追
加

北
総
相
馬
郡
大
房
村

摂
州
高
槻

因
州
鳥
取

白鈴菅諏杉鈴菅関
口
通
伯

土木谷訪浦木原

墜 良 正 宗 玄 泰 立

儀庵淳見庵順哲

資
料
二宇

田
川
玄
随
様
桂
川
甫
周

従
二
病
家
一
申
上
候
。
廉
盈
乱
書
御
免
可
し
被
し
下
候

（
註
１
）

セ
ー
ル
ゲ
ハ
ー
ル
レ
イ
キ
。
ハ
シ
イ
ン
ト
御
座
候
。
即
刻
御
光
来
御
診
察
、
何

（
註
２
）

分
に
も
御
神
療
希
候
。
咽
喉
は
一
甫
外
は
私
え
も
や
は
り
キ
ー
ル
ス
ゥ
ェ
ー

ル
に
て
、
最
初
に
挺
を
取
候
症
を
、
手
を
抜
も
の
に
て
御
座
候
。
何
と
も
工

夫
付
不
し
申
候
。
何
分
御
高
案
、
一
甫
も
一
同
奉
レ
願
候
。
心
事
拝
顔
始
終
之

処
、
無
二
御
遠
慮
一
御
投
薬
希
候
以
上

閏
月
廿
三
日

註
仙
呼
ｇ
円
く
脚
且
菩
冨
忌
日
危
篤
な
患
者
②
置
胃
Ｎ
ぞ
①
］
腺
腫

二
宇
田
川
玄
随
様
桂
川
甫
周

御
手
紙
致
二
拝
見
一
候
・
然
ぱ
御
灸
瘡
過
半
は
御
快
方
候
へ
ど
も
、
尚
又
御
薬

可
二
差
出
一
旨
被
二
仰
下
一
、
則
調
呈
仕
候
。
伺
候
可
し
被
二
仰
付
一
ぱ
、
御
左
右

次
第
参
上
可
し
仕
候
。
何
分
宜
御
取
繕
被
二
仰
上
一
可
し
被
し
下
奉
レ
願
候
以
上

正
月
七
日

（
註
１
）

三
神
戸
玄
真
様
宇
田
川
玄
随

貴
答

恭
見
如
レ
教
、
爾
来
久
盈
不
し
接
二
清
容
一
、
弥
御
安
康
被
し
成
二
御
座
一
奉
二
恭

宇
田
川
玄
随
を
繰
る
書
簡
四
通

戸
塚
武
比
古
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尚
々
保
馬
も
亦
復
外
居
被
二
仰
付
一
、
此
度
移
居
仕
候
。
御
聞
も
被
し
下
候
半
、

（
註
７
）

臥
病
御
暇
乞
も
不
二
申
上
一
候
・
則
回
復
後
以
参
御
礼
可
二
申
上
一
候
不
宜

（
註
１
）

四
宇
田
川
玄
随
様
飯
室
武
沖

過
日
之
答
書
捧
読
、
寒
威
甚
御
座
候
得
共
、
御
挙
家
万
禧
被
レ
成
二
御
渡
一
奉
レ

（
註
２
）
（
註
３
）

賀
候
。
爾
日
は
令
息
君
御
拝
神
被
二
相
済
一
、
是
上
御
祝
飯
御
恵
損
、
謝
為
打

（
註
４
）
（
註
５
）

寄
御
祝
申
上
候
。
小
大
旧
歓
御
礼
申
上
度
申
聞
候
。
貴
价
之
節
他
客
交
至
、

（
註
６
）稽

服
万
々
御
宥
恕
奉
レ
仰
候
頓
首

三
月
十
日

註
仙
神
戸
（
ご
う
ど
、
又
は
か
ん
べ
）
玄
真
と
は
、
宇
田
川
玄
真
の
こ
と

で
あ
ろ
う
が
、
玄
真
が
神
戸
姓
を
名
乗
っ
た
こ
と
は
今
迄
は
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
②
宝
函
玄
随
が
そ
の
著
「
西
説
内
科
選
要
」
中
に
引
用

の
ウ
ォ
イ
ッ
の
「
医
学
宝
函
」
か
⑧
冒
照
ｇ
Ｎ
Ｂ
ｍ
〉
冒
鴨
①
且
旦
ｇ
》
旨

需
①
且
国
富
且
。
の
三
語
共
、
英
語
で
ロ
ｇ
呉
昌
の
意
側
賢
い
人
⑤

嫉
妬
深
い
⑥
堪
え
ら
れ
ぬ

語
〈
、
註
一
一
首
ｏ
３
ａ
①
『
冨
且
の
）

ど
ふ
も
な
ら
ぬ
、
仕
様
の
な
ひ
と
申
Ｌ

（
註
５
）

Ｎ
冒
旦
呉
○
の
易
１
１
１
名
画
且
§
ａ
釘
》

ふ
も
な
ら
ぬ
、
焼
餅
だ
Ｉ
ｌ
悪

や
』
凸力 喜

一
候
。
此
間
は
少
々
御
風
気
之
由
、
折
角
御
自
重
可
し
被
し
成
候

（
註
２
）

然
ぱ
宝
函
中
之
一
処
御
抜
記
為
二
御
見
一
被
レ
下
、
鎮
訳
仕
上
候
様
被
二
仰
下
一

奉
一
一
承
知
一
候
。
猶
々
又
熟
覧
之
上
御
相
談
可
し
仕
候
。
旨
①
①
８
国
昌
蚫
之
一

（
註
３
）
（
註
４
）

語
〈
、
註
一
一
首
。
。
①
且
①
『
冨
且
の
）
旨
鴇
旬
且
の
胃
嵐
葛
嘗
①
と
御
座
候
故
、

ど
ふ
も
な
ら
ぬ
、
仕
様
の
な
ひ
と
申
事
之
様
二
相
聞
へ
申
候
。
冨
豈
い
需
目
‐

（
註
５
）
（
註
）

Ｎ
目
琶
。
①
易
１
１
１
名
画
且
：
ａ
釘
》
詩
隠
岸
ｌ
］
萱
ｇ
）
あ
い
つ
は
ど

ふ
も
な
ら
ぬ
、
焼
餅
だ
Ｉ
ｌ
悪
性
だ
。
わ
し
ハ
ど
う
も
な
ら
ぬ
、
堪
忍

十
二
月
朔
日
賀
を

註
仙
津
山
松
平
五
代
藩
主
康
哉
の
時
に
、
儒
者
と
し
て
一
代
士
に
取
立
て
ら

れ
、
近
習
と
し
て
勤
め
、
政
務
の
相
談
に
あ
づ
か
つ
た
人
（
出
典
津
山
地

方
郷
土
誌
中
の
暗
涙
口
碑
）
②
そ
の
日
⑧
宮
参
り
側
身
分
の
低
い
者

も
、
高
い
者
も
⑤
御
使
者
⑥
拝
伏
例
参
上
し
て

こ
れ
ら
の
読
解
と
註
解
に
当
っ
て
は
、
片
桐
一
男
先
生
、
山
口
啓
二
先
生
、

津
山
郷
土
館
下
山
練
氏
の
御
助
力
を
い
た
貸
い
た
こ
と
を
深
謝
い
た
し
ま

す
。
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二
月
例
会
二
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
瘍
科
秘
録
に
見
ら
れ
る
痔
疾
軟
膏
療
法
衣
笠
昭

二
、
国
分
寺
創
建
の
頃
（
ス
ラ
イ
ド
供
覧
）
秋
山
房
雄

三
、
Ｃ
・
Ｇ
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伝
補
遺
大
鳥
蘭
三
郎

三
月
例
会
三
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
最
初
に
帝
王
切
開
を
行
な
っ
た
伊
古
田
純
道
伝
石
原
力

二
、
富
士
川
勝
伝
の
資
料
二
、
三
富
士
川
英
郎

一
、
加
藤
弘
之
と
の
関
係

二
、
岡
野
知
十
と
の
関
係

三
、
富
士
川
雪
の
こ
と

五
月
例
会
五
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
お
玉
ケ
池
種
痘
所
成
立
を
め
ぐ
っ
て
深
瀬
泰
旦

二
、
イ
ン
ド
の
村
人
の
健
康
の
実
態
杉
田
暉
道

三
、
戸
塚
家
文
書
か
ら
日
戸
塚
武
比
古

一
日
本
医
史
学
会
例
会
記
事

ノ
１
１
１

一
関
西
支
部
例
会
一

〆
ｌ
ｊ
ｌ
ｆ
、
〃
１
Ｊ
、
＃
、
ノ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
、
Ｊ
１
ｒ
１
Ｊ
、
ｆ
１
ｆ
、
ノ
も
ｊ
ｆ
１
ｒ
、
‐
‐ ）

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
春
季
大
会

と
き
昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
半
よ
り

と
こ
ろ
大
阪
市
南
区
末
吉
橋
通
三
牟
田
病
院
講
堂

(4)（3）（2）（1）(5)(7) (6)(8)⑩（9）

英
国
医
史
考
ｌ
中
世
Ｉ
栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

戦
前
の
大
阪
の
病
院
長
門
谷
洋
治
（
日
生
病
院
）

『
鼈
氏
内
科
学
』
に
つ
い
て
安
井
広
（
愛
知
県
）

「
医
師
の
誓
詞
」
の
唱
和
音
楽
（
実
演
）

「
当
代
医
師
処
世
五
則
」
三
木
栄
（
堺
市
）

明
治
初
年
の
京
都
に
お
け
る
医
師
へ
の
謝
礼
に
つ
い
て

中
野
操
（
大
阪
市
）

江
馬
元
弘
（
三
代
春
齢
）
の
「
医
之
説
」
に
つ
い
て

青
木
一
郎
（
岐
阜
県
）

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
正
月
の
庖
瘡
記
録
（
家
内
感
染
）

岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

『
諸
病
源
候
論
』
に
見
え
る
歯
科
に
つ
い
て

杉
本
茂
春
（
大
阪
歯
大
）

浪
花
医
師
番
付
に
つ
い
て
の
一
考
察
古
西
義
麿
（
大
阪
市
）

瀝
青
（
・
ヘ
ッ
キ
）
の
概
念
の
変
遷
に
つ
い
て宗

田
一
（
阪
大
）
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北
陸
医
史
学
同
好
会
発
足

去
る
五
月
十
三
日
北
陸
三
県
を
基
盤
と
す
る
北
陸
医
学
同
好
会
が
発
足
し

た
。
同
会
は
昨
年
四
月
か
ら
高
瀬
武
平
会
長
の
呼
び
か
け
で
準
備
会
が
発

足
、
数
回
の
談
合
を
重
ね
同
年
十
一
月
に
発
起
人
会
の
発
足
と
な
り
、
約
八

十
名
余
の
会
員
を
得
て
、
五
月
十
三
日
同
会
の
正
式
の
発
足
を
象
た
の
で
あ

っ
た
。当

日
は
第
一
回
総
会
お
よ
び
研
究
発
表
が
あ
わ
せ
て
行
な
わ
れ
た
。
詳
細

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
最
後
に
同
会
規
約
を
付
記
し
た
。

雑
報

第
一
回
北
陸
医
史
学
同
好
会
、
総
会
、
例
会

一
開
催
日
時
昭
和
五
十
四
年
五
月
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り

一
開
催
場
所
福
井
市
大
願
寺
町
９

福
井
県
医
師
会
館
３
階
中
会
議
室

一
第
一
回
総
会
午
前
十
時
Ｉ
同
十
一
時

会
長
選
出
、
経
過
報
告
、
会
計
報
告

一
第
一
回
例
会
午
前
十
一
時
Ｉ
午
後
三
時

研
究
発
表

①
金
沢
市
立
図
書
館
所
蔵
の
古
式
産
科
器
械
「
探
頷
器
」
に
寄
せ
て

加
藤
豊
明
（
金
沢
市
）

⑨
黒
川
良
安
越
山
健
二
（
富
山
県
）

北
陸
医
史
学
同
好
会
規
約

一
、
名
称

本
会
は
北
陸
医
史
学
同
好
会
と
称
す
る
。

二
、
目
的

北
陸
に
お
け
る
医
史
学
を
愛
好
す
る
者
相
互
の
連
携
を
計
り
、
お
互
に

研
鐙
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
医
史
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

三
、
会
員

本
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
医
史
学
に
関
心
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

四
、
事
業

⑪（10）（9）（8）（7） (5)（4）（3）(6)

経
穴
（
ツ
ポ
）
と
い
う
呼
称
の
由
来
多
留
淳
文
（
金
沢
市
）

香
月
牛
山
と
香
月
世
譜
難
波
恒
雄
（
富
山
市
）

「
医
範
提
綱
内
象
銅
版
図
」
各
種
版
本
の
分
類

園
部
昌
良
（
金
沢
市
）

山
脇
東
洋
の
位
牌
に
つ
い
て
松
田
健
史
（
富
山
市
）

正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

解
体
新
書
を
さ
さ
え
た
若
狭
の
人
を
田
辺
賀
啓
（
小
浜
市
）

大
野
の
寺
社
の
医
療
に
つ
い
て
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

ｄ
ｅ
に
つ
い
て
竹
下
外
来
男
（
勝
山
市
）

福
井
県
に
於
け
る
結
核
の
歴
史
概
報
白
崎
昭
一
郎
（
福
井
市
）

福
井
県
の
医
史
紹
介

Ｉ
外
科
学
の
発
達
展
開
を
中
心
と
し
て
Ｉ竹

内
真
一
（
福
井
市
）
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本
会
は
目
的
達
成
の
た
め
次
の
事
業
を
行
う
。

Ｓ
講
演
会
、
研
究
発
表
の
開
催

○
会
報
の
発
行

日
親
睦
諸
行
事
の
開
催

四
そ
の
他

五
、
役
員

目
会
長
一
名
。
会
員
の
総
意
に
よ
り
選
出
す
る
。

口
幹
事
若
干
名
。
三
県
か
ら
夫
々
複
数
を
各
県
ご
と
に
選
出
す
る
も
の

と
す
る
。

六
、
総
会

原
則
と
し
て
年
一
回
総
会
を
開
催
す
る
も
の
と
す
る
。

七
、
会
計

本
会
の
事
務
所
は
会
長
所
在
地
の
県
医
師
会
館
に
お
く
。

九
、
こ
の
規
約
の
改
正
は
、
役
員
会
の
了
承
を
必
要
と
し
、
総
会
に
報
告
す

る
も
の
と
す
る
。

附
則

こ
の
規
約
は
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
五
日
よ
り
施
行
す
る
。

Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

静
岡
県
医
史
学
懇
話
会
結
成

五
月
二
七
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
、
か
ね
て
準
備
中
で
あ
っ
た
静
岡
県

医
史
学
懇
話
会
の
発
会
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
宮
原
靖
夫
氏
（
清
水
市
医
師

会
）
が
司
会
を
つ
と
め
、
ま
ず
土
屋
重
朗
県
医
理
事
が
発
会
に
い
た
る
ま
で

の
経
過
報
告
を
行
っ
た
。
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
、
年
会
費
二
、
○
○
○
円

を
納
め
た
者
五
一
名
が
と
り
あ
え
ず
会
員
と
な
っ
た
。
役
員
は
会
長
に
中
川

長
一
（
小
笠
医
師
会
）
、
副
会
長
に
土
屋
重
朗
（
県
医
理
事
）
、
理
事
に
宮
原

靖
夫
（
清
水
市
医
師
会
）
、
舟
木
茂
夫
（
小
笠
医
師
会
）
、
芹
沢
武
男
（
沼
津

医
師
会
）
、
岩
崎
鉄
也
（
浜
松
女
子
短
大
）
、
監
事
に
後
藤
猛
（
県
医
理
事
）

の
諸
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

な
お
本
会
は
発
会
と
同
時
に
静
岡
県
医
師
会
の
分
科
会
と
し
て
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
県
医
理
事
会
で
了
承
さ
れ
て
い
る
。

記
念
研
究
発
表
と
し
て
「
戸
塚
静
海
と
そ
の
一
族
の
関
係
史
跡
」
と
題
し

て
舟
木
茂
夫
氏
の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。
講
演
は
一
時
間
余
に
わ
た
り
主
と

し
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
、
遠
州
が
生
ん
だ
偉
大
な
蘭
方
医
家
戸
塚
静
海

に
つ
い
て
の
史
跡
・
文
献
・
史
料
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
そ
の
縁
者
の
医
学
関

係
の
史
跡
に
つ
い
て
も
く
わ
し
く
発
表
さ
れ
た
。
調
査
研
究
の
詳
細
な
点
に

感
心
し
た
が
、
特
に
足
で
あ
ち
こ
ち
歩
き
廻
っ
て
調
べ
ら
れ
た
努
力
に
敬
服

し
た
。
掛
川
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
こ
れ
ほ
ど
医
に
関
す
る
史
跡
が
あ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。

次
期
の
会
合
は
舟
木
氏
の
講
演
に
大
変
感
銘
し
た
の
で
、
九
月
ご
ろ
掛
川

を
中
心
と
し
て
医
の
史
跡
め
ぐ
り
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

本
会
は
研
究
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
単
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
理

由
で
入
会
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
結

構
楽
し
い
会
と
し
て
ご
利
用
で
き
る
よ
う
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
ま
か
ら
で
も
入
会
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
ま
た
県
医
師
会
員
以
外

の
方
で
特
に
医
史
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
の
入
会
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
年

会
費
二
、
○
○
○
円
。
連
絡
先
静
岡
県
医
師
会
事
務
局
（
土
屋
記
）
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本
書
は
］
。
“
の
９
，
．
犀
昌
。
昌
皇
ミ
、
ミ
、
負
員
齢
懲
ｌ
題
怠
ミ
ミ
陣
§
』

・
琶
誉
曽
息
さ
負
皇
、
昌
萄
ご
負
貴
国
。
富
津
旨
冒
言
詩
冒
陣
牙
昌

目
。
．
ご
目
の
邦
訳
で
あ
る
。
著
者
フ
ル
ー
ト
ン
（
フ
ル
ト
ン
）
は
一
九
一

二
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ
、
後
に
ア
メ
リ
カ
に
帰
化
し
、
エ
ー
ル
大
学
の

生
化
学
教
授
と
し
て
、
研
究
と
教
育
に
長
く
尽
し
て
来
た
。
蛋
白
質
分
解
酵

素
な
ど
の
研
究
で
名
高
い
。
ま
た
、
著
書
の
邦
訳
『
一
般
生
化
学
』
（
丸

善
）
は
、
日
本
で
大
変
広
く
読
ま
れ
て
来
て
い
る
。
〃
科
学
史
や
医
学
史
に
も

関
心
が
深
く
、
ア
メ
リ
カ
の
科
学
史
学
会
、
哲
学
会
の
会
員
で
も
あ
る
。

本
書
の
内
容
は
「
生
物
現
象
を
化
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
科
学
活
動

の
パ
タ
ー
ン
を
織
っ
て
い
る
糸
を
た
ぐ
る
の
を
目
的
と
し
、
一
八
○
○
年
以

降
の
時
期
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
こ
の
科
学
活
動
は

こ
の
時
期
の
指
導
的
な
科
学
者
必
主
要
な
仕
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
取

り
扱
う
歴
史
的
事
件
と
は
、
観
察
・
芙
験
・
仮
説
に
つ
い
て
の
報
告
、
お
よ

び
こ
れ
に
関
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
討
論
で
あ
る
」
（
第
一
章
序
論
三
頁
）

著
者
は
一
八
○
○
年
か
ら
一
九
五
○
年
代
（
実
際
に
は
一
九
六
○
年
代
に
及

ぶ
）
に
お
け
る
生
物
の
化
学
的
研
究
を
追
跡
し
た
。
そ
こ
で
、
著
者
は
、
一

八
○
○
年
以
降
に
お
け
る
化
学
と
生
物
学
の
交
流
（
相
互
作
用
）
の
例
と
し

て
、
一
九
世
紀
に
提
起
さ
れ
、
二
○
世
紀
半
ば
に
解
明
さ
れ
た
五
つ
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
、
す
な
わ
ち
、
酵
素
の
本
態
、
蛋
白
質
の
化
学
、
遺
伝
の
化
学
的
基

礎
、
細
胞
呼
吸
お
よ
び
代
謝
経
路
を
取
り
上
げ
、
本
書
の
テ
ー
マ
と
し
た
。

【
書
評
】ジ

ョ
セ
フ
．
Ｓ
・
フ
ル
ー
ト
ン
著
水
上
茂
樹
訳

「
生
化
学
史
』

第
一
章
序
論
、
第
二
章
発
酵
素
か
ら
酵
素
へ
、
第
三
章
蛋
白
質
の

本
態
、
第
四
章
ヌ
ク
レ
イ
ン
か
ら
二
重
ら
せ
ん
へ
、
第
五
章
細
胞
呼

吸
、
第
六
章
生
化
学
変
化
の
経
路

著
者
の
本
書
執
筆
の
動
機
は
「
最
近
に
お
け
る
生
命
の
化
学
の
成
果
に
よ

っ
て
生
化
学
は
科
学
の
舞
台
の
中
央
に
置
か
れ
る
様
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ

の
よ
う
な
成
功
に
伴
っ
て
、
化
学
と
生
物
学
の
交
流
を
一
九
五
○
年
以
降
の

進
歩
と
し
て
の
承
記
載
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
て
き
た
。
（
中
略
）
一
つ
に
は

活
発
な
研
究
者
に
と
っ
て
古
い
研
究
は
す
で
に
自
己
の
概
念
体
系
に
織
り
込

ま
れ
て
い
る
の
で
、
自
分
の
研
究
に
関
連
あ
る
最
近
の
仕
事
の
象
に
価
値
を

感
じ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
化
学
と
生
物
学
の
交
流
に
よ
る

発
展
を
、
知
識
と
無
知
の
間
に
あ
る
「
辺
境
」
の
「
突
破
」
の
続
発
と
承
な

す
歴
史
的
記
述
に
も
原
因
が
あ
る
。
「
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
大
き
な

進
歩
に
伴
う
幸
福
感
は
理
解
出
来
る
が
、
歴
史
的
記
録
を
調
べ
る
と
、
生
化

学
の
発
展
は
「
革
命
」
「
辺
境
」
「
突
破
」
な
ど
の
言
葉
が
意
味
す
る
以
上
に

連
続
的
で
あ
り
、
複
雑
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」
（
序
文
）
と
い
う
問
題
意

識
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
文
に
は
、
原
論
文
な
ど
を
か
な
り
の
長
さ
で
数
多
引
用
し
て
い
る
が
、

こ
の
場
合
、
著
者
は
「
研
究
の
行
な
わ
れ
た
直
後
に
発
表
さ
れ
た
記
述
や
討

論
を
主
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
事
件
の
回
想
、
特
に
そ
の
意
義
が
明

ら
か
に
な
っ
た
後
の
思
い
出
に
固
有
の
欠
点
が
あ
る
こ
と
は
、
歴
史
家
の
よ

く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
科
学
者
の
回
想
に
つ
い
て
も
成
立
す

る
。
（
中
略
）
引
用
は
本
文
の
一
部
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
後

か
ら
の
知
恵
を
加
え
る
こ
と
な
し
に
そ
の
人
の
見
解
を
正
確
に
示
し
う
る
よ

う
に
意
図
し
た
」
（
序
文
）
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本
文
第
二
章
か
ら
第
六
章
の
内
容
は
、
目
次
の
題
名
か
ら
わ
か
る
様
に
、

蛋
白
質
、
酵
素
、
核
酸
、
細
胞
呼
吸
及
び
各
種
の
生
体
内
代
謝
の
研
究
史
で

あ
る
が
、
第
一
章
序
論
は
第
二
章
以
降
を
読
む
上
に
大
切
で
あ
る
。
ま
ず
、

十
八
世
紀
か
ら
の
科
学
及
び
医
学
教
育
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
専
門
教

育
は
専
門
家
の
養
成
と
学
問
研
究
の
質
に
密
接
し
て
い
る
。
続
い
て
、
十
八

世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
お
け
る
関
係
学
問
分
野
の
状
況
を
語
っ
て
い
る
。
化

学
や
生
物
学
の
医
学
や
薬
学
か
ら
の
独
立
、
動
物
生
理
学
の
確
立
、
生
理
化

学
の
発
生
、
動
物
化
学
や
医
化
学
の
動
向
、
生
化
学
の
確
立
、
生
物
物
理
学

の
意
味
内
容
の
変
遷
、
分
子
生
物
学
な
ど
そ
の
展
望
は
興
味
深
く
、
教
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
科
学
哲
学
論
争
と
化
学
や
生
物
学
と
の
関
係
に
言
及
す
る
。

著
者
は
一
九
世
紀
に
お
け
る
生
気
論
と
機
械
論
、
二
十
世
紀
の
生
体
論
ま
た

は
全
体
論
と
還
元
論
の
論
争
に
触
れ
、
こ
れ
ら
が
、
新
し
い
生
物
学
的
発
見

に
影
響
さ
れ
て
来
た
が
、
逆
の
事
実
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
と
し
、
一
九
世
紀

半
ば
以
後
、
哲
学
論
争
の
影
響
は
減
少
し
、
第
一
次
大
戦
後
は
現
場
で
は
殆

ん
ど
無
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
科
学
者
（
医
学

者
）
の
語
る
哲
学
と
実
際
の
研
究
と
が
一
致
し
な
い
例
と
し
て
、
ク
ロ
ー

ド
．
。
ヘ
ル
ナ
ー
ル
の
場
合
を
具
体
的
に
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
評
伝
的
科
学

史
の
欠
陥
を
問
題
に
し
、
要
は
歴
史
的
問
題
を
研
究
し
て
集
め
た
事
実
を
い

か
に
選
び
い
か
に
評
価
す
る
か
が
科
学
史
の
問
題
で
あ
り
、
本
書
は
こ
の
方

針
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
し
て
い
る
。

第
六
章
の
中
の
「
全
体
と
そ
の
部
分
」
は
本
書
の
要
め
の
一
つ
で
あ
る
。

科
学
者
達
の
発
言
を
多
用
し
て
、
生
気
論
、
生
体
論
、
還
元
反
対
論
の
攻
撃

に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
化
学
的
な
個
別
的
発
見
と
そ
の
知
識
が
細
胞
全
体
や

生
体
全
体
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
生
物
的
体
制
の
独
自
性
や
生
物
の
挙
動
を
化

学
の
言
葉
で
完
全
に
記
載
す
る
方
向
に
、
生
化
学
が
進
ん
で
来
て
お
り
、
将

来
も
進
め
ら
れ
て
行
く
こ
と
を
力
強
く
説
得
的
に
示
し
て
い
る
。

巻
末
に
は
、
訳
者
に
よ
っ
て
「
参
考
書
」
が
挙
げ
ら
れ
、
次
い
で
、
原
著

者
に
よ
る
二
一
四
件
に
の
ぼ
る
「
参
考
文
献
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
人
名
索
引
」
は
フ
ル
ネ
ー
ム
の
人
名
、
生
没
年
、
文
献
番
号
が
示
さ
れ
て

い
る
。
本
文
の
人
名
が
カ
ナ
書
き
で
あ
る
た
め
、
繰
り
に
く
い
欠
点
が
あ
る
。

生
化
学
の
歴
史
は
、
川
喜
田
愛
郎
著
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
』
上
下
（
岩

波
）
一
九
七
七
で
か
な
り
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
が
、
日
本
語
の
生
化
学
通
史

書
が
な
い
。
最
近
、
｝
－
－
ダ
ム
編
木
原
弘
二
訳
の
『
生
化
学
の
歴
史
』
（
み

す
ず
）
一
九
七
八
が
出
版
さ
れ
た
が
、
講
演
集
で
あ
っ
て
通
史
書
で
は
な
い
・

本
書
は
著
者
も
述
べ
て
い
る
様
に
、
全
領
域
を
完
全
に
網
羅
し
て
は
い
な
い

が
、
ま
と
ま
っ
た
日
本
語
の
通
史
書
と
し
て
、
本
書
邦
訳
は
意
義
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
我
が
国
の
医
学
史
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
完
全
な
市
民
権
を

得
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
（
例
え
ば
、
医
学
史
の
専
門
家
を
医
学
史
の
専
任

教
員
と
す
る
医
学
部
は
非
常
に
少
な
し
実
質
の
研
究
人
口
も
多
く
な
く
、

研
究
分
野
も
片
寄
っ
て
い
る
。
医
学
史
研
究
会
然
り
、
医
史
学
会
然
り
。
ま

た
、
あ
る
尊
敬
す
る
医
学
史
家
が
、
医
学
史
は
出
来
た
ら
臨
床
経
験
が
あ
る

方
が
よ
い
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
言
は
一
面
の
理
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
言
か
ら

も
日
本
に
お
け
る
医
学
史
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
医
学
史
の
世
界

で
は
、
生
化
学
史
や
生
理
学
史
な
ど
に
関
心
を
も
つ
層
が
少
な
い
の
が
現
実

で
あ
り
、
こ
の
本
を
購
入
す
る
人
も
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、

本
書
購
読
を
期
待
す
る
気
持
は
大
き
い
。
訳
者
は
九
大
医
学
部
生
化
学
の
教

授
で
あ
る
。
（
Ａ
５
版
、
本
文
四
三
八
頁
、
参
考
文
献
・
人
名
索
引
、
共
立

出
版
、
一
九
七
八
年
十
二
月
、
六
○
○
○
円
）
矢
部
一
郎
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本
学
会
の
理
事
で
あ
り
、
関
西
支
部
長
で
も
あ
る
著
者
に
つ
い
て
は
改
め

て
多
く
を
語
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
博
学
は
す
で
に
皆
よ
く
知

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
学
会
の
会
員
で
著
者
の
『
日
本
医
事
大
年
表
』
を
知

ら
な
い
人
は
ま
ず
な
い
と
い
い
。

著
者
は
昭
和
三
十
四
年
に
『
大
坂
医
学
風
土
記
』
を
出
版
さ
れ
た
。
今
度

の
『
大
坂
蘭
学
史
話
』
は
そ
れ
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
完
成
品
と
い
え
よ

う
。
そ
の
内
容
は
大
阪
に
住
承
、
蘭
学
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
々
を
、
蘭
学

の
先
駆
者
、
江
戸
の
蘭
学
の
流
れ
を
汲
む
者
、
長
崎
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
弟
子

た
ち
、
緒
方
洪
庵
と
そ
の
弟
子
、
幕
末
・
明
治
初
期
に
来
阪
し
た
オ
ラ
ン
ダ

人
教
師
と
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
記
を
書
き
、
伝
記
を
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
で
大
阪
の
蘭
学
を
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が
と
り
わ
け
興

味
を
持
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
は
ず
れ
た
人
冬
つ
ま
り
、
蘭
学

の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
を
知
蘭
派
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
造
っ
て
、
そ
こ
に
入

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
木
村
兼
葭
堂
な
ど
が
そ
の
部
類
に
入
る
。
ま
た
、

各
人
の
評
価
を
相
撲
番
付
な
ど
か
ら
当
時
の
人
禽
の
評
価
に
ゆ
だ
ね
て
い
る

と
こ
ろ
も
面
白
い
。
豊
富
な
資
料
を
持
ち
、
確
か
な
資
料
を
求
め
て
歩
い
た

跡
が
各
所
に
承
ら
れ
、
著
者
な
ら
で
は
書
け
な
い
大
阪
蘭
学
史
で
あ
る
。

新
刊
紹
介中

野
操
著
『
大
坂
菌
学
史
話
』

思
文
閣
出
版
三
五
六
頁
三
八
○
○
円

明
治
の
黎
明
期
に
日
本
の
生
理
学
の
み
な
ら
ず
医
学
の
興
隆
に
尽
さ
れ
た

元
東
京
大
学
医
学
部
生
理
学
教
授
大
沢
謙
二
氏
の
回
顧
録
「
燈
影
虫
語
」

（
東
大
生
理
学
同
窓
会
編
）
が
復
刻
さ
れ
ま
し
た
。

御
希
望
の
方
は
送
料
二
一
○
円
（
本
代
金
は
無
料
）
を
添
え
て
本
学
会
事

務
局
宛
に
お
申
し
込
承
下
さ
い
。
残
部
が
僅
少
の
為
な
く
な
り
次
第
〆
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
十
七

四
十
一

七
十
四

一
二
一
一
、

斗
Ｌ
４
Ｉ
ユ
ノ

七
十
七

七
十
八

一
○
三

●
ヘ
ー
ジ
｜

正
誤
表
（
日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
五
巻
二
号
）

大
沢
謙
二
回
顧
録
「
燈
影
虫
語
」
（
復
刊
）
の
頒
布
に
つ

い
て

行

後
ヨ
リ
三
行
目

上
段
二
行
目

上
段
二
行
目

上
段
見
出
し
、

上
段
三
行
目

上
段
十
六
行
目

上
段
四
行
目

誤

工
鉱
業
生
衛
研
究
室

北
村
矩
明

上
野
護
国
寺
境
内

一
「
医
業
免
札
姓
名
録
」

安
政
一
○
年

（
１
）
（
２
）

故
森
下
薫
、
加
藤
四
郎

（
３
）

岡
野
錦
弥
、

（
４
）

因
．
。
．
○
ず
凰
翼
甘
邑

（
５
）

少
当
．
己
巨
、
、
脚
目

安
政
四
年
一
○
月

（
１
）

故
森
下
薫
、
加
藤
四
郎

（
２
）

岡
野
錦
弥
、

（
３
）

国
．
○
・
○
ケ
且
駕
置
ロ

（
４
）

シ
・
』
ロ
巨
函
、
四
国

正

工
鉱
業
衛
生
研
究
室

松
村
矩
明

上
野
護
国
院
境
内

「
医
業
免
札
姓
名
簿
」
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第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
（
意
思
口
留
骨
ご
○
『
員
⑦
島
８
－

国
冨
○
ご
）
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
〒
鵬
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
Ｉ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

る
。

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

川
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
、
学
術
展
観
の
開
催
等

②
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
を
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

⑧
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
、
内
外
の
関
連
学
術
団
体
等
と
の
連

携
側
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

仙
正
会
員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
五
、
○
○
○
円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
鋤
ド
ル
と
す
る
。

②
名
誉
会
貝

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

⑧
賛
助
会
員

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一
○
、
○
○
○
円
以
上
を
納

日
本
医
史
学
会
会
則
抄

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
二
、
○
○
○
円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

仙
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

②
前
理
事
長
。

⑧
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
第
六
条
及
び
第
八
条
の
会
員
の
資
格
取
得
は
会
費
納
入
日
よ
り
始

ま
る
。

第
十
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

川
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

②
機
関
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

③
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
二
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

仙
退
会

側
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

③
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

側
死
亡
、
失
院
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。
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文
部
省
科
学
研
究
費
学
術
定
期
刊
行
物
補
助
金
を
受
け
る

本
誌
は
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
文
部
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
刊
行
し
て
い
る
。

第
十
三
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

１
こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催

す
る
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

３
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

５
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

６
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

７
会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
．
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
学
術
集
会
は
、
随
時
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
．
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
等
を
除
く
）
で
五
印
刷
・
ヘ
ー

ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
）
ま
で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
超
え

た
分
は
実
費
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印

刷
。
ヘ
ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を
徴
収
す
萄

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

委
員
会
に
て
行
な
う
。

別
刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
三
輪
卓
繭
、
室
賀
昭
三
、
矢
数
圭
堂
、
矢
部
一
郎

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、
Ａ
・
Ｗ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

事
務
担
当
鈴
木
滋
子

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
鈴
木
勝

常
任
理
事
大
鳥
蘭
三
郎
大
塚
恭
男

宗
田
一

会
計
監
事
大
滝
紀
雄
古
川
明

理
事石

原
明
石
原
力
大
塚
恭
男

大
鳥
蘭
三
郎
大
矢
全
節
緒
方
富
雄

小
川
鼎
三
蒲
原
宏
酒
井
シ
ヅ

酒
井
恒
佐
藤
美
実
鈴
木
勝

宗
田
一
中
野
操
長
門
谷
洋
治

藤
野
恒
三
郎
三
木
栄
矢
数
道
明

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎
山
形
敞
一

幹
事蔵

方
宏
昌
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

評
議
員青

木
一
郎
赤
堀
昭
安
芸
基
雄

阿
知
波
五
郎
石
原
力
今
市
正
義

岩
治
勇
一
内
田
醇
江
川
義
雄

大
滝
紀
雄
岡
田
博
片
桐
一
男

川
島
恂
二
久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎

末
中
哲
夫
杉
田
暉
道
鈴
木
正
夫

鈴
木
宜
民
関
根
正
雄
瀬
戸
俊
一

高
木
圭
二
郎
高
瀬
武
平
高
山
坦
三

竹
内
真
一
田
代
逸
郎
田
中
助
一

津
田
進
三
筒
井
正
弘
土
屋
重
朗

中
川
米
造

中
山
沃

福
島
義
一

堀
江
健
也

松
木
明
知

室
賀
昭
三

山
下
喜
明

矢
部
一
郎

渡
辺
左
武
郎

名
誉
会
員

赤
松
金
芳

王
丸
勇

吉
岡
博
人

編
集
後
記

去
る
四
月
四
日
、
当
「
日
本
医
史
学
会
」
創
立

五
十
周
年
式
典
が
慶
大
北
里
図
書
館
講
堂
で
挙
行

さ
れ
、
四
月
五
日
、
六
日
両
日
に
わ
た
り
野
口
英

世
記
念
館
に
於
て
第
八
十
回
日
本
医
史
学
総
会
及

研
究
発
表
会
が
盛
会
の
う
ち
に
終
了
致
し
た
。

日
本
医
史
学
会
が
半
世
紀
の
歴
史
を
も
っ
た
意

義
は
き
わ
め
て
大
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
先
人
の
樹
立
し
た
輝
か
し
い
業
績
を
今
後
よ

り
一
層
た
か
め
る
た
め
に
、
私
ど
も
編
集
委
員
一

同
微
力
な
が
ら
力
を
あ
わ
せ
そ
の
責
任
を
果
し
た

中
沢
修
中
西
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（
理
事
の
名
は
省
略
）

石
川
光
昭

杉
靖
三
郎

和
田
正
系

大
塚
敬
節

三
廼
俊
一

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」

の
内
容
こ
そ
が
本
会
の
発
展
の
ひ
と
つ
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
し
、
そ
の
質
を

少
し
で
も
た
か
め
る
こ
と
が
多
く
の
先
人
の
御
努

力
に
こ
た
え
る
唯
一
の
方
途
で
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。本

号
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
も
総
会
の
研

究
発
表
を
う
け
て
、
き
わ
め
て
豊
富
な
内
容
に
な

り
ま
し
た
こ
と
を
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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reckonedaccordingtotheworkpointsthattheleadingworkersinthe

brigadeachieved.Attheendoftheyeartheyhadtosubmitto
commentsandcriticismsoftheirworkbytheotherbrigadeworkers.

Theymightreceiveanincentivebonuswhichwasbasedontheir

workperfbrmanceandtheannualcomments.Theotherbrigade
membersfbltthiswastheirduesincethebarefbotdoctorsalsoper-

fbrmednightduties・Womenbarefbotdoctorstookpartinpropagat-

ingfamilyplanningundertheauspicesofthewomensfbderationof
thebrigade.Thebarefbotdoctorsgavetheusualinoculationsand

helpedinthetrainingoftheirjuniorcolleagues,andattheproduc-
tionteamleveltheyalsohelpedtotrainhealthworkers,whoare

engagedfUlltimeinagriculturalworkandwhoassistthebarefbot
doctors.Thehealthworkerreceivedhistrainingonfburdaysinthe

monthatthebrigadehealthstation.ThebarefbotdoCtorsattended

to80patientsperday・Thisfigureincludedcalls.Ofthese80

Patients,onlythosewhowerespecialcases,neededX-raystaken,

requireddentaltreatment,bloodtests>neededaconsultationoran

operationwererefbrredtoeitherthecommuneorthedistricthospital.

Approximatelyonetotwopatientswererefbrredperday.Theytook
cervicalsmearsannuallyfi､omeverymarriedwomanuptotheageof

60asaprecautionarymeasure.Thehealthstationhadawaiting

room;asmallsurgerywherepatientswereinterviewedandtreated,

wheretherecordcardsofeveryfamilywerekept,andwheregeneral

medicines,bothmodernandtraditionalwerestored;andtherewas

aninjectionroomwhichalsocontainedthesterilizer.Nextdoorto

thestationweretheroomsofthebarefbotveterinarydoctor.The

usualcooperativehealthschemeoperatedinthiscommune.
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hadalreadyworkedinthehomefbrsevenyears・Allthreehealth

workersattendedcontinuationcoursesinthecity.

TheHO77zzJePro"c"0"Bγ増α庇oftheYingchunzeCommunenear

DalianinLiaoningProvinceconsistedof925households)3,950people,
andtheyworkedabout340haofland・Thehealthstationwasstarted

inl966,previouslypatientshadbeensenttothecitywhichwasa

greatexpenseintimeandmanpower，Youngpeopleweresentto

theDalianhospitalsfbrtraining.Thestationstartedwiththree

barefbotdoctorsandinl978hadiive.Theirsocialoriginswere:one

fi､ommiddlepeasantsandtheotherfburfiompoorpeasants.Their

dutiesconsistedof:undertakingpreventivework(suchasinspecting
latrines,properdisposalofnightsoil,maintenanceofacleanwater

supply,etc.),engaginginmasshealthcampaignsandhealtheducation,

propagatingfamilyplanning,treatingpatients,obstetricwork,andthe

collectionofmedicinalherbsandthepreparationoftraditionalmedi-

cines(theywereproducingl7typesofmedicine).Theprofbssional
historyoftwoofthebarefbotdoctorswasasfbllows:

Mrs．Han,aged32years,wasmarriedandhadthreechildren.

Shebecameabarefbotdoctorinl966afterhavingtrainedina

Dalianhospitalfbreightmonths.Hercourseincludedanatomy,

physiology,internalmedicine,surgery,midwifbry,sanitation,

hygieneandacupuncture.

Mr.Chian,aged28years,wasabouttobecomemarried.He

becameabarefbotdoctorinl970havingfbllowedacourseina

Dalian,nedicalmiddleschoolwherehestudiedfbreightmonths.

Hiscourseincludedbasicmedicalsciences,hygiene,internal

medicineandsurgery・Hethenreturnedtohisvillagetowork.

Inl974hespentone-and-a-halfyearsonfilrthertrainingina

cityhospitalandreceivededucationinclinicalpractice.

BothMrs.HanandMr，Chianwentevervvearfbrtwomonths
〃”

filrthertrainingtooneofthehospitalsinDalian.Thetextbooksthey

usedhadbeenproducedintheChineseMedicalCollegeinShenyang

andwerespecificfbrLiaoningProvince・Thebarefbotdoctorsengaged

inaboutl50daysofphysicallabourperyear.Theirwageswere
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inahospitalfbrfi,rthertraining.Themembersofthehealthstation

undertookpreventiveworkaswellaspatienttreatmentandhome

visits.Children,womenandoldpeopleweretreatedandtheusual

preventiveinoculationsweregiven.Everyyearallmarriedwomen

uptotheageof60yearswerecheckedfbrcervicalandbreastcar-

cinoma.Familyplanningwaspropagatedtomarriedcouplesand

devicessuppliedfi､eeofcharge.Themedicalworkershelpedinthe

persuanceofhealthcampaigns.Injectionsweregiven,theblood

pressuretested,acupunctureadministeredandbothmodernandtradi-

tionaltreatmentweregiven.Oldpeoplewerevisitedandlooked

after.Thehealthstationsawseventoeightpeopleperday.The
"

workers,menandwomen,andtheschoolagechildrenwerelooked

aftereitherbytheirplaceofworkorintheirschools.Thestation

consistedoftwoampleroomsinoneofwhichasterilizerwasbeing
used.

BoththeBCj""eMし〃cαノCb"電einChangchunandtheCyi加α

M珍成cαノ(7b"増ginShenyangsentoutmobilemedicalteamsthatalso

helpedtotrainbarefbotdoctors.

Theリ1ﾉiｲsα〃CO"z加""gnearShenyanginLiaoningProvinceconsisted

of7,900householdsandapopulationof､38,000andoccupiedanarea

of75km2ofwhich31,000hawerearable.Ithadl7production

brigadesand86productionteams.Thecommunehadtheusual

cooperativehealthsystem.Therewasacommunehospitalandeach

brigadehadonehealthstationandeachteamaclinic.Thecommune

hospitalgavesixmonthstrainingfbrbarefbotdoctorswhothenworked

underthesupervisionofmoreexperiencedbarefbotdoctorsfbrafixr-

theryear・Thehospitalalsoorganizedcontinuationcoursesfbrall

auxiliarymedicalpersonnel.

TheF"s"〃班"""妙aJO"P6qP/"Ho"''jbrMi""sissituatedin

thehillsoutsideFushuninLiaoningProvince.Thehomecatered

fbr70menwhohadnodependents・Theclinicwasrunbytwored

medicalworkersandonenurse・Ifnecessary>casescouldberefbrred

tothemunicipalhospitals.Oneofthemedicalworkerswasawoman

whohadreceivedhertrainingintheFourthHospitalinFushunand
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localhospital(basicmedicalcare,acupuncture,massage,dressings,

etc.).Insummertheyorganizedpreventivehealthcampaignsagainst

gastroenteritisandinwinteragainstcoldsandinHuenza，Thestation

keptallthemedicalrecordsofthechildren.Themedicalworkers

gavetalkstoyoungpeopleemphasizinglatemarriageandfamily

planning.Theyprescribedbothmodernandtraditionalmedicines.

ThechargesvariedfiFom5tolOcents.Acheck-upcost5centsand

aniniectionlOcents.Theredmedicalworkerslookedafter200
ツ

elderlypeopleand60children.School-agechildrenreceivedtheir

medicalcareattheirschools.Theusualinoculationsweregivenand

thegrowthandweightofallinfantswasrecordedregularly.

Theclinicwasopendailyfi､om8toll.30a.m.andfifom2to5

p.m.Themedicalworkersdealtwithabout20patientsperday.

Whileoneofthemattendedtothehealthstation、theothertwowent
J

outonvisits.Inseriouscasesthefamilyormedicalworkersentthe

casedirecttothehospital.Everybodywasscreenedonceayear,and

fbrthispurposedoctorsbroughttheequipmentfiFomanearbyhospital.

PeopleworkingoutsideinfactoriesorotherestablishmentswereX-

rayedattheirplacesofwork.Ineachcourtyardonepersonwas

responsiblefbrftlmilyplanning.Contraceptiveswerefi､eefbrall

marriedpeople.

The""0γ疏ifiJ"α〃S""#R""""Cb加加z""JVb.1ispartofthe

YuetanNeighbourhoodCommitteewhichbelongedtotheWestern

DistrictofPeking.Therewere500householdswithatotalof2,000

peopleinthisunit.Thehealihstation,whichwassetupafterthe

culturalrevolution,wasadministeredbvtworedmedicalworkers，
′

bothwomen.Inadditionthestationwasvisitedbyanursefi､oma

nearbychildren'shospitalwhotaughtandsupervisedthetwomedical

workers.ThelatterworkedsixdaysperweekandwerepaidRMB

32permonthbytheresidencecommitteeandthenursewaspaidby

thestate,i.e.herhospital.Oneofthemedicalworkershadbeen

trainedfbrsixmonthsinthechildren'shospital.Hercolleaguewas

awayonthemorningofourvisit.Apartfi､omadditionaltrainingby

thevisitingnurse、thetwomedicalworkersspentonemonthperyear
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aboutlOOscreeningsperyearfbrlUDs,aboutlOOchestX-raysper

yearandonefi､acturepermonth.Theclinicdealtwithabout20

patientsperday.

TheDO""eBγ姥‘α"'"'""enearPekingconsistedof46villages

and8,500households,withatotalPopulationofabout40,000.It

occupiedanareaof90km2ofwhich3,600hawerecultivatedland.

Theyhadacooperativehealthcaresystem.Eachadultmemberpaid

RMB1.00Peryearfbrthis.Theyhadonecommunehospital,eaCh

productionbrigade(six)hadonehealthstationandeachproduction

team(62)hadoneclinic.Thecommunehad70doctors,ofwhom

20wereChinesetraditionalpractitioners.Theseworkedinthecom-

munehospitalorhealthstationandwerepaidbythestate.There

werel50barefbotdoctorswhoalsoperfbrmedphysicallabourand

receivedpayaccordingtotheirworkpoints.Eachproductionteam

had30nursesandonemidwifb.Thecommunehospital,amodern

building,had50bedsandatotalstaH､of70ofwhom30werenurses.

Formerlythishospitalusedtotrainbarefbotdoctors,butsincel975

theyhadconcentratedongivingrefiFeshercoursewhichconsistedof

aone-yearcoursefbr30barefbotdoctorsperyear.

Theft7哩加〃雌噌肋0"『肋odCbm"""*wassituatedintheWestern

districtofPekingandhadl4,000homeswithapopulationof53,000**.

Itwascomposedof26ResidentialCommitteesandlOOLanes.This

neighbourhoodcommitteehadpreviouslybeenstudiedbyRuthSidel

(1974).Theresidentialcommitteeprovidedtheleadershipfbrthe

localpublichealthcampaigns.Itadministeredfburhospitals,one
clinicand26healthstations.Thehealthstationhadoneroomand

waslookedafterbythreewomenredmedicalworkers,whoeach

earnedRMB30permonth.Theirwageswerederivedfi･omthe

incomeoftheproductionunits.Thethreehadbeentrainedatthe

*Theadministrationoftheurbanareasisasfbllows:themunicipalrevolu-

tionarycommitteescontrolthedistricts,.whichinturnadministerthe

neighbourhoodcommittees.Thelatteraredividedintoresidentialcommit-
teeswhichcontrolthelanes．

**ForthenotesonthisneighbourhoodlamindebtedtoDr.PaulineFran-

kenberg,UniversityofKeele,U､K、
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The""""な"〃Pro血‘伽〃Bγ増α昨ofGungchungCommunenear

LoyanginHonanProvinceconsistedofnineproductionteamswhich

belongedtotwovillageswithatotalof575households,2,536people
andtheyworkedl30haofland，Healthcarewasfi､ee.Theirclinic

haddevelopedfi･omacooperativeclinicandconsistedofalarge

courtyardwithabuildingoneitherside.Thefaronehadthree

rooms,oneofwhichwasapharmacy,andthenearonehadtwo

rooms,ofwhichonewasusedfbrgivinginjections.Theclinichad

sixbarefbotdoctors(onetraditional,threewesternandtwomasseurs),

twopharmacists,onedentist,oneinoculatorandtwomidwives,a

totalofl2healthworkers.Oneofthewomenbarefbotdoctorshad

studiedattheThirdPeople'sHospitalinLoyang.Thecourseoccu-

piedsixmonthseveryyearfbrthreeyearsandshepractisedanddid

fieldworkduringtlleotherhalfyear.Herwagewasrelatedtoher

workpoints.ForoneworkdaysheearnedRMB1.10(9pointsper

day)andshehad300workdaysperyear.Shecontinuedhertrain-

ingbygoingregularlytothecommunehospital.Duringthisperiod

shereceivedherusualpay.

The屍"gh"0P70(/zJc"0"Br増α"oftheFenghuoCommunenear

SianinShensiProvincewasmadeupof235households,1,340people.
Theyworkedl31haofland.Therewasfi､eemedicalcare.The

brigadeclinicconsistedofseveralrooms:onefbrdiagnosis,anobstetric

roomwithagynaecologicaltableandthreebeds,aradiologyroom

withX-rayandHuoroscopeequipment,apharmacyandastore.

TheclinicwasstaHbdbvfburbarefbotdoctors、oneofwhomwasa
〃 〆

fbmale,andamidwifb.Oneofthemalebarefbotdoctorshadbeen

trainedinthePeople'sLiberationArmyfbrtwoyearsandwasalso

abletotakeX-rayfilms.Theothershadstudiedfbrsixmonthsin

thecommuneandcountyhospitals.Theyallattendedrefresher

coursesinthecommune,orcounty,orprovincialhospitals.The

fi･equencyofcontinuationcoursesdependedontheworkload.The

cooperativehealthsystemofthebrigadepaidfbroutsidetreatment

whichwasdonebvrefbrral.Babiesweredeliveredeitheratthe
"

clinicorathome.ThenumberofX-raystakenatthisclinicwere:
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ShanghaiChuanshaXian,Jiang-ZhenCommuneHealthClinic:Z泳坊ookjbr

6αγ或o#dbcrors(jbrtheso"hβγ〃regio")Vols.1and2．赤脚医生教材（供南方地

区用）上，下冊.(Ch'ih-chiaoi-shengchiao-ts'ai(kungnan-fangti-ch'uyung)

shang,hsiats'e).Peking:People'sHealthPressl977.

ShanghaiFirstandSecondMedicalColleges:PTEzﾉe""0〃α”〃β鯲加e"jq/co加加0〃
di"""i〃γ"γajar2".Vol.1and2.農村常見病防治，上，下冊(Nung-ts'un

ch'ang-chienpingfhngch'ih,shang,hsiats'e).Shanghai:People'sPL'bli-
catlonl976，

YenanPeople'sHospital:"""鋤ookqf""""c"ejbr6"f/bo/"cio'･.s.赤脚医生針灸

手冊.(Ch'ih-chiaoi-shengchen-chiushou-ts'e).Shensi:People'sPublishers
l976．

〃ur"αJjbr6arqjbordocjO7s.赤脚医生稚志.(Ch'ih-chiaoi-shengtsa-chih).Pcking:

People'sHealthPressl977.

APPENDIX2

PERSONALNOTES

Somepersonalnotesfi､omvisitstoChinainl977andl978may

helptoillustratethepresentauxiliarymedicalsituation.

TheP70zji7zci"/Hb”"αjinChengchow,HonanProvince,trained

medicalworkersandsentmobilemedicalteamstotheborderregions

andintothemountains.Theseteamstogetherwithlocalmedical

workerslookedafterhealthcampaignsandstudiedandtreated

commonlocaldiseases.Theytookpartinproductivelabourand

integratedChineseandWesternmedicaltreatment・Thehospital
alsosentcomprehensivemedicalteamstoThirdWorldcountries

suchasEthiopiaandAighanistan.

NurseswerebasicallyselectedfiFompeasantsandworkersand

werechosenontheirpracticalexperience.Theyreceivedatwo-year

training.Thefirstfburtofivemonthswerespentonbasictheory

andthiswasfbllowedbypracticalworkonthewards.Halfaday

wasspentontheoryandtheotherhalfonwardwork.
BarefbotdoctorsinHonanProvinceweretrainedfbroneyearin

communehospitalsandfbradvancedtrainingtheywenttodistrict,

countyorprovincialhospitals.Mobilemedicalteamsalsohelpedby

givingtwo-weekcoursesonspecifictopics.

345（ 4 8 ）



HygieneDepartment,FoochowMilitia:"xZ600ルルル“"ル"01k"Qri"#he"2j""α

（んγMe""伽γ〃蝿io").民兵衞生員課本（供南方地区用).(Min-pingwei-sheng
yUank'e-pen(kungnan-fhngti-ch'[!yung)).Peking:People'sHealth
Pressl975.

HygieneDepartment,HopeiProvince:亜態jb00たんγCMteJeimdi"0"α〃hγ脱eγ伽cmrs：

Ac"脚"C"e(trialvol.).半医半農中医培訓教材：針灸（試用本).(Pan-ipan-
nungchung-ip'ei-hstmchiao-ts'ai:Chen-chiu).Peking:People'sHealthPress
l970，

HygieneDepartment,ShenyangMilitia:""db0ok九γル“"んzUO7k"､F血オルe醜i""α

（んrオル‘〃，γ』ん‘γ〃γ壇io")．民兵衞生員手冊（供北方地区用).(Min-pingwei-

shengyiianshou-ts'e(kungpeh-fhngti-ch'uyung)).Peking:People's
HealthPressl975.

HygieneDepartment,YunchengPreibcture,ShansiProvince:TVie"Pe"e"ceqf
ルαγ碗｡j伽c/w･.Fj〃ノルep7.ezje""ﾉ‘α"J〃eα#"'e"/qf"e"e.赤脚医生防治疾病経験
選(Ch'ih-chiaoi-shengfang-ch'ihchi-pingching-yenhsiion).Peking:
People'sHealthPressl978.

HygieneinFactories,EditorialBoard:!Stri"/brujo"k'γ伽C加灯:HJ9iβ"ei"jZIc/ories.

工人医生叢書：工廠衞生.(Kungjeni-shengts'ung-shu:Kung-ch'angwei-
sheng).Shanghai:People'sPublicationl977.

KirinMedicalSchool:T~bx#600k九rbarf/bo#"C加芯：αγf/F""erco""e.赤脚医生復訓
教材.(CI1'ih-chiaoi-sheng血-hstinchiao-ts'ai).Peking:People'sHealth
Pressl972.

KirinMediCalSchOol:7~bxj加0kか6αγ或0jdbcio"(/brMe"orMer〃γegio")リノbﾉ．

I:B"ico"/""‘・赤脚医生教材（供北方地区参考用）上冊：初訓部扮．(Ch'ih-

chiaoi-shengchiao-ts'ai(kungpei-fangti-ch'iits'an-kaoyung)shang-tge:
Chu-hsUnpu-ibng).Peking:People'sHealthPressl977.

KirinMedicalSchool:T~bxj600k允γルαγ戒0j"cjors(jbr""0'Meγﾉzγ塔io")ybl.2:

Re〃城0〃0"""2．赤脚医生教材（供北方地区参考用）下冊：復訓部扮.(Ch'ih-

chiaoi-shengchiao-ts'ai(kungpei-fangti-ch'tits'an-kaoyung)hsiatge:
Fu-hsimpu-fbng).Peking:People'sHealthPressl977.

LeeChaiKung(ed.):ffgie"6んγオルgagγ”"""JJfz60z〃んrce･農業労働衞生．
(Nung-yehlao-tungwei-sheng).Peking:People'sHealthPressl976

LeeChaiKung(ed.):Prorec"〃ザfheagγ”""r@zJJ(z60z"'/brce.農業労働保護
(Nung-ychlao-tungpao-hu).Peking:People'sHealthPressl978.

Out-PatientDepartment(eds.)NewAcupunctureTherapeuticCentre,Shanghai:

此riesんγ皿汰""cjo":Ac叩灘""2"EMer轆ｿ．工人医生叢書：針刺療法.(Kung-

jeni-shengtfung-shu:Chen-tz'uliao-ia)．Shanghai:People'sPublication
l977、

ShangDeJun(ed):Med"α”"r加吻"0Mer(物’．薫洗療法.(Hsim-hsiliao-fa).
Shantung:People'sPublicationl976.
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0"6"icmgdici"eJ1.Ce"8γαj血"｡“c"｡"・赤脚医生参考叢書：基咄医学問答：1．

総論(Ch'ih-chiaoi-shent'san-k'aots'ung-shu:Chi-chui-hs(iehwen-ta：
1.Tsung-lun).Peking:People'sHealthPressl975.

HopeiNewMedicalCollege:Rf/tre"ce600kjbr6αγf/bojdbcior3:QJJes"0"sfz"dα"J"eγs
o〃6“‘刀z城ci"eJ2.Dig"""8""e"z.赤脚医生参考叢書：基咄医学問答:2.消化

系統(Ch'ih-chiaoi-Shengt'san-k'aots'ung-Shu:Chi-chui'hSUehwen-ta:2.
Hsiaohuahsi-t'ung).Peking:People'sHealthPressl975.

HopeiNewMedicalCollege:R錐γe""600k〃γ6αγf/bojdbcrorJ:"""0"sα"。α"s"ers
0"6"ic"z"""e:3.碓妙"αjOびりs花､、赤脚医生参考叢書：基咄医学問答：3．

呼吸系統.(Ch'ih-chiaoi-shengt'san-k'aotgung-shu:Chi-chui'hsiiehwen-ta:
3.Hu-hsihsi-t'ung).Peking:People'sHealthPressl976.

HopeiNewMedicaICollege:R""cg600k/br“γ妙0jdbciors.･QJ4"加"sα"‘
α"J"e"0"6"icmedicj"c:4.R"odi""ひ‘りsj‘加．赤脚医生参考叢書：基朏医学問

答：4．生殖系統(Ch'ih-chiaoi-shengt'san-k'aotyung-shu:Chi-chui'hsiieh
wen-ta:4.Sheng-chihhsi-t'ung)．Peking:People'sHealthPressl976.

HopeiNewMedicalCollege:Rg/tl'e""600k九γルαγ戒0#dbcroxs.･QJ!""0"sα"‘α"s“r＄
o"6"ic加減c加e:5．BJood・赤脚医生参考叢書：基咄医学問答:5.血液系統．

(Ch'ih-chiaoi-shengt'san-k'aotgung-shu:Chi-chui'hsUehwen-ta:5.
Hstieh-ihSi-t'ung)．Peking:People'sHealthPressl976.

HopeiNewMedicalCollege:R"re""600ルルr6αγ或0/docjors:""加加α"dα"s”e”
0"b"icmedMci"ef6.αγczzI"0びり$ﾉe加．赤脚医生参考叢書：基咄医学問答：6．

循環系統.(Ch'ih-chiaoi-shengt'san-k'aots'ung-shu:Chi-chui'hstiehwen-ta:
6.Hsun-huanhsi-t'ung).Peking:People'sHealthPressl976.

HopeiNewMedicalCollege:R"re"cebooたんγ伽γ或ot"cfors:QJIcs"0"s(z"fiα"s"e芯
0〃6"icm"""e:7.E"伽‘γ伽eり"‘"z･赤脚医生参考叢書：基咄医学問答:7.内

分泌系統.(Ch'ih-chiaoi-shengt'san-k'aots'ung-shu:Chi-chui'hsUehwen-ta:
7．Nei-fEng-pihsi-t'ung).Peking:People'sHealthPressl977.

HopeiNewMedicalCollege:R錐γ‘"“加okjbr加r教ojJocjoxJ.･QJ!"加"sα"‘
"JzU"so"6"ic加城ci"ef8．"""0zJsU)sjg77z･赤脚医生参考叢書：基咄医学問答：

8．神経系統.(Ch'ih-chiaoi-sheng@t'san-k'aotgung-shu:Chi-chui'hsiieh
wen-ta:8.Shen-chinghsi-t'ung).PekingPeople'sHealthPressl977.

HopeiNewMedicalCollege:Rf/Zre""600kかルαγ碗ot"cjorJ.･Qj4""o"s｡"(J
α"s"eγso〃ル"ic加gdici"e:9.Ui･加αびりs花加．赤脚医生参考叢書：基朏医学問答：

9．泌尿系統．(Ch'ih-chiaoi-shengt'san-k'aotSung-shu:Chi-chui'hsiieh
wen-ta:9.Piniaohsi-t'ung).Peking:People'sHealthPressl978.

HopeiNewMedicalCollege:R錐γe""bookんγ6"rg/bofdbcrors:Qu""0"sα"‘
α"Sme"0"6"ic加城c伽e:10.Speci'zJse"s",dbrm"o/09Jα"(fo""Op"di".赤脚医

生参考叢書：基咄医学問答：10．感官，皮膚和運動系統.(Ch'ih-chiaoi-sheng
t'san-k'aot3ung-shu:Chi-chui'hsiiehwen-ta:10.Kan-kuanpi-filheyiin-

tunghsi-t'ung).Peking:People'sHealthPressl978.
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EaoshanCounty,Shanghai;PaoshanPeople',Hospital｡Shanghai;No6400,
People'sLiberationArmy:R錐だ""600ko〃成噌"o.'fFjbrルα城0#""0"f
〃""虚“赤脚医生（症状鑿別診断）叢書：黄疸.(Ch'ih-chiaoi-sheng(cheng-
ghuangchien-piehchen-tuan)['sung-shu:Huan-t'an).Shanghai:People's
Publicationl975,

BarePotdoctor$inPaoshanCounty;Ya-poCommunityClinic,PaoshanCounty;
PaoshanPeople'sHospital;ChanghaiHospital,7thMedicalSchool,Peopl6'&
LiberationArmy:R錐γe""600ko〃戊噌""*んγ6αγ戒0#""o":"tzg腕αj""α、

赤脚医生（症状鑿別診断）叢書：血尿.(Ch'ih-chiaoi-sheng(cheng-chuang
chien-piehchen-tuan)t'sung-shu:Hsueh-niao).Shanghai:People'sPublicatiofi
l975・

BareibotdoctorlinShengs!Community,Oang-sinCommunity,ChiatingCounty,
Shanghai;ChiatingPeople'sHospital,Shanghai:R擁だ"ceb0oko〃成噌""is/br
""rg/bo#""".･"e""ze"#qf""mMc"".赤脚医生(症状霊別診断)叢書;頭痛
(Ch'ih-chiaoi-sheng(cheng-chuangchien-piehchen-tuan(t'sung-shu:T'6d-
t'ung).Shanghai:People'sPublicationl976.

ChinchouMedicalCollege:Tbxj600ルルァ6α勿加#""0j･J.赤脚医生教材.(Ch'ih-
chiaoi-shengchiao-t'sai).Liaoning:People'sPublicationl977.

ChungshanMedicalCollege"NewMedicine"(Eds.):Ge"eγα』ん"oめんなejbr6a畝〆
dbcjO7s.赤脚医生常識(Ch'ih-chiaoi-shengchang-shill).KwangtungPeople's
Publicationl973.

Dl･ugDetectionOfficeofKwangchow:P"αγα"eノ"ん""zJ"んγ""""erbaJ
加減cj"ei〃γ"ajar‘“．農村中草蒋制剤技術.(Nung-t'sunchungchao-yao
chihchichi-shu).Peking:PeoPle'sHealthPressl978.

EditorialBoard:4J"加加αひqfｵﾙepio""γ砂olkqf6ar</bojdlcjo".Vols.1(1974),
2and3(1975).赤脚医生先進事跡江編第一，二，三輯.(Ch'ih-chiaoi-sheng
hsien-chingshih-chihui-pien,ti-i,erh,sanchi).Peking:People'sHealth
Press.

EditOrialBoard:"0j"0〃ノルeかα""9〃〃i27edzfJo7･ker""ors.(trialvol.)打疾走
培訓講義（試用本).(Hungi-kungp'ei-hsiinChiang-i(shih-yungpen).
Shanghai:People'sHealthPressl976.

HonanChineseTraditionalMedicalCollege:Baγ@/bo#dbcjors,"o""gdbc加灯α"‘
､Fj"""な〃eα".s2fM"ﾙodqf"2e必αJかeai疵e"#．赤脚医生和初学中医人員参考叢書：
治法与方剤.(Ch'ih-chiaoi-shexnghech'u-hsiiehchung-ijen-yUants'ank'ao

B●

ts'ung-shu;Chih-fayn色ng-chi)．Peking:People'sHealthPressl977.

HopeiNewMedicalCollege:R錐γg""600k九r6"7W/bo#dbcro応α"‘""eJjar""gjo
趣加α60zMCM2"277zedici"""c"2"zc#z"8.赤脚医生和初学中医人員参考叢書：針
灸.(Ch'ih-chiaoi-shenghech'u-hstiehchIJng-ijen-ytiants'ank'aotyung-shu:
Chen-chiu).Peking:People'sHealthPressl975.

HopeiNewMedicalCollege:R"e"ceb00k"γ6αγ沈舛伽‘んγj､:"""o加α"Jα"s“芯
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surgeryofthecervix，obstetricprocedures(externalandinternal

version,arti6cialruptureofthemembranes,deliverybyapplication

ofscalpfbrcepsandsuction,episiotomy,deliverybyfbrceps,breech

deliveryandcraniotomy),andtechniquesofbirthcontrol(insertion

andremovalofintrauterinedevices,therapeuticabortionandsterili-

zation).Therearealsothreeaddendatothischapter,thefirstdeals

withfimdamentalaspectsofradiography(chest,gastrointestinaltract

andskeletalsystem),thesecondcoverscertainlaboratoryinvestiga-

tion､examinationofblood,urine,faeces,sputumandcerebrospinal

Huid｡andliverandkidneVfUnctiontests),andthethirddealswith

fi'ndamentalaspectsofultrasonicinvestigations.

1.2Listofsomeoftheavailablebooks

BarefbotdoctorsinChiangchinCommune,ChuanshaCounty,Shanghai;85

Hospital,P.L.A.;ShanghaiFirstMedicalCollege,ChungshanHosPital:

Pﾙαw71"0jogjﾉjbγルαrf/bojdbc/ors.赤脚医生常用蔚物.(Ch'ih-chiaoi-shengchang-

yungyao-wu).Shanghai:People'sPublicationl975.

BarelbotdoctorsinChiatingCounty,Shanghai;An-TingClinic,ChiatingCounty,

Shanghai:R錐γe""600ko〃虚噌""isjbrbfzrg/boj"cjors:CbzIg"s.赤脚医生（症

状霊別診断）叢書：咳嗽．(Ch'ih-chiaoi-sheng(cheng-chuangchien-pieh

chen-tuan)t'sung-shu:K'e-sou).Shanghai:Pcople'sPublicationl975.

BarefbotdoctorsinChingpuCounty,Shanghai;ChongkuCommunityCIinic,

ChingpuCounty,Shanghai;ChingpuPeople'sHospital,Shanghai:Rq/bre"ce

伽oko"ditzg""iJjb7b"'w/bordbc"が：屍"‘灯．赤脚医生（症状霊別診断）叢書：発

熱(Ch'ih-chiaoi-sheng(cheng-chuangchien-piehchen-tuan)t'sung-shu:

Faje)．Shanghai:People'sPublicationl975.

BarefbotdoctorsinFenghsienCounty;TaiJieCommunityClinic;Fenghsien

People'sHospitalmedicaltrainingclass:R"e""601A:0〃虚αg""isjb'･6"f/bo#■

伽‘わ『s:Ar腕γ"s.赤脚医生（症状鑿別診断）叢書：関節痛.(Ch'ih-chiaoi-sheng

(cheng-chuangchien-piehchen-tuan)t'sung-shu:Kuan-chieht'ung).Shan-

ghai:PCople'sPublicationl976.

BarefbotdoctorsinJinchoCommunityChingpuCounty,Shanghai;Lian-Tang

Clinic,ChingpuCounty,Shanghai;ChukachauPeople'sHospital,Chingpu

CoLlnty,Shanghai:R錐γ"cebooko〃戊噌""isjbr6qrg/bo#"cror;T~he(zc""ab"me".

赤脚医生（症状襲別診断）叢書：急腹痛．(Ch'ih-chiaoi-sheng(cheng-chuang

chien-picnchen-tuan)t'sung-shu:Chi血-t'ung)．Shanghai;People'sPublica-
tionl975.

BareibotdoctorsinPaoshanCounty,Shanghai;Seng-shaCommunityCIinic,
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labourandpuerperalfbver.

ChapterlOisdevotedtogynaecology.Theintroductiongives
themaindiagnosticmethodsused・Thisisfbllowedbvsubsections

‘

onmenstrualdisorders,leucorrhoea,prolapseoftheuterus,common

fbmalegenitaltumours(carcinomaofthecervix,fibroidsandovarian

tumours),sterilityanddiseasesofthebreast.

Chapterllisconcernedwithdermatology.Thetopicsdiscussed

aredermatitis(drug,contact,plantandsolardermatitis),eczema,

urtiCaria,neurodermatitis,psoriasis,lichendermatitis,impetigo,herpes
zosterandleprosy.

Chapterl2dealswitheye,ear,noseandthroatdiseases.Here

suchsubiectsasconjunctivitis,trachoma,keratitis,iridocyclitis,

glaucoma,visualdisturbances,pharyngitis,epistaxis(nasopharyngeal
carcinoma),nasalcongestion,suppurativedischargesfromtheear,
deafhessneuralandconduction,dentalabscesses,infbctionofthe

perioralfascialspaces,oralabscessesandcommontumoursofthe

oralcavityaredealtwith.

Chapterl3coverscertainaspectsofclinicalpharmacology:drugs

usedinfirst-aid,tranquillizers,antipyreticandanti-inHammatory
drugs,coagulants,antitussives,antacids,gastrointestinalsedatives,

diuretics,analgesics,fbrrheumaticpain,tonics>clinicalapplicationsof
hormonesandvitamins.

Chapterl4isdevotedtocertainsurgicalprocedures:theestablish-

mentofruraloperatingtheatres,antisepsisandsterilization,basic

proceduresinsurgicaloperations,anaesthesia(preparationofpatient;

acupuncture,local,spinalandetheranaesthesia),techniqueslbrclean-

ingwounds,surgicalproceduresfbrsuperficialinfbctions(drainage
ofinfbctionsinthehand,skinandsubcutaneousinfbctions>breast

abscesses),excisionofsuperficialswellings(sebaccouscystsandbenign
tumOurSofthebreast),surgeryoftheeyelid,dentalextraction,

tracheotomy,appendicectomy,ingumalherniorrhaphy,surJryofthe

analregionandmalereproductiveorgans(perianalabscesses,anal

fissure,analfistula,treatmentofhaemorrhoids,phimosis,circumcision

andhydrocoele),pleurocentesis,vesicalparacentesis,venouscutdown,
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diseases・Itdealswiththeirmethodofspread,theirpreventionand

treatment.Andthisissucceededbyseveralpagesdevotedtoeachof

thefbllowing:epidemicmeningitis,encephalitistypell,inHuenza,

diphtheria,measles,whoopingcough,mumps,acuteinfbctioushepatitis,

typhoidfbver,avarietyofconditionscausedbyHukes,haemorrhagic
fbver,poliomyelitis,dysenterymalaria,andvariousworminfbstations.

Chapter5discussesendemicdiseases,suchasschistosomiasis,Ker
mountaindisease,suppurativearthritis,endemicgoitrc,leptospirosis>ノ

filariasis,undulantlbverandhydatiddisease.

Chapter6dealswithmedicalandsurgicalconditions:productive

cough,asthma,bronchitis,pneumonia,pulmonaryabscess,pulmonary
tuberculosis,carcinomaofthelung,avarietyofcardiacconditions,

hypertension,oedema,nephritis,tuberculosisofthekidney,nephroli－
thiasis,prostatichypertrophy)vomiting,variousabdominalpains,

pePticulcercarcinomaofthestomach,jaundice,hepatosplenomegaly,
ascites,cirrhosisoftheliver,liverabscess,carcinomaoftheliver,

masscsintheabdominalcavity,diarrhoea,dysphagia,anaemia,pur-

pura,hyperthyroidism,diabetesmellitus,lymphadenitis,lowback
pain,rheumaticpain,tuberculosisofcertainjoints,diseasesofthe
analregion,headache,dizziness,epilepsy,hemiplegia,paraplegia,

varioustypesofmeningitis,raisedintracranialpressureanddiagnostic
fbaturesofpsychiatricillnesses.

Chapter7isdevotedtotrauma.Thisispreiacedbysome
gcneralconsiderations.Themainpartofthissectiondealswithhead
andeyeiijuries,flciomaxillarytrauma,postcranialskeletalandjoint
iniuries，internalthoraCoabdominaltraumaandburns.

写

Chapter8isapaediatricsectionwhichisconcernedwithgeneral
fbaturesofpaediatricillnesses,thepreventionandtreatmentof
diseasesofthenewborn》たedingproblems,tetanus,pneumonia,rickets

andcertaincongenitaldiseasesofthenewborn.

Chapter9dealswithobstetrics:thephysiologyof、labour,

embryonicdevclopment,maternalchangesduringpregnancy,the
physiologyofparturition,toxaemiaofpregnancy,ante-andpost-
partumhaemorrhage,cardiaccomplicationsofpregnancy,abnormal
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Wheelright,E､L.&Mcfarlane,B.:”β助加8.fe7･0"djo,socjα"J77z.NewYork:
MonthlyReviewPressl970.

Winfield,G.F､：醗加“オルβノα”α"(IMep〃/e.NewYork:W.SloaneAss、1948.
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APPENDIX1

BAREFOOTDOCTORLITERATURE

Asummaryofatextbookfbriilrthertrainingofbarcibotdoctors

(Lisowski,1976)andalistof､someoftheavailablebooksisgiven
●

belOw.

1．1S"加加αひqfaje.Wbook

亜鮒肋00A:jbr6αγ或ordbc"":"'""ﾙ"coz"se(Ch'ih-chiaoi-shengfi'-
hsdnchiao-ts'ai),editedbyKirinMedicalCollege,illustrated,560
pages.Peking:People'sHealthPress(1972),costRMB1.87.

Chapterldealswiththetraditionalphilosophyandideasof

Chinesemedicineandwithpresentdayknowledgeofpathology.The
lattercoversthebasichumantissues,injuryandrepair,inibction,

c

immunity,inHammation,allergy,tumoursandmetabolicdisturbances.

Chapter2discussesruralsanitation,thepreventionandtreatment
ofvariousdermatites,chemicalanddrugpoisons(whichareusedin
thecountry),dustcontrol,thepreventionandtreatmentofsilicosis，

heat-strokeandexposuretocold.Italsodealswiththehygieneof
workersinsmallregionalfactories;e.9.thosemanuflcturingfarmtools,
coalmines,brickiactories,andfbodprocessingplants.

Chapter3coverscertainemergencies,suchaspyrexia,uncons-
や

clousness,varioustypesofshock,respiratorydistress,hacmoptysis,
haematemesis,melaena,septicaemiaandacuteurinarvretention.

●
｡

〃

Afbwacuteabdominalconditionsarealsodiscussed:acuteperitonitis,
や｡

appendicitis,ascarisinthebileduct>cholecystitis,acutepancreatitis
寺p

andacuteintestinalobstruction.

Chapter4concernsitselfwithcommoninfbctionsandparasitic
■●
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liberatethemselvesfromtheirownshort-sightedness,filtilityandself
P

1nterest･

WhatoneseesinChinaisanevolvinghealthcaredeliverysystem.

Thereisastep-by-stepprogress,oftenbasedonpainfillexperience,

butexperiencewhichultimatelybenefitsthewholepopulation.One
seestransitionalphasesinthisevolution.Theinstitutions，themedical

programmes,thetrainingofhealthworkersareallconstantlyunder-

goingchangesinordertoadapttothechangingcircumstancesin

whichtheyhavetooperate.WesternobserversftLrtoooftenconsider

achangeasapermanent6xture-theydonotrealisethatwhatthey
seeisatransientphaseinadevelopingspectrumofhealthcare.As

Chinaadvancesagriculturally,industriallyandeconomicallysoalso
thehealthcaredeliverysystemwilladvance.
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schuld(1976)believesthattheywillbecomesuperHuousatsometime

inthefilture.However,theacceptanceofthebarefbotdoctorsby

thepeopleandthepopularitytheyenjoyshowstheprofbundvalue

ofthesystemandtheunlikelihoodoftheirdisappearancefi､omChina's

healthscene.IndeedtheexperienceofChinaisalsorelevanttothe

technologically.developedcountrieswheretheirvariousnationalhealth

systemsarebecomingincreasinglytopheavy,overexpensiveandinade-

quateduetowrongemphasesandmedicalmanpowershortages.The

distributionofmedicalmanpowerisaworldwideproblem.Many

countriesarenowprovidingsubstitutesfbrphysicians,sevenauxiliary

healthworkerscanbetrainedfbrthesameamountofmoneyasone

medicaldoctorandmuchmorequickly(Elliott,1973b).Inthis

respectChinahasbeenthefbrerunner,withbarefbotdoctorsprovid-

ingprimarycare,preventionandhealtheducation.Westerncountries

arebecomingactiveinthisfield,thusAmericahastrainingschemes

fbrmedicalcareauxiliaries.SimilarlytheWorldHealthOrganisation

isalsopropagatingtheidea,bothindevelopinganddeveloped
C

countrles，

CertainWesterncriticshavesaidthatthetrainingofbarefbot

doctorsisloweringmedicalstandards,thattheyarenotreallydoctors

ata11,thatitwouldbedangeroustopermitthemtoworkindepen-

dently,andsofbrth.Iconsiderthatsuchviewpointsarequite

unrealistic.Thealternative,toputitbluntlv，isbetweenanindefinite
ダ ユ ググ

periodofmedicalpovertywithallitsattendantevilsandmisery,or

breakingnewgroundandgivingthecountrysomebasicfbrmof

communitymedicineandtherebybenefitingthewholepopulation.

Whatevershortcomingsthereareintheirtraining,whatevergapsin

theirknowledge,canbemadegoodinthecourseoftime.Their

advantagesarerealandpermanent.TheyhaveaplaceinthefUture

andoccupyoneofthekeypositionsinthehealthcarefi､amework.

Thebarefbotdoctorworksintheruralareasbecausehebelongs

there.Heisnotseparatedfi､omthepeasantsheserves,becausehe

himselfremainsapeasant.Heistheonewhogetshispeoplework-

ingtoJther.Hehelpshispeopleasindividualsandasacommunity,

357（36）



Table5.VitalStatistics:China,IndiaandEngland(aboutl972)

CrudeDeath

Rate

(per1,000)

14(a)

16．7

12．1

CrudeBirth

Rate

(per1,000)

30(a)

42．8

15

InfantMortality
Rate

(per1,000)

17-20(b)

1 3 9 ・

17．5

Population
(millions)

828(a)

563

56

China

India(c)
、／

England(c)

Basedon:(a)Orleans(1977),(b)FaundesandLuukainen(1972),
(c)UnitedNationsPopulationandVitalStatistics(1974).

Table6.Compax･isonofHealthServicesinChinawithOtherDeveloping
Countrles．

Developingcountry‘
underWesterninfluence

Healthservice China

Priorityfbrpreventionin

Priorityibrruralareas
of

AvailabilitVof

Technologicallevelof

Unitcost

Coherence

ｒ
ｒ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｐ
Ｐ

ｄ
ｄ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｇ
Ｇ

T‘imited

Good

Oitenundefined

Poorwithseparatepro-
jects

Poor

恥

ｌ

ａ
ｈ

ａ
ｄ
ｙ
ｄ

ｎ
ｏ
ｒ
Ｏ

ｅ
Ｏ
ｅ
Ｏ

Ｇ
Ｇ
Ｖ
Ｇ

People'slevelofcon6-
A

denceln

Attitudeofhealthworkel

toconsurner

Administrat1onof

Internat'onalasslstance

Primaryhealthcare

Front-linehealthperson-
nel

Good

"Learnfi･omeachother',TechniCalsuperiOrity

Centralized

Considerable

Lessthan20%coverage

Doctorsandnurses

DeCentralized

None

Highcoverage

Barefbotdoctors

Adaptedfi･omMellander(1974)

progressedinashorttime.Whenconsideringtheseachievementsit

isalsoworthwhilecomparingthehealthcaredeliveryinChinawith

developingcountriesingeneral.Table6,adaptedfiFomMellander

(1974),presentsagraphicpictureofthesituation.Againithasto

beemphasizedthatatthegrass-rootslevelthebareibotdoctorplays

akev-role.
‘

Whilerecognisingtheimportanceofthebarefbotdoctors,Un-
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physiciansarelocatedintheurbancentres(Elliott,1973a).The

methodofimprovinghealthwithoutmakingimpossibledemandson

scarceeconomicresourcesisinsu伍cientlyunderstood.Thee伍cacyof

themethodusedinChinahasbeendemonstrated.Thekeyliesin

simplevillageservicesprovidedbypeopledrawnfiFomthevillageand

givensuitabletrainingtocopewiththelocalneeds.

Intheorderingofprioritiestrainedmenandwomencomebefbre

bricksandmortar,andrnultitudesofcompetentauxiliariesbefbrea

multiplicityofspecialists.Theprovisionoftrainingfacilitiesfbr
auxiliariescomesbefbreallelse.Hereoneofthemaintasksofa

doctormustbetoactasateacher,organiser,supervisorandconsul-

tanttoateamofauxiliaries.CarefUlconsiderationshouldbcgiven

tolhestatementbyAbel-Smith(1967)thatindevelopingcountriesa
doctorcoststhreetimesandinsomecasestentimesmorethanan

auxiliary.Moreover,doctorsaredrawnfi､omalimitedpoolofwell-

educal･edpersonnel・OnewantstoknowwhatwouldbetheeHbct

onthehealthofthepeopleofreplacingthreedoctorswithonedoctor

supervisingthreemedicalassistants,whointurnsupervisetenauxi-

liaries.Oneneedstoknowpreciselythetypeofcaseanauxiliary

failstodiagnosecorrectlywhichadoctorwouldrecogmze,butone

alsowantstoknowwhetherthedoctor,ifhecorrectlydiagnosedwhat

theauxiliarycouldnotdiagnose,wouldbeabletodoanythingabout

curingthosetypesofillness.

Itdoesnotrequirefiveormoreyearsofexpensiveuniversity

educationtoabsorbandteachhygieneorstartthebattleagainst

parasiticdiseaseswithsuchweaponsasareknowntobeeflEctive.

Nordoesitrcquiretheequipmentofamajorhospital.Whatis

requiredisaleadershipwhichwillsecurepopulationcooperation.

Thisonlyemphasizesthefactthathealthisanintegralpartofsocio-

eConomicdevelopment.Itispartofwhatpeoplecandofbrthem-

selves(Abel-Smith,1976).

InthisconnectioncomparativedataispresentedfbrIndia,ano-

therheavilypopulatedanddevelopingcountry,andibrEngland,an

a田uentcountry(Table5).ThesefiguresillustratehowfarChinahas
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quisitefbrtheeconomicadvanceofthecountry,fbrthedevelopment
ofamodernindustryandagriculture.

Twomajorfbrcesseemtoprovidepositivereinfbrcementofthe
①

conductofthehealthprogrammeinChina:first,itisimbeddedin

thewholefi､ameworkoftheorganizationofChinaandintermeshed

withallaspectsofpolitical,economic,socialandculturallifb;second,

thecontrastbetweenthepast(preliberation)andthepresent(postli-
beration)conditionsservesasaconstantremindertomotivatethe

peoplefbrsuchchanJ.Furthermoretheprovisionofasoundhealth

serviceyieldspoliticalbenefitsbycreatingagreatersenseofsocial

cohesion(Abel-Smith,1976).Ahealthservicewhichtreatsallalike

reducestensionandhelpstopromotenationalunity.Equalaccess

toservicesfbrthesickprovidessomecompensationfbrinequalities
elsewhereinsociety.Healthservicescanbringtangiblebenefitsto
theruralpopulationwhichcannotberapidlydemonstratedinother
sectorsofdevelopment.

BecauseofdiHbrentbasicassumptionstheentiremedicalservice

inChinaisregardedasapartofatotalsystemwhereasinthe
Westerntraditionitisonlytechnicalandsocial.Theresultisthat

intheWestthemedicalsystemworksfbrthepatientnotwiththe

patientwhoseroleisassumedtobecompletelypassive.InChina,

thepatientsareeducatedtocooperatewiththeservice,theyaregiven
akeyroleinthepromotionoftheirhealthandtheirrecoveryfi､om
disease.

TheexperienceofChinahasalsoarelevancefbrothercountries,
andinparticularfbrtheso-calleddevelopingcountries.Thisdoes
notmeanherexperienceshouldbecopiedslavishlyandtransfbrred

〃

e〃〃0cfi､omoneenvironmenttoanotherverydiffbrentone.Butthere

arecertainprinciplesandguidelineswhichcanbeadaptedtosuitthe

widelyvaryinglocalconditions.Two-thirdsoftheworld'speoplelive
indevelopingcountries.TheirmedicalcareundeI､thesecircumstances

isthusofthegreatestimportancefi､omtheglobalpointofview-itis

healthcarefbrthemajorityofmankind.Indevelopingcountries80
percentofthepeopleliveinruralareaswhile80percentofthe
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Table4.EstimatedNumberofHealthWorkers.
－

Population
perHealth
Worker|、“’ NumberHealthWorker

３
７
０
０
２
２

３
６
５
５
０
７

８
１
２
４
２
４

１
１
１
１

４
４
６
１

２
３

1966(a)

1966(a)

1966(a)

1966(a)

1977(b)

1977(b)

150,000

30,000

20，000

500,000

4.2million

1.8million

Westerndoctors

Dentists

Pharmac1sts

Traditionaldoctors

PublicHealthWorkersandMidwives

Barefbotdoctors

４
２

Basedon:Apopulationof725million(1966)andapopulationof850

million(1977).(a)Sidel(1974),(b)MinistryofPublicHealth,Peking

(1977)．

rate,whichisgenerallylookeduponasanindexofeconomicand

politicalstabilityandasayardstickofthelevelofmedicalcare

providedfbrmotherandchild.

ThemedicalmanpowersituationhasalsochanJdsignificantly,

withatleastsomefbrmofhealthcareineventheremotestpartsof

thevastterritory(Table4).Atthesametimethereiscontinuing

improvementinthequalityofthepersonnel.

WecanseethatChinahasmadeoptimaluseofscarcemedical

resources.TheauthoritiesplaceaheavyrelianceonordinaryPeople

fbrdecisionmaking(Chabot,1976).Theadvantageofthisapproach

isthatthepaceofdevelopmentisatallstageslinkedwiththecapa-

cityofthepeopleconcerned.AsMaxwell(1975)said:@6Fromthe

modestbeginningssuitedtothemeagrenessofthepeasantcapacities,

developmentexpandedandgrewincomplexityinstepwiththeir

abilitiesandvision''.Theirselfrelianceintheprocessofdevelopment

meantthattheChinesewerenotinanywayinHuencedoradvised

byoutsideexperts,theysimplyhadtoworkwithwhattheyhad

available.Thereisnodoubtthatinspiteofalldi伍cultiesand

problemsthathadtobeovercome,tremendousgainshavebeen

madeinthedelivervofhealthcareinChina.Andthisiswhere
ご

thebarefbotdoctorsvstemhasmadeitscontribution，acontribution
l

thatisalsoimprovingqualitatively・Ahealthypopulationisaprere-
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Table3．TrendsinVitalStatisticsl949-1980

』9491』95‘｜｣9“｜」9721』'8．
Population(milliOns)540(aJ601(f)732(f)828(f)934(f)

Crll"4eathrate(per30(b)20(f)16(f)14(f)9(f)
1,000）

ClylqgPirthrate(pcr40(b)42(f)35(f)30(f)22(f)
1,000）

In.ntmQ"ityrate200(a)40-74(d)25(c)|17-20(e)
(per1,000)

Basedon:(a)Orleans(1974),

deHaas-Posthuma(1973),(d)

(1972),(f)Orleans(1977).

(b)Orleans(1969),(c)deHaasand

SalaH､(1973),(e)FaundesandLuukainen

changeindiseasepatterns,theyaresuggestiveofprofbundimprove-

mentsinthehealthofthe･Chinesepeople(Table3).Manydiseases

havebeeneliminatedwhiletheincidenceofmanVothershasbeen

greatlyreduced.

Malnutritionisobservednowhere.Thedeathratehasdropped

steadily.Thebirthrateinitiallywentupandthendroppedquite

rapidly,be'nglowestintheurbanareas(Side1,1974;Djerassi,1974).

ItisclearthatChinaisachievingremarkableresultsinfamily

planning-areductioninthebirthratetotwopercentayear.In

thisconnectionithastobenotedthatthegrainproductionisrising

byfburpercentperannum.

Mostimpressive,however,isthesteepfallintheinfantmortality
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Thereisnowawellorganizedhealthcarestructurefbrboththe
g

ruralandurbanareas(Figs.1and2).Thisparallelsthestate

organization(Fig.3)ateachleveldowntothecommuneandneigh-
■e

bourhoodwherefbrmalgovernmentcontrolceases.Belowthislevel

theproductionbrigadesandproductionteams,aswellastheresidence
andlanecommittees,haveconsiderablescopefbrlocalinitiativeand

implementationofpolicieswithinthegeneraldirectives.Thismeans
thatthereisalargeamountofflexibilityinthesolutionoflocal
problemsandatthesametimeitalsogivesagooddealofrCsponsi-
bilitvtothelocalcommunities.

‘

Thechangesthathaveoccurredinvitalstatisticsareofreal
significance,butwhencombinedwiththereductioninmorbidityand
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ofthetechniquesanddiseasesabarefbotdoctorisexpectedtocope
with.

In､4"'"成妬2certainpersonalnotesbasedonvisitstoChinain

1977andl978aregiveninthehopethattheywillthroWfilrther

lightonthebarefbotdoctor,hisrole,histrainingandhisenvironment.

Byl977morethan1.8millionbarefbotdoctorsandover4.2

millionhealthworkersandmidwiveshadbeentrained(aratioofc.

1:470People)andsome50,000ruralcommuneshadsetuptheir
ownhealthcentres(MinistryofPublicHealth,1977).Asaresulta

basichealthcarenetworkhasbeensetupinthecountrysidefbrboth
〃

preventionandtreatmentofdiseases,therebyovercomingtheprevious
chronicmanpowershortageofmedicalpersonnel.

Barefbotdoctorshaveahighmoraleandarereadilyacceptedby〃 ‘

thepeoplesincetheyarerecruitedfi､omamongthosewholiveinthe
communitytobeserved.Theydonotalienatethemselvesfi､omtheir

socio-culturalbackgroundsincetheyremainpeasants.Thusthereis
■

aminimumofsocialdistancebetweenthehelperandthosetobe

helped.Moreovertheyarenotoutsiderswhoareunawareofthe

Iocalscene>butbeingpartofittheyunderstandtheeverydaypro-
blemsofthepeopletheyserve.Theystayinthecountryside,fbr
thatistheirhome.Theirpatientsaretheirneighbours,co-workers,
andrelatives,andtheirworkgivesthemimmensesatisiaction.They
areawarethattheyarehelpingtobuildtheircountryandmakeit
abetterplacetolivein.Thebarefbotdoctorisaccountable,there

isaconstantpossiblityofcriticismandthisisacceptedasastep
towardspublicaccountability.BythismethodofcriticismandselfL

criticismpeopleareurgedtolearnfi℃mtheirmistakesandimprove
theirworkperfbrmanceagainstthebackgroundofcollectivegoals
(New,1974).

7〃E加e酒"噌s"""0"α”"s"""cα伽"s

Thebarefbotdoctorsystemhasundoubtedlymadeamajorcon-
tributiontotheimprovementofthehealthsituationinChina.From

thefbregoingcertainfactsemerge.
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ofthebarefbotdoctorisbackedupbyhiscommuneandcounty

hospitalandbythemobilemedicalteamthatvisitshisarea.And
refbrraltoahigher-levelhospitalandconsultationarereadilyavailable.

Upwardmobilitythroughthehealthprofbssionsisbuiltintothe
a''xiliarvmedicalsvstem,thusthebarefbotdoctororthenursecan

‘ ’

enteramedicalschooltostudyafUllcourseofmedicine,andinfact

theyareoftengivenpriority.

Ofcoursetheaboveisonlyageneraloutlineoftheoveralltrain-

ingwhichvariesfi､omplacetoplaceinpointsofdetail.Butwherever
thebarefbotdoctortrainsorcontinueswithhisstudies,thereisthis

underlyingpatternofmedicaleducation.

Awholevarictyofbooks,booklets,pamphletsandevenjournals
hasbeenwrittenatthelocal,county,provincialandnationallevels

fbrthetrainingandcontinuinghealtheducationofbareibotdoctors,
workerdoctox､s,redmedicalworkersandothers.Thesepublications

havebeendesignedtocaterfbralllevels,diffbrentgeographicregions
andlocalities.Mentionofsomeofthesehasalreadybeenmadeby

Pickowicz(1973)andSidel(1974).In鋤力‘"〃〃1asummaryofthe

contentsofonetextbookfbrfilrthertrainingofbarefbotdoctorsis

given.Thiswork,T~bxjbooA:jbr6αγ戒otdoctors:αγ戒"""coz""("'M-
c"aoi-s""gji!-"剛〃‘"α0-""),wasproducedbyKirinMedicalCollege
inl972.Another,46"f/botdocjor'sl""""J(1977),wasproducedin
HunanProvinceinl970andlistsl97diseasesoccurringinthatpro-

vince・ThiswassubsequentlytranslatedandprintedinAmericain
l974、

Amongthemanybooks(4"'"""1)therearetwolargeones,
oneofwhichwasproducedfbrnorthernChinaandtheotherfbrthe

southernpart,eachofnearlyl,500pages.Anotherworkconsisting
oftenvolumesissetoutinthefbrmofquestionsandanswerscovering

awiderangeofsubjects.Otherbooksfbrbarefbotdoctorsdealwith

specialsubiectssuchasmodernpharmacology,herbalmedicine,acu-
puncture,sanitation,toxicityofagriculturalcropandothersprays,
surgicalprocedures>militaryandemergencyproblems,ruralandurban
accident,andbofbrth.Astudyoftheliteraturegivesanindication
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andcontinuedtoexpand.Thevariousback-upservicesincreased.

Andsinceabasicquantitativesupplyofmedicalmanpoweratmost
levelshadbeenachieved,theauthoritiesstartedamovefbraquali-
tativeimprovementofhealthcarepersonnel.InfacttheMinistrvof

‘

PublicHealthpointedoutinl977thatattheNationalHealthWork

Confbrenceofl973,ChairmanHuoKuofbngstatedthatitwasneces-

sarytoraisethepoliticalandvocationallevelsofthebareibotdoctors,
andthatattentionmustbepaidtotheword@6barefbot''toinsurethat

theyarenotdoctorsdivorced丘omproductivelabour.Thenumber

ofmedicalstudentsalSoroserapidlyandtheircurriculumlengthened
fi･omthree-and-a-half､tofiveyears.Theemphasisinexaminationsin

■ c

thevariouscourseschangedtoensureaproperstandardateachlevel.

Specialistcourseswereincreasedandlengthened・Thecoursesfbr
barefbotdoctors,workerdoctors,redmedicalworkers,etc.、were

improvedandbecamemoreunifbrm,thoughtheyretaintheirlocal
〃

variationowingtothediffbrentdiseasepatterns.Inflcteducationin

allsphereswasrefbrmed,butitwasnot,assomepeoplehaveclaimed,
areversiontothefbrmer:;mandarin''type.

Certainearlierimprovedcoursesibrbareibotdocto,､shavebeen
へ

pursuedsincel976andhavebecomemorewidespread.Therenow
appeartobetwotypes.Inthefirst,atthecommunelevel，the

traineesaregenerallysenttothecommunehospitalwheretheystudv
l l

theoryfbrtwomonthsandthendopracticalworkfbrafUrtherthree

months.Afterthattheyreturntotheirbrigadeorproductionteam

tobeguidedfbratleastoneyearbymoreexperiencedbarefbot
doctors.Inthesecondtype,atthedistrictlevel,theyaresenttoJ

specialschooIsfbraone-yearcourseandthenreturntotheirown

village.However,thecontinuationtrainingisthesamefbrboth,

namelytwomonthsarespenteveryyearateitherthecommunehos-

pitalorthedistrict,county,orcityhospital,themostimportantpart
ofthetrainingbeingthecontinuingworkofthebarefbotdoctorwith

regularlytraineddoctorsinthelocalorcentralhospital.As,nall

medicaleducation,fbrmaleducationissecnasabeginning,rather
thananendtoatrainingwhichshouldlastalifbtime.Theservice
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ibotdoctorscouldtackleanymedicalcondition.andanycallibrj

filrthertrainingwoulddenigratethis(<newbornthing''.Thisledto
overconfidence，andsomemedicalauxiliarieslookeddownuponthe

グ

medicalpersonneltrainedbefbretheCulturalRevolutionrefiIsingto
taketheiradvice.Falseclaimsweremadeaboutspectacularcures.▲

Thiswastheverynegationoftheroleofthebarefbotdoctorand〃

resultedintheirpartialisolationandtheirgettingabadimagewhich
detractedfi､omtheirintrinsicvalue.Inthecontroversy;$red''versusJ

6(expert''the<Ggangoffbur''overemphasizedthefbrmerandignol､ed
ChairmanMao'scallfbrpeopletobeboth:6red"2(fexpert''.With
allthiswentananti-academictrendthatledtoareductioninthe

qualityofmedicalschooltrainingatatimewhenrenewedeffbrts
wereneededfbrtheproductionofmorewellt'､ainedcliniciansfbr

theruralcentresinparticular,andalsotheurbanareas.Many

clinicianshadbeensenttoremotepartsofthecountrywheretheir

skillswe1℃wastedratherthanbeingsenttohealthcarecentresfiom

whichtheycouldhaveoperatedproperly.Vitalresearchwasalso

neglected.Administrativebureaucracyinterfbredwiththellealthcare

programme.Theoldergenerationofcadresandskilledmedicalper-
sonnclweredenigrated,expertiseandspecialisationweredecriedand
denounced.ThisseriouslVinterfbredwiththebalancedexpansion

l

thatshouldhaveoccurredonallhealthfi､ontsatthatc'､ucialstage.

ThisonlybegantobercCtiliedaftertheeclipseofthe@6gangoffbur''
intheautumnofl976.AtthesametimcChairmanMao'scallfbr

peopletobeboth@Cred"dexpert''wasrepeated.(Thisparagraph
resultsfi､omlengthydiscussionsduringvisitstovariouspartsofChina
inl977andl978.)

D.1976jO1978

Withtherenewedcountrywidecallfbrthepromotionofthe@:fbur

modernizations:agricultureindustry,defbnce,andscienceandtech-

nology''attheendofl976,afUrtherdrivewasinitiatedonthewhole
healthcarefiFont.Atthegl､assrootslevelthebarefbotdoctorsystem

(ruralandurba'')andthemobilemedicalteamswereconsolidated
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neighbourhoodcleanandensuringpropersanitation.Inaddition
minorailmentsaretreated.Themedicalworkercanalsobeseenin

e

herhomeshouldthehealthstationbeclosed.Onceaweekshegets
togetherwithothersinthehealthstationfbrlecturesandanexchange
ofexperience,andeachdayashortperiodisspentonreviewing

■G

theirmedicalactivities.Biweeklyormonthlytherearemeetingsof
●

alltheredmedicalworkersoftheneighbourhood.Theredmedical

workersreceivednopayintheearlyyears'oftheirestablishment，but

nowtheyreceiveamodestamountwhichcomesinpartfiomsmall
paymentsmadebypatientsvisitingthehealthstation,inpartii･om
thecollectiveincomefi･omneighbourhoodfactoriesandinpartfiFom
homeindustries・ThefbepaidisnevermorethanlOcentsand
usuallvfarless.

ゴ

Theruralorurban"""ratherresemblesthebarefbotdoctor

intraining,butisinvariablyawoman(Lisowski)1976).Sheprovides
prenatalcare,perfbrmsthedeliveryandtakescareofthemotherand

childpostnatally.Sheisalsoresponsiblefbrhealtheducation,in
●

等

particularprovidingeducationinandpropagatingtheuseofftlmilv
planningmethods.Womenbarefbotdoctorsandworkerdoctorsalso
learntheelementsofmidwilbrV.

‘

Althoughthemomentumofbarefbotdoctortrainingwasprogress-
ingwellandtheirskillsqualitativelyimproving)contradictionsofa

sociopoliticalnaturemanifbstedthemselvesinhealthcareduring
thelaterpartofthisperiod,particularlyfioml974tol976.Itis

consideredthatthe(6gangoffbur''wereresponsiblefbrthis.The
CulturalRevolutionhadhighlightedtherelevanceofthemobile

medicalteamsandbroughtaboutthebarefbotdoctorsvstem，which
〃

withoutadoubt,wasamajorachievement.However，mcertam
甲

quartersthebarefbotdoctorwasheraldedassomeonewhocould

displacethemoderndoctor,andwhocouldcopewithanymedical
situation.Pressuresofapoliticalnatureincreasedtotheextentthat

thebarefbotdoctorattemptedfbrmsoftreatmentfbrwhichhehad

notbeentrainedwhenheoughttohaverefbrredthepatienttomore
skilledmedicalpersonne1.The<<gangoffbur''proclaimedthatbare-
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workallowshimtodoso.Athisplaceofworkhehastherespon-

sibilityoflookingafter35to50workers.Themajorpartofhis

healthworkisspentonhealtheducationandpreventivemedicine

(includinginsomecasessafbtywork,thoughthismaybethedutyof

aspecialsafbtyofficer).Hiseducationalworkincludesteachinghis

fbllowworkerstheearlyrecognitionandpreventionofcertaindiseases.

Amonghispreventivemeasureshehastomakecertainthatthe

workersaroundhimareup-to-dateintheirimmunizations,andhe

hastoattempttolimitthespreadofinfbctions.Hetreatssuch

commonillnessesasfbrexample,headache，backache,sprains，common

cold,gastroenteritis,andothermaladies.Healsodealswithfirstaid

andhelpsinemergencies.Likethebarefbotdoctor,theworkerdoctor

hastorealisethelimitsofhiscapabilities.Hisincomeisthatofan

urbanworkeranddependsonthefactoryorworkshopheworksin.

Anothercategoryofhealthpersonnelisthe7"me〃"JzUOγﾙβγ,

usuallyahousewifbwhohasbeengivenfbrmaltrainingfbraboutone

monthinaneighbourhoodordistricthospitalandthen,similarto

thebarefbotandworkerdoctor,continueswithon-thejobtraining

underthesupervisionofavisitingnurseorphysician(Lisowski,1976).

Shelearnsmedicalhistorytaking,physicalexaminationtechniques,

theuseofWesternandtraditionalmedications，andpreventivemea-

suressuchassanitation,immunizationandfamilyplanning.She

comesfi､om,andlivesin,theareathatherlanehealthstationserves

andworkscloselywiththedoctorand/ornurseassignedtothestation.

Hermajorworkinvolvesprevention.Themedicalworkerisrespon-

siblefbrhealtheducationandthedisseminationoffamilyplanning

infbrmation.Sherecordsthemenstrualperiodsofallthemarried

women，theirmethodofcontraception,thenumberoflivingchildren

theyhaveandtheirdesireorotherwisetohavemore.Shealso

registersthepregnancies,birthsandimmunizationsofeachofthe

childrenunderthecareofthelane*healthstation.Shetakespart

inthemobilizationofthepeoplefbrhealthcampaigns,keepingthe

*Thelaneisasubunitoftheneighbourhoodorganization(seeAppendix2)
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ruralhealthworktogetherwiththefilll-timemedicalworkers.

Duringtheearlypartofthel970sareassuchasthemountainous

PuchiangCountyofChekiangProvincebeganraisingthepreventive

andmedicalskillsoftheirbarefbotdoctorsbyorganizingspecial

continuationclassescoveringbothtraditionalChineseandWestern

medicine.OthermeasurestakenbythisCountytowardsthisend

includeinternshipperiodsinhospitals,visitstolocalvillagestogether

withthemobilemedicalunits,andjointconsultationsondifficult

caseswithlocalandvisitingmedicalstafr(ChineseMedicalJournal,
1975)．

Thesevariousbarefbotdoctortrainingschemesalsoapplytothe

manydifYbrentnationalminoritiesinChina.Inadditiontohaving

thei,､ownfi,ll-timemedicaldoctorsthepeopleoftheYinationality
inLiangshanYiAutonomousPrelbcturcofSzechwanProvincehad

trainedsomel,800bareibotdoctorsbyl974(ChineseMedicalJournal,

1975)．Atthesametime,whilepreventingandtreatingdiseases,they

spreadknowledgcofhygieneamongthepeople.Duringthevarious

healthcampaignstheyalsobrokedownsuperstitionsandencouraged

peopletochanJoldhabitsandcustomsthatafYbctedthehealthof

thecommunityandoftheindividual.

Barefbotdoctorsattheproductionteamlevelalsohelptotrain

〃“"ルzfﾉ0γﾙ"･Jwhoworkfilll-timeinagriCultureandaCtasassistants

totheibrmer.Theirtrainingtakesplaceinthebrigadeclinicwhere

theyspendfburdayspermonthunderthesupcrvisionofbarcfbot

doctorsandvisitinghealthprofbssionalsfi､omthecommune.

Havingconsideredthebarefbotdocto,､inthecountryside,onealso

hastotakenoteofhisurbancounterpart,thezRJoγﾙerdo"0r,who

providesthebasichealthcareinsomeurbanfactoriesandworkshops

whileCo''tinuingwithproductiveworkthere(Lisowski,1976).His

fbrmaltraininginl973wasabouttwomonthsandhasnowbeen

increasedtosixmonthsormoreandissimilartothatofthebareibot

doctor.Continuingon-thejobmedicalsupervisionandtrainingis

consideredimportant,thushemayspendanentiredayeverytwo
weeksintheheal{hclinicofhisfactorvo'､evcnanentireweekifhis
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otherpartsofChina,inadditiontotheirmedicalworktheyalso

engagedinagriculturallabour.Theyweredeeplyinterestedinthe

welfareoftheircommunityandinraisingtheproductivityoftheir

brigade.

Asaresultoftherapidexpansionoi､thebarefbotdoctorscheme,

togetherwiththeexpandingrefbrralfacilitiesandtheback-upofthe

mobilemedicalteams,aneffbctivebasichealthnetworkwasprovided.

Duetothisachievementthetrainingofbarefbotdoctorsandother

medicalauxiliarieswasextendedandimproved,thusraisingthequa-

litVofhealthcare.
″

Inl974andl975one-yearbarefbotdoctorschoolsstartedto

develop.SomeoftheearliestwereinHonanProvincewherethefirst

20,000studentscompletedtheircourseinl975andonreturningto

theirproductionbrigades,thesecondintakeof20,000studentswas

enrolled(ChineseMedicalJournal，1975)．Theseschoolswereanew

developmentandweretheretoservetheruralareas.Theywere(and

indeedstillare)runbyleadingmembersofthecountyhealthbureaus

andstaffbdbyteacherswhoincludedoctorsfi･omcountyandcommune

hospitals,experiencedbarefbotdoctorsandtraditionalpractitioners.

EmphasisineducatiOnisplacedontheneedsofthepeasants,and
onlocalmedicalandhealthconditions.Thecontentoftheearlier

coursewasexpandedand,throughout,theoryintegratedwithpractice

andWesternmedicinewithtraditionalChinesetreatment.Thestu-

dentsaretaughtbasicmedicalsciences>theprevention,diagnosisand

thetreatmentofdiseasescommonlyencounteredintheirparticular

Iocality.Thentheygowiththeirteacherstotheruralandmoun-

tainousareasibron-the-jobtraininginpreventionandtreatmentand

alsotocollectmedicinalherbs・Afierthisperiodofpracticaleducation

theyreturntotheirschooIsfbrfUrthertheoreticalstudy.Inaddition

thestudentslearnaboutpoliticsandmilitaryaffairs.Oncompletion

oftheirone-yeartrainingtheyareabletotakepreventivemeasures

andtotreatcommondiseasesandtodiagnosemoreseriouscasesfbr

refbrral.Thegraduatesreturntotheircommuneswheretheycontinue

withtheiroriginalagriculturalworkandatthesametimeengagein
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toexaminecontaminatedwater,andtoidentifytheeggsofworm

parasitesinexcreta.Theyaretaughthowtotreatnightsoil,how

tomakedrinking.watersafb,howtosterilizeinstrumentsandhow

togiveinjections.Theylearnhowinfbctiousdiseasesarespreadand

howtodiagnosethecommonones.Theyaccompanytheirmedical

teachersontheirroundsandaretaughthowtotakeamedicalhistory,

howtodiagnosecommondiseases,particularlythoseoccurringintheir

Iocality,andhowtodetectthesignsofseriousillness.Theyexamine

patientswhocometotheclinicanddiscusstheirfindingswiththeir

teachers.Theylearntheuseanddosageofsome50to75drugs,
andtheyaretaughtthetechniquesofacupuncture,about50tolOO

acupuncturepoints,andthesymptomcomplexeswhichtheycontrol.

Eachtraineeisissuedwithatextbookspeciallywrittenfbrthebare-
fbotdoctor.

Amostimportantpartofthetrainingisconsideredtobethe

continuingwork-studybythebarefbotdoctorinthecommunehospital

andhealthcentreunderthesupervisionofmorehighlyqualified

medicalpersonnel.Thenatureofthiscontinuingtrainingvariesfi･om

spendingonemonthperyearoronedayaweektoaslittleasone

daypermonthatoneorotherofthesecentres.Urbandoctorsserve

byrotationintheruralareasandthusprovidemedicalcare,and

helpinthefilrthereducationofbarefbotdoctors.

Inl973,onmyvisittotheHsinHuaCommuneoutsideKwang-

chowwhichconsistedofabout65,000people,Isawtheirsmallbut

efficienthospitalwhichhadtrainedsomel25barefbotdoctorsfbr

theirbrigadesand360fbrtheirproductionteams.Duringthetour

Ivisitedthebrigadehealthstationandmetayoungmanandwoman
whowereenthusiasticbarefbotdoctors・Thefbrmerhadbeensent

bythecommunetoanagriculturalcollegefbrthreeyearswherehe

alsotrainedasabarefbotdoctor.Onhisreturnhewasgiventhe

joboflookingafterthehealthstation.Theyoungwomanhadbeen

senttothehospitalintheircommunefbrafbur-month-periodof

training.Bothbarefbotdoctorsregularlyreturnedtothishospitalfbr

theircontinUationtrainingandfbrrefeshercourses･However，asin
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productionteamlevelvirtuallyallprescriptionsarefbrtraditional

herbs(Heller,1973).QUiteapartfromthefactthatherbalremedies

aremoreeConomic,barefbotdoctorsrealisetheirlimitationsasregards

modernpharmacologicaldrugsandthedanJrsoftheirsideeffbcts

andthereibreprefbrthesafbrremedies.

Oneoftheprincipaltenetsofthebarefbotdoctoristhathe

shouldnotdivorcehimselffifomproductivelabour,thepeople,or

fi,ompractice.Hehastobeskilfixlandusehisinitiative,yetknow

thelimitsofhiscapabilities.Whiletherearefbwovertrestrictions

placedonhimtherearedefinitelimitationsonwhatheisallowedto

doandtheconditionsheispermittedtotreat.

Barefbotdoctorsareusuallypeopleofpoorandlower-middle

peasantorigins,thoughafbwalsocomefi､omanupper-middleor

evenrichpeasantbackground・Theyhavebeenselectedbyandfi､om

theirfbllowpeasantsandconfirmedbythePartybranch,andare

chosenfbrtheirintelligence,educationallevel(mosthavecompleted

juniormiddleschool),keennesstobecomedoctors,andtheirhigh

degreeofsocialconsciousnessandunselfishattitude(ChuandTien,

1974).Onoccasioneducatedvouthsenttothecountrvsidehave
′

beenamongstthoseselectedbythepeasantsfbrtrainingasbarefbot
doctors.

Thepatternofeducationofthebarefbotdoctorshasvariedii､om

placetoplaceinChina.Ingeneral,intheearlystaJstheyhada

three-tosix-monthperiodoftraining,eitherinthecommuneor

countyhospitaloratanagriculturalcolleJ>oreveninamedical

college.Thiswasfbllowedbyavariableperiodofon-thejobtraining

undersupervision.Thereislittleemphasisonaspecificdurationor

typesoftraining,butratherontheskillsthatthetrainedcandemon-

strateinaparticularsituation.

Thetrainingisevenlydividedbetweentheoreticalandpractical

work.Forthefirstthreeweeksthetraineesstudyanatomyandphy-

siologyanddissectdomesticanimalssuchaspigs.Thisisfbllowedby

basiccoursesonbacteriologyandpathologyfbrhalfthedayandthe

otherhalfisdevotedtohygieneandclinicalmedicine.Theylearn
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againstsnails,cockroaches,Hiesandotherpestsarehisresponsibility.

Andhehasalsotoorganizethesprayingofhomeswithinsecticides.

Themobilizationofbareibotdoctorstogetherwithenormous

numbersofpeoplefbrspecifictasksisorganizedatthebrigade,

commune,districtorcountVlevel.Inthesetasksthebarefbotdoctors
l

mayplayaminorormajorrole.Someofthesemobilizationscon-

cern:dredgingandbuildingvastirrigationschemes,seweragesystems,

nightsoilconservationtanks,regularcampaigns(thePatrioticHealth

Campaigns)twiceayearagainstvariouspests,weeklystreetcleaning

andotherwork.Inallthesecampaignsthelocalpeopleareactively

engaged-thisisnotsomethingthatisdonebyanoutsidegroupon

apassivepopulation.

Inthepropagationoffamilyplanningextensiveuseismadeof

women・barefbotdoctorsandmidwivesthroughthenetworkofrural

healthcentresandhospitalswhichincludefamilyplanningintheir

healthcare.Antenatalcareisalsooneoftheirtasks.

Thebarefbotdoctorgivesfirstaidandisreadilyavailablefbr

medicalemergenciessinceheoftenworksinthefieldswithhispoten-

tialoractualpatientsandalsolivesamongthem.Heisskilledin

thediagnosisandtreatmentofminorandcommonillnessesandrefbrs

caseswhennecessary.Healsoundertakeshomevisitsandwhere

necessarydeliversthemedicinestothepatients.Heissu伍ciently

knowledgeableinaspectsofbasicmedicalcareandtheconductof

post-illnessfbllow-up.Thoselmethadanamazingknowledgeof

thenatureofthemedicationstheyused,theirindicationsandcontra-

indications,andthekindofadversereactionsthatshouldbewatched

ibr.Themedicalbag,areHectionofthenatureofthework,contains

medicationsrangingfi､omtraditionalherbstodrugssuchasaspirin,

antacids,penicillin,chlorpromazine,etc.Italsocontainsitemssuch

asgentianviolet,surgicalspirit,bandages,clinicalthermometers,

fbrceps,syringesandsurgicalandacupunctureneedles(Horn,1969).

ThecollectionofChineseherbsandpreparationoftraditional

medicinesisanotheractivityofthebarefbotdoctor.Atthebrigade

level,85percentofprescriptionsarefbrherbaldrugsandatthe
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areseparatedfiomthepeopleamongwhomtheywork・Thebarefbot

doctor,ontheotherhand,isprimarilyapeasantwhoontheaverage

spendsathirdtoahalfofhistimedoingagriculturalwork.At

timesofplantingandofharvest,nearlyallhistimeisspentinfarm

work.Duringperiodsofslacknessmoretimeisspentonthehealth

needsofhisproductionbrigade,particularlyintheareasofenviron-

mentalcontrolandpreventivemedicine.Hisincomeisthatofan

agriculturalworkeranddependsonthetotalincomeofhiscommune

andthenumberofworkpointsthathecollects.

Thedutiesofthebarefbotdoctorvaryfi､omregiontoregionand

fi･omcommunetocommune,butonthewholetheyarerathersimilar.

Hehasthreeimportanttasks,theeducative,thepreventiveandthe
●

CuratlVe･

Thebarefbotdoctorhastogivehealtheducation,includingmak-

ingpeopleawareoftheirowninappropriatesituationsothatthey

starttoshapetheirownenvironment.Hehastoengageinpreventive

medicineandtokeeprecordsuptodate.Greatemphasisisplaced
onhealthcarefbrinfantsandchildren.Immunization,whichis

compulsory,isanimportantresponsibilityofthebarefbotdoctor.It

hasobviouslyplayedalargepartinthereductionofinfantmortality

rates.AllnewborninfantsaregivenBCGvaccineinhospital,or

withinfburweeksofdischargeatthecommune(barefbotdoctor),or

factoryclinic(workerdoctor),oratthelanehealthstation(red

medicalworker)．Duringthefirstyearoflifbinfantsreceiveimmuni-

zationagainstsmallpox,measles,pertussis,diphtheria,tetanus,polio-

myelitis(SabinVaccine).EncephalitisB,meningococcalmeningitis,

cholera,typhoidandparatyphoidfbverandyellowfbverimmunizations

arealsoavailable.Appropriatereinfbrcingdosesaregiventhroughout

thepre-teenyears.AllvaccinesaremanufacturedinChinaand

suppliedbythestate.

Thebarefbotdoctorisresponsiblefbrenvironmentalsanitation

andhastosupervisethepropercollection,treatment,storageanduse

ofhumanfaecesasfbrtilizer.Hehastoinspectwellsandinsurethat

thewatersupplyofthecommunityisclean.Thelocalcampaigns
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Thismovementgrewandpeasantsweretrainedinlargenumbers
tomeetthehealthneedsofthecountrvside・Bvtheendofl975

〃 ‘

morethan1.1millionpersonnelfi､omamongtheurbanandPeople's

LiberationArmypublichealthworkershadgonetotheruralareas

togivemobilemedicaltreatment,andmorethanlOO,000urban

healthcarepersonnelhadsettleddowninthecountryside.More

than70percentofthegraduatesfiFomhigherschoolsofmedicine

(Westerntype)andpharmacologyhadbeenassignedtotherural

areas・AmajoreffbrtwasmadetorecruithealthmanPowerfifom

theareaswhere,and分omamongthepeoplewhom,theyreturned

toserve・Thesebarefbotdoctorsrepresenta@Cthird''fbrceinaddition

totheusualtwocategoriesofmedical*andparamedicalpersonnel**

(Horn,1969).Thenumberofhealthclinicsincreasedsothatalmost

allofthebrigadesandmanyoftheproductionteamshadatleast

onehealthcentre,oftenstafIbdbyoneormorebarefbotdoctors.By
1973thenumberofbarefbotdoctorswasestimatedataboutone

million(Side1,1974)andbyl974some20,000ruralclinicshad

X-rayequipment,i.e.onefbrevery4,000inhabitants.Itisinterest-

ingtonotethatbarefbotveterinarydoctorshavealsobeenintroduced

fbrtheexpandinganimalhusbandryindustry.

The6"f/boj伽cjo7oftheruralareasisanalogoustothe@Cworker

doctor''ofthefactoriesandthe@6redmedicalworker''oftheurban

areas.TheauthoritiesdonotconfUsethebarefbotdoctorwith

regularlytraineddoctors，butincludethemintheirstatisticsas

peasantsratherthanashealth-carepersonnel.

Thebarefbotdoctormustnotbeconfilsedwiththeassistantdoctor

inChina(whoistwo-yeartrained),norwiththe"assistantmedical

officer''incertaincountriesinAfiFicaandinthesouthPacific,the

@<medicalhealthofficer''inEthiopia,orthe$<fbldsher''inRussia.

Theseareessentiallyfi'll-timeattheirmedicalandhealthcareand

*Medicalpersonnel,i.e・fillly

**Paramedicalpersonnel,i.e.

technicians,etc.andmiddle

twoyearstraining.

traineddoctors・

''urses,physiotherapists,pharmacists,laboratory

orass1stantdoctors・Allthesehavehadabout
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1973).Itisestimatedthatsomeone-thirdofallurbandoctorswere

transfbrredtothecountrysidebothfbrtemporaryandfbrpermanent

stays.Whileontourtheywerepaidbytheirsponsoringhospitals,
sothattheydidnotcomeattheexpenseoftheirhosts.

ThisalsoappliedtothecountrysidearoundShanghaiwhere

mobilemedicalteamswereonceagainsenttocooperatewithcounty

authoritiesfbrthepurposeofreorganizingandtrainingmedical

auxiliariesfi､omamongthepeasantsoftheproductionbrigades.These

weretocontinuewithfarmingandatthesametimeengaJinhealth

work.Itwaspreciselyinthiscontextthattheterm:6barefbotdoctor''

becameknowninChiangchenCommuneandapparentlyfirstappeared

inHz"Ig-c/i'jinSeptemberl968(China'sMedicine,1968).Thebare-

fbotdoctorisdefinedasapeasantwhohashadabasicmedical

trainingandgivestreatmentwithoutleavingproductivework.Origi-

natingintherice-growingareasofthispartofeasternChina,they

gottheirnamethroughcarryingtheirmedicalkitswiththemwhen

workingbarefbotinthepaddyfields(ChuandTien,1974).Inl968

theChiangchenCommunehadapopulationOfabout30,000people

with21productionbrigadesand27barefbotdoctors(byl973the
numberofbareibotdoctorshadincreasedto69).Thesebarefbot

doctorsinturntrained<<healthworkers''fbrtheproductionteams

andtheirtaskwastohelpthefbrmerinpracticalwaysasrequired

(』,"加加αひげｵﾉ""0""γ即orルヅ6αγ戒0#(IDcjors,1974).

Graduallytheterm@6barefbotdoctor''wasappliedtoalarge

numberofexistingauxiliaryhealthworkersparticularlyinthecontext

oftheintroductionoftheCooperativeMedicalServiceinl968,

fbllowingvarioustrialrunsindiffbrentregions,anditsrapiddeveloP-

mentandexpansioninl969・Someofthebarefbotdoctorswereself

trainedandsomehadshortperiodsoftraining.Fromhavingbeen

aconglomerateofhealthpersonnelwithavarietyofdescriptiveterms,

thebarefbotdoctorsystemhasnowbecomemoreunified(4皿加加αぴ

qf"e"o"6""0戒γ6α城0#ffocjo",1974).Awholebodyofliterature,

includingjournals,specificallyfbrbareibotdoctorshasgradually

emergedsincel968(seeAppendixl).
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intheruralareasandconcentratedonprovidinganeliteservicefbr

urbancommunities.Thesewereallaspectsofthecontradictionsin

ChinesesocietythatledtotheCulturalRevolutioninl966(Horn,

1969;WheelrightandMcfarlane,1970;Daubier,1974).

C.Z966#01976

OnJune26,1965MaoTsetung(1969)stated:@:TelltheMinistry

ofPublicHealththatitonlyworksfbrl5percentoftheentire

population.Furthermore,thisl5percentismadeupmostlyofthe

privileged.Thebroadranksofthepeasantscannotobtainmedical

treatmentandalsodonotreceivemedicine…..……･Medicaleducation

mustberefbrmed….….…･Thetrainingismoresuitedtourbanareas

andnotatallsuitablefbrthecountrvside….….…･InMedicaland
〃

healthwork,putthestressontheruralareas.''Thisdirectiveledto

extensivediscussionsalloverChinaonsuchissuesas:Whatarethe

prioritiesinhealthcare？Isthemedicalcurriculumgearedtowards

theneedsofChina？Whatrolecanthedoctorsplayintheexpan-

sionofagriculture？

Asaresultmajorchangesoccurredinthehealthpolicywhich

hadfar-reachingconsequencesfbrthehealthsystem:therewasan

importantshiftfi､omurbantoruralhealthcare,fi､ommaterialto

moralincentives,fi､omdisdaintoapprovalofmanualandmental
labour.

Sincetheexistingmedicalschoolswereunabletocopewiththe

enormousandurgentdemandsfbrmanpower>threecomplementary

waysofsolvingtheproblemwerepursued:recruitingtraditional

practitioners,shorteningmedicalcollegeeducationandexpandingthe

numberofmedicalauxiliaries,includingthosewhobecametobe

knownasbarefbotdoctorsduringthisperiod.Atthesametimeboth

themedicalcurriculumandmedicalresearchwerefbcusedonthe

problemsofeffbctivedeliveryofmasshealthservices.

InthefirstfivemonthsfbllowingtheissueofChairmanMao's

directive,over1,600additionalmobilemedicalteamscomprising

20,000urbanmedicalworkersweresenttotheruralareas(Rifkin,
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scheme,andoftheGreatLeapForwardingeneral,attemptedto

haltthisdevelopmentinl961(China'sMedicine,1968;Pickowicz,

1972).However,amasscampaign,calledtheSocialistEducation

Movement,waslaunchedfiFoml963tol964asaresultofwhichthe

numberofparamedicalworkersincreased.

Bvl965allofChina's2,000counties("")hadatleastone
葱

HealthCentreorHospitalwithin-patientfacilities,andHealthStations
wereestablishedinthesmallervillages(Chang,1965).

Intheearlypartofthisperiodtherewerealsosomedifficulties.
Thedemandsfbrmedicalserviceswereescalatingrapidlyandcom-

petingwiththoseofagricultureandindustry(Lampton,1977)and
theeconomicdecentralizationwhichbeganinl956andaccelerated

duringtheGreatLeapForwardmetwithcertainobstaclesinl959.

Theyearsimmediatelyibllowingwereonesofeconomicretrenchment
andconsolidationwhichbecamenecessaryduetoamongotherfactors,

therathertoorapidattempttodeveloptheorganisationnecessaryto

carryoutthegreatlyexpandedeconomicpoliciesduringtheGreat
LeapForward,aseriesofnaturaldisastersintheyearsl959tol961,
andthewithdrawalofSoviettechnicalassistanceandtechniciansin

l960．

Althoughimpressiveresultswereachieved,theruralhealthservice

wasstillnotadequate.Emphasisagainshiftedtowardsurbanmedical

careandspecialisationalongWesternlines.Byl965itwasclearthat

thequestionofthecorrectorientationofmedicalandhealthworkin
ChinawouldbecomeoneofthemanyimportantissuesoftheCultural

Revolution.Thepoliticalquestionsofthehealthcareprogramme

werebasicallythesameasthepoliticalquestionsofeconomicplanning,

governmentadministration,Partyorganisationandeducationaldeve-
lopment.AIsotherewereothertendenciesthathadtobeguarded

against,suchastendenciestobureaucracyandselfinterest,white-
collarworkersfbelingsuperiortoblue-collarworkersandpeasants,

andthereappearanceofagroupinwhichgoodeducationprovided
thebasisfbrpowerfbranewgenerationofrulingclasses.Asaresult
scarceresourcesweredivertedfiFomtheestablishmentofhealthservices
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oftheseteamswas:toprovidepreventiveandtherapeuticservices
●

-immunizationswerecarriedout,hygienewasimprovedbyhelping
withtheconstructionofsafbwatersourcesandexcretadisposal
devices;totrainandsuperviseauxiliarypersonnelonthespot-the
fbrerunnerofthepresentbarefbotdoctor;tospreadthenational

●

policyoffamilyplanning;togiverefi､eshercoursestopersonnelin
thehospitalsandhealthcentresinordertoraisethequalityof‘

medicalcare;tocooperatewithandassistthePatrioticHealthCam-

paigns,whichlinkedtheteamsdirectlywiththevillaJs;andto
deepentheunderstandingofthelabouringpeopleandtochangethe
thinkingoftheteammembersthemselves,tostopatrendtowards

intelleCtualelitism,ivorytowerattitudesandtheenjoymentofspecial
privileges. Itwouldhelptoclosethegapbetweenmentaland

manuallabour,betweenurbanandrurallifb(Chien,1966;Horn,
1969;SidelandSidel，1974).ヂ

Itwasinconnectionwiththemobilemedicalteamsthata

massivehealthcampaignwasinitiatedtotrainpart-timeparamedical
personnelfifomamongtheranksofthepeasantry。Manyyoung
peoplereceivedafbwmonthstrainingatadistricthospital,ora
countymedicalschool,etc.,butevenmoreweretrainedbytheteams.
InmanyinstancestheinitiativeibrtrainingcamefiFomafbw

concernedpeasantswhothroughselfLstudywereattemptingtoequip
themselvestoalleviatetheconditionsintheirareas,wherepeople
werestillresortingtosuperstitiouspracticesowingtothelackofanv

‘

healthserviceinthevicinity.Itisallthesepeoplewithsucha
varietyoftrainingwhograduallybecameknownasbarefbotdoctors

afterl968(4J､"加加αぴq/､""0"'erujorルヅ6αγ沈師血‘j0",1974).

SomelO,000doctors,nursesandparamedicalpersonnelfi､om
Shanghaiwereorganisedintoteamsinl958andsenttothesurround-

ingcountrysidetotrainalargenumberofhealthworkerswhowere

assignedtoproductionbrigadesanddidnotdivorcethemselves

fi､omproduction.Theterm:cbarefbotdoctor''(c"ih-c〃aoi-she"g)was
firstusedinthisareainconnectionwithsuchworkers.Although
quiteanumberofthesehadbeentrained,theopponentsofthis
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hadtobeworkedoutlargelybytrialanderror・ChairmanMao

hadalwaysemphasizedtheimportanceof@6learningbydoing''.
TheChineseleadersrecognisedthatthegreatmassoftheChinese

peoplehadtobeeducatedabouthealth-principlesofpublichealth,
sanitation,infbctiousdiseases-ibrareyolutioninhealthtotakeplace.

｡■

ThevrealisedthatadramaticchanJinthehealthcareofChina's

vastpopulationcouldnotbeimposedfomabove.Forthesereasons
theysetaboutinvoIvingpeopleintheirownhealthcare.Their
principleishealthworkmustbeintegratedwithmassmovements.
Inhealthcare<Gmobilizationofthemasses''hasmeantthebroadest

involvementofpeopleateverylevelofsocietyinmovementssuchas
●

thePatrioticHealthCampaigns(Side1,1974).

Theruralhealthnetworkwasfi,rthermodified.Amajorfbature

ofthisperiodwasthedecentralizationofresponsibilityfi､omthestate
tothelocallevelandthepromotionofselfreliance.Althoughthe

statecontinuedtooperatethecountyhospitals,thecommunesran
theirownbasicmedicalunits(Rifkin,1973).Theinけastructurewas

createdfbrtrainingbarefbotdoctors,fbrstartingahealthinsurance
schemeandfbrmobilizinglarJnumbersofpeopletocarryout

healthprogrammes.Successinthehealthfieldcantherefbrebe
tracedbacktothesettingupofthecommunes.

TheGreatLeapForwardresultedinanexpansionofmedical
ユ

facilities(Myrdal,1965;Nee,1969;Han,1970).Inl958themobile
healthteamsgavewaytotheMobileMedicalTeams,thelatter
consistingofurbanhealthworkerswhoservedintheruralareason
arotationbasis.Theynotonlytreatedthelocalpeoplebutalso

等

taughtthemtosetupandsupportlocalhealthservices.Thetask

*Acommuneistheloweststateadministrativeunitaswellasaneconomicand

socialunitinwhichlO,000to60,000peoplelive.Itiscollectivelyowned
andrunbythepeoplewholivethereanditorganizesagriculturalandeven
industrialProductionandcaterstotheeducational,health,welfhreand
culturalneedsofitsmembers･Communesarecomposedof5to20production

brigadesof2,000to6,500peopleperbrigade･Thebrigadesaredividedinto
prdauctionteamlofwhichthereare60to300pe[commune,｡onsiS#ngof
250to700people.Productionteamsoftcnarethesameasasinglevillage.
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ThegovernmentwantedtobesurethattheknowledgeofthemediCal

communitywouldbeusedfbrthepurposeofservingthepeople,
ratherthanfbrpursuingitsownaims.Chinaregardshealthasa
communityaHair-itistooimportantanissuetobeleftinthehands
ofdoctorsalone.

Theintegrationoftraditionalandscientificmedicinewasalso

promotedbecause:traditionalmedicineischeapandeasytouse;it

helpedtointroducescientificmedicineinwaysthatareacceptable
tothetraditionalruralcommunities;ithelpedconsiderablytosolve

theproblemofmanpowerwhichscientificmedicinecouldnotdoat

thatmoment;andthisfbrmofintegratingtradit'onalandscientific

medicinehashelpedtoproducenewvarietiesoftreatment(Croizier,
1973)．

Adisadvantage,wellrecognisedbytheauthorities,wastheoften

poorqualityoftraditionaltreatment,butaslongasthereareno

modernfacilities,thisargumentremainsquitehypothetical.

B.Z958#01966

Inl958theGreatLeapForwardwasusheredin.Thiswasan

eramarkedbyatremendouspushfbrprogressonallfi･onts,economic,

politicalandsocial.Thecountrysideunderwentmajorchanges.The

Chineseleadershipsawthesocialmiseryandpovertyofthepeasants
bornintothefi､agmented,smallscalelbrmol､production,theirendless

struggleandthenaturalandeconomicdisasterswithwhichtheywere
faced.Thisstateofaffairsmaintainedculturalisolationandprimitive
techniquesofproduction(Hinton,1966).

Earlieronlandrefbrmhadbeenintroducedwhichwassuperseded
bycooperativesthatnowbecamecommunes.Thesecommunes*were

theregionalselfsupportingunitsfbreconomic,socialandpolitical
activities.Themorerationalallotmentoflandandmanpowerbased

oncollectiveownershipenablednotonlydiversificationofagriculture
butalsotheundertakingofavarietyofnewtaskssuchasmechaniza-

tionandindustrialization.Insettingtheseup,neworganizational

problemsofmotivation>ofmanagement,planningandaccounting,all
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andbegantorefbrmulatetheirdevelopmentstrategies･Thecorner-
stonefbrthedevelopmentofruralhealthwasasystemofstate-

supported"e"(county)hospitalsandhealthcentres.Inadditionto
providingmedicalcaretheyorganizedpatriotichealthcampaigns,
aidedsmallerhealthunits,sentmobilehealthteamstoremoteareas

andtrainedmedicalpersonnel.

ThemasscampaignsweregenuinelysuppOrtedandcarriedout
bvthepeasantsandworkersatthegrass-rootslevel.Aneradication

‘

campaignofthefburpests:rats)Hies,mosquitoesandsparrows*,was
startedandattentionwaspaidtonightsoilconservation.Byl957,

accordingtoMaegraith(1957),animpressivestandardofhygiene
hadbeenachieved.Anti-epidemicstationsandmother-and-child-care
serviceswereestablishedandvaccinationcampaignsandcampaigns

●

againstcommunicablediseaseswerestarted(Rifkin,1973;Worth,
1973)．

Forthistaskauxiliarvworkersweretrainedsuchas:specialists
・

withtwoyearstraininginaparticularfieldofmedicalcare:parame-
ご

dicals-nursesandlaboratorytechnicians-withtwoyearstraining;

hygieneworkerswiththreetosixmonthstrainingwhofbCusedon
environmentalproblemsanddiseasecontrol;andpart-timeworkers
wholearnedtogivevaccinationsandtorecognizeandreportendemic

diseases.Againthistypeofpersonnelwasafbrerunnerofthebare-
fbotdoctor.Chinahasbeenmorerealisticwithregardtomedical

educationandhasplacedgreatemphasisonavarietyofshort-term

medicaltrainingcoursesfbrbothfilll-timeandpart-timemedicaland

publichealthworkers.Intheearlyyearsafterl949thiswasstillat
anexperimentalstaJandhadnotyetbecomeasinstitutionalizedas
itbccamelateron.

However,theinitialenthusiasmiadedandemphasisshifiedback
totheurbanareas,traditionalmedicinegrewlessimportantanda

tendencytowards$fwesternization''ofmcdicineappeared.Asaresult
thegovernmentinstitutedcertainmeasurestoovercomethisretreat.

*Latersparrowsweresupersededbybedbugs
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L4.I949#01958

Afterthevictoryoftherevolutioninl949,theChineseCommun-

istscontl､olledthewholecountryandwerefacedwiththeenormous

taskoforganisingandreconstructingthenation.Theyinheritedboth
thestaggeringhealthproblemsofahuge,undernourished，disease-

riddenandwar-tornpopulationandaninfinitesimalcorpsofmedical
personnel.Forthemtheapproach,asinalliields,wastousethe

resourcesthatexisted,bothmqdernandtraditional,andto:6walkon

twolegJ、Thenewgovernmentundertookgiganticpopularcampa-
ignsinsanitation,immunizationandpublichealtheducation,andat

thesametimesetinmotiontheslowerdevelopmenttowardasound

modernmedicalestablishment(Horn,1969).Thegeneralsociocco-

nomicpolicyofthenewregimeprofbundlyinHuencedtheemphasis
o{､variousaspectsinthenewhealthpolicy.

Ithastobestressedthatthenewpolicieswerenotachieved

overnight,norweretheyconceivedinaHashofinspiration，Itwas
alongandhardstruggletofbrmulatethemainissuesandtookan

enormousamountoftimeanddiscussionbymillionsofpeopleto
assimilatetheseideasandputthemintopractice.

InJulyl950theNationalHealthWorkConferencefbrmulated

thefbllowingprinciples(Worth,1973):

1.Healthcaremustservethepeople:workers,peasantsand
soldiers.

2.Prioritymustbegiventothepreventionofdiseasewithpro-
phylaxisandtreatmentcombined.

3.Healthcampaignsshouldbeconductedandcoordinatedtoge-
therwithothermasscampaigns.

4.Scientificandtraditionalmedicineshouldworktogetherand
eventuallybeintegrated.

Inthoseearlyyears,particularlytheperiodoftheFirstFive

YearPlan,1953to1957,theemphasiswassomewhatonthedevelop-
mentofheavyindustryandaccordinglyhealthpoliciesfbcusedon

programmestobenefiturbanworkers.Byl956,economicplanners

realizedtheimportanceofagricultureasameansofcapitalibrmation
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industryandtransportandthegeneralraisingoftheeducationallevel

ofthepeople.Itistherefbrenotdi髄culttorealizethattheorganisa-

tionanddevelopmentofhealthcareplaysanimportantroleinthe

wellbeingandfUtureofthepeopleofChina.

Inordertogetanideaofthemagnitudeoftheprobleminvolved

onehastorealizethatChinahasapopulationsomefburtimesas

largeasthatofeithertheUnitedStatesorRussiaandseventeen

timesthatofeithertheUnitedKingdomorWestGermany.

AlthoughChinahasbynomeansthehighestpopulationdensity

whencomparedwithcertainothercountries,thedistributionis

uneven.Mostofherpeoplelivetotheeastofalinethatruns

throughthemiddleofthe-north-easternprovinceofHeilungkiang

downtothewesternbordersofYunnanProvince,whilethepartto

thewestofthisline-thelnnerMongolianAutonomousRegion,

Sinkiang,ChinghaiandTibet-isavastregionconsistinglargelyof

deserts)semidesertsandmountainsandcontainingonly4percentof、

thepopulation.Furthermore80percentofthepeoplelivcinrural

areasandevennowonlyl5percentofthecountryisarableland.

Thisisthedemographicandgeographicbackground.

P""必”αjzO〃

Intracingtheemergenceofthebarefbotdoctoronehasto

fbllowthedevelopmentofhealthcareingeneralandonefindsthat

sincel949thisdevelopmentcanbecorrelatedwithmajornational

eventsthatgreatlyenhanceditsadvancement.ThesearetheGreat

LeapForward,theCulturalRevolution(Chabot,1976),andthe

eliminationofthe<Ggangoffbur''.Forthesereasonshealthcareand

theconcomitantdevelopmentofthenecessarypersonnelisdealtwith

infburperiods:A，Liberationl949totheGreatLeapForwardl958;

B.TheGreatLeapForwardl958totheCulturalRevolutionl966;

C.TheCulturalRevolutionl966totheeliminationof、the66gangof

fbur''1976;andD.thecliminationofthe@Cgangoffbur''1976to

l978．
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invaders,theyalsopropagatedthefi,ndamentalsofhealthand

hygieneandtrainedlocalpeopleinhealthcarework.

Theeducationmovementofl944,whichfbllowedontheheelsof

thecooperativemovement,attemptedtoinstilintotheconsciousness

ofthepeopletheideathatcommunityactioncouldproduceabetter
iilture.Thecurriculumfbrthenewmiddleschoolsunderlinedthe

conceptofhowtoservethepeopleoftheBorderRegion(principles

ofreconstruction)andtheskillsneededtoserveproductionand

undertakehealthcare(Selden,1971).InaspeechinOctoberl944,

MaoTsetungsaid::6Amongthel,500,000peopleoftheShensi-Kansu-

NinghsiaBorderRegiontherearemorethanl,000,000illiterates、

thereare2,000practitionersofwitchcraft,andthebroadmassesare

stillundertheinHuenceofsuperstition…………Wemustcallonthe

massestoariseinstruggleagainsttheirownilliteraCy,superstitions

andunhygienichabits…..…….thehumanandanimalmortalityrates

arebothveryhigh..･……･･･insuchcircumstancestorelysolelyon

moderndoctorsisnosolution.Ofcourremoderndoctorshave

advantagesoverdoctorsoftheoldtype,butiftheydonotconcern

themselveswiththesuHbringsofthepeople,donottraindoctorsfbr

thepeople,donotunitewiththethousandandmoredoctorsand

veterinariansoftheoldtypeintheBorderRegionanddonothelp

themtomakeprogress,thentheywillactuallybehelpingthewitch

doctorsandshowingindiHbrencetothehighhumanandanimal

mortalityrates.Therearetwoprinciplesfbrtheunitedfi,ont:the

firstistounite,andthesecondistocriticize,educateandtransfbrm.
フヲ

Thisthenisthesocio-historicalbackgroundtothesubsequent

healthCaredevelopmentsinChinawhichalsoprovidedarich

experienceibrtheinstitutionofthebarefbotdoctorsystem.

However,anotheraspecthasalsotoberecognized.China,with

apopulationthathasgrownfiom400millioninl930(Chiao,1934)

toover900milliontoday,hastoarrangeandorganisethefbeding,

clothingandhousingofthisvastpopulation.Thisisanenormous,

eve1、presentandeverincreasingtaskthathastotakeplacein

coniunctionwiththemodernizationofagriculture,theexpansionof
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sanitationandhealthcareaspartoftheirideologicalcampaign

(Selden,1971).Someoftheenergyspentonpoliticalandsocial

reconstructionwascarriedoverintopublichealth・Atthesametime

theyexperimentedwithfi､eehealthservices,theamalgamationof
trarlitionalandmodernsvstemsofmedicineandtheeducationand

‘

mobilizationoftheruralpopulationfbrhealth-relatedactivities

(Kleinmann、1973).Furtherimpetustothesedevelopmentswas

providedbytheKuomintangblockadeandtheJapaneseoccupation
whichcausedtheBorderRegiontobecutoH、fi､omtheurbanareas

withtheirmodernmedicalfacilitiesandtheestablishedpublichealth

institutionalfi､amework.Publichealthbecamepartofthegeneral

socialchange.ModerndoctorsWereencouragedtotrainthepeasants
inthekindsofbasicmedicalpracticeswhichwouldhavethemost

impactonthepeople(Pickowicz,1972).

ThistypeofprogrammewasalsoinlinewiththeconcernofDr.
NormanBethune,theCanadiansurgeonwhocametoChinainl938

andworkedintheCommunistEighthRouteArmyduringthewar

ofresistanceagainstJapan.Hedesignedmakeshi仕medicalequipment
fiFomwhatevermaterialathandandtrainedpeasantmedicalauxi-

liariesashetravelledabout.Underthesloganof.elearnwhileyou

work''Bethuneinstitutedaprogrammeoflecturestoprovidehis

hospitalstaff､withabasicmedicalbackground.Hefbundedamedical
school,associatedwiththehospital,fbrthetrainingofnursesand
medicalauxiliariesandalsodrewupacompletecurriculumfbrthe

schoolandwroteamedicalhandbook(AllanandGordon,1956).

Bethune'sdeathinl939promptedMaoTsetung(1965b)towritehis

wellknownarticle:;6InmemoryofNormanBethune'',inwhich

Bethune'sspirit,devotion,selfiessnessandsenseofresponsibility

towardsthepeoplewereextolledandheldupasanexample.As
Pickowiczstates,Bethune'snameandspiritareasmuchamodelfbr

healthworkerstodaVastheVwercinl939.
′

DuringtheyearsofthewarofresistancetheCommunistswere

operatingnotonlyintheBorderRegionbutalsodeepbehindthe

Japaneselineswhere,apartfromsupportinglocalresistancetothe
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upinKiangsiProvinceunderthedirectionofMaoTsetungwhich

providedaoneyearcoursefbrhealthworkers(Chen9,1978).Though

thesewereprimarilytrainedfbrtheRedArmy,neverthelessother

healthpersonnelandassociatedworkerswereinHuencedbythis

college.Asaresultconsiderableexperiencewasgainedthatwasto

proveusefilltothedevelopinghealthservicesinlateryears.Ways

werefbundfbrcontrollingthespreadofdiseaseandpx､ovidingmedical

treatmentfbrthepeople.Theprioritieswerepublichealtheducation,

sanitationandhygiene.Andtheyalsousedtraditionalpractitioners

toprovidehealthcare・ItwasherCthatexperiencewasgainedin

thetrainingofmedicalauxiliariesthatwouldhelpinthemuchlater

establishmentofthesystemofbarefbotdoctors.Inthiswaythe
Communistsestablishedtherudimentsofthesvstemwhichhasdeve-

‘

lopedtoday.AsMaoTsetung(1965a)statedatameetinginJuichin,

KiangsiProvince,inearlyl934::GSolvetheproblemsfacingthe

masses-fbod,shelterandclothing,iilel,rice,cookingoilandsalt,

sicknessandhygiene,andmarriage.Inshort,allthepracticalpro-

blemsinthemassefeverydaylifeshouldclaimourattention.''

Inlatel935cametheLongMarchwhentheCommunistsmoved

toYenaninthenorthwestofChinawheretheysetupnewbaseson

theeveoftheSinoJaPanesewar.Ontheirmarchtheypropagated

landandhealthrefbrmastheymadetheirwaythroughthecountry.

TheChineseWorkers,PeasantsandRedArmyMedicalCollegecon-

tinuedtofixnction,turningoutmuchneededhealthpersonne1.In

1937itbecameestablishedinYenan,andinl940itwasl､enamed

ChinaMedicalCollege.Later,in1946,itfbllowedthePeople's

LiberationArmytothenortheastwhereitfirstsettledinHarbin,

andfinallyinl948,a仕erliberatioDofthearea,itbecamcestablished

inShenyangwheretheynowrunafUllfive-yearmedicalcourse.

OnarrivinginnorthernChina,andestablishingthemselvesin

theShensi-Kansu-NinghsiaBorderRegioninl936,theCommunists

proceededtoorganizehealthcareatlocalrurallevelsthrougheduca-

tionalandsanitationprogrammesthatweretiedtorurallandrefbrm.

Theyemphasizedthefbsteringofcommunityresponsibilityfbrhygiene,
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Table2．MedicalManpowerinl949.

’
Populationper

HealthWorker|PM3蝋。「Number

540million

20,000

500,000

520,000

600

Population
△

Westerndoctors

Traditionaldoctors

TotalhealthwOrkers

No.ofhospitals

27,000

1，080

1，038

７
１

①３
２
６
０

９
９

Basedon:Orleans(1972),Geiger(1973),Sidel(1974)

inthemainportsofthesixcoastalprovinces;67percentwere

undertheageof40.Calculatingonabasisofonedoctorper1,500

population,itwouldhaverequired266,000doctorsfbrthe400million
peopleestimatedbefbrel949(Chen,1961).Thisenormousneedfbr
doctorscouldclearlynotbemetbythemedicalschoolswiththeir

outputofc.1,300graduatesperyear(Orleans,1961).Alleffbrtswere
devotedtotrainingphysiciansibllowingWesternmodelsandno
accountwastakenofthespecifIcneedsofChina.The500,000tradi-

tionalChinesepractitionerswereeitherlefttothemselvesorcurtailed
intheirdailypractice.Noattemptwasmadetoincorporatethem
intothehealthinfi､astructure，

Modernhealthfacilitieswereextremelyscarceorevennonexistent

-onehospitalservingaboutonemillionpeople.Ifonetakesaminimum
standardoffivehospitalbedsperl,000population,then2million

hospitalbedswouldhavebeenrequiredinl949.

Althoughtheabovewastheglaringpictureofthehealthfabric
ofChina,certaincatalyticeventshadbeentakingplaceinthemore

remotepartsofthecountrysincel927,whentheChineseCommunists

beganestablishingruralbaseareasinsouthChina,andinKiangsi
Provinceinparticular.Theywerefacedwiththechallengeofwiping

awaysuperstitionsofallsortsandprovidingbasichealthservicesfbr
themillionsofpeasantslivingwithintheSovietareas・Itwasatthat

timethattheybegantoexperimentwithpublichealthprogrammes
andstartedtotraintheirfirstparamedicalpersonnel.Inl931the

ChineseWorkers,PeasantsandRedArmyMedicalCollegewasset
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sickand34,000dead.Hookworminfestationwasendemicinthelower

Yangtseregion.Schistosomiasisdepopulatedwholevillages(Horn,

1969,Chengl971).TuberculosisaccountedfbrlOtol5percentof

alldeaths.Malariainthesouthwestmountainregionwasendemic

withabout75percentofallschoolchildrenafIbcted.Venerealdisease

intheurbanareaswasthefburthmostcommondiseaseamongnew
patientsattendinghospitals.

Chinaatthattimewasfacedwithagrowingpopulation・The

birth,deathandinfantmortalityrateswererising.Andlifbexpectancy
waslow(Tablel).Anindividualwasconsideredoldat35anddead

at40!

Theprospectfbrwomenwasthatofearlymarriage,manypreg-

nancieswithoutprenatalcareorsafbmanagementduringlabourand

anexpectationofearlydeathinchildbirth.In21provincesonlyO.7

pel、centofthewomenhadbabiesdeliveredbytrainedpersonnel
beibrel949(Sala圧1973).

TherewasnorealmedicalandhealthserviceinChinatospeak
ofshesuffbredfi･omachronicshortageandmaldistributionofmedical

manpower(Table2).Thevastmajorityofdoctorswereinurban

areasandcurativelyorientated・Atthesametimetherewasachronic

lackofmedicalhelpintheruralareas.Superstitionwasrifb.And

therewasalsoastrugglebetweenscientificandtraditionalmedicine.

Inl943Szeestimatedthattherewere12,000doctorsinChinaof

whomonly60percentwerequalified;75percentwereconcentrated

Table1.VitalStatisticsbefbrel949.

’ 1930(a)|1940～1948(b)

Population(millions)

Crudedeathrate(per1,000)

Crudebirthrate(per1,000)

Infhntmortalityrate(per1,000)

Lifbexpectancy Ｊ

局
Ｉ
ｅく

０
５
５
７
４

０
２
３
５
３

４
１

450

30(c)

40

275(d)

’
Basedon:(a)Chiao(1934),

(d)Orleans(1972),
(b)Worth(1963),(c)Salafr(1973),
(e)Winfield(1948).
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remainedunchanged.Inanycasehealthcarewasmoreconcerned

withqualitytreatmentfbrafewthanwiththebroadimprovement

ofconditionsamongthepopulation.Inadditiontheactivitiesof

rampantcommercialandpoliticalfbreigninterestscontributedtothe

publichealthproblems.AndundertheKuomintanggovernment

economicdislocationcontinued,whilewarlordism,politicalfactionalism,

corruption,lackofbasicsocialrefbrms,andcivJandfbreignwarsall

contributedtotheseriousplightofthecountry，Anyadvancesin

publichealthdependedonfimdamentalsocialandeconomicrefbrms.

ThemajorproblemsofruralChina,wherethemajorityofitspopula-

tionlived,wereignorance,poverty,disease,andcommunitydisintegra-

tion.Anyworthwhilehealthmeasurewouldhavetobeintegrated

intoaprogrammeofsocialrefbrmandmadeeffbctiveatthelocal

levelbyinvolvingthepopulation.

DuringthefirsthalfofthiscenturyChinawassuffbringfiFoman

appallinghealthsituationandstaggeringshortageofmedicalmanpower

thatexistedthroughoutthecountry,asituationthatwasgettingworse

withthepassageoftime.Sociallyandmedicallytheperiodbefbre

1949,thatispreliberation,wasknownasthe;Gbitterpast''.Thiswas

apastofuttermisery,degradation,exploitation,hungerandhumilia-

tionfbrmillionsofpeople.IntheoldChinathepeasantrywasper-

petuallyonthethresholdofchronichunger,famineanddisease,and

riddenbyilliteracy.Theywereimpotentbefbrethefilryofevery

naturalcalamityinadditiontobeingrackedbyeveryconceivable

speciesofsocialparasite.Faminedeathstothetuneofhundredsof

thousandsweretherealitiesofChina.Snow(1970),recallingathree-

yearfaminewhichdevastatedpartsofnorthernChinafi､oml929to

1932,wrote:$GTherefbrthefirsttimelsawchildrendyingbythe

thousandsinafaminewhicheventuallytookmorethanfivemillion

livesbutwasscarcelynoticedintheWest.''

Thecountrywasplaguedwithalmosteveryknownfbrmofnutri-

tional,infbctiousandparasiticdisease(Chabot，1976).Itwasestimated

that25percentofalldeathswasduetofaeces-bornedisease

(Winfield,1948).Cholerainl932wasreportedin21provinces,100,000
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THEEMERGENCEANDDEVELOPMENT

OFTHEBAREFOOTDOCTOR

INCHINA*

F・P･Lisowski**

〃〃odiJc加刀

Inordertounderstandthedevelopmentofthebarefbotdoctors

andtheroletheyplayinhealthcare,onehastolookatthesocio-

historicalbackgroundofthecountry.Barefbotdoctors,aswekndw

themtoday,areanintegralpartofthehealthcaresysteminChina

andtherefbrecannotbeconsideredinisolation.Althoughtheyfirst●

becameknownrelativelyrecently,inthemidl960s,theirantecedents

canbetracedbacktotheearlytimesoftheChineseSovietareasthat

wereestablishedinthelatel920s.Itwastherethatthebeginnings
ofChina'spresentdayhealthcareservicegerminated.

B沈『8Z949

AttheturnofthecenturywhentheWesternpowersthrusttheir

wayintoChina,theCh'ingdynastywasundergoingaprogressively
worseningruralcrisis.Thepopulationwasincreasingatanextraor-
dinaryrate,whileatthesametimetherewasnosubstantialincrease

inusablefarmland.Thisresultedinadeclineinthealreadymargi-
nalstandardofruralliving(Kleinmann,1973).Economicdislocation

andsocioculturaldisintegrationweregrowingapace・AsKleinmann

pointsout,inthefbllowingyearsneitherindigenousnorfbreign
agencieshadmuchimpactonthehealthconditionsinChinasince

theunderlyingsocioeconomiciactorsresponsiblefbrthedisintegration

*Thispaperwaspresentedatthe3rdlnternationaISymposiumontheHistory
ofMedicineinEastAsia,Susono-shi,Japan,October8-14,1978.

**DepartmentofAnatomy,UniversityofHongKong
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YOSHITOMIPHARMACEUTICALINDUSTRIES,IgTD

搾
灘

鰯

食塩は、高血圧発症の重要な因子の一つとして知られています。バイカロンは塩類排泄作用を持つ

降圧利尿剤一非サイアザイドーで､糖代謝､腎機能に対する影響が少ないことが認められてい窒立

の投与による乳児に対する安全性は確立していないので，妊娠または妊娠している

可能性のある婦人および授乳婦には治療上の有益性が危険性を上まわる場合のみ投

与すること.【包装】錠(25,9)二PTP包装10症×10110錠×100,バラ包装1000錠
く健保適用

I適応症】・悪血圧症(本態性，腎性）・次の慢性浮腫における利尿心性浮腫，
腎性浮纏肝性浮腫【用法･用丘】メフルシドとして，通常成人1日25~50ln9(1

~2錠）を朝1回投与するか．または朝,昼の2回に分けて経口投与する.なお､

年齢･症状により適宜増減する‘ただし．悪性高血圧に用いる場合には，通常,他

の降圧剤と併用すること,l使用上の注意】（1‘次の患者には投与しないこと肝性

昏睡，急性腎不全.重症の低ｶﾘｳﾑ血症のある患者.（2．'次の患者には慣匝に投与

すること1)肝機能障害のある患者(肝機能障害を悪化させることがある.）2)本人

または両親，兄弟に痛風糖尿病のある患者3)肝硬変の患者または粥心配縮体の

治療を受けている患者（連用により低ｶﾘｳﾑ血症等の電解質失鯛があらわれるこ

とか．あるので．このような場合には十分なｶﾘｳﾑ補給を行うなどの処置を行うこ

と.〉(3)副作用1)肝屋ときに肝機能障害があらわれることがあるのでこのよう

な鳴合には減且または投与を中止すること.2)代謝異常低カリウム血症,低ｸﾛ

ﾙ性ｱﾙｶﾛｰジｽ等の意解質失調があらわれることがある.また.高尿酌巾症,

悪血聴症があらわれることがあるので，観察を十分に行い.異常が混められた場合

には減■または休薬等の適当な処置を行うこと.3:過敏症発疹等の過敏症状があ

らわれた堀合には投与を中止すること．4;消化器ときに悪心，嘔吐．冑部不快感,

食欲不振，便秘．下痢，口内炎，ﾛ渇等の症状があらわれることがある.51その他

ときに脱力感，眩丑,記す祥低血圧等の症状があらわれることがある.i4旺婦およ

び授乳婦への投与妊娠中の投与による胎児,新生児に対する安全性および授乳中

騨蕊霧蕊羅鞠織'鶴鱗鱗灘灘鍵議蕊灘謝

（石狗回己錠
'g－hO,O■q，

〈メノノレントノ

⑬ 吉富製薬株式会社
大阪市東区平野町3丁自35番地

903-B9
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